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TRNA の ごま と mi(N 
社団 法人 日 本 建設 機械 化 協会 
会 長 工学 抹 上 内 和 海 清 温 


昭和 38 年 1 月 の 北陸 豪雪 を 機 に , 各 方 面 の 雪害 対 策 は いろ いろ な 意味 で 一 段 と 進歩 
し た よう に 思わ れる が , 本 書 は , 当時 北陸 地方 に あっ て この 未 曽 有 の 豪雪 と 闘っ た 人 々 
| が , 日 本 建設 機械 化 協会 北陸 支部 の 委員 会 で 調査 研究 の 結果 と り ま と め た も の で ある 。 
内 容 が 複雑 多岐 に わた り , 工学 的 研究 と し て も 日 が 浅い だ け に , 編集 に あたっ て は 多く の 
| 困難 が あっ た も の と 想像 され る が , いよ いよ 上 梓 の 運び に 至っ た こと は まこ と に 慶び に 
| 堪え な い 。 
| 防 雪 工 学 の 刊行 物 と し て は , わが 国 に お ける 初め て の も の で あり , この よう な 意味 に お 
いて 本 書 が 研究 と 実際 に 広く 利用 され , 今後 発展 へ の 踏 台 と し て 役立つ な ら ば 折 界 の た 
め に 鹿賀 すべ きこ と で ある 。 


挫 本 の ニ oe (か 
座 有 の 書 と し て 広く 推奨 する 
建設 省 道路 局長 美輪 健一 郎 


防 雪 工 学 ハ ンド ブッ ク が 刊行 きれ る 運び と な っ た こと ば, 関係 者 の 一 人 と し て まこ と に 再び に 耐え な 
い 。 この よう な 本 の 刊行 が し ば し ば 企画 され な が ら , い ずれ も 実現 に 至ら な か っ た の は , 雪 に 関す る 調 
査 研究 の 令 城 が , 理学 部 門 か ら 工 学 また は 農学 部 門 に 及び , その 実施 分 野 も 道路 , 鉄道, 此 林 , 水力 等 
と 多岐 に わた る も の だ け に 。 その 底 貌 を つか み , 理解 を 深め る こと が 仲 々 で せ ず か し いた めで あっ た 。 

今回 に の よう な 困難 を 克服 し て , 防 雪 に 関す る ぼう 大 な 領域 と, ここ に まとめ られ た こと は 。 研究 者 
に と っ て も , 実務 家 に と っ て や 大 変 便利 な こと で ある 。 婁 害 対策 も ます ます 拡大 し つつ ある と き , 本 書 
の 刊行 を な た こと は , まこ と に 時 宜 を 得 た も の で あり , 座 右 の 書 と し て 広く 推奨 する も の で ある 。 


過去 に 例 の な い 斬 新 な 企画 
本 款 学会 前 会 長 旦 山 久 何 


日 本 は , 地理 的 な 位 閉 。 そ の 地形 、 気 僕 の 関係 か ら , 北欧 , カナ ダ な どど と 同じ よう な 多 雪 地 で ある 。 
と くに 衣 日 本 一 帯 は 世界 に も まれ な 守 押 地帯 で , 毎 科大 き な 雪 害 を うけ で いる 。 この よう な 国土 の わが 
国 で は , 当然 雪 に 関す る 研究 も 礎 ん で , 今日 で は 欧米 北国 に 肩 を 並べ る くら い に は 進歩 し て いる 。 し か 
し これ 6 立派 な 研究 は 主として 大 学 や 特定 の 研究 機関 で 行なわ れ 。 その 成果 が 広く 一 般 工学 に 応用 され 
な い 候 み が 多分 に あっ た 。 今回 , 日 本 建設 機械 化 協会 が 。 こ の 点 に 角 み 「 防 雪 m 工 学 ハ ンド ブッ ク 」 の 草 
行 を 企画 され た こと は , まこ と に 豆 ぱ し いこ と で ある 。 本 営 は , その 概要 を 一 読 し て お 判り の 如く , 内 
外 の 科学 者 た ち が , 永年 に わた る 研究 の 結果 解明 され た 雪 の 諸 性 質 を , か な り 高 度 な 立場 か ら 克 明 に 述 
べ て ある と 共に 。 その 応用 編 と し て , 盾 審 対 策 の 詳 好 設 の 設計 法 ま で , 平易 に わか り 易 く 言及 され て い 
る 。 この よう に 過去 に 例 の な い 町 新 な 企画 に よる 本 書 が , あら ゆる 層 の 技術 者 語 氏 に 広く アッ ピー ル す 
る こと を 確信 し , ここ に 推薦 する 次 第 で ある 。 


現場 技術 者 の 要望 に 応え た 内 容 


所 人 松原 健太郎 
わが 国 の 建設 技術 の 発展 は 近年 目 児 まし いも の が あり , それ に 伴っ て 国土 の 開発 も 順調 に 進み 経 
済 の 発展 に 大 き な 黄 献 を し て いる 。 し か し 防災 に 対す る 対策 は 来 だ 完璧 と は いい 多い 現 状 に ある 。 
暫 に 対す る 防災 設備 の 整備 に つい て も 同様 で , 現在 整備 評 画 の 推進 が 最も 要望 きれ て いる 。 この 時 期 
に 「 防 軒 工 学 ペ ベン ドブ ッ ク 」 の 刊行 が 企画 さん た こと は , まこ と に 時 宜 を 得 た も の と いえ る 。 防災 技術 
上 まず 第 一 に 要求 され る こと は , その 原因 の 徹底 的 究明 で あり , 次 いで , その 解明 され た 理論 を 自由 に 
駆使 する こと で ある 。 雪 に 関し て は , これ まで に 多数 の 文献 が 個々 に 出さ れ て お り , その 一 つ ー つ は 非 
常に 貴重 な も の で は ある が , 特定 テー マ を 詳 送 し た も の が 多く , 一 般 現 坦 技 術 者 の 要求 を 総括 し た も の 
人 は な か っ た 。 本 書 は 可 成り , 高度 な 理論 か ら , 実際 的 な 設計 法 まで 述べ られ て お り , 今 まで に 現場 技術 
者 が 切望 し て いた こと が ら を 集大成 し た も の で ある と いえ る 。 本 書 の 出版 を 祝 し , 編集 に 当ら れ た 各位 
の ご 努力 を 高く 評価 する と と も に , 広く 現場 技術 者 諸氏 に , 本 書 を お 奨め する 次 第 で ある 。 
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利根 川 河口 堀 工事 ( 水 資 源 開発 公団 ) 


施工 : 株 式 会 社 熊谷 組 ・ 清 水 建設 株 式 会 社 


近年 利根 川 に 対す る 水 の 矯 要 は 急激 に 増加 し 、 河川 水位 の 低下 に 
く 、 そ の 影響 は 河口 より 50km 上 流 ま 
が 強く 叫ば れ て , 茨城 県 側 は 昭和 38 年 
搾 渡 面 積 6.600 ha)、 両 総 用 水 ( 光 洲 面積 21.000 ha) の 塩害 | 
至 県 の 都市 用 水 に 供給 する 目的 を も っ て , 昭和 40 年 11 月 より 
た 。 河 日 堀 の 位置 は , 銚子 河口 より 18.5km 上 流 の 常 | 
が 国 最大 の 水門 で ある 。 
低 水 般 の 可動 部 分 は 465 m で 純 径 間 45m の ゲー 
る 。 ま た 高 水 敷 固定 部 分 は 369 m、 左 右 両 岸 に 魚 
る が , 低 水 間 締切 に は 直線 鋼 矢 板 に よる セル 
いる の で , 44 年 の 次 期 に は ゲー ト 6 門 が 5 D 
本 工事 に 使用 され る 主要 資材 は コン タリ ー ト 14 方 mr 鋼材 
コン タリ ー ト ブロッ クタ 32 万 個 笛 で 昭和 46 年 1 月 に 本 作 工 事 の 


よ る 海水 の 週 上 | に よっ て 溢 旗 期 に 農業 用 水 お よび ト 水道 
特に 昭和 33 年 の 渦 水 に ま 害 は 著しく , 防潮 
完成 を 見 た が , 千葉 県 側 の 利根 川 を 用 水 と する 

と 毎秒 30t の 水 を 利水 に 転換 し 。 東京 都 お よ 
より 利 可 川 河口 堀 の 建設 が 開始 きれ 
水門 と 黒 都 川 水門 と を 結ぶ 直線 上 に あり , 総 下 長 834 m の わ 


1。 左岸 側 に は 幅 15m、 長き 50m の 間 門 が 設け られ 
連 ず つ 設 介さ れる 。 本 工事 は ぶさ て ドラ イワーク に より 地 工 し て い 
を 4 同 に 分 け て 施工 する が 、 現在 最後 の 第 4 ブロ ッ タ の 締切 に か か っ て 
除 そ の 他 の 効果 を 十分 発 押す る る 
万 t 管理 橋 1.5001、 ゲ , 石材 13.000 mr。 
渉 を 見 る 。 な お 総 事業 費 は 130 億 円 で ある 。 
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編集 委員 長 浅井 新一郎 見本 道路 人 加 | ド : 開 重工 業 (株 ) 
商 束 道路 計画 部 計画 課 > 小 性 秀 雄 区 At 


編集 委員 電設 
幹 。 事 土屋 電 旗 中 選 国 道 前 横 泊 キャ クビ ラー 華 
? 中 野 俊次 旨 匠 省 
友和 設 機 和 「。 。 。 Mi 
編集 委員 寺島 加 白人 還 LiI っ 
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? 宮川 正 求 8 林 導 全 し ッ 伊 凡 良 肉 見 本 間 委 ( 維 2 し 
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B5 判 上 製 ・ ビ ニー ルカ ペー 1.600 頁 
類 仙 会 員 6,600 円 非 会 員 7,500 円 送料 250 円 


本 要覧 は 従来 か ら 国産 建 設 機械 を 広く 紹介 普及 し て 建設 の 機械 化 に 役立た せ 
る こと を 目的 と し て お り , ユー ザ 側 委員 で 構成 する 審査 委員 会 の 推薦 と 審査 に 基 
づき , 良好 な 使用 実績 を 示し た 約 270 社 の 国産 の 各種 機械 , 作業 船 , 原動機 等 を 
選択 し て , 写真 , 図面 の ほか , 各種 の 諸 元 , 性 能 , 特長 等 の 技術 的 事項 を 網羅 し 
て 解説 を 行ない , わが国 の 建設 機械 の 現状 を 明らか に し 、 建設 技術 者 が 工事 の 実 
施 計画 を 立て る た め 建 設 機械 の 選択 を 行なう 場合 は も ちち ん の こと 、 建設 機械 化 
に 関係 する 者 の 絶好 の 便覧 で ある 
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東京 都 港 区 芝 公 園 21 号 地 1 一 5 機械 振興 会 館内 
電話 東京 (333) 1501 振 稚 口 座 東京 71122 番 
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立 20 周 年 を 迎 う 内 海 清 則 


早い も の で 日 本 建設 機械 化 協会 は 本 年 を も っ て 満 20 年 の 歳 月 を 閲 
し た 。 日 本 の 建設 機械 化 運動 は 終戦 間 も な い 了 和 22 年 頃 か ら 始ま っ 
た が 。 本 格 的 に な っ た の は や は り 本 協会 が 創立 され て か ら 以後 の こと 
に 属す る 。 

初め は も っ ぱら 外国 製品 の 模 條 から 始ま り , 10 年 に し て よう や く 
使い も の に な る まで に 進歩 し , この 10 年 で 世界 水準 に 到達 し た 。 こ 
の 間 , 官民 を 問わ ず , ユー ザ , メー カ そ の 他 関 係 者 一 同 が 打っ て 一 丸 
と な っ て 奉 力 し た の だ が , その 成果 が 見 事 に 結実 し て 今日 の 隆盛 を 招 
いた の で ある 。 そ し て この 建設 機械 化 運 動 の 中 心 団体 と し て 本 協会 の 
果たし た 役割 は まこ と に 大 きい も の が あっ た と 信じ し て いる 。 
建設 事業 は 年 々 歳 々 増加 の 一 途 を た どっ て いる が , 建設 統計 に よる 
本 年 度 の 事業 旨 は 約 9.3 兆 円 と 推定 され て いる 。 こ の 膨大 な 事業 量 を 
いと も 易 々 と 消化 し て いる の は 建設 界 の 実力 が それ だ け 向 上 し た か ら 
で ある が , その 実体 は 建設 力 の 主力 を な す 艇 多 の 建設 機械 が 消化 を 容 
易 な らし め て いる の で ある 。 も し この 10 年 ぐら い の 間 の 機械 の 区 策 
が な か っ た な ら ば 。 到底 これ だ け の 工事 を こなせ な いし , それ だ け 経 
済 の 発展 を 遅らせ た こと と 思う 。 

さて , わが 国 の 建設 機械 化 運 動 も 20 年 を 経て 相当 な 成果 を 収め 得 
た こと は 自 他 と も に 許す と ころ で ある 。 質 量 と も に 米 欧 の 水準 と 肩 を 
比べ る まで に 成長 し た 。 し か し この 現状 に 満足 し 能 事 足 れ り と する ほ 
ど 世 の 中 は 甘く は な い 。 科 学 技術 の 進歩 発着 の 加 度 は 文字 どおり 日 進 
月 歩 で も る 。 わ ず か な 履 怠 も 胡 烈 な 競争 場 福 に お いて は 敗北 の 苦杯 を 
喫し , 落 佑 の 運命 を と どる こと は 必至 で ある 。 

わが 国 の 建設 機械 化 の 現状 は 冷静 に 判断 し て みて , よう や く 米 欧 と 
同一 の スタ ー ト ライ ン に 並び 得 て , いま や 出発 の 合図 を 待っ て いる 状 
娘 に ある と 考え る の が 妥当 で あろ う 。 

し か ら ば , われ われ の 今後 の 目標 は どこ に お くべ き な の で あろ うら 
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か 。 そ れ に は 将来 の 建設 工事 の 規模 、 種類 , 性 格 等 に よっ て いろ いろ な 予想 が 樹 て られ る の で , は っ 
きり か く あ る ご きだ と 断言 する の は きわ め て むず か し い が , 私 は 私 な り の 考え を 持っ て いる の で 、 そ 
れ を 申し 述べ て みた い 。 

日 本 の 狭い 国土 を で きる だ け 有 効 に 活用 する た め に は 山地 を 拓 き , 海面 を 埋立 て る 必要 が ある か ら 
必然 的 に 大 土工 が 起こ る 。 し た が っ て 建設 機械 の 大 形 化 と 連続 方 式 化 が 絶対 に 必要 で あろ う 。 土 工 の 
容量 も 現在 の 100 万 m' 単位 か ら み れ ば , 10<100 倍 ぐ らい の 単位 の 工事 は 近い 将来 に 続々 と 出る 可 
能 性 が ある 。 そ の 対策 は いま か らし て お か な けれ ば 間に合わ ぬ 。 

最近 問題 に な りつ つ あ る 人 手 不足 は 今後 ます ます 深刻 に な る か ら , 現在 手 作 業 で 行なっ て いる 小 運 
搬 , の り 面 処理 , その 他 諸 々 の こま ご まし た 作業 の 機械 化 は 現在 最も 遅れ て いる 分 野 で ある か ら , 急 
速 な 解決 を 迫 ら れ て いる 切実 な 問題 の 一 つ で ある 。 

痢 洋 開発 は いま や 残さ れ た 唯一 の 地球 資源 で ある が , 事業 的 に は 緒 に つい た ば か り で ある 。 当 然 水 
中 作業 に な る わけ だ が , 高い 水圧 を 克服 し な けれ ば な ら な い 関 係 上 , その 建設 機械 も 自動 化し な けれ 
ば な ら ぬ 。 潜 水 艇 か ら の 遠隔 操縦 , 水中 妥 明 、 テ レビ 財 視 等 従来 建設 機械 と は あま り 縁 の な か っ た 
エレ クト ロニ クス に 強く な ら な けれ ば 解決 で き な い こと が 多く 《 な る も の と 思わ れる 。 た だ 水中 工事 の 
み で は な く , 危険 な 作業 , 困難 な 作業 な ど は いずれ も 自動 化し な けれ ば な ら な い 。 

工 糞 の 低減 工期 の 短縮 な どか ら み て , どう し て も 進歩 させ る 必要 が ある の は 構造 物 の プレ ハブ 化 
で ある 。 建 築 関係 で は 大 分 進ん で いる が , 土木 の 分 野 で も 道路 の 舗装 , 橋梁 その 他 い くら で も 応用 し 
得る 場面 が ある と 考え られ る が , 可能 な らし め る た め に は 運搬 , 据付 用 機械 の 発達 が 前 提 と な る 。 

以上 , 思い つく まま 二 , 三 の 目標 を 示し た が , いずれ も その 実現 に は 大 きか な 困難 を 伴う も る の ば か り 
で ある 。 し か し 目標 を 高く し て お いて 初め て 技術 の 進歩 発達 が ある 。 大 方 諸 賢 の 参考 の 一 端 と も な ら 
ば 幸い で ある 。 

(科学 技術 庁 顧問 ・ 工 蛋 ・ 本 協会 会 長 ) 
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東京 大 学 才 授 

本 協会 専務 理事 

日 本 国 直 開 発 株) 取締 役 表 社長 
( 線 ) 小松 製作 所 常務 取締 役 
建設 省 東 地 計 設 局長 

書 設 省 大 臣 家 記 技術 参事 家 

建設 省 大 医家 記 建 記 課 克 

本 陣 会 広報 部会 長 


( 巧 不同 ) 


E】 


癌 巴 は 軸 距 壮 
過 療 碁 諾 洲 党 符 臣 


本 甘 邊 唄 に 立 


CR) どう や 大 変 お 忙し いと ころ を お 集まり いた だ き 
まし て あり が と う ご ざ いま す 。 

今後 , ます ます 建設 事業 は 拡大 する も の と 考え られ ま 
す 。 そ うい うこ と で , 今後 の 建設 機械 化 と いう の は , い 
ろ い ろ ちな 面 で 発展 させ て いか な く で は な ら な い 時 代 で あ 
ろう と いう こと で , いろ いち ろか な 問題 点 を 討 診 し て いた だ 
いた ら ど うか と 思い ます 。 

まず , 今後 の 建設 事業 を どの よう に 考え られ て いる の 
か , 右上 さん , い か が で し ょ うか 。 


画 塞 設 事業 の 伸び と 人 手 不足 


(石上 ) われ われ の 会 社 で も , 会 社 の 5 カ年 計画 が あ 
り ま し て , いま 第 2 次 5 カ年 計画 の 2 年 目 な ん で すけ れ 
ども , 2 年 目 で 5 カ年 計画 を 変更 し て また 施工 統 を 増大 
し て いま す 。 と いう の は , 経済 企画 庁 が 昭和 60 年 度 に 
お いて の GNP が 150 兆 円 と か (現在 は 40 光 円 で すか 
ら , 約 4 倍 に な っ て いま す が ) と いう と ころ に き て いろ 
と いう こと で し ょ う ね 。 

それ で 建設 の 総 需 要 が 大 体 43 年 度 に お いて 年 間 9 光 
円 と いわ れ で いま す 。 それ は , 個人 住宅 が 2 兆 7.000 
億 円 入っ て で い ます が , 大 体 純粋 王 本 が 3 上 4000: 億 一 3 
兆 5.000 億 円 で 。 い わ ゆ る 工場 その 他 の 建築 が 9 兆 円 で 
す 。 建設 の 総 電 要 が 大 体 常に その 年 の GNP の 2 割 5 分 
前 後 で すね 。 40 人 円 の 9 発 円 で すか ら 約 2 割 5 分 …ー 


昭和 43 年 10 月 20 日 よ び 1 月 11 日 
東京 プリ ンス ホテ ル お よび 芝 パ ペー ク ホテ ル 


系 垣 悦 夫 設 省 土 本 研究 所 企画 室長 
本 入会 運営 幹事 長 

(編集 委員 ) 

人 尽 ) 浅 井 新一郎 日 本 道路 公団 高速 道 路 計 画 作 計画 

課長 

土 屋 近 蔵 建設 道路 局 高 国 道 課 課長 補佐 

中 野 俊 次 旭 設 省 大 臣 設 概 也 課 課長 
1d 

両 角 常 美 ( 秩 ) 神戸 負 負 所 四 設 機械 本 部 設 
財部 設計 課長 


2 割 4 分 ぐ で らい で すか ね 。 そ うし ます と , 骨 和 GO 年 度 
に お いて 経済 企画 庁 が 推計 し て いる よう に ,GNP が 
150 必 円 に な り ま す と , その 率 で いけ ば 建設 が いま の 4 
倍 絢 に な り ま し で , 40 攻 円 と いう 数 字 に な っ て くる ね わ 
け で す 。 そ れ は 昭和 60 年 で すか ら , あと 16 こ 17 年 先 の 
話 で すけ れ ど も , 大 体 いま の GNP の 伸び 串 よ り も , 建 
設 の 和 要 の 伸び 中 の ほう が 少し ずつ 高い ん で す よ 。 

(加藤 ) それ は 先行 し な けれ ば いか ん か ら ……。 

(石上 ) ええ , この と お り で 昭和 60 年 が 続く か 続か 
ん か わか ら な いけ れ ど も , まあ , 日 本 の 社会 投資 の 不足 
と か , 日 本 の 経済 の 発展 か ら み て , 私 は お そら く あ と 
1415 年 は , いま の GNP を 少し ずっ 上 回 っ た 線 で 建 
設 総 乾 要 は 伸び で いく だ ろう と 想定 し て いる ん で す 。 そ 
れ に 従っ て われ われ 施工 会 社 も それ 相当 な 先行 計画 を も 
っ て いる わけ で す 。 

その 中 で も し ろ い の は , 二 , 三 年 前 まで は 土工 , 
わ ゆ る 機械 化 土 工 と 申し ます か , そう いう も の は いま ま 
で の よう な テン ポ で ちえ な い だ ろ う 。 逆 に その ほう が 少 
し 頭打ち に な っ て , そう で な い 地 下 構造 物 を 含ん だ 構造 
物 構築 の ほう が 逆転 し て ふえ て いく だ ろう と いう 想定 を 
し て お っ た ん で す が , 近ごろ また 逆 に な り ま し て , 大 形 
土工 工事 は さら に も っ と 急 テ ン ボ で ふえ ちと いう 感じ を 
最近 私 は 持っ て いる ん で す よ 。 

日 本 の 国土 は 狭い ん で すか ら , 依然 と し て 大 土工 を も 
と に し た 駐 海 工業 地帯 の 造成 工事 は , いま まで より も 急 
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左 か ら 内 海 氏 加藤 氏 , 最上 氏 
て いく だ ろう と 私 は 思う ん で そこ に 大 
い ー * 必 ず 起 き て くる と 思う と いう 稔 
て いる ん で す 。 しかし, 現在 炒 な こと に 


・ 機械 化 土工 
の 一 番 大 きい の は 臨海 工業 地帯 の 造成 で は な く 宅 地 人 造成 


な ん で す 。 お そら く 現 f は ける 重機 械 の 半分 以上 は 宅 
地 造 成 工事 に 使わ れ て いる と 思い ます 。 お そら く 5 年 ぐ 
らい で ある 程度 頭 を 打っ て , それ か ら は 横ばい か ある い 
は 下り か げん に な る ん じゃ な いか と 思い ます 。 そ の 反面 , 
いま いっ た 臨海 工業 地帯 に お ける 大 土工 工事 が 大 きく 安 
定 し て くる だ ろう 。 そ の 時 分 に な り ま す と , いま いっ た 
よう に , も っ と 画 期 的 な 大 土工 機械 に よっ て いま まで よ 
り も っ と コス ト は 安く な り , し か も 工期 も 短縮 され て , 
いま まで は ある 程度 不可 能 視 きれ て お っ た , ある い は 非 
常に 工期 的 , 単価 的 に ペイ し な か っ た こと が ペイ する よ 
うに な っ て くる だ ろう 5。 

二 番 目 に いえ る こと は , 都市 化 に と も な ら 都 市 土木 
これ が 大 き な 意 味 で ふえ て いく だ ろう 。 ま た 大 部 分 は 地 
下 工 事 に な っ て くる 。 基礎 工事 と 申し ます か , 地下 工事 
と 申し ます か , その よ 0 な も の は , 私 は いま より も っ と 
急 テ ン ポ で ふえ て くる だ ろう と 思う ん で す よ 。 だ か ら 。 
今後 土工 に 限っ て いう KN 臨海 工業 地帯 な どの 造成 
に よる 機械 化 土工 の 増大 と , 都市 土木 の 画 期 的 な 増大 , 
この 二 つ が 建設 の 大 き な 和 需要 増 の 要因 を な し て くる と 過 
うん で す 。 し た が っ て , この 機械 化 も その 方 面 に 向かっ 
て 伸び て いく だ ろう と 思う ん で す 。 

また 最近 , 社会 面 で デュ ー ス バリ ュー を も っ て いる 海 
洋 開 発 と いう も の が 盛ん に いわ れ て お り ま し て , われ わ 
れ も い ま 水 中 ブル ドー ザ を や っ て いま す が , これ は まだ 
5 年 や 10 年 で 大 きく 機械 化 を 動か す ほ どの 大 工事 量 に 
な る と は , 私 は まだ 考え て いな いん で す 。 そ の は し り は 


こる か も し れ ま せん け 


( 二 ) あり が と 
いま し た 。 
(石上 ) 二 さ ん , 最近 
ほん と うに お も し ろ い こ 


が 変わ っ て く る ん で 
すね 。20 年 前 まで は 10 
万 m と か ,20 万 mi の 土 
工 と いえ ば 大 土 エエ 事 に 
皿 わ れ ま し た ね 。 そ れ か 
ら 80 年 や らい に な っ て 。 
30 亡 mi.40 万 mi 50 亡 
m' と いう 単位 まで 入っ 
て くる ぁ る 。35 年 後半 か ら 
40 年 前 後 は , 今度 大 体 
100 万 mi 単位 に な っ て 
きま し た ね 。 近 ご ちろ は 今度 1.000 万 m' 単位 に な 
ます よね 。 い ま ご どろ は 100 亡 m' 首位 で は た いし た 工事 


で は な いと 考え て いま 十 。 100 万 m' 江 位 な ら 、 われ ね わ 
れ で も 年 々 5 件 も 6 件 も と っ て いま すか ら , 近ごろ は , 
特に こと し の 夏 後半 に な っ て か ら ・ L は 民間 の 工事 
で す よ ょ れ だ け 土 工 工 帯 は ふえ た ん だ な と 思う ん で 
す 


( 二 ) うこ と で , 癒 工 量 は 増大 する , 人 間 は あ 
まり ふえ な い , 当然 機械 化 と いう こと に 話 は 落ち つく か 
と 思い ます 。 

それ で , これ は いま の 施工 する 立場 か ら 考 えら れ ま し 
て , そう いう 施工 量 の 増大 , それ か ら 労 働 人 口 と いい ま 
すか , 就業 者 の 伸び の 鈍化 と いう こと で , どの よう な こ 

と を 今後 考え て 対処 し て いか れる こと に な る ん で し ょ う 
か 。 

(石上 ) いま 建設 業 に と っ て 一 番 の 最大 問題 は 労務 の 
問題 な ん で す 。 ま だ 下請 に 押し つけ て いま すか ら , 一 
日 で は た い へ ん だ , た い へ ん だ と いっ て いま す が , まだ 
ほん と うに お し り に 火 が つい た 感じ に は な っ て いな いん 
で す 。 け れ ど も , これ は 目 に みえ て 一 番 解 決し な けれ ば 
な ら な い 大 問題 な の で す 。 現在 大 手 さ ん が な ん と か か ん 
と か いい な が ら 切 抜け て き て いる の は , 労務 の 問題 を 下 
請 に し わ 寄せ し て いる ん で し ょ う が 、 い まま で の よう に 
1 社 の 下請 で や っ た の が , 2 社 。 3 社 と し な けれ ば 労務 
者 が 集まら な いと いう 状態 で す よ 。 そ うい うこ と も 利益 
率 を 低下 させ て いる 一 つの 原因 な ん で す が …。 

し か し , それ が で きる 間 は いい ん で す よ 。 ま だ それ が 
な ん と か か ん と か で き て いま すね 。 現在 その よう か 建設 
の , 建築 部 門 を 含め まし て , いわ ゆる レーバー, 労働 カ 
は 大 体 300 万 人 と いわ れ て いる ん で す が 、 全然 ふえ な 


ら 
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て いる 。 つ まり 若 
拘 年 齢 が も 5 25 
S り ます が , これ は ゆ 
れ に 比例 し て 賃金 は 
。 それと , いま まで の よう 
が そう いう レー バー の 大 き な 
で す が , 近ごろ は それ が リー ス 


増加 し て くる と 
に , 東北 と か , 】 
リー ス に な っ て お っ 
に 必ず し も な っ て いな いん で すね 。 

し か し それ に し て も , 日 本 全 人 
る ん で すか ら , 絶対 量 が 常に と 
と , 依然 と し て 建設 その も の か 4 衝 2 
少な い , つま り 基 い 者 が 飛び 込ん で くる だ け の 壮 力 を 建 
設 業 が も っ て いな いと いう ろ に きら に 拍車 が か けら 
れ て , 建設 泉 の 労働 力 不足 が も っ と ひど いこ と に な っ て 
くる だ ろう と 思う ん で す 。 こ れ を 解決 する こと が , これ 
か ら の 建設 業 を 成功 させ る か し な いか の 一 つの 大 き 
イン ト で すね 。 ど の 会 社 も 、 な ん と か し て 省力 機械 , 人 
を 省く 携 械 の 開発 は 真剣 に 考え て いる ん で す 。 わ れ わ れ 
で も メー カ に た よる こと な く , みず か ら の 努力 に よっ て 
省力 機械 を 発明 , 考案 し , これ を 実施 に 向かっ て 非常 な 
努力 を し て お り ま す 。 

じゃ, これ を どう いう 方 面 に する か と いっ て も , 非常 
に 要望 が アト ラン ダム に 出 て くる も の で すか ら , な か な 
か つか まえ どこ ろ が な いん で す 。 各 現場 に よっ て 要望 が 
違 いま すし , ど 点 を 購 い て いい 
か が , まだ 吐 中 模索 の 段階 じゃ な いか と 私 は 思う ん で 
す 。 こ の 方 面 の 省力 機械 を 一 番 
方 面 を 機械 化し よう と 
それ が まとまっ て おら ん と いう の が 現在 の 状況 じゃ な い 
か と 私 は 思い ます 。 物 在 の 月 放 の よう ら に し で 境 
か ら 土 が 外 に 出れ ば , すぐ 90 われ る と い 
狭い と ころ で 工事 を や っ て いる ん で すか ら , 必ず し も ア 
か の ポト の 


や 
る と いう と 


山 素 氏 


と は な か な か 困難 じゃ な いか と 思う ん で す 。 と 
れ は あと か ら 間 題 が 出る で し ょ うけ れ ど や , 
設計 の 方 面 で も で きる だ け そ れ に 協力 を し た 機械 化し や 
すい よう な 規格 性 を も 計 に し て も ら v 
( 穫 ) それ と , 現 し て いる 人 の 生産 り 
る 。 そ うい ゆう 方 面 の ご 努力 と いう か , そう いう 具体 的 な 
例 が ご ざい まし た ら 
(石上 ) これ は , どの 業者 も 技能 労働 者 の 訓練 と 申し 
ます か , 特に いま 大 きく 不足 を され て いる の は , 労務 者 
の うち で ゃ 技能 労務 者 で すね 。 あ る い は 鉄筋 工 と か , 配 
管 工 と か い 4 た 単純 土工 で な く し て , 
そう いう 技能 労務 者 が : ヽ ま 払 底 し て いま すね 。 
これ に 対す る 対策 と し て は , 施工 業者 が 各自 , み ず か 
ら 技能 労務 者 の 差 成 を や っ て いる ん で す よ 。 各自 で や り 
まし て も , な か な か それ が その と き の 間 に 合わ せ で や る 
も の で すか ら , ほん と うに 披 本 的 に 大 き な 目 標 の も と に 
や っ て な いも の で すか ら , ちょ こち ょ こと や っ て 美 成す 
る 。 そ うす る と , どっ か の 会 社 た と られ て し まう 。 養成 
し て も ゃ 義成 し て も と られ と と し と が ある も の で すか 
ら , な か な か 思う よう に いっ で いな いん で す よ 。 い まや 
業界 で は , 業界 打 妃 と な - 共通 の 技能 差 成 所 
を つく ろう と か , こう いう も の は 国家 が や る べき も の だ 
と か , 議論 百 出し て いる の で し は 将来 は 必ず 国家 
が や る か , 業者 が 必要 に 迫 ら れ て 共同 で 技能 開 成 所 を つ 
くっ で そこ で や る か , どちら か に も っ て いか な けれ ば し 
か た な いと 思う ん で す よ 
ろ は 非常 に 労働 環境 も 重んじ まし て 
な 飯 場 式 の 空虚 な も の は 全然 あり ませ ん が 。 労 
る ぐら い の 宿 妊 管 理 を ヒレ 
て 建設 業 を し て 魅力 あら レ 
考え 
ます ま 


め な けれ ば いけ な いん 


られ て き て いま す 。 そ に な り ま す と 。 
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な か ら 両 角 氏 , 1 人 お お いて 十 氏 


す 労 務 貫 が 上 が る 一 方 で し て , それ に 対し て も 発注 者 側 
に よっ て それ に 相応 し た 単価 を 組ん で も ら え な いも の で 
すか ら , そこ で し ょ っ ちゅ う 労 務 費 決 足 り ま せん , 足り 
ませ ん と いう こと の 陳情 ど な っ て これ が 現われ る ん で 

よ 。 単価 で 押え つけ られ , 一 考 で は 費用 を か け な けれ 
ば 労務 者 が 養成 で き な い と いう 両方 の ジレ ンマ に お ちい 
っ て いる と いう の が , いま われ われ の 立場 で すね 。 

( 失 ) 小林 さん いか が で すか 。 

(小林 ) どう も この よう な 先行 き の 話 を する と き に 
は , どう し て も 建設 業 の 委 態 の あり 方 と いう の を ある 程 
度 設 定 し な いと な か な か それ に 役立つ 建設 機械 の 問題 の 
為 点 が 定まら な いよ うな 気 が す る ん で す が ね 。 

ころ で 一 見 する と , 機 械 の ほう は 、 ピ ー ス じゃ な いけ 

れ ど も , 世界 的 レベ ル に ある 程度 な りつ つ あ る の に , 建 

硫 業 の 内 寄 は どう ゃ 旧 娘 依然 た る と ころ が あ 

5 け 犬 きく な っ て いる 。 仕事 の 発注 も 

ろ が ある 。 と いう の は , 業者 の 数 が 多 

いと か , 零細 化し て いる 。 そ うす る と いく ら 大 きい 工事 

が あっ て も, それ を 分 割 し て や ら な けれ ば な らん と いう 

こと に な っ て , 使う 機械 も 必 
よう な 機械 に な っ て くる 。 

建設 業者 間 で 必要 に 迫 ら れ て , 食う か 食わ れる か と い 
う 立 場 に 追い 込ま れ て 初め て 自分 で 合理 化 を は か る の で 
し ょ うか ら , いま みた いな 状況 で いく と いい 姿 に いか な 
いよ うな 気 が す る と いう の が , 私 の 慈 観 的 な 見 方 な ん で 
す が ね 。 

また , 建設 業 の 機械 化 に 関す る 問題 と すれ ば , や っ ぱ 
り , バブ リケーション と いう か , プレ ハブ プ 人 1 っ て 人 
力 を 節約 する , ある い は 工程 を 早め ゆる, あるいは 規格 を 
統一 する ,。 いわ ゆる スタ ンダ ー ダ イズ と いう 方 向 は だ ん 


だ ん 進ま ざる を 得 な い だ ろ うと 思う ん で 
す 。 だ けれ ども , 一 つ は 。 いま 人 力 の 問 
題 が 非常 に 出 て, な ん と か 力 し た い , と 
いう 面 で , 設計 面 と の 関連 が 非常 に 強い 
だ ちろ 5。 発 注 す る 側 人 は 相変わらず の 名 人 
芸 みた いな 床の間 の 置き 物 み た いな も の 
を つく ちる つも り で や っ て いる 。 こ れ は 意 
ら 機 械 を 考え た っ て な し ろ む だ な こと じ 
ゃ な か ろう か 。 む し ろ 設 計 面 の ほう で そ 
う 5 い 5 点 を 考慮 し た 設計 を や っ て , それ 
に 応ずる 機械 と いっ た ほう が , 機械 の ほ 
う も つま らん 機械 を 一 生 懸 命 つく る より 
は 人 能率 的 で あろ うと 思う ん で す 

また , 建設 事業 と いう の は , 普 み た い 
に 機械 を 離 れ て , 機械 は た だ 道具 な ん だ 
と いう 存在 じゃ な く で , 機械 を の も の が 
建設 事業 の も う 詩 体 を な す の だ と いう 今 
昌 に な っ て くる と , これ は も う 別 の 問題 
じゃ な く な っ て き て , 機械 を いか に 有利 に 使う か と いう 
た め の 建 設 事業 の あり 方 と 考え て いく べき じゃ な か ろう 
か と 思う ん で すけ れ ど も, いま そこ まで いっ で いな いよ 
うな 感じ が する ん で す が ね 。 


画 人 手 不足 の 対策 


(内 海 ) いま の 話 の 建設 業 の あり 方 , これ は ずい ぶん 
考 を な けれ ば いか ん と 思う ん で す よ ね 。 前 か ら 建設 業者 
は 労務 者 を 平常 も や っ て いな い 。 も っ て いろ と いう こと を 
ずい ぶん いっ た こと が ある ん で す 。 と ころ が や っ ぱり い 
まで も 下請 , また その 下請 が あっ て , 人 夫 を いな か か ら 
連れ て き て , それ を 価 人 か も っ て いれ ば 。 どっ か の 組 に 
は いれ る と いう や り 方 が , いま も ちっ と も 変わ っ て いな 
いん だ が , その 点 は どう な の か 。 仕事 が 出 た り , し ば ら 
く 出 な か っ た り と いう こと が あれ ば , ある 時 期 に は 足り 
な い , ある 時 期 に は も て あま す と いう こと が ある か ら 。 
や は り 仕事 を と っ た ら , それ に 必要 な 人 数 だ け を 下請 , 
また その 下 革 を 使っ て 集め て き て や る 。 ど う も どう し た 
らい いか と いう こと は いま で も 私 は 疑問 に 思っ て いる ん 
だ が , た だ 日 本 に は そう いう 労務 者 , 土工 と いう か , 建 

に くる 労務 者 が 固定 し て いな いん で すね 。 そ れ か ら 
で れ の 組ま 大 き な 組 合 が あれ 
ぶ じ て その 組合 が 注文 に 応じ て 何人 か や る し 。 

っ ち へ と る 。 ま た ほか に や る 。 そ うい う 組 合 
が で きれ ば だ いぶ 改良 で きる ん じゃ な いか と 思う ん だ が 
ね 。 者 の 協会 で すね 。 そ こ へ 典 閑 期 に 出る 者 も 登録 
し て , 自分 は 何 月 か ら 何 月 まで は 出 ら れる と いう の も あ 
>: て も いい 年 じゅ う 働 く の も あっ て も いい 。 そ うい う 


も の の 一 つの 組合 が で きる 。 そ うす る と , その 組合 が 建 


ね 


【(/ 
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設 業 に 注文 に 応じ て 供給 する 。 そう すれ ば 労務 者 は いつ 
ゃ 仕事 を あ 評 れる こと も な い 。 仕事 が 渋滞 する 。 工期 が 
問 に 合わ な い 工期 を 確保 する た め に は 幾ら 高く て も 人 
問 を 集め て こ な け れ ば な らん と いう こと で 単価 は 非常 に 
上 が っ て くる 。 悪循環 を や っ て いる ん で すね 。 そ の 悪 特 
環 を 断ち 切る 方 法 を 建設 業界 が 考え な けれ ば いか ん と 思 
りう ん で す が ね 。 た だ 発注 者 に ね だ る ば か り じ ゃ ・ 

(加藤 ) 先程 お 話し の あっ た 技能 労務 者 装 成 に 関連 す 
る ん で す が , ぼく は 10 年 ぐら い 前 に 雑誌 に 書き まし た 
ょ よ 。 将来 必ず オペ レー タ せ は 不足 する ん だ か ら 。 いま の う 
ち に コン トラ クタ が みん な で 金 を 出し 合っ て 養成 所 を つ 
くっ て や りな さゆ ・ その と き は 反響 が か ー つ も な か っ 
た 。 こ れ ゃ 15 年 ぐら い 前 な ん だ けれ ども , 河津 で 民間 
の 差 成 を や っ た こと が ある ん で す よ 。 そ の と き に 機械 
の 償 元 は みな いで 油 だ と か 、 和 宿舎 に 泊っ て いる 宿 消 料 
と か 、 ネ ッ ト の や の が , た し か あの ころ で 5 万 円 ぐら い 
出し て , あれ は 2 カ月 ぐら い の 期 間 で や っ た ん で す 。 そ 
り い う も の を や っ て くれ と いっ て いな が ら , 募集 する と 
必ず し も みん な 座 ん で くれ な い 。 高 いと いう わけ だ 。 

(石上 ) あっ た ね 。 覚 を て いる も の 。 

(加藤 ) それ は わずか な 人 間 だ けれ ども , や っ て 相当 
効果 が あっ た と 思う ん だ よ 。 だ か ら 当 時 オペ レー タ を 必 
要 と し て いる の は コン トラ クタ な ん だ か ら , コン トラ ク 
タ が 皆さん で お 金 を 出し 合っ て オペ レー タク 学 校 を つく れ 
ば いい じゃ な いか と 雑誌 に 発表 し た ん だ けれ ども や, さっ 
ば り 反 磐 が な いん だ 。 や っ と いま ご ろ 気 が つい て きた わ 
け だ 。 

いま か ら 約 10 年 前 に アメ リカ に 行き まし た と き に 
アメ リカ の オペ レー タユ ニオ ン を 調べ た り , ある い は オ 
ペレ ー タ 学校 を 調べ た ら , これ は や は り コ ント ラ タ ク が 
金 を 出し 合っ て 学校 , 養成 所 を つく っ て いた よ 。 そこ を 
出 た 連中 が みん な ユニ オン を つく っ て , そし て いい の も 
あれ ば 悪い の も ある か ら , A ク ラス , HB クラス, C ク ラ 
ス と いう 級 わけ が ある 。 仕事 が ある と , 機械 全都 を か か 
えて いる の は つら いも の だ か ら , 機械 は 機械 の レン ト す 
る と ころ が あっ て そこ か ら 借り て き て , オペ レー タユ ニ 
オン か ら オ ペレ ー タ を も っ て き て , それ で 組合 わせ て 仕 
事 を や っ て , 借り た も の は 仕事 が 終わ っ た ら 返 す 。 そ う 
いう こと も ちょ っ と 者 いた よね 。 だ か ら , アメ リカ と 一 
緒 の よう な 時 代 が くる ん だ か ら , いま の うち に 金 を 出し 
合っ で つく っ て お か な いと ,。 た い へ ん な こと に な り ま す 
よ と いう 警告 を 与え を た ん だ けれ ども …。 

(石上 ) そう だ っ た ね 。 

(小林 ) 内 海 先生 の お っ し ゃ っ て いる 労 務 者 の そう い 
う 協 会 や 。 オペ レー タ の ユニ オン と いう の は も ちろ ん あ 
れ で すけ れ ど も ゃ も, その 前 : 官 の ユニ オン が 何で 
日 本 に で き な い か と 思う ん で す よ 。 こ れ は 一 応 職 人 で す 
か ら , ある 程度 の 技能 を も っ て いる か ら 集 まり や すい は 


手前 か ら 三 人 目 小 株 氏 
ず な の に , これ が で き な い 。 ア メリ カ の よう に ユニ オン 
へ 電話 を か けれ ば 直 護 旭 み た い に き て くれ る と いう こと 
に まず な ら な けれ ば いか ん の に , それ が みん な いま 野 放 

し で す 。 

(内 海 ) すべ て の 職種 か みん な ユニ オン が な けれ ば い 
け な い 。 日 本 で は ちっ と も 発達 し て いな い 。 

(小林 ) それ こそ 異常 成長 で そう いう 人 的 制度 の 面 が 
非常 に 原始 的 で あっ て , そこ に 異常 成長 の た だ 事業 量 だ 
けが か ぶっ て きた と と で , た だ うろ うろ し て いる 
と いう 状況 し ゃ ご ざい ませ ん で すか な 。 

(内 海 ) ユニ オン に 入っ で て いれ ば 自分 は 仕事 を さがし 
た り し な いで も いい し , ある 請負 に お る と 仕事 を あぶ れ 
る と いう こと も それ で な く な る し , お 互い に 平均 化 き れ 
る 。 安 心して その 業 に つけ る わけ だ な 。 そ うす れ ば , 大 
エ , 左 宜 に し て も 和希 望 者 も 出 て くる 。 いま は どう ゃ 草 の 
よう な 内 弟子 の 制度 が な いか ら , それ に か わる も の が な 
けれ ば いか ん と 思う 。 そ れ が 野放し な ん だ な 。 こ れ は 大 
い に 建 設 業 に 働き か け な け れ ば いけ ませ ん ね 。 

(加藤 ) も う 少 し ほん と うに 困っ て くる と , や は ! 考 
え ぎ ざる を 得 な いと いう 時 期 が …… し か し 目 の 前 に ある ん 
だ けれ ど ゃ も , まだ 具体 的 な 運動 な っ て いな い 。 

( 夫 ) ほん と うに 目 の 前 の よう な 気 が し ます が ね 。 

山本 さん , 機械 を お つく り に な る 工場 で は , 人 手 の 問 
燃 は 先行 きど う 雪 え て いる ん で すか 。 

(山本 ) 人 手 で 大 騒ぎ で す よ 。 た ちょ っ と 違う の 
は 。 われ われ の 場合 , 共 は 姜 成 工 と いう の は 自分 で みん 
な 育て て や っ た わけ で すね 。 そ れ で 。 あ る 程度 技能 を も 
っ て いな けれ ば な ら な い 。 い まわ れ わ れ の 設備 は , し ろ 
うと が き て も ゃ 大 体 翌日 か ら ……: 翌日 は 極端 だ けれ ど ゃ 。 
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2 週間 も ちょ っ と ヒー つの も の を や ら せ れ ば 使え る と いう 
機械 に いま どん どん か えて いる わけ で す よ 。 

(加藤 ) オー トマ チッ ク に な っ て で てき て ……。 

(山本) 必ず し も ゃ オー トマ チッ ク じ ゃ な いけ れ ど も 。 
専用 機 で すね 。 逆 に それ を や ら せ る と , 今度 は 自動 車 工 
場 な みたい に , 単純 作業 の 繰り 返し で お も し ちく な く て 出 
て いっ ちゃ りら の が ある ん で す よ 

それ で , いま 私 た ち が や り 出し て いる の は , 単 能 工 で 
ある 工程 と, た と えば 1 カ月 や ら す と 能率 が 落ち て いく 
か ら , わ ぎ と 別 の 工程 を また や ら せ る わけ だ 。 それで. 
1 年 らい で , 10 ぐら い の 工程 を 覚え きせ て 。 それ で 
1 ヵ月 ご ど と に 回 し ちゃ , また も と へ 戻す 。 そう する と わ 
りあ い に あ き な い 。 特 殊 な , た と えば 動 物 の 型 を どう す 
る だ と か , そう いう も の に は 特殊 な 養成 二 と つく っ て い 
る けれども, あと は みん な そう いう 何で も 扱え る 人 間 と 
いち よう に な っ て …… ぁ 

(加藤 ) 反復 機械 な ら そ れ が で きる わけ だ な 。 

で 山本 ) それ か ら , \ い ' ま われ われ の ほう で 困っ て いる 
の は , いわ ゆる 昔 注 労 働 , 矯 物 工 だ と か , 鍛造 工 だ と 
か , こう いう も の が だ ん だ ん な く な っ で きた ん で すね 。 
私 ども な ん か , 平均 年 齢 。 い ま 現 場 の 平均 年 齢 は 30 ち 
ょ っ と 切る ぐら いで すけ れ ど も , 鋳物 工 だ け と り ま す 
と , 平均 年 齢 が 45 蔵 な ん で す よ 。 と いう の は , 若い の 
を 入れ て も や め て いっ ちゃ う 。 それ か ら 年 を と っ た 人 
は 。 腕 が ある も の だ か ら , 残っ て , 1516 年 の 基 が で 
き で いる ん で すね 。 

(加藤 ) 後継 者 が いな いわ け だ 。 

(山本 ) いな いわ け だ 。 入れ て も 逃げ ば で いっ て し ま 
う 。 それ で , いま 私 た ちの 例 だ け で いう と 。 鈴 物 と か 
鍛造 を どう や っ て 無人 化す る か , どう や っ て 砂 な ど を 使 
わな いい い 環 境 に する か と いう の が , いま 大 騒ぎ な ん で 
士 よ 。 そ れ と 、 この GNP を 考え , この 生産 を 考え て い 
っ た ら , いま の 同じ 人 間 で 4 倍 , 5 倍 の 生産 性 を あげ る 
こと は 何 ぽ ぼや っ た っ て で き な い で す よ 。 

(加藤 ) 一 生 台 命 や れ ば 2 倍 ざ らい まで は いけ る か も 
し れ な いけ れ ど も , 4 倍 , 5 倍 に な れ ば , も う 全然 だ め 
だ 

(山本 ) で き な い で す よ 。 そ うす れ ば あと は どう する 
か と いっ た ら , 人 的 ソー ス を 外 に 求め る こと を 期待 し な 
か っ た ら 。, 現実 に この GNP は ぼく は 悦 成 で き な い と 思 
う 。 

じゃ な か っ た ら , いま 私 ら が 考え て いる の は 労力 を 必 
要 と する 仕事 は , 外国 行っ て で や っ た ら ど うか と いう こ 
と で す 。 た と えば , いま 償 注 で 鋳物 を や っ て いる と ころ 
が あり ます よ 。 

(3 下 ) お ろ ん 機 械 な ん か , それ は で きま すね 。 だ けど 
建設 療 は ここ で つく る ん だ か ら , 外 で つく っ て も っ て く 
る と いう わけ に いか な い ゆ 。 


(山本 ) それ か ら 、 建 設 此 の 場合 の 参考 に な る か も し 
れ な いけ れ ど も , 私 た ち , いま ー つ の 設備 を そう や っ て 
自動 化し た り , 単 能 化し た と いう こと の ほか に ・ も っ と 
判断 業務 を 必要 と する , いわ ゆる 剖 練 工 の 腕 の あっ た も 
の を , いま ほとんど や めちゃ いま し て , そし て そこ を 標 
爾 化す る か 何 か で 。 だ れ で も で きる と いう よう に ブロモ 
ス 自体 ,」 ず いぶ ん 変え まし た 。 


較 設 計 へ の 注文 


() 要する に 事業 主体 の ほう は 人 が いな いか ら 請 負 
に 出す , 請負 は また 人 が いな いか ら 下 へ 出す …… 最 後に 
せ は 酷 ま り ま すね 。 そ の と き に , 今度 は 全体 と し で は 人 の 
要ら な い 施 工 の し か た を みん な で 考え な けれ ば いか ん こ 
と に な る と 思う ん で すね 。 だ か ら , し か る べき 組織 を つ 
くっ て , 積極 的 に そう いう アイ デア を も ら っ て , それ を 
実施 面 に 反映 する こと が 望ま し いん だ ろう と 思い ます け 
れ ど も , 何 か そ うい うこ と で お 話 が あり まし た ら ………o 

(石上 ) これ は 日 本 独特 な ん で し ょ うお ね 。 道路 の の り 
面 あたり を た くさ ん の 人 人 夫 を か け て きち ん と し て みた 
り 、 土 羽 打 ち を まる で カン ナ で 削っ た よう に きち ん と す 
る 。 あ れ は , 設計 者 の ほう が や れ と いわ な いん で し ょ う 
が , あ れ を や っ た ほう が 見 ば えがい いも の で すか ら , あ る 
い は 側溝 の トラ フ に し て も ほん と うに 直線 通り に , 見 て 
も 実に きれ い に 入 っ て いる よう に する と いう の は 。 いか 
に あれ は 手数 を か け て いま すか ね 。 私 は , あの 辺 あ た り 
は , 発注 者 が 弟分 考え を を か えて くれ た ら , は る か に 労務 
爆 が 戚 る と 思う ん で す 。 最後 の 仕上 げ で 紅 を つけ よう と 
し で , 業者 と し て は ずい ぶん 労務 引 を か け て いま す よ 。 
あの 辺 は 強度 に も 何 に も 関係 な いん だ けれ ど ……。 お モ 
らく 外国 で あん な に の り 面 を を きれいに す る と ころ な ん 
か , ぼく は な いと 思う ん で す よ 。 そ モ それと, これ は 将来 の 
問題 と し て いつ ゃ 問題 に 出る ん で す が , 建築 構造 物 な ん 
か は た い へ ん プレ ハブ プ 化 が 進ん で , 大 者 分 は 工場 生産 を 
し て , 工程 管理 どおり に 従っ て , 工場 か ら 運 搬 を し て 所 
付け て いま すけ れ ど も 。 土木 の 構造 物 も ある 程度 あれ が 
で きる ん じゃ な いか と 思う ん で す よ 。 こ れ は , や っ と 日 
本 の 道路 が 大 きく な っ て , 大 形 ト レー ラ が 通る よう に な 
っ て , 工場 生産 を し て 標準 化し て お いで, それ を 現場 へ 
も っ て いっ て , どん どん どん どん ルク レー ンジ で つっ て 据え 
つけ る と いう こと が , し まい に は た 避 ん で きる と 思う ん 
で す が 。 ツ 連 が 舗装 で や っ て いる よう に , 舗装 まで プレ 
ハ プ し て か ら 現 場 へ も っ て いっ て 張る と いう こと は , 日 
本 じゃ は た し て 可能 か どう が 知り ませ ん けれ ども 。 少な 
く と も そう いう 方 向 に 私 は 設計 者 側 は も っ て "= て も ら 
いた いと 思い ます 。 こ れ は 一 つの 考え 方 で す 。 

< 小林 ) この 前 も 着い 人 と 話し た ん で すけ れ ども 。 人 
力 を 少な くし よう と する 設計 な り , 施工 な り と いう こと 
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と , 工事 その も の の 粗雑 化 と いう こと と は 別 問題 で ある 
と いう ん で す が , きめ の こま か い 仕 事 を する と いう こと 
と 精 容 な 仕事 を する と いう の と が 。 安 外 イ コー ル で 結ば 
和 れれ て お る 。 そ れ か ら , きめ の こま か く な い 大 ざっ ぱな 住 
事 を する と いう こと と 粗雑 に 仕事 を すす る と いう こと と 
が , 何 か 質 的 に イコ ー ル で 結ば ぱ れ て いる よう な 誤解 が あ 
る よう な 気 が す る ん で す よ 。 だ か ら , や は り 設計 面 で き 
め の こ ま か い と いう か , いわ ゆる た だ むだ に 手 を 使う と 
ころ は 休 ける べき で ある けれ ども , 精 府 の いい , 内 容 の 
いい , いわ ゆる 質 的 に 優秀 な も の を つく っ て いか な けれ 
ば な ら な い 。 そ れ か ら , た と えば 搾 な ん て いう 問題 

あん な に 目 通り を そろ えん で も いい じゃ な いか と いう 話 
や よく 開く ん で すけ れ ど も , や は り ぼ く は 土木 と いう 
か , 建築 も も ちろ ん そう で す が , 土木 の 構造 物 と いう の 
は みん な の 目 に 和 れ る も の で あり , それ が 共有 な も の で 
ある か ら に は , や は り そ こ に オー バ に いえ ば 美しき と い 
う も の が な くち ゃ いけ な いん だ 。 そ れ は , 実用 主義 で あ 
る の は , 基礎 だ と か な ん と か と いう も の は そん な こと は 
いっ て いら れ な いけ れ ど も , や は り 外 に 現われ で 一 つの 
社会 の 風景 に な る , 一 つの 存在 に な る も の は 。 それ だ け 
の 配慮 は すべ きだ ろう と いう 気 が す る ん で す よ 。 ぜ い た 
く か も し れ な いけ れ ど も ……。 そ れ に 対し て どの よう な 
機械 力 を 駆使 で きる よう に , そり いう 美しき を 求め る か 
と いう の は , 普 な が ら の 美しき を いう か , ある い は 今後 
の 機械 的 な と いう か , 機能 的 な 美しき を いう か , 著 和 干 そ 
こ に 美的 感覚 も や 変わ っ て こ な け れ ば な らん だ ろう と いう 
気 も する ん で す が ね 。 だ か ら そ の 辺 で 相当 見 る ほう の 側 
は も ちろ ん で すけ れ ど も , 設計 する ほう の 側 も や っ ぱり 
そう いう 意味 の 新しい も の を , 感覚 的 に も 新しい も の 

内 容 的 に も 新しい も の を 常に 前 提 に し て 考え た て いく べき 
じゃ な か ろう か と いう ,。 た い へ ん 耳 の いい 話 に な る と 過 
うん で す が …。 そう Y と が 将来 の 機械化 の いく べき 
道 建設 事業 の あり 方 と いう の と うら は ら で や ら な けれ 
ば いけ な いと 思う ん で す 。 


一 発注 方 式 の 改 病 策 


(トド ) 発注 者 と し て の 対策 は 何 か き め ら れ て いる の で 
すか 。 

て 小林 ) 物価 の 問題 だ っ て あの よう に 上 げ な い 上 げた 
いと いっ て も 上 が っ て いる みた い に , 毎年 労 貨 が 上 が る 
か ら 単 価 を 上 げ て くれ と いう 陳情 を 受け て , それ を 10 
と いう と ころ を 6 に し た り 8 に し た り し な が ら 値切っ で 
き て いる 。 そ れ は それ で 必要 な ら や れ ば いい ん だ けれ ど 
も , も っ と われ われ の 側 , 邪 注 側 で ュ ユン トロ ー ル で き な 
い の か と いう こと で す よ 。 

労務 需要 は 時 期 的 に 偏 渡 が すご いん で すね 。 そ れ で ま 
と まる と わあ っ と 仕事 が 出る 。 そう する と 奪い合い, 今 
度 仕事 の な いと き に は うろ うろ し て いる 。 ま た その 間 や 
食わ せな けれ ば な らん 。 ま た むだ な 金 を 使う と いう こと 
で 結局 トー タル すれ ば 上 が っ ちゃ う 。 だ か ら 年 間 平 均 し 
て 年 間 1 万 人 の 大 工 を 使 ら りな ら ば 1 万 人 が ちゃ ん と 1 年 
間 働 ける と いう よう に 工事 の 発注 を 平均 化す れ ば , いま 
の し お わ 寄 せみ た いな の が な く て 、 ある 程度 は むだ な 出 間 
が な い だ ろ う 。 そ の 上 で 絶対 重 が 足ら ん と き に は , また 
その 上 の 対策 を すべ き で , いま は 野放し で ……, だ か ら 
も うち ょ っ と 。 上 か ら 下 ま で こう いう も の に 対す る 対策 
を 筋 を 通し て みん な で 取組 め ば , ある 程度 の 押え は で き 
る ん じゃ な いか と 思う ん で す よ 。 

や れ , 暫定 予算 だ , 追加 予算 だ と いう と き に で こ ぼ こ 
で こぼし て いて , さあ , 金 が きま っ た , わあ っ と 仕事 を 
する 。 し ば らく 手 待 ち だ と いっ て いる 。 業 者 は 寿命 に 疲 

て いま す 。 だ か ら 物価 問 題 み た い に し ま り の つか な い 
話 か も し れ ま せん けれ ども , そう いう 体制 を と る よう に 
みん な で まじ め に 取組 まな けれ ば だ めで すね 。 

(加藤 ) いま の 会 計 制度 が 工事 を や る た め に 非常 に 不 
便 で す よ 。 い ま は 4 月, 5 月 と いう いい 時 期 に 仕事 を 出 
せな い 。 そ れ で わあ っ と 出す で し ょ う ょ 
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C ト ) 道路 建 誕 業界 の 機械 の 年 間 の 稼働 を 調べ た の が 
ある の で す が 。, 最高 の と き が 稼働 率 が 80 宅 ぐら い 。 そ 
れ は ピー ク 時 で すか ら 。 秋 と か ……'。 会 に な る と それ が 
ず う っ と 下がっ て 60 錠 と か , その ぐら ゆい 。 

(内 海 ) 会 計 制 度 を 単 年 度 式 に し な いで , 何 年 か 怒 続 
事業 を 初め か らき め る と いう こと が で き な け れ 」 

〈 小 株 ) 最近 は 国庫 債務 負担 行 約 と いう の で ちえ でき さ 
まし た が ね 。 

(内 海 ) だ いぶ よく な っ た けれ ども , まだ ……。 

(最上 ) 先ほど 小林 さん が 主として お っ し ゃ っ た で す 
か な , 発注 も 施工 者 側 の こと を 考え て や る べき だ と いう 
それ も , いわ ば 一 種 の オン ライ レシ ス テム で すか ら ね 。 
で すか ら , 少し オン ライ ン と いう の を 広い 意味 で と っ て 
いた だ いて 考え て いく と , か な り 問題 が ある と 思い ま 
す 。 


画 二 木 技術 者 の 教育 の あり 方 


( 夫 ) 最上 先生 , 何 か ……o 

(最上 ) オン ライ ン シ ス テム と いう の は 。 要する に 流 
れ 作 業 式 な や つと 電子 計算 機 を 使っ て いる や つと ……o 
大 形 化 だ と か , 運搬 だ と か と いう も の が 個々 別々 に 考え 
られ て お る ん で すけ れ ど も , そう いら の を 連 開 し て 1 も 
ッ ト と し て 考え る と いう こと で , か な り ま た 能率 も ゃ あげ 
得る ん じゃ な いか と いう 気 が す る の が 一 つ で すね 。 それ 
か ら , 私 , 学校 に お り ま す も の で すか ら , これ は , だ い 
前 か ら で す が , いま の 学校 の 教育 と いう の は どちら か 
と いう と 設計 主義 な ん で す よ 。 お そら く ル ー チ ン の 仕事 
と 設計 の 仕事 と いう の は , か な り の も の は し ば らく た つ 
と 機械 的 に や れる よう に な る だ ろう 。 図 面 を 書く の ま 
9 そう し た と き に , 一 体 いま の よう な 教育 で いい 
の か し らん と いう こと を 考え て で いる わけ な ん で すね 。 そ 
れ で , 先ほど か ら 伺っ て いま す と ,。 つ まり 施工 と いう も 
の も サイ エン ティ フィ ッ ク に 考え て いく 。 根 本 的 に 考え 
て いか な けれ ば いけ な いと いう こと を み ま す と , やっぱ 
り そ う いう 土木 工事 全体 を まとめ に し た よう な も の を 体 
系 づけ て いく と いい ます か , その よう な こと が で き な い 
と , また そう いう 教育 を し な いと , これ か ら の 学生 諸 藻 
は 出 て いっ て や る こと は な いん じゃ な いか , ある い は 非 
常に 戸 到 っ て し まう の じゃ な いか と いう 感じ が し ます 。 
で すか ら 私 ども は 特に そう いう 学校 で や っ て いる よう な 
こと に 関連 し て , し み じ み そう いう こと を 感じ まし た 。 
それ か ら 。 土 の 関係 の こと で 機械 化 と いう の が 非常 に 
むず か し い の は 。 仕事 の 管理 だ と 思う ん で す 。 

土質 試験 の 自動 化 に 関す る 委員 会 を つく っ て や っ て い 
た わけ な ん で す が , その 場合 で も ー つ ー つ の 機械 と し て 
使う と か な り 値 段 が 高く つく 、 で すけ れ ど も , それ を 一 
買 し て 考え て いけ ば , つま り 実 験 室 1 組 と いう 形 で 考え 


て いき ます と , そう する と か な り ……。 そし て 基 で こ な 
す と いう や り 才 を し ます と . ある 程度 機械 化 と いう も の 
は 宛 済 ペー ス に 乗る ん じゃ な いか , こん な こと を 考え で 
いる ん で すか が ……。 

( 失 ) プロ ダク ショ ン の ほう は , あま り 教 育 上 重点 が 
時 か れ て な い 。 こ れ は いま で も そう な ん で すか 

(最上 ) 現在 で も や っ ぱり デザ イン 主義 で すね 。 

( 后 ) われ われ が 機械 関係 の 入社 試験 に 立ち 会 いま す 
と 。 学校 で 教え て いる 計算 に 乗る や つ に 非常 に 興味 を 示 
すん で す 。 た と えば 空気 調節 だ と か , 橋りょう で も な ん 
で も そう だ と 思う ん で す が , そう いう や つ を や り た が る 
ん で すね 。 手がかり の な いや つ は 全然 学校 で 数 えて な い 
も ん で すか ら …… 

(最上 ) それ が 体系 が な いも ん で すか ら ね 。 そ う W う 
体系 が で きれ ば そり いう も の に も 興 味 を 示す ん じゃ な い 
で し ょ 5 か 。 

( 丘 ) 設計 を や っ て いる の は 本 業 し て 20 年 も た て ば 一 
握り で し ょ う 。 あ と は ほとん ど プ ロダ クシ ョ ン エ ンジ ニ 
ア だ か ら , プロ ダク ショ ン エ ンジ ニア を うん と 義成 する 
と いう ふう に な っ た ほう が いい よう に 思う ん で す が ね 。 

て 内海) 大 学 の 土 本 の 講座 だ と か , そう いう も の を す 
っ か り 洗 っ て , そし て 新しい 体系 を つく ら な けれ ば だ め 
だ と 思う 。 旧 廊 依 然 と し て われ われ の 学生 時 代 と あま り 
講座 も 何 も 変わ ら な い 。 50 年 前 は 時 代 に 合っ て いた ん 
だ 。 い ま は そう で な い 。 大 学 の 学科 を み ま す と , て ん で 
ん ば ら ば ら で 何 の 体系 も な いん だ 。 柄 りょう の こま か い 
こと まで 教え る し , 鉄道 な ら 鉄道 の こま か いこ と まで 大 
学 で や ろう と する 。 そ う で な く て 大 学 で は どの 方 面 に も 
いけ る よう な 基礎 に 力 を 入れ で, もう 一 つ は , いま の 計 
画 , 設計 も さる こと な が ら 、 今日 で は それ より ゃ 施工 に 
対す る 知識 が な けれ ば いか ん 。 と ころ が , た と えば 打 川 
だ と か 浴 湾 だ と か と いう こと は ずい ぶん 量 的 に も 多く や 
る が , いま の 建設 機械 な ん て で いう も の は , 講師 が ちょ い 
と 来 て 講義 し て いく と いう だ け な ん だ な 。 そ れ じ ゃ 出 て 
も な ん の 役 に も 立た ん 。 学校 を 出 て も それ は いく 方 面 に 
よっ て 専門 は 作っ て くる けれ ども , どの 専門 に いっ て も 
役に立つ 基礎 だ け を 私 は 大 学 で や っ て いく べき じゃ な い 
か と 思う ん だ 。 


画 生 産 任 の 向上 の た め に 


( 二 ) それ で は 。 次 に 進め させ て いた だ きま す 。 

生産 性 の 向上 と いい ます か , 単位 時 間 当 た り の アウ ト 
ブッ ト を ふやす と か 。 いま まで 機械 を 使っ て いな い 面 に 
機械 を 導入 する と か 。 いろいろ あろ うか と 思い ます が ,。 
山本 さん , どの よう に お 考え で し ょ うか 。 

(山本 ) 機械 工業 で は 工作 機械 の 自動 化 が か な り 進 ん 
で いて , あと や る の は むだ の 排除 し か な いわ け で すね 。 
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いま の よう な 失 械 が ほん と うに 削っ て いる と きのこ と 
は 。 だ れ が や っ て も 同じ な ん で すけ れ ど も 。, 機械 を 削り 
終わ っ た ら 、 そ れ を は ず し て , 次 の も の を か ける 時 間 の 
間 を どう や っ て モー プ で きる か , と いう の は , 普通 われ 
われ が 使っ て いる 旋 艇 は , ちょ っ と みる と , 削っ て いる 
侍 間 が ずい ぶん ある よう に みえ る けれ ども , ほん と うに 
切り 粉 を 出し て いる 時 間 は 大 体 3 分 の 1 な ん で す よ 。 8 
分 の 2 は 段 取 笛 え だ と か , パイ ト を 取 血 える と か いう と 
と で す 。 そ れ を つぶ せ と い うこ と を いま 一 生 懸 命 や っ て 
いる 。 

と ころ が , これ が 最近 の より に, ツー ル も オー トチ ェ 
ンジ ャ に な っ て し まっ た 。 そ れ か ら 収 り も テー プ コ ン 
トロ ー ル で で き で いる と いう こと に な る と 。 能率 の 向上 
の 余地 が な いと いう こと に な る 。 そ こ に 行き 着く 間 の も 
の が 、 いま の むだ の 時 間 を どう や っ て 締め る か 。 こ れ 
は , 一 言 で せ だ と いう けれ ども , 必要 な むだ が ある は ず 
で す よ 。 そ れ 以外 を どう や っ て 締め る か が , いま の 生産 
性 の 向上 の 一 番 の ポイ ント で す 。 

( 二 ) いま の むだ の 排除 の 話 は , 建設 業 た と っ て も 大 
事 な こ と と 思う ん で す 。 

て 加藤) 建設 業 だ っ て な だ の 排除 わ ね ………。 

(石上 ) 硬 設 染 の 場合 に は , 機械 工業 に 比べ た ら 。 人 金 
く 時 代 が 変わ る ほど , は る か 代 前 近代 的 な 手法 で す よ 。 
建設 染 で は な か な か 工場 の より な わけ に は いか な いで し 
ょ うけ れ ど も , まだ 従来 の 機械 化 の 考え が , どう し て 
ゃ 労務 者 で で き な い と ころ を 機械 で 補う ん だ と いう 痢 在 
誠 蔵 が ある 。 そ れ で , 機械 の 聞 に 人 間 を 入れ る ん だ と い 
考え 方 で な けれ ば いけ な いん だ 。 人 間 が で き な い と と 
を 村 械 が や っ て いる ん だ と し て , 機械 の 間 に は どう し 
て も ギャ ッ プ が ある 。 そ の 間 を 人 間 が つない で いる と い 
う 考 え に 立 た な いと 。 ほ ん と う の 労 働 生産 性 は 上 が ら な た 
W い 。 

まず 。 機械 を 主 に し て 者 えて , それ を いか に し て 労務 
者 が うま く 効 率 的 に つなぐ か と いう こと を 考え れ ば 。 労 
務 者 訓練 は わり あい 簡単 に いく も の だ 。 こ れ を 下請 ま 
で 徹底 し て , 訓練 を や っ で いか な けれ ば いけ な いん だ 。 
そり すれ ば いま より は ゃ やう 少し 労働 生産 性 は 上 が る と 思 
うん で す よ 。 現在 に お いて は 教育 も され て お り ま せん 
し . ほ と ん ど 訓 練 も 行なわ れ て お り ま せん 。 単 な る お 金 
で つっ て 仕事 を し て いる に すぎ な いん で す よ 。 

て 加藤) 山本 さん は , むだ の 排除 まで いっ ちゃ っ た ん 
だ けど , 司会 者 が か いっ て いる の は いま の 消極 面 と ゃ な く 
て 積極 面 を , 特に 犬 形 化 だ と か ある い は 日 本 に 合っ た よ 
うな 機械 を , どう いう ぐあい に つく っ て いく か と いう よ 
うな 意見 を 聞き た か っ た と 思う ん だ けど ね 。 

( 失 ) いま ある 機械 で , これ を 高速 化 。 大 形 化 し て ど 
の 得度 まで で きる か と いう ws 

(山本 ) ここ 3~ こ 5 年 だ っ た ら , 実用 に な る ブル ドー 


ザ ザ と いう の は , 突拍子 も な い の を 別 と し て D-9 クラ ス 
か ら 次 に D-10 カラ ス と いう こと で , 550PS と か 。 
600 PS どまり だ ろり と 思う ん で す が ね 。 

(石上 ) 重 士 工 機械 に 関し て は , ぽく は , これ か ら は 
機動 性 だ と 思う ん で す よ 。 

( 扶 ) それ は 高速 化 で すね 。 

(石上 ) これ か ら は , 大 形 化 も 必要 な 反面 高速 と い 
うこ と は 俳 常に 必要 だ と 思う ん で すね 

( 下 ) ダン プ ト ラ ッ ク な ん か の 大 形 化 と いい ます か 
これ は 全部 に 堆 き ます けれ ども , その 辺 は どう いう ふう 
に お 考え な ん で すか 。 

で 石上) 非常 に 大 形 化し た いん で すけ ど , 日 本 の 場合 
は 大 形 化 を や ろうと 思っ て も , 道路 が 通れ ませ ん か ら や 
れ ま せん ね 。 

(失う) だ けど , これ は 少量 生産 で , 値段 が いま 高い と 
いう こと も あり ます けど , 14t と か 15t ぐら い の 公道 
を 走れ る 事 が で きる は ず で し ょ う 。 そ れ か ら , これ は 外 
国 で 工事 や っ て いる 人 か ら 30t ぐら い の を ほし いと い 
9 話 を よく 聞く わけ で すけ ど ね 。30t クラ ス の も の を 積 
極 的 に 育て て いく と いう ふう な 必要 が ある ん じゃ な いで 
すか 。 

(山本 ) 工事 規模 が 大 きけ れ ば 大 きい も の は いく ら で 
ゃ 導入 で きる の で は な いか ………。 問題 は 経済 性 だ け で し 
ょ う 。 あ と 。 年 間 何 日 稼働 する か と いう だ けけ の 間 題 に な 
っ て くれ ば , 大 形 化 と いう の は わけ な いと 思う ん で す が 
ね 。 

( 失 ) 土 本 構造 物 を デレ ハブ 化し た ら , 相当 大 き な ト 
ラッ ク ク レ ー ン が 必要 だ ちろ うと 思う ん で す が 。 い ま は ト 
ラッ ク ク レ ー ン は 何 ト レン づり ぐら いま で ある ん で すか 

(両角 ) 127t づり ま で で す 。 

て ( 二 ) それ は 道路 上 を 移動 で きる わけ で すね 。 

(両角 》 は い 。 こ れ は 主として , いま まで 足場 を 組ん 
で いた よう な 工事 を 直接 あれ で 組ん で いく 。 施工 の 方 上 
も 変わ っ て き て いる と 思い ます けど ね 。 


較 今 後 ほ し い 機 械 


て 失 ) 機械 化 の な き は , 一 つ は 高速 化 と 犬 形 化 と いう 
こと で , も う 一 つ は 先ほど の 。 また 機械 化 き れ て な い 分 
野 に 機械 を 入れ て いく と いう よう な ……。 WW よい よ 人 人 が 
足り な く な っ て きた か ら 。 何 か も っ と 使え る 機械 を 考え 
て ほし いと いう こと に な る と 過 う ん で す が ……。 

(石上 ) 機械 化 と いう の は , 日 本 の 場合 は 大 部 分 が ア 
メリ カ か ら の 志 輸 入 な ど が 一 番 多 い 。 アメ リカ の 場合 
は 。 いま の 程度 の 機械 で ほぼ 省力 の 目的 を 充足 され て い 
ます ね 。 た と えば , 道路 で も アン ダ パ ス , オー ババ ス の 
構造 物 は 500m に 1 本 か 1.000m に 1 本 ぐら いし か 人 
っ で こない ん で すか ら ね 。 日 本 の 場合 に は . 100m に 2 
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本 も 3 本 も 入っ て くる ん で すか ら ね 。 と て も ああ いう な 
うな 大 形 機械 に よる と ころ の 機械 化 は で きま せん 。 どう 
し て も 小回り の きく 機械 と いう も の を 壮 案 し な けれ ば や 
れん で すね 。 そ の 点 日 本 的 な 機 算 が 。 も 5 そろそろ 日 本 
の 業者 に よっ て 製作 され て こ な け れ ば な らん 時 代 だ と 私 
は 思う ん で す よ 。 

(山本) で きる こと な ら 日 本 的 と いう や つ を , も うち 
ょ っ と 具体 的 に 聞か せ で も らい た い 。 いま ー つ 小回り の 
きく と いう よう か 具体 性 が 出 まし た ね 。 そ れ が で きる か 
で き な い か 別 と し て も , ユー ザ の 立場 か ら の 意見 を 開か 
せ て いた だ きた ゆい 。 

(石上 ) 一 つの 考え 方 と し て は , 水 に 対す る 機械 で す 
ね 。 ど この 土木 工事 で も お そら く 水 と の 戦い と いう も 
の が 大 きい と 思う わけ だ 。 日 本 ほど 水 と の 戦い の 激しい 
と ころ は な いん で す 。 水 と の 戦い と な る と 千 閥 万 別に な 
っ て きま し て , これ に 対す る 万 能 的 な 機械 が ある わけ も 
あり ませ ん けど , これ に 対す る 研究 が 非常 に お くれ て い 
ます ね 。 人手 を た くさ ん 不 時 に 要する の は 水 に 対す る 問 
題 で す 。 

(浅井 ) それ か ら 日 本 に は 地形 , 地質 の 特徴 が ある と 
思う ん で すね 。 た と えば ボー リン グマ ジン な ん て いう の 
は , 大 い に も っ と 進め られ な けれ ば な らん と 皿 いま す 。 

て 加藤 ) さっ き の 水 と いう 中 に 入っ て いる と 思う ん だ 
けど , 杭 下 と いう か , ロー ム 質 と いう か , それ が 苦し い 
か ら 水 と いう こと に な る ん だ ね 。 水 と 士 と が 加わ っ て 仕 
事 が や り に くく な る と いう こと な ん だ 。 だ か ら , や っ ぱ 
リロ ー ム 質 と いう か , 粒子 の こま か い 土 に 対す る 抵抗 


( 小 株 ) 最上 先生 , 洪 弱 地盤 の 改良 が 最近 非常 に 進ん 
で いる ん で す が , も っ と 大 帆 に や れ な いも ん で すか ね 。 
た と えば , いま 凍結 工法 な ん て いう の を や っ て いる ん で 
し ょ う 。 あ あい っ た よう な 思想 を も っ と 大 きく し て で 、1 山 
企 体 を 固め ちゃ う 。 そ ぞ れ か ら カ ッ テ ディ ング し て いく と 。 
も うぅ の り 面 は いじ らん で いい で す よ 。 いま は , の り 面 の 
処 剛 で 一 番頭 が 痛い 。 い ちい ち を 張っ た , 擁 馬 を や っ 
た っ て, きり が な いで すか ら , め て 1 山 固め な く で も 
の り の 深き 3m ぐら い を ば ぽち ん と 固め ちゃ うと いう 。 
薬液 注入 で も 何で も る けっ こう で す が ね 。 砂 地 で ある 程度 
基礎 を つく る ん な ら , その 周辺 を 固め りゃ , 基礎 な ん て 
いう の は 20m も 30m も 下げ な く で , 10m ぐら いで 
で きる と いう 工 攻 は な い も ん で すか な (笑い )。 

(最上 ) いま 士 を 問 め る と いう 恨 本 思想 は , まず 水 を 
と る と いう こと を , 普通 で は や っ て いる よう で すね 。 そ 
れ か ら ケ ミカ ル な 方 法 は まだ 特 来 性 は うん と ある ん じ 
ゃ な いで し ょ うか 。 将来 性 は あり ます けれ ども , い ま の 
と ころ は まだ 十分 発問 は し て いな いで すね 。 だ けど , こ 
の 20 年 ぐら い の 間 、 粘土 に 関す る 化学 は ずい ぶん 進ん 
だ で すね 。20 年 ぐら い 前 に は , よう や く 粘 土 の 種 類 を 


分 ける よう な こと し か や っ て いな か っ た ん で すけ ど ね 。 
今 は 力学 的 な いろ ん な 性 質 と 対応 が つい て き て いる 。 モ 

し て で, 結 土 の 粒 の まわ り に くっ つい て いる , た と えば イ 
オン だ と か , その よう な も の も 要素 が だ ん だ ん わか っ て 
きま し た か ら ね 。 

いま まで は , 一 つ に は 値段 の 関係 も あっ て ・ 安く て 大 
量 に 得 られ る も の で な いと 使え な た いと いう こと が ある ん 
で , ある 程度 当 で ずっ ぽ り に な ら ざ る を 得 な か っ た ん で 
し ょ うけ れ ど も , 今後 その よう な こと が シス テマ チッ カク 
に わか っ て くれ ば, か な り ケ ミカ ル な ほう は 希望 が も で 
る と 思っ て ゅ ます 。 

それ か ら 謙 を 張る と いう こと が , いか に も 原始 的 な 感 
じ を も た れ ま すけ れ ど も , や っ ぱり あれ は 非常 な 発明 
ャ な いで し ょ うか ね 。 い 9 な れ ば 生物 学 的 な あれ で す 
か ら ね 。 こ れ は 以前 笑い 話 みた いな 形 で 語 し た こと が あ 
り ます けど , ポプラ が 育つ と き は ,、 も の すご く 水 を 吸う 
わけ で すね 。 で すか ら , ポプラ で も さあ っ と 植え て や っ 
た ら ど うか な あな ん で いっ て ……。 

(石上 ) 非常 に 簡 深 な こと で す が , 現場 で た くさ ん ボ 
ンプ を 使う で し ょ う 。 あ れ を いち いち 人 夫 が 運ん で いっ 
て 据付 け て ホー ス を 入れ で いる 。 あ れ 自 動 式 の ポン プ は 
全然 な いん で し ょ う 。 あ っ さり と 現場 へ も っ て いっ て 
移動 する 場合 も 簡単 に いけ る よう な も の が な いも の か な 
と いう こと を と きど き 巻 える ん で す が ね 。 


古 邊 搬 の 合理 化 


C 夫 ) 材料 の 二 次 運搬 は 相当 ある で し ょ う 。 

(石上 ) あり ます ね 。 

( 失 ) 一 次 の 運搬 は トラ ッ ク が も っ て きま すね 。 モ れ 
か ら 先 の 道具 が どこ に も な いよ うに 思う ん で すけ ども, 
そう いう も の は メー カ さ ん に いい まし て も , どう も み 
ん な 腰 が 上 が ら な いん で す よ 。 

(加藤 ) 興味 が な いん だ な 。 

て 失 ) 勲 が つか め な いと いう か , 要望 が は っ きり し な 
い 。 土木 の 運搬 仕事 と いっ た ら , も う 一 つ あ り ま すね 。 
道路 の 上 を 走る あや つ は 自動 車 に まかせ て いる 。 そ れ か 
ら 。 現場 へ 入っ て きた も の の 運搬 , これ を だ れ で も や れ 
る と いう か , 耕運機 を 動か すぐ らい の 感じ で や れる よう 
な 道具 を 安く つく れる と だ いぶ いい ん じゃ な いか 。 

(山本 ) 当然 , だ か ら 軟 弱 な と ころ へ 入っ て , あ る 程 
度 の 重量 を 上 へ 乗っ け て , し か も , それ が つか ん で 秋 せ 
た りお ち し た り で きる も の が つい て いれ ば いい わけ で し 
ょ 9 う < 

て 失 ) 100 kg と か 200 kg つか ん で , 自分 で 乗せ て 
動い て , また 外 せ る 。 こ れ な ら 女 で も で きま すね 。 

て 加藤 ) し か し , フラ ンス や ドイ ツ で は ,。 それ が 相当 
つく られ て , た くさ ん 出 て いじ る ん だ が 。 ど う も 日 本 じゃ 
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まだ ロ 

(山本 ) それ が , それ じ な ぜ 日 本 に 入っ て こない か 
と いう こと な ん だ な 。 

(浅井 ) も っ て き で も, ちょ っ と 使い に くい と 。 それ 
で ほっ た ら か し て あき ら め ち ゃ う 。 そ いつ を な ん と か こ 
な し て , 改造 し て 自分 の も の に する と いう と ころ まで な 
か な か いか な いか も し れ ま せん ね 。 そう い ラ ムー ド が 必 
要 で すね 。 

( 二 ) 運搬 は , ほとん ど 縦 の 運搬 は クレ ー ン で し ょ 
うぅ 。 横 の 道路 上 の や つも , いく と ころ まで いっ て いる 。 
も う 現 場 の 中 だ け で すね 。 

(山本 ) ば らち も の が 出 た ん で , ぼく は いつ も ふし ぎ に 
思う ん だ が , わり あい に 建設 の 現場 と いう の は , ば ら も 
の と いう の は , トラ ッ ク に 乗 せ ち ゃ ば ら っ と 憶 き , また 
な ん か に 入れ ちゃ , また ば ら っ と 層 く で し ょ う 。 あ れ 少 
し 高く で も , 何 か せ し ろ と か , た わら と か , 箱 と か , コ 
ン テ ナ と か に 入れ て メー カ の と ころ か ら …… ぃ 。 メー カ と 
いう も の は な いか も や し れ な いけ ど , 砂利 屋 さ ん な ら 砂 利 
を と っ た と ころ か ら , ず う っ と 最後 まで 一 つの 釘 に 入れ 
て , 最後 まで くず さき ない と いう よう な こと が 考え られ な 
いで すか 。 一 つの コン テ ナ 方 式 な ん だ 。 ち ょ っ と 考え る 
と 高い よう だ けど , そう し た ら あ と の ハン ドリ ング と ゆい 
うら の は も の すご べく 楽に な る ん で す よ 。 

(石上 ) それ は 山本 さん , 非常 に いい アイ デア だ な 。 
あれ の ロス , 大 きい か ら ね 。 

C 加 藤 ) いま, 港 流 じ ゃ , コン テ ナ 方 式 に どん どん 変 
わっ て きつ つ あ る けど . そい つ を も う 少 し 小さ い ほ う へ … 
ね 。 
(山本 ) 最後 は , 捨て ちゃ っ て 惜しく な いよ うな , 回 
収 す る ん じゃ た い へ ん だ か ら ……。 数 量 管 理 は 実に 楽 だ 
( 夫 ) 中 野 さ ん , 何 か < 
て 中野) それ と も うぅ 一 つ は 。 人 手 が や る と いう 前 提 に 
立っ て , こま か くも の が で き て いる と いう の も ある ん じ 
ゃ な いん で すか 。 た と えば , ブロ ッ ク な ん か , あれ は や 
っ ぱり 機械 が 使え る と な る と 。 も うち ょ っ と 大 きく な っ 
て , 逆 に いう と 個数 が 減っ て , ハン ドリ ング と か , 数 量 
管理 が 容易 に な る と いう よう な , うら は ら の 関係 だ と 思 . 
うん で すね 。 い ま 。 人 が 使っ て いる か ら , その まん ま の 
手法 で 人 の 部 分 を 機械 に 置き 替え て も , それ は あま り 得 
に な らん だ ろう と 思う ん で す 。 機 械 が 使え る 程 鹿 の 大 き 
き に し て や れ ば , 機械 の よさ が 出 て くる ん じゃ な いか 
と , ちょ っ と 抽 銀 的 な 話 で すけ ど ……s 

それ か ら , 先ほど の ば ぱら も の の 管理 で も 。 使っ て し ま 
5 材料 以外 の も の で あれ ば 仮設 資材 みた いな も の で あ 
れ ぼ ぽ , ちゃ ん と パレ ッ ト に 収容 し て お く と か いう 細工 を 
し て お け ば 。 ず いぶ ん 違う と 思う ん で すね 。 


(浅井 ) 人 手 が 足 りな いな が ら も , 人 手 を 使う と いう 
前 提 で も の を 考え て いる よう で すね 。 や っ ぱり それ が な 
いん だ と いう 前 提 に 立っ て いち いろ ゃ も の を 考え た て みれ 
ば , これ で 開け る 道 も ああ る と 思う ん で す 。 そ れ が , や っ 
りこ れ か ら の 機械 化 の 方 向 か も し れ ま せん ね 。 

(石上 ) CPM と か , ネッ トワ ー タ で , 工程 管理 は 理 
論 的 に 各 現場 と も や っ て いる が , それ を も っ と 進め て 1 
人 1 人 の 道路 工 と か ー つ の も の の ハン ドリ ング まで も や 
る と どこ に むだ が ある か と わか り ま すか ら ね 。 

(中 野 ) 時 間 の 管理 は あれ で で きま すけ ど , 低 間 の 中 
の 動 株 を 蘭 定 し て みた ら , も の すご く 行 っ た り 来 た り レ 
で いる と 思う ん で す 。 建設 現場 で は その 中 の 移動 の こと 
は あま り 考 えて な いと いう 感じ で すね 。 そ の 管理 を し て 
みた ら , また むだ が た くさ ん わか る ん じゃ な いか と 思う 
ん で すね 。 


画 新 技術 開発 の カ 法 


( 失 ) 新 機 租 と か , 新 工法 の 開発 に つい て いか が で す 
か 

(両角 ) 新しい 機械 に 対す る , 第 1 号機 を 入れ る に 計 
する 心配 で す が , 国 あたり が そう いう も の を 囚 先 し て 革 
えて いた だ ける ん だ っ た らい いと 思い ます けど ね 。 

() 発注 者 が で きる の は , そう いう も の を 使っ た 施 
工 計画 で 積算 する と いう こと は で きる ん だ 。 だ か ら , メ 
ー カ さん が , 初め に みん な リー ス す れ ば いい ん だ 。 自分 
で つく っ て , これ は いい と いう や つ を , こう いう 工法 を 
使わ せ て くれ と 発注 者 に 持 込 ん で 。 発 注 者 は それ を リー 
ス で 借り た と き の 積 算 し て で や っ て も ら う と いう 手 は ある 
ん だ ね 。 だ か ら , それ を 大 が か り に いろ いろ 風 え て で やれ 
ば , 失敗 で も , 成功 で も , 相当 で きる ね 。 施 工 部 会 で テ 
ー マ を 取上げ て , そう いう の を いろ いろ や れ ば いい ん だ 
な 。 

(石上 ) いま の 機械 し が な いと 思う な 。 も っ と 画 甚 的 
な た こと を 考え られ ん か 。 た と えば 関東 ロー ム を 包丁 で サ 
ーッ と 十文字 に た くさ ん 切 = て , その 一 つ 一 つ を さっ さ 
っ と 乗っ け で , その まま も っ て いく と いう よう な こと を 
考え て みる と か , それ か ら , 雨 が 降っ て も 仕事 の で きる 
方 法 を 考え て みる と いう こと な ん で す 。 

て 加 床 ) も う 一 つ 低 気 輸送 が ある と 思う ん だ 。 い ま ロ 
ー ム 層 は ちょ っ と むず か し いん だ 。 し か し , 西 の ほ う へ 
いく と 均 侯 で し ょ う 。 あれ だ っ た ら 。 次 所 輸送 が 相当 使 
そる ん じゃ な いか と いう 気 が す る ん だ けど ね 。 

た だ , 仕事 に 期限 が あっ て せめ ち れ て いる と , 新しい 
方 法 を 考え て も , な か な か そい つ を 実地 に 応用 する こと 
が で き な い も の だ か ら , 途中 まで いっ て や っ ぱり 従来 の 
方 小 に な っ ちゃ うん だ よね 

て ( 失 ) そう いう 問題 は , どこ か 旨 強 する 組織 , 研究 す 
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る 組織 と いう も の を 作る べき で すね 。 

( 桑 垣 ) どこ か 1 個所 採算 を 度外視 し た 場所 を つく 
り , そこ に 衆 知 を 集め て 研究 費 を 投下 し て , 全然 新しい 
方 向 , 新しい 知恵 で や ら な くち ゃ , 自然 に は な か な か 発 
生 し て いき に くい よう な 条件 で すね 。 

(山本 ) 少し コス ト が 上 が っ て も いい か ら , 無人 化 圭 
工 現場 を 一 っ 作る と か いう よう な 考え 方 も 要 る ん で す 
ね 。 

(小林) それ か ら 土 木工 事 の 施工 に 関し て は , よそ の 
科学 の 分 野 と の 領域 が を セパ レー ト し て いま す な 。 土 木屋 
が 自分 の 考え て お っ た な わ 張 り を 出 で 取 入れ る 。 そ れ か 
ら 向 こう も 入っ て くる と いう 道 が , な に か 壁 が ある よう 
な 気 が し て いる ん で ず 。 

(最上 ) それ は 私 は レ し ょ っ ちゅ う 学 生 に いっ て いる ん 
で す よ 。 注文 で きる よう な 知識 きえ も っ て いれ ば いと 
いう ん で す 。 自 分 が それ を や ら な く て も いい ん だ 。 こ こ 
へ 斬 め ば こう いう も の が で きる ん だ と いう こと を 知っ て 
きえ いり ゃ いい ん だ と いう ん で す よ ね (笑い )。 

(山本 ) よそ の 技術 と いう 話 で は , じん あい を いま プ 
レス で 固め て 処理 し て いる の が ある で し ょ う 。 あ れ ゃ 。 
初め よい る ろ ん な こと を や っ た けど , 結局 , ごみ に ビ ピッ チ 
を まぜ て 。 そ れ で プレ ス で 押す 方 法 が 一 番 い いら し いん 
で すね 。 そ の ピッ チ だ けが ちょ っ と よけい な ん だ が , 固 
まっ ちゃ っ て あと 運 撮 が 非常 に 楽 な た ん で すね 。 そ れ で 固 
め て も っ て いく と ,。 あと は どこ へ で も つか え で , それ が 
石 に な っ て , 護 状 に 使え る と いう よう な こと まで いっ て 
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いる 。 ち ょ と 足す と そう いう こと が で きん で すね 。 
(内 海 ) も う 一 つ , ぼ く は 前 か ら 才 えて いる ん で す が ・ 
軸 設 機 枝 に も っ と 電子 工学 一 エレ クト ロニ クス を 入れ 
て , 安全 な も の , 人 手 の 少な く て 済む も の , そ れ か ら プ ル 
ドー ザ や ダン プ ト ラ ッ ク な ん か の 土 運 擦 を みて いる と ・ 
ずい ぶん きわ どい ね 。 岩 の と ころ まで 行っ て , ああ 。 ニ 
わい と いう と ころ で や る 。 あ あい うと ころ の 安全 性 は , 


(最上 ) 先生 , そ うい う の は 無人 に する と いい です 
な 。 

(内 海 ) 無人 な ら な お いい ん だ が ね 。 あ れ な ん が , ほ 
ん と うに 人 間 の 反射 神経 だ け で や っ て いる が , それ を い 
ま の エレ クト ロニ クス な ん か で , 人 間 の 反射 神経 より も 
っ と 何 分 の 1 か の 短い 時 間 に 反 射 神経 を 働か せる 工 剛 を 
も っ と や っ て も らい た いと 思う ん で す が ね 。 い ま の ここ 
へ 革 い て いる 安全 性 の 問題 か らい っ て , それ か らい ま 人 能 
率 化 の , 人 手 を 少な た くす る と いう こと に つい て , 結局 圭 
木 の い ま の 管理 に し て も 何 に し て も , コ ンピュータ を 使 
う よ ょ うに な り ま すわ ね 。 早 くそ り い う も の を 取り 入れ て 
や っ た らい ゆい 。 

(最上 ) ニュ ー マ チ ッ ク ケ ー ソ ン な ん か も そう で す 
ね 。 人 が 入っ て いる か ら だ め な ん だ けど , 人 が 入ら な き 
ゃ 、 も っ と 深い と ころ まで 行け る わけ で す よ 。 

(F) どう も あり が と う ご ざ いま し た 。 

( 文 次 : 土屋 ・ 中 W7D 


/ 


建設 の 機械 化 , 文献 抄録 集 


7 ポイ ント 約 400 頁 頒 価 2500 円 送料 160 円 
表紙 ダイ ヤ ボ ー ド 本 文 イ ン デ ィ ア ン 紙 使用 


B5 判 


( 社 ) 日本 建設 機械 化 協会 の 機関 誌 「 奄 設 の 機械 化 」 の 第 1 号 よ り 第 190 号 ま で 
に 掲載 され た 記録 ある い は 文献 等 を 分 類 ・ 抄 録 し ,「 建 設 の 機械 化 」 文 献 抄録 集 


と し て 発刊 し まし た 。 
罰 申 込 先 國 社団 法人 日 本 建設 機械 化 協 会 


東京 都 港 区 芝 公 園 21 号 地 + 一 5 機械 振興 会 館内 
電話 東京 (333) 1501 振替 口座 東京 71122 番 


35 


新 全国 総合 開発 計画 (一座 試案 ) 


1. はじめ に 


政府 は 一 晒 年 来 , 国土 総 合 開発 衝 議 会 特別 部 会 に お け 
る 調査 審議 と 併行 し て , 新しい 全国 総合 開発 計画 の 策定 
作業 を 急い で いる が 本稿 は 経済 企画 庁 が 同 特別 部 会 に 
提 田 し た 計画 一 次 試案 , 基本 的 聞え 方 試案 な ど を 基 に し 
な が ら , 新 計画 案 が わが 国土 を どの よう に 考え , 将来 の 
経済 社会 の 発展 に 対 し で て, どの よう に 対応 させ よう と し 
て いる か に つい て , その 考え 方 を 中 心 に 述べ る こと と し 
た ゆい 。 

な お , 新 計画 は 今後 この 第 一 決 試 和 に 基づい て 11 月 
以降 各省 訂 と の 意見 計 整 が 行なわ れ , 計画 原案 の 作成 
国土 総合 開発 審議 会 へ 語 間 。 内 開 総理 大 区 へ の 答申 な ど 
を 経て , 策定 の 予定 と な っ て いる 。 


?2. 新 計画 策定 の 必要 性 

現行 の 全国 総合 開発 計画 は , 昭和 37 年 に 国民 所 得 倍 
増 計 画 を うけ て 人 策定 され た も の で ある が 、 わが国 経済 は 
これ ら 計 画 の 想定 を は る か に 上 回 る 速度 で 拡大 し , 工業 
化 と 都市 化 を 遂げ , 1 年度 の 国民 絶 生 産 は 計画 の 目 概 
年 次 (45 年 度 ) の 規模 に 遅し た 。 

この よう な 人 急 連 の 経済 の 発展 に 伴い 。 想像 以上 の 速 さ 
と 規模 で 都市 化 が 進行 し . 人 口 が 大 都市 地域 。 特に 関東 
へ 集中 する と と も に 第 1 次 産業 人 口 が 大 幅 に 渋 少し た 。 
40 年 の 関東 の 人 口 の 対 全国 シェ ア 仁 目標 年 次 45 年 度 ) 
の 28.5 室 を 上 回 る 29.4 多 に 達し た 。 工 業 生 産 に つい て 
も , 40 年 度 の 実績 は ほとん どの 地方 (37 年 策定 ・ 現 計 
面 の 9 プロ ッ タ 区 分 ) で , 計画 の 規模 を 上 回 っ た が , 大 
都市 地域 。 特 に 関東 の 伸び が 最も 高く , 各地 方 の 対 全国 
シェ ア の パラ ンス は 計画 の 想定 と 大 きく 相違 する 結果 と 
な っ た 。 

この よう に 。 起 像 以上 に 経済 の 成長 と 人 日, 産業 の 大 
都市 地域 へ の 集中 が 進ん だ 結果 。 大 都市 地域 で は 過 箱 問 
題 が 一 層 深 刻 化し , 他方 , 急激 な 人 口 渋 少 を みつ つ あ る 
地域 で は , いわ ゆる 過疎 現象 が 問題 と た っ て き で いる 。 
また 就業 者 1 人 当り 生産 所 得 の 地域 格 状 も 。 計画 で 意図 
し た よう に は 縮小 し て いな い 。 

* 経済 企画 訂 絶 合 開 革 局 結合 開 人 課長 


下 栖 辺 交 * 


し か し な が ら 。 経済 規模 の 拡大 は 反面 。 大 規模 な 盟 
発 事業 を 着 々 と 実施 し 得る 条件 を も た らし , 東海 道 新 幹 
線 , 名 神 ・ 東 名 の 高速 道路 , 鹿島 を は じ め と する 大 規模 
な 工業 基地 な どの 建設 と な っ た 。 ま た , 人 口 の 都市 集中 
た 伴 っ て , 東京 一 大 阪 一 名 古屋 一 札幌 ・ 仙 台 ・ 横 浜 ・ 京 
都 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 柱 岡 一 金沢 ・ 高 松 ・ 北 九州 ・ 熊 本 ー そ 
の 他 の 県 庁 所 在 都市 一 その 他 の 都市 と いう 庁 列 形 成 が 進 
み , 中 枢 管 理 機能 の 強化 と 体系 化 を も た らし つつ ある 。 
これ ら の 条件 変化 の 方 向 は 地域 間 の 有機 的 な 結び つき を 
強め , 将来 に 向かっ て の 経済 規模 の 飛躍 的 な 増大 た あい 
まっ て , わが 国 が 一 層 の 発展 を 続け て いく ため の 基 盤 を 
培い , 各地 域 の 特性 を 十分 生か し て 地方 開発 を 積極 的 に 
推進 し 得る 条件 を も た らし つつ ある 。 

この 機 を と ら え , 長期 生 極 的 視点 か ら 国土 を 合理 的 に 
活用 する た ぬ の 基本 的 な 方 向 づ け を 行ない , その 作 策 を 
明らか に する 新 全国 総合 開発 計画 を 策定 し て , 国土 総合 
開発 に 計画 的 に 取り 組む 必要 が ある 。 

第 63 回 国土 総合 開発 笑 議会 は , 41 年 10 月 総理 大 区 
に 報告 し ,「 当 審議 会 と し て は , 地域 経済 社会 の 現状 に 
対処 し , 経済 の 長期 安定 的 発展 と 国民 生活 の 向上 を 目途 
と し て , 均衡 ある 地域 開発 を 積極 的 に 推進 する た め に 
は , あら た め て 全国 総合 開 欧 計 画 を 策定 すべ き で あり , 
これ を 強力 に 実施 する た め に は , 政府 の 新た な 決意 が 必 
要 で ある 。」 と 述べ , これ を 受け た 政府 は 新 計画 策定 に 
着手 し た の で ある 。 


3. 新 計画 案 の 基本 的 考え 方 


新 計 画 は , 今後 長期 に わた る 国民 の 活動 の 基礎 を な す 
国土 の 総合 的 な 開発 の 基本 的 方 向 を 示す も の で あっ て 。 
忌 大 化す る 社会 底本 を 先行 的 , 先導 的 効果 的 に 投下 す 
る た め の 基 礎 計 画 で あり , あわ せ て 民間 の 投資 活動 に 対 
し て 。 指導 的 誘導 的 役割 を 果たす も の と な ろう 5。 

わが 国土 3.700 方 ha の 利用 は 。 お 球 ま か に いっ て 。 
約 600 万 ha 6 補 ) の 農地 約 2.500 万 ha (67 空 ) と 
46 万 ha ①.2 空 ) の 市 街 地 と な っ て いる 。 こ の うち 。 全 
国土 の 1.2 密 に 過ぎ な い 市 街 地 に 全 人 口 の 約 48 が 集 
中 し て お り 。 さら に この うち の 59 光 が 東京 , 大 阪 。 名 
古屋 と その 周辺 の 50 km 了 内 に 集中 し , 最近 5 カ年 間 
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表 -1 土地 利用 の ラレー ユエ 
(1) 地 和 帯 別 主 要 指 栖 対 全国 比 ( 全 間 =100) ( 捕 成 比 : %) (8) 土地 利用 の 変化 
指 円 和央 地 近 "| 机 (A) 虹 在 寺地 和 用 
総 析 録 0 年 ) 53.8 31.1 15.1 
人 ロ (z)| 240 63.4 12.6 
山 環 ( ィ | 67 37.1 36.3 
地 ( >)| 581 59.2 12.8 
本 地 (4L 年 ) | 551 28.7 15.2 
眉 生 和 生産 額 (0 年 ) | 977 44.8 17.5 
エエ 友 出荷 額 (*) H.5 89.6 4.9 
務 貞 0-200m 耐 二 (・ ) | 500 82.7 17.3 
社会 納本 スト ッ ク (38 年 ) | 27.8 1.0 7 
( 往 ) ! 北海 半 , 束 北 , 山梨 長野 , 北陸 者 取 。 鳥 展 のり 1 道 14 県 ar 
や な る 大 7B) プロ ィ タ 衣 地 逢 用 へ の 放 
5 剛 束 の 9 5 由季 折 皇 を 語 葉 よび 当 放 失 。 際 。 NN ン 
岡 の 1 者 2 府 18 県 か ら な る 区 | 
や 固 園 お よび 剤 賠 を 除く 九州 の 10 県 すら な る 区 
(2) 土地 利用 の 構成 (電位 : 方 hm) 
有閑 E 分 昌和 40 年 | 還 和 60 年 
大 。 用 地 600 650-700 
誤 株 57 3.400-2,450 
原 時 107 9 
水面 如 川 0 104 
首 2 0-100 
導 地 78 1i5-155 
佳 70-75 
上 M 9 0 
そ を の 他 g 15-30 
まち 他 248 250~260 
合 証 3.698 3.708 
市 病 地 本 全 1 
市 街 地 人 ロ 4726 万 人 8,420 方 人 
国 所 地 人 人口 表 訂 103 Aha ha 
( 論 ) 合 填 剛 に は け ミ 10 万 ha ら 般 地 分 は 新規 の 場 立 に よる も の で 
そ 
表 一 2 綴 耕 の フ レ 一 ム (国民 給電 ) 
(40 介 価 格 。 単位 那由) 
枯 成 二 年 平 
40 年 0 年 な 
回 60 年 80 年 0 年 | 0 征 /⑳ 琴 
に 30.0 130-10 100 100 人 5 8.3 97 
個 人 硝 皿 区 肌 17.08 4ー BL 55.8 57ー54 7.6- 81 84 
維 回 定 次 水 形成 7 9 50 317 5993 6.8- 86 16.2 
民間 設 代 投 覧 83 15ー 21 15.8 12-14 5.8- 7.6 16.2 
長 間 住所 投 習 1.79 10- 18 5.9 8- 9 9.0-10.4 15.4 
政府 固 定 投 次 3.05 サー16 10.0 8-11 6.6ー 8.6 13.4 
情 四 に) 3.56 2 1.7 17-15 約 9.5 14.4 
策 入 に き 90 18- 20 10.5 14ー18 9.0- 9.6 15.2 


( 注 ) 合計 が 合わ を い の は 政府 経常 瞳 入 お よび 在 大 投資 を 除い た だ 暫 で ある 。 


に お ける 市 街 地 人 日 の 増加 分 の 約 74 多 が これ ら の 了 骨 内 
で の 増加 で あっ た 。 

一 方 , わが 国 の 経済 , 社会 は 一 層 の 発展 を 続け 。60 年 
度 に お ける 人 口 は 1 億 2,000 万 人 程度 に な り , 国民 総 生 
産 は 40 年 度 の 4 一 5 倍 に あたる 130-150 兆 円 (40 年 
価格 ) の 規模 に 達し , ます ます 国際 化 , 大 形 化 , 広域 化 , 
都市 化 が 進行 する こと と な ろう 。 ま た , 第 1 次 産業 人 口 
は 例 就 業者 の 10 空 程度 に 減少 し 。 就 業 構造 は 着 し く 変 
化す る と と も に , 市 街 地 人 口 は お そら く 総 人 口 の 70 
程度 に 達し よう 。 


以上 の よう な 国土 利用 の 現況 と 将来 に お ける わが 国 の 
笑 済 , 社会 の 基本 的 発展 方 向 に か ん が み 。 情報 化 , 高速 
化 と いう 新た な 観点 か ら 国土 利用 の 抜本 的 な 再編 成 を は 
か り , 87 万 km* の 国士 を 有効 に 利用 し , 開発 する た め 
の 基本 方 向 を 示す こと が 必要 で ある 。 

この た め , 新 計画 は 従来 か ら と っ て きた 拠点 開発 方 式 
の 成果 を ふま えな が ら , 一 層 効 果 前 な 開発 方式 を 選定 し 
な けれ ば な ら な い 。 こ の た め 開 発 の 基礎 条件 と し て , 中 
枢 管 理 機能 の 集積 と 捕 報 を 含め た 物 的 流通 の 機構 を 広 城 
的 に 体系 化す る た め の ネ ットワーク を 整備 し , この 新 ネ 
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ッ ト ワ ー タ 人 関連 させ な が ら 各 地域 の 特性 を 生か し た 自 
主 的 , 部 率 的 な 大 規模 開発 プ ビ ジェ クト を 計画 し , これ 
を 実施 する こと に よっ て その 地域 が 飛躍 的 に 発展 し 所 
次 その 効果 が 條 国土 に 及び 。 全 国土 の 利用 が 均 似 の と れ 
た も の と な る と いう 方 式 を と ろう と し て いる 

新 計 画 が 新しい 開発 方 式 と し て と ろう と し て いる 新 本 
ットワーク と 大 規模 デ ロ ジ ェクト は 次 の よう に 説明 する 
こと が で きる 。 

新 ネ ットワーク と は 。 情報 通信 綱 , 航空 綱 , 新幹線 鉄 
道 拉 , 高速 道路 綱 , 港湾 等 で も あり, これ ら は お お むね 社 
会 底本 と し て 国土 の 空間 構造 の 基礎 を 形成 し , 地域 開 人 
政策 の うち 最も 重要 な 戦略 手 自 IE な る も の と 考え られ て 
いる 。 新 ホネ ットワーク を 形成 する 個々 の プロ ジェ クト は 
大 規模 アロ ジェ クト の 第 1 の タイ プ と し て 分 類 さ れる 。 

大 規模 ゲロ ジェ クト の 第 2 の タイ プ は 産業 規模 の 拡 
大 、 技術 の 集大成 。 大 最 生産 方 式 を 伴い 。 新 ネッ トワ ー 
ク の 形成 と 関連 し な が ら 展 開 す る 大 規模 産業 開発 プロ ジ 
ェクト で 。 大 規模 な 工業 基地 。 流通 基地 育 産 開発 基 
地 。 鶴光 開発 基地 千 で ある 。 こ れ ら は お お むね 生産 資本 
で ある が 。, 社会 資本 と 一 体 と し て 整備 が 進め られ る べき 
も の で ある 。 

大 規模 グロ ジェ クト の 第 8 の タイ プ は , 第 1 お よび 第 
2 の タイ ブ の 大 規模 開発 プ ビ ロジ ェクト と ゃ 関連 し て , 環 
境 保全 の 観点 か ら 推進 され る も の で , 国土 お よび 資源 の 
保全 住宅 の 建設 , 地方 都市 の 環境 代 全 の た め の 計 画 
農山 漁村 の 嘩 境 保全 の た め の 計画 お よび 大 都市 の 環境 保 
全 に 関す る 計画 に か か る 大 規模 プロ ジェ クト で ある 。 

これ ら 大 規模 開発 プロ ジェ クト に 共通 する 選択 の 基準 

と ょ し て は 。 

⑰⑪ 技術 共 新 を 採用 する も の 

@ 地域 開発 の 始動 各 件 を 創出 する も の 

⑧ 投資 の 地域 誰 波 及 効果 が 大 な る も の 

⑯ 事業 規模 お よび 所 要 資 金 が 大 な る も の 

⑮ 総合 的 体系 的 事業 主体 を 必要 と する も の 
な た ど を 湖 げ 得る が 。 これ ら の 基準 は 画 一 的 に 適用 され る 
や も の で は な く , 類型 別 , 地域 開発 因 城 別 等 に 具体 的 に 選 
択 され る べき も の で ある = 

大 規模 開発 プ ビ ジェ クト は 新しい 技術 を 駅 使 し て 地域 
開発 の 始動 条件 を 創出 し , 国士 を 有効 に 利用 する た め の 
事業 計画 で あり , これ ら の 実施 に より 技術 革新 の 進行 
情報 社会 の 形成 , 全面 的 な 都市 化 の 進行 に 対応 し 長期 
的 。 持続 的 , 飛 虫 的 に 国土 の 発展 に 活力 を 与え る 新しい 
国土 経営 の 生成 シュテ ム を つく りあ げ よ うと する も の で 
ある 。 

次 項 で 述べ る よう に 新 計画 で は 第 2 都 に お いて プロ 
ッ ク ご と に 「 計 要 開 発 事業 の 計画 」 と 「 主 要 開 発 事業 の 
構想 」 を 掲げ る こと と し て いる が これら の いわ ば アイ 
デア の プー ル の 中 か ら 以 上 述べ た よう な 基準 に より 大 規 


模 開 発 プ ロジ ェクト を 選定 し , 第 1 部 に 「 大 規模 プロジ 
ェクト の 構想 」 と し て 計画 する こと と し て いる (本稿 摘 
健 ま で 国土 総合 開発 審 護 会 特別 部 会 に 提出 し て お ら ず 
末 公 表 の た め 具 体 的 な 大 規模 開発 プロ ジェ クト の 提示 が 
で き な い が , ど 容 赦 い た だ きた い )。 

大 規模 開 革 プ ロジ ェクト の 実際 の 選択 に あたっ て は 。 
事業 計画 で ある た め 実 施 に つい て の プロ グラ ム の 設計 を 
まっ て プロ ジェ クト と し て の 有効 性 と 実現 性 を 確保 で き 
る 。 今後 20 年 間 (計画 の 目標 年 次 は 60 年 度 で ある ) の 
大 規模 開発 プロ ジェ クト を 決定 し て いく た め に は 個別 
の 各 プ ロジ ェクト に 関し , 技術 的 調査 PPBS (企画 
計画 , 予算 シス テム ) に よる 効果 の 判定 等 を 行ない , 大 
規模 開発 プ ビ ロダ ェ タ ト と し て 順次 選定 し て いく こと が 重 
要 で あり , 国 の 行政 運営 の 中 に どの よう に 組 込 ん で いく 
か が 大 きか な 課 題 た な ろう 。 


4- 新 計画 案 の 構成 


新 計画 案 に つい て の 基本 的 考え 方 は 以上 述べ た と お り 
で ある が , この 考え 方 は 新 計画 案 の 構成 た も よく 表わさ 
れ て いる 。 新 計画 案 の 構成 は 3 部 か ちら なり, 以下 の と お お 
り で ある 。 

第 一 部 

わが 国 経 済 社会 の 発展 方 向 に か ん が み 。 全国 的 立場 か 
ら 新 全国 総合 開発 計画 の 鞭 本 的 な 計画 を 示す も の と する 
こと を 老 え て いる 。 そ の 内 容 は 次 の と お り で ある 。 

(1) 計画 策定 の 意 閉 

(8) 開発 方 式 

(3) 計画 の フレ ー ム ( 士 地 利用 , 生活 , 経済 

(4) 計画 の 主要 課題 

⑬ 国土 開 発 の 新 骨 格 の 建設 に 関す る 主要 計画 課題 
⑫ 産業 ア ジ ェクト の 実施 
⑱⑲ 環境 保全 の た め の 計 画 

(5) 大 規模 開発 プロ ジェ クト の 構想 

この うち ,①). (2) お よび (5) の 概要 は すでに 述べ 
た と ころ と 同 趣 紀 で あり , (3) の 概要 は 表 一 3 の と お おり 
で ある 。(4) の 計画 の 主要 課題 に つい て は 次 項 に お いて 
その 艇 要 を 述べ る こと と し た い 。 

第 二 部 

第 一 部 に お いて は 第 一 部 の 全国 的 な 国士 総合 開発 の 
基本 的 方 向 に そっ て 北海 道 , 東北 , 首都 圏 , 中 部 圏 ( 北 
陸 を 含む ), 近畿 敵 。 中 国 お よび 四国 , 九州 の 各 プ ロッ 
ク 圏 城 ど と に 開発 構 息 を 策定 する こと と し て いる 。 

ブ ョ ロック 別 の 開発 構想 は 各 ブ ロッ ク の 独自 性 , 自主 性 
を 薄 重 し つつ , それ ぞ れ の 剛 城 の やつ 特性 を 十分 に 生か 
す と と ゃ に , 全国 的 観点 か ら 調整 の と れ た も の と し て 。 
第 一 部 に 示さ れ た 計画 の 下 題 を 具体 化す る も の で な けれ 
ば な ら な い 。 し か し 開発 捕 想 の 前 提 と な る 諸 条 件 に は 耶 
測 し が た い 要 素 が 多く , また 現時 点 で は 計画 と し て 具体 
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表 -3 生活 の フレ ー ふ ム 


(1) 答 人 口 と 世帯 の 推移 


(2) 攻 構 記 帯 数 ( 位 :1.000 紀和 者 
300) 内 さこ 次 | 昌利 4 年 昌和 0 年 gm 年 
昭和 5 年 =1 了 札 地 人 大 | 0 キ 
24.113 100.0 | 35.545 100.0| 1.47 
一 紀 作 世 帯 3.529 10.5 5.920 16.7 | 2.34 
二 世代 世 | 19074 | gz| 9 | smg| 152 
夫 細 = 子供 | 30.493)| 5 Q6,49) | (5 
婦 培 と 子 條 | 460| 6.D| (29 の | (| 
モロ 他 | 020| (69| da5D| 9 
三世 代 世 帯 | sueo | zu4| 4 | me| 0 
抽 毅 と 子 あ 5 夫 晴 | (L798) | 7.5)| Gu575 | (4ol 
た 和 と 字 ぁ り 夫 参 | (9706) | Cu の | 26 の | | 
を = 條 | | @ 
昭 510 520 2530 8540 較 そそ の 他 599 | 2.2 
(3) 年 秀 $ 区 分 別人 ロ (WW i1.000 人 ) 上 疾 選 大 | 1B6| 7.6| 85 
因 和 40 年 硬 和 和 0 部 症 人 世 稼 996 | 41| ho 
年 信 スロ 設 - 3 ara 
P 人 大量 研 交 選 | 人 ロ 研 餅 均 世 豆 人員) | (408) 3.98 
PLLIPY3 uri『Sji 還 CO | | es 
PT 25.169 | 24797 | 2 の | am5 ( 座 ) 明和 40 件 は 央 克 1% 拉 用 時 
ET 95.928 | 7.459 | ul | 80a7 
人 5 義一 6.18L 6.183 11.506 11.506 
半 98.275 | 98.403 | 120.794 | 116.45 
( 吐 ) 駒 40 実は 個 調 半 和 
人 品 研 失 計 値 は 男女 人 百人 推計 (3.61) 
(4 国 愉 生 清 時 間 (6 訪 以 よう レー 人 (We : 代 人 Mo) 
回 和 35 年 明和 40 年 | 男 前 ⑳ 和 | 秋 FE 
遥 軸 | (@0 和 /0 ) 
必 記 馬 (%) | 間 放 k (%) | 層 成 馬 (%) |  ( 側 
⑱ 生 凍 導 記 時 間 219 52 3.6M4 ED 420 PT 457 
@ 拘 東 時 間 3.388 31L3 3.498 29.9 2.388 9 0.96 
(5 もち 誠 働 ) 131) 4.8 1.197) (449 (1.094) (1.0) ] (0.9j) 
(Ga 家 生 の の KR) 95 (⑧ の の 2 の KAU) (0 
@ 自由 時間 2.093 268 2.249 26.9 8.96 39.7 1 
@ 全 評 7.690 100 ERO 100.0 9.95 100.0 1.19 
人 ロ (L000 82,I04 PORT | 19606 | um 
(5) 小泊 時 間 (4 誠 以 上 ) (Wi1000br 
男 回 
p 昌和 0 年 4 時 
= っ 本 | 同 k) E 当 L て エエ 当 記 明和 : 
⑨ 生活 必 電 時 間 244 信 活 必 還 時 間 260 271 1 (0 
@ 哲 齋 時 1e7 血 205 160 078 
6 ち 導 箇 RUD】 CO) (9 0.62 
5 ⑳⑰ (@) 8 
@ 過 * 他 隔 潮 当 仙 1 208 1 
@ 合 放 | 569 計 613 104 
( 伴 才 側 ) | 68 | 2 遇 | 月 才 | 78 | ep 


() 生 清 時間 ( ょ NHK 和 活 時 間 調 査 を ペー スズ よし て いる 。 
1) 生活 必需 時 間 : 双 工 食事 , 身の回り の 用 取ら た め の 時 間 
2) 拘 証 時 間 : 労 簡 。 家事 , 鮎 学 お よび 通勤 , 通学 の た ぬ の 時 間 
3) 自由 時 間 : 生活 和 間 の 全体 か ら 生 活 放電 時 間 と 移 東 時 間 を 湖 引 
) 生涯 泊 活 時 間 : 4 誠 以 障 平均 許 命 に 径 る 間 の 年 齢 別 生活 時 間 ら 総 
化し を な い テ アイ デア も 多い 。 
この た め 各 プロ ッ ク の 開発 失 想 の 内 容 と し て は , 開発 
の 基本 方 向 し まず 示し , 次 に お お よそ 実施 を 予定 し 得る 
プロ ジェ クト を 計画 と し て 明らか に し , さら に 将来 順次 
その 計画 化 が 検討 きれ る も の で あっ て も , 各 プ ロック の 


飛 曜 的 発展 の 基礎 的 条件 と な り , 地域 経済 社会 に 大 き な 


よ ょ て 居 員 し , 計算 し た も の 


形 般 を も た ら す と 考え られ る 構 秋 を 提示 する こと と し 。 
それ ぞ れ 各 プ ロッ ク 別 に 。 

9 開発 の 基本 的 方 向 

@ 主要 開発 事業 の 計画 

⑧ 主要 開発 事業 の 構想 
と し て 計画 する こと と し て いる ( 表 一 5 参照 )。 
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表 一 4 デビ ャ タク 別人 口 , 生産 所 得 の 予測 


古 60 年 (1) | 男 和 6 年 2) 
WO 1 


放出 | 人 史記 揚 人 時 
太 0 状 | G7 際 開 Mi 


回 si7| 1134| 40| 4400| 6901 5.800 
財 | List 996| 0| 7.700| 1100| 9.60 
園 | 2.696| 8,002| 4050| 50,000| 3.85O|42,800 
賠 | 1549| 4.002| 2.250| 23.000| 2.050 2.000 
前 | 1.804| 5,282| 2600| 28.500| 2.450 | 26600 
中 周回 国 半 | 1.085| 2.423| 980| 8.900| 1100110.800 
ルル 人 M 周 | 127| 2.382| 1100| 000| 1.200110.900 
(HE) 1 生産 所 介 ほ 昭和 0 年 価 格 で 示し て ある 

9 予 削 (1) は 中 析 交 理 模 能 お よび 全 間 機 仙 が よし に 大 都市 則 


3) 地表 (2) は 積 格 的 に 新 水 w ト ワー ク が 本 備 ま ルル ニ れ に 妊 
取 し た 応寺 下條 綺 才 域 配分 が 行 な られ と する も り 
第 三 者 


新 計画 を 運 成 する た め に は 現行 諸 制 度 の 強化 , 改 状 ま 
た は 新人 席 の 創設 が 必要 と な ち う 。 新 計画 案 は この た め 
第 三 者 を 設け , 新しい 地域 開発 関係 詳 制 度 の 基本 的 方 向 
を 示唆 し て いる 。 計画 案 が 掲げ で いる 項目 は 次 の と お り 
で ある 。 

い ) 革 本 的 課題 

① 大 規模 ブロ ジェ クト の 選定 , 実施 
⑬ 広 城 開発 行政 の 推進 体制 
⑧ 土地 関 題 
⑬ 財政 金融 の 優先 配分 
3) 国土 開発 の 新 連 格 の 建設 
Q①⑩ 新 ネ ットワーク の 整備 
<3) 産業 開発 プロ ジェ クト の 実施 
⑬ 大 家畜 畜産 お よび 林野 の 開発 
⑧ 工業 基地 の 建設 改 穫 

(4 ) 環境 保全 の た め の 計 画 
④ 自然 ね よび 歴史 的 環境 の 保護 
@ 生 病 環境 の 整備 
⑧ 大 都市 の 再開 祭 
⑭ 広 虹 生 活 了 の 育成 

(5) 地域 開発 に 関す る 調査 研 究 

(6) 地域 開発 係 法令 の 整備 

各 項 目 の 内 容 に つい て は , 紙面 の 都 台 上 , 割愛 させ て 
いた だ きた い 。 


5. 計画 の 主要 課題 


計画 委 に お ける 計画 の 主要 課題 の うち , その 主要 な も 
の に つい て あら まし を 述べ る と 決 の と お り で ある 。 

f1) 国土 開発 の 新 財 格 の 建設 

わが国 経済 社会 の 和 本 的 発展 方向 を 考え る と き , 情報 
化 . 高速 化 と いう 新た な 観点 か ら 国 士 利用 の 抜本 的 な 放 
編成 を は か り , 37 万 km の 国土 を 有効 に 利用 する た め 
に 中 枢 管 理 機能 の 信 積 と 情報 を 含む 物 的 流通 の 機材 を 広 
域 釣 に 体系 化す る 新しい ネットワーク を 整備 する 必要 が 


ある 。 

この た め 第 1 に , 7 大 都市 園 お よび 地方 中 核 都市 に つ 
いて 激しい 都市 化 に 対処 し な が ら 中 枢 管 理 機能 の 集積 地 
と し て その 整備 を は か ら な けれ ば な ら な い 。 

第 2 に , 情報 通信 綱 の 整備 の うち , 電話 綱 に つい て は 
0 年 まで に 普及 率 の 向上 と あい まっ て 任意 の 地点 間 に 
お ける 情報 の 伝達 が 常時 か つ 即時 に で きる よう な ネッ 

トワ ー ク と し て 避 備 する 。 ま た デー タ 通 信 に つい て は 。 
60 年 に お ける 地域 問 の 交流 通信 量 が 電話 の それ を 上 回 
る も の と 見 込み 。 伝送 路 を 先行 的 に 計画 整備 する 。 

第 3 に , 今後 予想 され る 国際 交流 の 皿 容 化 に 対応 し て 
国際 低 港 , 国際 港湾 お よび その 関連 施設 を 整備 する 。 

第 4 に , 地方 周 と 大 都市 圏 と を 結ぶ 合理 的 な 高 束 交通 
体系 を 先行 的 に 確立 し , あわ せ て これ と 直結 する 地方 落 
内 の 関連 交通 体系 を 沖 備 する 。 

第 5 に , 大 都市 圏 の 交通 体系 に つい て は 外 環 状 お よび 
海 准 環状 の 交通 施設 を 加 備 し . これ に 接続 する 貨物 駅 , 

トラ ッ ク タ ー ミ ナル 。 港 浴 導 設 , 流通 染 務 団 地 等 を 計画 
的 に 配置 し 整備 する 。 き さら に 地下 鉄 の 整備 を 進め 。 これ 
と 直結 する 通勤 鉄道 の 都心 染 入 れ を 推進 する と と も に 。 
特に 普 都 圏 に お いて は 通勤 新幹線 を 建 疫 し , 圏内 中 核 者 
市 と 連結 する 。 ま た , 大 都市 圏 に お ける 広 城 的 幹線 道路 
網 の 整備 や , 大 都市 岡 間 の 高 交 通 施設 の 重層 的 吾 備 が 
必要 と な る 。 

第 6 に , 新しい 情報 社会 を 迎え て, 以上 の よう な 都 
市 , 情報 通信 網 s お よび 交通 体系 の 合理 的 整備 に よっ て 全 
国土 を お お う 新 ネッ トワ ー ク が 形成 され る こと と な る 
が , この うち 札幌 , 東京 , 福岡 を 結ぶ ルー ト は 中 枢 管 理 
機能 の 巨大 な 集積 地 で ある 首都 東京 等 7 大 中 核 都市 を つ 
ら ね る 国士 の 中 枢 神 経 で もり, これ ら 7? 大 四柱 都市 の 散 
備 と あわ せ て , 情報 通信 綱 お よび 埋 線 航空 路 新幹線 鉄 
道 , 高速 道路 笛 , 高速 交通 体系 を 中 心 に , 総 全 的 に 整備 
し , これ を 日 本 列島 の 主軸 と する 。 

この 半幅 の 整備 に よっ て 南北 に 細長 い 日 本 列島 の 各地 
域 間 の 時 間 距 離 は 著しく 短縮 され 、 一体 化 し , 首都 東京 
の 中 枢 管 理 機能 を 十分 発揮 きせ 得る こと に より , 7 大 中 
核 都 市 の 機能 は より 強化 充実 され , さら に 地方 中 配 都 市 
と の 交通 体系 を すみ や か に 整備 する こと と あい まっ て 。 
答 地 域 の 社会 的 , 経済 的 , 文化 的 水準 は 一 様 に 著しく 向 
上 し , 開発 可能 性 は 拡大 され , 均 笑 化 され る こと と な ろ 
95。 

(2) 産業 プロ ジェ タ ト の 実施 

まず 農業 に つい て は , 第 1 に 土地 資源 に 恵まれ た 北海 
道 。 東北 お よび 九州 に お いて , 耕種 と 大 家畜 の 大 形 産地 
化 を 進め る 。 首都 囲 , 中 部 圏 お よび 近畿 賠 の 内 陸 部 , 日 
本 海 側 た ら び に 中 国 四国 に お いて は , 耕種 の ほか 集約 陀 
左 や 中 小 家畜 生産 等 それ ぞ れ の 立地 特性 に 応じ た 開 蓄 を 
進め る 。 また, これ ら 各 都市 較 の 臨海 部 に つい て は , 都 
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5 地方 別 総合 開発 の 恒 想 の 概要 


(⑪) 北 湊 道 地力 
同 発 の 基本 似 方 向 主要 発車 生 の 計画 EE 居 開発 事 研 の 柄 巻 | 
 。 衝 和 は 、 そ の 広大 地 | 人 池下 和泊 家人 札 内線 自動 車道 を 軸 と し て, 中 
と 殿 誰 な 各 季 誠 閣 を 利用 し て | の 下 価 | 動 造 の 半生 と 半 員 公国 道 の 氏 と を る き 提 生 部 市 を 純生 車道 の 成 
大 沖 村 益 族 を 中 心 と する 宇 紹 理 遇 トン ネル の 建設 促進 と 、 同 ン ネ ル を 経 | 半 河道 引 新 和 線 道 。 北 海道 恒 過 新 幹 株 

毅 提 基地 、 引 済 の 国語 て 札 賠 に 朱 新 電鉄 邊 の 引 設 、 お よび 札幌 と | 造 の 建 証 
天 形 化 に 対 記す る 大 規 快 工業 盾 東 を 知 共 る 鉄道 抽 の 建設 栓 区 等 を 価 え た 国 也 全 江 の 没 
9 な トシ 清華 蓄 の 了 吉 的 戦 備 
さり アプ 、 ア ラス テカ 閑 北 方 諸国 鞭 設 空 玲 の 電 備 と 地方 應 の 新設 


7 和 と し て 発 


展 し ょ 
2ー1 1 を 剛 する 
商 地 帯 、 大 規模 コン ピ 
を 近 し な キル 人 
灯 基 地 と 直結 する 巨大 工業 


と の 章 機 的 加 け い を 強め る 
た め の 区 通 通 信 テ ネル ギー 
の 件 格 体 匠 の 代休 


換 吉 都市 の 計画 的 林 


札 購 広域 痢 市 園 の 形成 と 、 硝 館 等 中 舗 と な る | 国際 航 研 界 学 間 都 市 の 


電設 
球 要 都市 部 に お ける 地 載 只 箇 役 、 訟 季 設 


幸 の 共 及 


大 中 衣 の 選択 撤 大 と 合理 化 の 0 介 

電 刻 の 飛 的 境 加 ど 対 応 する 大 規夫 地 開発 
抹 の 推 千 

各 株 おぉ よび 林 壮 の 技 友 強 人 林 貢 の 半 化 
途中 槍 漁 傘 の 加代 光電 六 成 の 促進 

束 間 一 普 小 牧 一 札幌 一 小 拉 を 結ぶ 道央 ペル ト 

地 ょ 宮部 ・ 自 大 地区 の 中 慌 工 業 地 芝 と し て の 

六 人 他 。 農林 水 生 交 導 の 度 利用 の た め の 
交 ATF 楽 お よび 衝 市 工 半 の 半角 備 

石和 革 産 誠 地 域 に お ける 産業 基盤 加代 と 上 
灯 理 境 の 交代 


選 釧 。 和 北 地域 を 中 心 た する 新しい 師 著 技術 
の 導入 に よる 大 規 符 共 共 地形 成 

木 平 洋 岸 に 次 鋼 , 五 宙 各 大 老 模 コン ピナ ー ト 
を 中 軸 と する 巨大 工業 地 欄 の 李 設 

記 力 発 電化 地 。 原油 備 薄 革 地 お よび 海外 か 
ら の バイ プラ イン 退け い に よ る 天 族 か 基地 末 
エネ ルー 供給 基地 の 書生 と 。 これ を 起 導 ます 
る 送電 線 等 代 給 机 の 確立 


3 と 水 次 汰 開発 の 推進 
国定 公園 寺 の 整備 よ 自 除 の 低 多 


北海 道中 央 都 。 束 者 お ょ び 南 千 の 山 条 地帯 に 


お ける 自 絡 保 存 区 域 の 設定 お よび 山 語 寺 療 ルー 
『 開 発 等 に よる 国共 的 観光 地帯 の 形成 


二 要 前 発 事 杯 の 計 主 表 前 理事 茶 の 析 末 


WW 
し で PPT0 が 人 と 
くに 典 評 に つい で は 。 | 
押 代 給 攻 地 と し て 信 展 し 
ター} 人 居 こ の 昌和 納 お よび 
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東北 統 員 自動 還 道 日 


の 建設 と 閣 埋 的 国道 の 連休 陵 , 自 終 員 商 如 国道 等 の 】 

東北 新 電線 の 革 設 と 主 誠 在 来 寺 人 箇 の 圭 抽 上 越 。 東 北 横 新 舟 新 電線 鉄 
価 奉 示 トン ネル の 光 設 避 人 電 

新 補 港 等 主 敵 容 埼 の 整備 に 図 際 の 革 


日 本 次 衝 居 届 自動 下 造 お よび 帝 般 
引 設 


境内 の 小 い の 和 人 を 細 る た 
め の 交通 価 秒 


都 証 末 


も よび 新 市 条 の 中 検 都市 の 証 | 


末 ] 「 高 放り アート 孝和] 「 国 WWF 
| [都市 」 の 絢 設 


2ー2 信人 市 の は の に つい て 
地域 の 汗 産 。 和 病 滞 動 に 必要 な 情報 
娘 通 等 の 機能 強化 と 社会 的 生活 環境 


地 設 の 去 価 

#ー3 稲作 お よび 夫 家 語 産 主 凍 地 帯 の 
形成 と 国有 本 の 征 像 釣 を 活用 

4 工業 基軸 の 整備 と 地下 次 弧 の 開 巡 

2 一 5 自然 交 源 の 保護 、 保 存 と その 箱 光 | 
義 半 利 用 の 推進 

6 西寺 冷 短 の 自 知 仙 隊 害 の 京 服 


am 
和枝 人 


巣 剛 ・ 玄 六 箕 の 轄 
LE 守 


狼 万 尋 の 光 半 備 三陸 、 佐江 等 の 謎 放 | 本 典 漠 、 


問 和 漁 場 の 作成 一 幣 に 臣 天 路 浴 コン ピナ ー ト の 形 皮 

丸 戸 。 秋 則 洒 等 多 才 工 業 。 山形 。 指 謝 日 本 海 泊 須 に 天然 かえ 代 給 攻 地 の 形 友 と 
夫 陸 作 工業 の た め の 革 般 台 備 仙台 浴 等 | バイ プラ イン の 天 設 
朝 誰 電設 の 促進 な ら び に 明 等 地下 條 激 の の 間近 を 大 
凍 赤川 、 大 能 等 の 原子 力 玩 電 基地 の 書 | 模 光 

mr・ 2 
保 春 , 管理 


最上 川 、 阿 名 野川 水系 流 巡 の 
0 結 0 藤 随 本 の | 高生 攻 


仙 吾 仙北 。 計 内 。 越 和平 野 季 に お ける 
性 村 作 


地帯 の 形成 
北上 山地 。 市 
の 形成 と 較 春 林 の 清 
省 半 よび 入 戸 。 久 敬 


その 季 


発 と 国 上 の 


の rs 7 水 資 莉 の め 間 


下北 地区 。 則 昌 ・ 般 地 区 に 夫 規 模 自 氏 
保 看 地区 を 設定 


9 痛 都 較 


[し 個 修 凍 発 の 甘 二 9 記 机 


主要 待 休 


央 先 事 系 の 計 本 


1. 普 都 圏 は わが国 の 政 給 。 経 滞 。 
支 化 の 中 配 地 域 と し て , まな, 増 
し , 多 模 人 直る 国 販 炎 流 の 門戸 


レー 東 洪 自動 還 道 、 中 内 自動 還 。 東北 弓 賞 自動 車道 お よ 
4 (現状 道路 等 の 建設 と 落 梨 的 較 造 の 載 飛 
新 放線 鉄道 成田 新 員 線 導 道 の 書 設 と 詩 要 在 米 


を 要 加 備 開発 事 生 の 橋 吉 
東京 下 状 導 閣 。 dd 東 
導 道 路 等 の 秋 


⑱ 工業 お よび 農工 の 革 困 人 
2ー4 近 孝 し クリ エー ショ ン 地 稚 の 
店 基 9 加代 


と し て の 役 沖 を 次 め な が ち 。 きら PH ・ 較 増 お よび 式 蔵 野 礁 。 雇 鳥 柏 娠 の 争 設 促進 | 線 鉄道 東京 ど 日 立 。 号 府 。 融和 と 
ド 発 を 続け よう の 人 宙 剖 の を 結 各 直 間 鉄 道 お よび 乙 絶 白 人 
2 一 】 音 都 韻 と 人 国 地方 を 結 ボ 京 同 央 偽 港 等 の 轄 1 線 銭 道 の 建 設 
商 束 災 通 通信 好 設 の 体 基 的 交代 | 1、 間 才 中心 人 に お いて は 1- 彰 神 剛 中 選 作 に お ける 撤 末 9 な 
2 首都 中 必 導 お いで は 。 都心 癌 の 高 層 立 作 化 の 促進 。 セ og メー ドル 地 答 。 | 都市 改 六 
中 和夫 理 細 他 の 強 他 よ 各 拓 の 表地 人 中 新聞 な 人 昌 肖 生 の | 者 導 の 克 地 域 の 提 
失点 か ら の 委 座 的 な 都市 人 靖 開 発 。 ビ ジネス キン ター の 杜 備 。 0 下 拓 和光 速 | 成 。 邊 東 地区 等 の 肪 導 共 。 人工 地 
信夫 学校 等 の 上 袖 珠 道 。 者 商人 退 道路 補 の 広 和 近代 軸 の 建設 和 大 規模 町 開基 
の 宮代 背 都 交通 崩 の 引 役 較 i 人 和音 條 間 放 の 民代 と 住宅 | 大吉 根 洗 宅 の 志 
緑地 会 園 の 確保 。 上 下水 造 の WE 都市 の 交 訟 。 都市 河川 の 必修 玉 人 普 和 交通 埋め 列 設 
値 。 都市 河川 の 改修 半 2. 周辺 地域 お ょ び 内 陸地 域 に お いて は 。 地方 神 市 の | 2。 民 放 市 に 寺 合 才 育 研究 モン ター 
2 一 3 周辺 地域 お よび 内 陣地 域 に お 計画 的 軟 備 と 研究 学園 都市 の 午 護 の 建設 
いて は 、 都市 か ら 30 一 40 km 陣 に お ける 郡市 型 工業 の 計画 的 | 隊 武 診 ・ 八 結 地 区 の 大 規 栓 本 農 甘 
1 乱入 富 の 寺 電 配 計 と 大波 通 ャ テッ ター の 細 設 ちよ び 東 東南 部 | 地 の 彼 
記 高地 拓 せな 物 広 も 江 地 区 等 に お ける 工人 夫人 癌 コン ピナ ー ト の 綴 
相互 に 交 台 失 の 避 瑞生 導 計 人 お よ け ハ 大 生 に | 清信 地 の 大 側 のだめ 
夫 規 模 な 仁鶴 市 研究 学則 上る 芝 地 渦 トト 
に ーー で の 他 | 広 知 玖 ー ト の 形 方 本 HE の UIO 03 
利根 氷 系 等 の 大 源 の 広域 開発 導入 仙 ー 


財 交 導 中 p 省 設 、 返 書 部 に 
岸 お よび 和 人工 自 蜂 公 園 の 交 


大 電 横 人 
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同年 鐵 固 


評 大 開 欧 の 基本 拘 方 般 


主 時 昌和 価 開 欧 事 研 の 計画 


主要 敬 価 病 條 名 生 の 板 姜 


に 線 清 を 化 の 中 必 
あり 。 京 居 神 の 大 衝 地域 に 
ける 申 穫 和 理 構 能 の 集積 を 生か し 
て 、 今後 と も 西日本 に お ける 中 概 
と し て の 彼 誠 が 交 ま る と と も に 。 
固 内 を 一 体 化し た 多面 多 を 開発 が 
保 遂 きれ まう 

3 一} 国際 化 、 地 域内 外 み の 

女流 円 深化 を 図る だめ の 交通 通 

の 三代 

電 市 の 地 成 市 街 地 に お いで 

才 市 機 能 の 縄 化 を 図 み る ため の 衝 
市 革 靖 人 

3 大 搬 市 の 韻 辺 部 に お ける 計 人 画 

な 市 匠 化 を 国 る た め 大 規 要 を 

新 住宅 市 伯 地 。 


研究 学園 好 
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ラーラ の 先 の 生産 。 流 通 差 融 の 整備 。 MM 中 南部 高原 地 箕 に 大 家畜 間 産 着地 の 形 過 
は 4 人 も よび 太 人員 地 条 の 月 辺 に 送れ 攻 放 の 


レト ko お ける 人 人 
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旗 存 工 華 の ほか 。 機 先 等 都市 型 工業 導入 の 


gy 多 区 に 外 休業 地 の 旨 
西部 治 岸 地域 の 総和 的 な 江 尋 開発 


誤 ーー た め の 研 業 攻 久 の 休 六 呈 切り に よる 大 の 和合 
人生 。 を 人 を も さめ た た ッ ー 
ーー NT 本 人 条 の 半 宙 
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その 他 | 摘 後 川 藻 訂 愛 融 川 の 油水 ・ 和 枯 の 錠 長崎 に 国際 損 昭 地帯 の 設置 を 柏 宙 
2ー9 産 地 域 の 半 の が 人 
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市 化 の 進行 に 対応 し て , 生魚 食料 品 等 の 近郊 供給 地 と し 相当 規模 の 適地 を 工業 用 地 と し て 先行 的 に 確保 し 。 産生 


て の 都市 後背 爆 業 地帯 と し て 整備 する 。 

第 2 に , 60 年 に お いて 乳 用 生 , 肉 用 生 合計 1.000 
頭 程度 の 飼 差 規 棋 と な る こと を 有 目途 に , 草地 140 方 ha 
の 開発 等 を 行ない , 年 間 生 乳 1.800 万 〔 程 度 , 生肉 90 
万 【 程度 の 生産 を 確保 する 。 

第 9 に , 水田 に つい て は 大 形 機械 導入 に 適し た 200 万 
ha を 中 心 と し て , 水管 理 の 高度 化 , 央 場 条件 の 整備 を 
行ない , 大 形 機械 化 作業 体系 の 導入 を 可能 な らし め る 。 

次 に , 工業 の うち 鉄鋼 有 有 油 , 油 化学 等 の 基幹 産 業 
に つい て は , 各種 の 制約 が 増大 する 大 都市 地域 等 に お 
て 。 立 地 条件 の 有利 性 が 失わ れ , スタ ラッ プ 化 され る も 
の も 生じ , 一 方 , 新た に 記 大 化す る 生産 機能 に 対応 する 
大 規模 な 港 注 , 広大 な 用 地 等 の 立地 条件 を 備 を だ 比較 了 的 
少数 の 地点 大 な コン ピナ ー ト が 形成 され よう 。 ま 
た , 従来 大 都市 地域 へ 集中 し て きた 都市 形 工業 に お いて 
は , 持 南 を は じ め と する 新 ネ ットワーク の 整備 に より 生 
尊 活 動 の 広域 的 な 展開 を 可能 と し よう 。 こ の よう 5 ぱ 『 
の 地域 的 展開 は , 現在 まで の 大 都市 地域 へ の 集中 立地 バ 
ター ン か ら , より 隔 立地 ぶ ペタ ー ン に 移行 する が , これ 
に 対応 し て , 効率 的 な 生産 機能 の 配 慎 を 進め る 。 

すなわち , 第 1 に 基幹 遂 業 の 生産 規模 は 60 年 の 40 年 
水準 に 対す る 倍率 で , 鱗 負 4 倍 , 有 油 5 億 , 右 油 化学 13 
倍 と な り , 工業 設備 の 規模 は 飛 曜 的 に 増大 する 。 こ の た 
め 基 幹 産業 を 桜 と する 大 規模 な 工業 生産 活動 の 場 に か ふさ 
わし い 地 区 に つい て 芯 大 な 工業 基地 の 建設 を 推進 する < 

第 2 に , 機械 工業 等 の いわ ゆる 都市 形 工業 は 今後 の わ 
が 国 工業 の 成長 を 主導 し 、60 年 に お ける 生産 規模 は 40 
年 の 6.6 倍 に な ろう が , これ に 対応 し て 新規 に 工業 用 地 
約 10 万 ha の 確保 が 必要 と な る 。 こ 
トワ ー ク の 華人 に 伴 立地 可能 虹 の 外 尋 的 拡大 地方 
に お ける 都市 集積 の 増大 等 を 勘案 し て 。 広域 に わた り 


220 まな の 

第 3 に , わが 国 工業 の 発展 を 主導 し で きた 京浜, 阪神 
両 工業 地帯 は , 40 年 現在 , わが 国 工 業 生産 の 約 90 を 
し め て いる が , 今後 。 用 地 用 水 , 公害 問題 等 の 制約 条件 
が きら に 強まり , 技術 革新 に 伴う スク ラッ プ 化 が 進展 す 
る こと も あっ て , 60 年 に お ける 対 全 国 シ ェ ア は 10 多 程 
話 と な ろう 。 し た が っ て , この 機 を と ら え , 大 都市 に 立 
地 す る こと が 不適 当 な 工業 に つい て 徹底 的 な 分 散 を 人 せ か 
り , その 跡地 を 都市 再開 発 に 利用 する 。 

観光 に つい て は , 自宅 外 に お ける 自由 な 奈 喝 時 間 が 。 
国民 総 生活 叶 間 で みて 60 年 は 40 年 の 2.4 倍 と な り , ニ 
れ に 消費 水準 の 向上 、 機動 性 の 増大 笛 の 要因 が 重なる 結 
果 , レタ リエ ーション 般 要 は 現在 の 5 倍 程度 に 増大 し , 
その 形態 も 広い 低 間 を 必要 と する 戸外 レク リエ ーション 
の 比重 が 高まる 。 こ の よう な 傾向 の な か で , 自然 観 近 
本 山 , ハイ キン ゲ 、 ス キー。 スケ ー ト 等 山 哲 , 麻 林 を 対 
介 に し た 自然 観光 地域 の 総 面 積 は 60 年 に 約 500 万 ha が 
必要 と な る 。 こ の 自然 観光 地域 の な か に 大 規模 か つ 集 中 
的 に ガス , 水道 。 電気 等 の 施設 を 整備 し , キャ ンプ 場 。 
ホホ テル, ヒュッテ, スケ ー ト リン ク ,。 ゲレンデ 等 の 施設 
が 完備 し た 自然 観光 レク リエ ーション 地区 約 5 万 ha を 
整備 する 。 また 約 10km の 人 工 海 党 の 構成 を 中 心 と し 
て ヨッ ト ハ ー バ ー, 盗 中 公園 等 の 人 施 設 を 含む 大 規模 海洋 
性 レク リエ ーション 基地 を 数 個所 建設 する 。 

(3) 環境 保全 の た め の 計 画 

環境 保全 の た め の 計画 の 第 1 の 主要 計画 課題 は 「 国 土 
お よび 資源 の 保 例 」 で ある 。 


刻 化 し 。 いま や 。 人 拓 史 所作 に 殺 
護 、 保 存 き れる べき 貴重 な 国民 の 資産 と な っ て いろ 。 
ニー の た め 野 性 的 末 開 発 の 性 格 を ある が まま に 温存 する 
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地区 50 万 ha, 国 此 保 全 上 上 も 重要 で あり , 自然 と 調和 し 
た 利用 施設 が 設 障 さ れる 600 万 ha に つい て 計画 管理 す 
る 。 ま た , 克 地 草地, 林地 海 岩 , 湖沼 , 河川 等 の 
2,900 万 ha を 自然 と 人 工 と の 調和 を は か りつ つ 。 自然 
環境 を 保全 する 。 

国土 の 利用 形 敵 の 変化 に 対応 し つつ , 劣悪 な 自然 条件 
を 克服 し , ゆたか な 自然 環境 を 確保 し て , 国民 の 生活 に 
安全 性 と 快適 性 を る ぉ た ら す の が , 国土 保全 の 課題 で あ 
る 。 水 需給 が 一 段 と ひっ 人 迫 す る と 考え ち れ る 地域 に つい 
て は , 極 カ 水 籍 要 を 規制 する と と も に 。 水 資源 開発 は 城 
外 河川 を も 含め て 広域 的 な 視点 に た っ て , 最高 度 に 利用 
する よう 行なう も ゃ の と する 。 

第 5 は 「 住 宅 の 建設 に 関す る 主要 計画 井 題 」 で ある 。 

国民 の 生活 に と っ て , 居住 水準 の 低 き は 最大 の 問題 と 
な っ て いる 。 今後 20 年 間 の 人 口 増加 と 検 守 旗 化 の 進行 
に よっ て 1.140 万 の 世帯 増 が 。 きら に 総 人 日 の 70 が 
市 街 地 に 集中 する こと な ど が 見 込ま れ , 住宅 の 夫 要 は 新 
規 分 が 約 1.600 万 戸 。 こ れ に 建 符 電 要約 1,300 万 戸 を 加 
える と 総計 900 万 戸 と な り , 新規 住宅 用 地 の 舌 要 は 約 
25 石 ha に 遅し よう 。 特 に 東京 , 大 阪 , 名 古屋 お よび ぞ 
の 周辺 に お ける 作 宅 堆 要 は 1,2001.300 万 戸 人達 し よ 
5。 こ の よう な 住宅 雪 要 に 即応 し て 修 の 向上 を は か りつ 
つ , 計画 的 に 住宅 の 建設 を 推進 す る こと , 大 都市 に お け 
る 高層 共同 住宅 の 大 量 供給 を は か る こと が 必要 で ある 。 

第 8 は 「 地 方 都市 の 環境 保全 の た め の 詩 要 計 画 課題 」 
で あり , 力 ある 広 城 生 活 翔 の 形成 交通 体系 の 確立 , 
生活 環境 施設 の 整備 お よび 地方 中 核 都 市 の 都市 計画 の 4 
計画 当 題 が 掲げ られ て いる が , その 中 心 は 地方 中 柱 都 市 
を 栓 と する 広域 生活 叶 の 形成 の 課題 で ある 

地方 に お ける 金 面 的 な 都市 化 の 進展 に 対応 する た め | に 
は , 獄 域 的 孤立 的 な 生活 環境 を 広域 化し , 高 水 準 な も 
の に 再編 し な けれ ば 環境 を 保 訟 し で いく こと が 困難 で 
ある 。 こ の た め 中 村 と な る 地方 都市 (地方 中 欄 都 市 ) の 
整備 , 地 方 中 検 都市 と 圏内 税 地域 と を 結ぶ 交通 体系 の 確 
立 に よっ て 広域 生 活 を 形成 させ る 。 

これ ら の 地方 中 核 都市 は , 大 都市 で は 得 ら れ な い 典 か 
な 自然 と 空間 を 部 愛す る こと が で き 。 ま た, 歴 中 的 な 文 
化 , 喝 叶 , 工芸 等 を 生活 環境 の な か へ と り 入 れる こと が 
で きる 。 さ ら に 工業 , 疫 業 , 観光 等 の 産業 開 低 プ ロジ ェ 
タ ト が それ ぞ れ の 隊 域 の 特性 を 創出 する ば か り で な く 。 
国際 会 識 場 , 国際 休暇 村 , 国際 文化 セン ター 筆 の 国際 的 
な 施設 , 新しい 技 親 開 欧 の た め の 研 究 機 関 。 大 学 等 の 教 
青 機関 , 総合 技能 セン ター 等 の 再 訓 重機 関大 博物 館 
人 工 的 自然 公園 。 大 動植物 彫 等 の 高度 の 環境 施設 が 選択 
的 に 設置 され る こと に よっ て 岡城 の 特性 と 装 力 ある 広域 
生活 呈 が 形成 きれ る こと と な る 。 

また , 広域 生活 囲 内 の 各地 区 と 地方 中 核 都市 と を 少な 
く と も 1 時 間 得 度 で 結び うる よう 。 広域 生活 購 内 交通 綱 


を 新た に 計画 し . これ に 基づい て 道路 , 鉄道 等 を 加 備 
し , あわ せ て 駅 前 広場 , パス ター ミナ ル , 公共 駐車 場 等 
の 整備 、 平 面 交 差 の 除去 お よび 歩 車道 分離 を は か る 。 

第 4 は 「 最 山 漁村 の 環境 保全 の た め の 主要 計 画 課題 
で あり , 農林 漁業 地域 に お ける 生活 環境 の 整備 人口 激 
減 山村 に 3 ける 生 洒 条件 の 保全 。 離島 に お ける 環境 の 保 
全 お よび 大 都市 周辺 部 に お ける 農村 地域 環境 の 保全 が 掲 
げ ら れ て いる 。 

爆 林 水産 業 の 発展 を 積極 的 に 期待 する 地域 に つい て 
は , 生活 水準 の 向上 と 生産 の 新た な 展開 に 対応 し つつ 集 
落 お よび 集落 施設 その 他 環境 条件 の 整備 を は か り 。 日 常 
生活 彫 を 広域 化し , 地域 住民 の 開発 意欲 を 長 成 する 野 力 
的 な 生活 の 場 を 形成 し て いく こと が 必要 で ある 。 

この た め 障 場 団地 の 芝 備 に 伴う 住宅 。 集落 地区 の 移 
動 , 畜産 の 多頭 羽 飼養 に 伴う 畜舎 等 の 居住 地 区 か ら の 分 
離 , 大 家畜 震 産 , 林業 等 の 新た な 展開 の た め の 新 集 落 の 
形成 , 沿 昌 漁業 の 中 核 抽 漁 浴 整 備 に 応ずる 集落 の 再編 笛 
を 進め る と と も に , 住宅 , 上 下水 道 の 改善 。 道路 , 生活 
生産 関連 共同 利用 施設 の 沖 備 を は か る 。 

第 5 は 「 太 都市 の 整備 に 関本 る 半 要 計画 課題 」 で あ 
り , 大 都市 に お ける 住 環境 の 政 矢 都心 部 の 再開 発 , 孝 
青 環境 の 整備 お よび 訪 災 性 の 確保 の 課 晶 が 掲げ られ て い 
る 。 大 都市 の 住 環境 は 住宅 数 の 不足 , 狭小 過 交 居住 
低 水準 の 住宅 設備 等 住宅 央 有 の 問題 や 木造 家屋 の 密集 
に よる 笑 等 上 の 信 険 , 住宅 地 の 遠隔 化 、 大 都市 周辺 住宅 
地 に お ける 基礎 的 生活 施設 の 不足 等 の 環境 の 問題 に み ら 
れる よう に , 現在 の 大 都市 に お いて 改善 され な けれ ば な 
ら な いり 最大 の 課題 と な っ て いる 。 

また 大 都市 に お ける 人 口 の 増加 , と り わけ 通 租 サ ラリ 
ー マ ン の 増加 と 世帯 の 細分 化 の 進行 に よっ て 大 都市 に 
ける 住宅 需要 は 急増 し , 20 年 間 に 東京 圏 690 万 戸 , 大 
阪 障 約 370 万 戸 、 名 古屋 圏 約 170 万 戸 , 札幌 韻 約 85 万 
戸 , 仙台 圏 約 40 万 戸 , 広 血 剛 約 65 方 戸 , 福岡 隊 約 70 
万 戸 の 稼 要 が みこ まれ る 。 

周辺 部 か ら 都 心 部 へ この 通 動 者 は , 60 年 お いて 東京 
都 区 部 で 380 方 人 (40 年 の 3 倍 弱 ), 大 阪 市 で 約 230 万 
人 (40 年 の 3 倍 弱 ), 名 古屋 市 で 約 110 万 人 (40 年 の 5 
倍 強 ) に 増加 する も の と 見 込ま れる 。 こ の た め 大 都市 に 
お は る 住宅 建設 は , 従来 の 木造 1 戸 建 住宅 か ら 中 高層 共 
同 住宅 へ と 建設 の 重点 を 移行 し 通勤 交通 体系 と 一 体 と 
な っ た ニュ ェ ー タ ウン の 建設 お よび 既成 市 街 地 に お ける 高 
居住 宅 開 発 を 推進 する 。 特 に 緑地 的 環境 を 保全 すべ き 区 
城 に つい て は , 公園 の 整備 と 高司 住宅 の 建設 と 同時 に 進 
め る 住宅 公園 方 式 を 積極 的 に 導入 する 。 

大 都市 の 再開 発 に つい て は 、 剖 分 的 な 地区 再開 発 に と 
ど ま ら ず 。 中 枢 管 理 機能 を 中 心 と する 大 都市 機能 の 全面 
前 更新 を 目的 と し た 大 規模 な 再開 発 を 推進 する 。 さ ら 人 に 
現在 の 都心 お よび その 周辺 部 に ある 大 学 や 一 部 の 研究 機 
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関 に つい て は , 研究 学園 都市 や 地方 中 枯 都 市 へ の 積極 的 
な 分 散 を は か る 。 ま た , 工場 , 学校 等 の 移転 跡地 お よび 
臨海 部 の 一 部 の 新規 埋立 地 等 を 再開 発 の た め に 有効 に 活 
用 する こと が 必要 で ある 。 

大 都市 近郊 部 に お ける 幼少 年 人 日 は 今後 著しく 増加 
し , 一 方 都心 部 に お いて は , 逆 に 稀 其 化 が 顕著 と な る 。 
この た め , 近郊 部 で の 義務 教育 施設 の 増設 と 学区 の 再編 
成 、 都心 部 で の 学校 の 統廃合 を 計画 的 に 進め る 。 ま た 
大 都市 の 県 境 で は 得 ら れ な い 自然 環 境 と の 接触 を は か る 
た め , 夏季 学校, 冬 字 学校 の 設 財 を 進め る と と も や に, 一 
定期 間 地 方 で 教育 を 受け る た め の 移動 学 級 を 新設 する な 
どの 教育 欄 境 を 備 する 必要 が ある 。 さ ら に 大学 等 の 
教育 機関, 国際 的 な 敷 育 研 究 機 関 等 を 沖 備 し , これ ら の 
機関 を 中 心 に 研究 学園 都市 と し て の 環境 を 累 備 する 。 

大 都市 は 中 板 管理 機能 の 大 集積 地 で あり 。 大 都市 の 任 
害 は 単に 大 都市 の 被害 に と ど ま ら ず , その 虹 響 圏 全 城 に 
梓 審 が 拡大 する 。 し た が っ て 東京 , 大 阪 等 の 大 都市 に お 
いて は , 都市 構造 の 防災 性 を 確保 する こと が 臣 急 を 要 す 
る 課題 で ある 。 こ の た め 大 岩 火 災 の 危険 に 備え て , 特定 
地区 に お ける 木造 建築 の 禁止 , 避難 緑地 お よび 避 鍵 道路 
の 整備 , 地下 坦 設 物 の 耐 居 面 火 性 の 確保 等 を 総合 的 に 推 
進 する 。 ま た 水害 , 潮 害 を 防止 する た め 。 防潮 堤 の 建 
設 , 都市 河川 の 改修 を 促進 する と と も に , 内 水 排除 対策 
を 進め る 。 特 に 東京 で 約 40 km', 大 阪 で 約 30km* に 及 
ぶ ぜ ゼロ メート ル 地 帯 に お いて は 、 防 災 性 の 観点 か ら 防 災 
番 や 人 工 地 盤 の 建 彼 等 を 主体 と する 大 規模 な 改造 計画 を 
実施 する 。 


6. 大 規模 開発 開発 プロ ジェ クト の 構想 
3. で 述べ た 新 計画 集 の 基本 的 考え 方 , お よび 5. で 館 
べた 主要 計画 光 硬 に 基づい て , 第 1 次 試案 は 新しい 国土 


経 党 の 生成 シス テム を つく りあ げ る た め の 大 規模 開発 プ 
ロジ ェクト を 次 の よう に 構想 し て いる 。 


C1) 第 1 の タイ デブ ( 新 ネ ットワーク の 形成 ) 

⑪ 情報 社会 に 対応 する 全国 的 情報 通信 絹 の 整備 

⑨⑳ 新 東京 国際 空港 ほか 数 個所 の 国際 空 港 の 建設 

⑧ 仙台 一 柱 岡 間 の 高速 幹線 鉄道 の 早期 書 設 ほか 全国 
的 高速 和 線 鉄道 机 整 侯 

④ 韓 線 高 速 道路 綱 」 大 形 架 橋 。 大 都市 内 の 高速 道路 
の 建設 , その 他 科 完 的 な 高速 規格 の 道路 の 区 仙 

⑬ 仙 有 , 広島 等 に 新た な 流通 拠点 港湾 の 薄 備 

(2) 第 2 の タイ プ (産業 開 玩 プ ロジ ェクト ) 

③ 天 北 , 根 釧 北上 北 岩手 , 阿武 隅 入 漠 , 阿 藻 久住 
向 の 大 規模 畜産 の 基 問 整備 

⑧ 東北 の 主要 水系 流 城 等 に お ける 高度 の 水管 理 ・ 生 
産 技術 に よる 高生 産 性 稲作 地帯 形成 の た め の 殴 艇 艇 
備 

⑬ 西 瀬戸 内 等 の 地域 に お ける 超大 形 工業 基地 の 建設 

⑬ 東京 注 , 大 阪 洲 , 伊勢 三河 注 と その 周辺 部 に お け 
る 浴 大 外部 陣 状 の 交通 体系 の 避 備 , 洪 深 機能 の 広 
城 的 運営 管理 , 大 規模 流通 セン ター の 計画 誰 配 修 な 
ど , 総合 的 大 規模 流通 関連 施設 の 整備 

(8) 第 8 の タイ デブ (環境 保全 プロ ジェ タ ト ) 

③ 中 部 山岳 地帯 等 区 吾 け る 大 規模 森林 地帯 の 総合 開 
発 , 未開 発 の 半島 に お ける 観光 箸 の 資源 の 総合 開発 
⑧ 首都 圏 , 近畿 圏 に お ける 大 規模 水系 , 関連 水系 の 
総合 開発 

⑬ 中 核 都市 に お ける 芸術 , 文化 , 情報 , 科学 往 の 高 
次 賠 城 施設 の 選択 的 配 恒 お よび 整備 

⑬ 東京 , 大 阪 等 の 大 都市 に お ける 防災 の た め の 都 市 
施設 の 備 . ゼ ロメ ー ト ル 地 和 帯 告 の 大 規模 な 都市 必 
造 計画 

大 都市 に お ける 既成 市 街 地代 お ける 再開 発 高層 人 
宅 の 建設 , 大 都市 周辺 部 の 賃貸 住宅 大 量 建設 , 大 規 
模 な 区 画 整 理事 業 また は 大 規模 な ニュ ー タ ウン の 建 
設 


建設 機械 の 昔 ば を し (その 1) 


戦後 20 年 の 建設 械 化 の 奏 喝 は, 飛躍 的 に 拡大 し て 行っ た わが 国 建設 事業 の 力強い 支 た と な っ て 
か し い 足 跡 を 残し た 。 そ し て いま , その 機 大 化 の 歩み も 新しい 桂 会 員 境 を 迎え て , 徐々 に その 進路 
を 変え よう と し て いる 。 建設 工事 と 機械 化 ,。 こ の 問題 は いつ の 時 代 に あっ て る 邊 設 技術 者 の 最大 の 斉 
願 と な っ て きた 。 戦 後 も また 例外 で は な い 。 機 想 化 の 昔ばなし を 聞く こと も また いろ いち な 意味 に お 


いて 興味 雇い と と で ある 。 


私 の 機械 過 歴 


汽 | 時 正吾 


未来 を 語る の は 楽し く , 過去 し か 語れ な い の は 汐 し い が , 前 途 に 見 える 
の は 墓場 だ け の 75 釣 で あっ て みれ ば , それ も 診 な い 和 き で ある 。 さ て 建 
設 機械 の 昔ばなし を も と め ら れ た が , 手許 に 資料 が 之 し い の で , 話 は は な 
は だ 不正 確 で , か っ 自分 の ダッチ し た 範囲 を 多く 上 出 で な い 。 し た が っ て 井 
底 の 星 の 因 か な 自叙伝 訪 た いな よう に な っ て は な は だ 恐縮 だ が , お 許し を 
願い た い 。 

私 が 内 務 省 下関 土木 出張 所 (いま の 建設 省 地方 填 設 局 と 運輸 省 港 浴 建 設 
局 を 一 緒 に し た よう な 役所 ) に 入っ た の は 大 正 10 年 で , いま 一 洋 建 訂 
(株 ) の 専務 取締 役 で あ る 内 林 遅 一 さん と 同期 で ある 。 私 は 機械 尾 だ か ら 
携 拭 ア ロバ ー の 世界 に 進む べき だ が , 当時 不況 時 代 で うま い 就 職 先 が な 
く , や む な く 土木 界 に 身 を 投 ヒ し, つい に 区 頭 と な る 機会 を 得 ず , 生 尾 に 終 
わる よう に 相成っ た 次 第 で ある 。 

その 当時 の 機械 だ が , 道路 機械 と いえ ば プレ ー ン ロー ラ と 少数 の アス フ 
ァ ル ト プ ラ ント だ け 。 河川 機械 は 短 村 押 削 機 と 機関 車 で , これ も 大 し た こ 
と は な い 。 そ れ 以 前 , 大 河川 の 拡 貴 や ショ ー ト カッ ト な どの 大 土工 に は 
40t も ある よう な 大 き な 長 秀 握 削 機 が 使わ れ た が , か よう な 大 土工 は す で 
に 一 段落 し て いた 。 

港湾 機 械 は 関 較 海 峡 に 1.300 トレン の パケ ッ ト 船 , 500 トン の 自 航 土 運 船 。 
砕 岩船 , ダラ ブ 船 , 800 局 力 の ポン プ 船 (カッ タ な し ) な ど 相 当 に ぎ や か 
だ っ た 。 秦 岩 船 の 機 械 は イギリス の ロブ ニッ ツ 社 梨 で , その コイ ルス プリ 
ング 式 ク ラッ チ の 強力 軽 刻 な の に は 感心 し た 。 グ ラブ 船 は イギリス の プリ 
ー ス トマ ン 社 製 か ら 国産 に 移り 代わ る 時 代 だ っ た 。 間もなく ロ プ ニッ ツ 社 
か ら 小さ な ディ ッ パ が 内 入 され 鹿児島 港 で 使わ れ , これ を モデ ル に 油谷 


| 重工 (株) で ディ ッ パ を 造る よう に な っ た 。 


他 の 土木 出張 所 の こと は 覚え な い が 、 道 路 河川 に つい て は これ と 似 た り 


| よっ た り 。 港 流 で は 中 形 の ディ ッ パ が アメ リカ の ビ サ イ ラス 社 か ら 輸 入 さ 


れ , 横浜 港 で 使わ れ た 。 カ ッ タ 付 ポ ンプ 船 は 民間 で ぼ つ ぼ つ 使わ れ た が . 


| 負 所 で は ちょ っ と 遅れ た 。 


動 カ は すべ て 蒸気 で ディ ー ゼ ル は 一 般 的 で な か っ た 。 民 間 の カッ タ 付 
ポン プ 船 は すでに 電動 だ っ た と 思う 。 共 気 動 カ で は 炭 水 の 補給 。 仙 葵 き 
掃除 と 非常 に 人 手 を 食っ た 。 エ ンジ ン が 低速 の た め ボ ンプ な ど た い へ ん 大 
きく な っ た 。 私 は 古い 船体 を 利用 し て 小さ な ポン プ 船 を 造る と き , チェ ン 
伝導 で ポン プ を 思い きり 高速 に し た が , 成績 は な は だ 不良 。 船員 か ら 「 砂 
で 埋立 て る より 石炭 で 埋立 て た 方 が 早い 」 と , な か な か うま い 凍 口 を いわ 
れ , 一 言 も な か っ た 。 そ れ か ら 高 速 の サン ド ポ ンプ は 嫌い に な っ た 。 
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ここ で 動力 の その 後 を た と どっ て みよ う 。 や が て ディ ー 
モル の 時 代 が 来 た 。 し か し ディ ー ゼ ル は 建設 機械 用 と し 
て は 無理 が 利 か ぬ と 思わ れ た 。 だ が , その 後 デ ィ ー ゼ ル 
その ゃ も の の 進歩 , 流体 継手 や トル クタ コンバータ の 発達 
きら に ディ ー ゼ ル エ レク トリ ッ ク の 普及 に よっ て いま 
や ディ ー ゼ ル 和 全盛 で ある 。 了 昭和 20 年 代 の 終わ り 頃 , た 
い へ ん 失礼 な が ら 名 を 思い 出せ な い が , 北海 道 開発 局 浴 
應 課長 の 茶 氏 が , ディ ッ パ に ディ ー ゼ ル エ レク トリ ッ ク 
の 採用 を 提案 され た 。 私 な ど , は な は だ 不 勉 強 で 電気 に 
うとく, ディ ッ パ の よう に 無理 な カカ の か か る も の に は 藻 
気 に 限る と 思っ て いた の で , は じ め は 不安 だ っ た が , 電 
気 恒 さ ん が 請 合う の で そう ・ な か な か の 和 好成績 
な る ほど ワー ドレ オナ ー ド に すれ ば 変速 自由 自在 、 立 気 
以上 の 社 能 を 発 挿し その後 の ディ ッ パ は すべ て この 動 
力 方 式 た な っ た 。 こ の 人 の 先駆 者 精神 に 艇 意 を 表す る 

ディ ッ パ つい で に も う 一 つ 書 き 残 し て おく こ と が あ 
る 。 V 和 30 年 代 だ っ た が , 運輸 省 で ディ ッ ズ を 造る に 
隙 し , 渡 深 深度 が 深い た め 在 来 の 設計 で は パケ ッ ト を 引 
張る ロー ダ の 方 向 と , パケ ッ ト の 動く 方 向 と の 違い が 大 
きく , ロー プ に 過大 な 力 が 要求 され る の で , これ を 避け 
る の に 何 か う まい 方 法 は な か ろう か と , 関係 メー カ に 工 
夫 を 帆 ん だ = 各社 の 案 の う ち , (株 ) 日 立 規 作 所 の て た 
ぶん 安河内 さん の ), 掘 前 ご と に ブーム を 倒伏 する 案 が 
最良 と 認め られ , その 後 の デ ィ ッ パ は すべ て この 方 式 と 
な っ た 。 これ は 世界 に 誇る べき 改良 で ある が , その 由来 
は あま り 知 られ て いな いと 思う の で , 創案 者 の 名 状 の た 
め ゅ ( 記し て お く 決 第 で ある 

私 は 大 正 13 年 の 幕 に 仙人 士 本 出張 所 に 転任 に な り 。 
負 巻 機械 工場 を 頂 っ た 。 当 時 仙 吾 管内 で は 阿 人 野 川上 流 
で まだ 長 和 押 削 機 を 使っ て いた の と , 外国 か ら ド ラダ ゲラ 
イン が 輸入 され た ほか , 機械 と し て は 特記 する こと は な 
い 。 新 洞 土 本 出張 所 で は , た し か 手取 川 で 初め て スラ ッ 
タラ イン が 使わ れ た 。 これ は 同 出張 所 の 上 関 徳 也 さ ん の 
設計 で , 同氏 は 「 新 し い 所 長 が 来る ご と に , 何 か ー つ 新 
し いこ と を や っ て みせ る ん だ 」 と いっ て いた 。 つ まり 機 
枝野 の 早 の 薄かっ た 時 代 の 愛す べき 自己 示 波 で あっ 
た 。 

き て 仙台 の 話 だ が , 私 が 巻 に 行っ た の は 北上 川 の 工 
事 末期 で 、 永 門 , 開門 , 可動 堀 を 造る の が 私 の 仕事 だ っ 
た 。 そ れ ら の 塵 類 の 設計 は 木屋 の 領分 だ っ た が , 
肩 を 含め 巻 上 機 の 設計 か ら 製 作 ま で , すべ て 和 機械 工場 で 
や っ た 。 忙し いと き は 夜 業 の 連続 だ っ た 。 飲 野川 (地名 ) 
の 可動 に は 特に 心 還 を そそ い だ 。 こ の 可動 揚 は 30 数 
年 間 無 事 に 役 古 を 果たし , 近く 取り 拓 さ れ よ うと し て い 
る 。 

妥 和 7 年 頃 だ っ た か , 失業 救済 の た め 小さ な 道路 工事 
が 方 々 で 行なわ れ た 。 人 間 を な る べく 多く 使う た め ョ ー 
ラ 以 外 の 機械 は 使わ ぬ 方 針 で あっ た 。 あ る 現場 で コン ク 


リー トミ キサ を 使っ た ら 分 務 者 か ら 閑 告 され て , 担当 技 
術 員 が 迷惑 し た と いう 話 が ある 。 こ の 頃 が われ われ 機械 
屋 の どん 底 時 代 で ある 。 い まや 機械 の 使用 は 人 手 不足 に 
対処 する 絶対 の 要請 と な 近頃 は 不況 と いっ て も 谷 
が 浅い 。 思 えば , よく も ここ まで 国力 が 付い た も の で あ 
る 。 

建設 機械 不況 の 折 柄 , 砂 金 船 に アー ム が や っ て 来 て , 汽 
車 会 社 な ど で 造 り , 朝鮮 で 使わ れ た 。 輸 出 不 振 で 外貨 を 
稼げ な いか ら 金 を 掴 ろ うと いう の で ある 。 砂金 船 は マレ 
ー あ た り で 使わ れる 鉛 採 取 船 と 同じ だが, パケ ッ ト 船 に 
温 別 装 冒 を 設け た も の で ある 。 パ ケッ ト が 聞け つ 的 に が 
タン ガク ン と 掘っ た の で は , 填 が 乱 さ れ , 金 や 印 の 粒 が 
水底 に 逃げ る か ら , パケ ッ ト チ ェ ン は リン ク の な い 連 統 
ッ ト で ある 。 営 利 事業 で は あり , 奥地 の 不便 な 所 で 
使う の に 修理 が 多く て は 困る か ら , アメ リカ の 砂金 船 の 
カタ ログ を 見 る と , 材質 , 構造 が 草 常 に 進歩 し て いた 。 
周 産 の も の は これ を 手 本 に し て 造っ た 。 こ れ に 比べ る と 
役所 の パケ ッ ト 船 な ど , お よそ お 粗末 な も の で 。 大 形 般 
に な る と , 年 1 回 の 定期 修理 に 9ー4 ヵ月 も か か っ た 。 
これ は われ われ 機械 届 の 責任 だ が , 機械 屋 の 意気 が は な 
人 は だ 揚 が ら な か っ た の と 。「 親方 日 の 刀 」 の 大 潮流 に 押 
し 流さ れ て いた 。 

き で 僧 金 船 の 連 綻 バケ ッ ト は , 聡 後 運輸 省 の バケット 
船 に 採り 人 れ ら れ た 。 ラ イン スピ ー ド が 同じ な ら , 土 偽 
赤谷 に な る と いう 巻 え で ある 。 し か し 非 連 統 バ ケッ ト は 
パケ ッ ト 1 個 の 搬 削 ご と に 船体 が 少し 縦 に 動き 般 の 慣 
性 力 が 掴 削 力 を 甚 ける の で , 義 い 地盤 に は 非 連 続 の 方 が 
よさ そう で ある 。 

内 務 省 の 二 事 は すべ て 直営 で それ を 誇り と し て いた 。 
間 倍 い の な い 工 事 が で きる と いう の で ある 。 し か も 直 党 
の 方 が 請負 より 安い と 成 張っ て いた 。 だ が 機械 損料 も 職 
員 の 給料 も 見 込ま ず に 安い と いう , 他愛 の な いも の だ っ 
た 。 いま は 役所 も 機械 損料 を 見 込む よう に 合理 化 きれ た 
が , や は り 和 営利 事業 の 利潤 追求 の 努力 に は か な わ ぬ 。 い 
まや 閉 設 省 で は 全部 請負 , 運輸 省 の 港 浪 で も , 大 分 請負 
を 取り 入れ た の は うな り で ある 。 か く て 真名 な 施工 努 
カカ と 機械 と が , 互い に 引張 り 含 っ て 進歩 し て で ゆく 。 そ の 
結果 , 試験 ずみ の 機械 が 縮 出 に も 堪え 得る よう に な っ 
て , 建設 機械 産業 が 成立 つ 。 

私 は 昭和 12 年 の 初め 下 閲 土 本 出張 所 に 転じ た 。 当 
開門 海峡 に 大 き な 軍 艦 を 通す 必要 か ら 、 大 淡 深 工 事 が 計 
画 き れ , その 作業 船 を 造る 仕事 が 待ち 構え て いた 。 工 事 
の 推進 役 は 工務 部 長 で 、 いま (株 ) 日 本 港 六 コンサル タ 
ント 取締 役 社長 の 角 島 旗 さ ん で , も の すご い 居 力 だ っ た 。 
郊 峡 の 東 は ヘドロ 。 西 は 岩礁 。 へ ド p は ドラ ゲ サ ク ショ 
ン で 掴 り , 岩礁 は せ プ マリ シロ ッ ク ド リル で 赤 で す と いう 
と いう 輸入 だ 。 た 。 ド ラダ サク ショ ン は 朝鮮 に 江 華 丸 の 
が 大 方 針 船 だ だ チャ チ な 船 が あっ て , 関門 に 持っ て 来 て 


バ 
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使っ た が , 試験 的 な も の だ っ た 。 中 国 の 上 海 に 建設 号 と 
いう ドイ ツ 製 の 大 形 船 が あり , シン ポ 局 と いう 居留 民団 
の 港湾 局 と いっ た よう な 組織 で , 黄浦 江 の 六 河 に 使っ て 
いた 。 こ れ は 4.700 トン 。 ホッ パ 3.200 mi ドラ ゲベ ヘッ 
ド は フリ ュー リン ダ 式 で , 刃先 で 土 を 掴 りな が ら 吸 込む 
式 で ある 。 い ま テ アメ リカ や 日 本 で 大 勢 を 占め で いる の は 
ダス ネト バン 式 と いう か , 真 底 掃除 器 の 吸 曲 みた いな よう 
な も の で , 真空 に より 士 を テン ショ ン で ち 切 り , 吸込 む 
式 の も の で ある 。 

この 船 を 見 学 に 上 海 に 行っ た 。 シ ン ボ 局長 は イギリス 
人 だ っ た が 。 当時 上 海 は 日 本 軍 の 占 償 下 に あっ て , 客 軍 
大 佐 の 藤沢 さん が 背広 を 着 て 実権 を 握っ て いた 。 一 タニ 
の 人 に 伴わ れ て 町 に 食事 人 行っ た が 局 の 車 は 使わ ず 
タク シー を 捨 っ た 。 放 沢 さん か ら 「 イ ギリ ス で は , 上 級 
の 者 ほど 勤め 先 の 車 を 使わ ず が , ボ ケッ トマ ネー で 車 を や 
と う 」 と 開か され 、 か の 国 の 紳士 道 の 一 財 を 垣間見 る 過 
い を し た 。 建設 号 の 見 学 は 非常 に 有 普 で 。 これ が 後に 僅 
る 2 化 の ドラ ゲ サ ク ショ ン の 手 本 に な っ た 。 

その うち に 時 局 切迫 , 工事 が 急 を 要する と いう の で 。 
罰 設 邦 を 関門 に 持っ て 来 て 使っ た 。 すばらし V 成 績 で 
バイ プ ブ の 端 か ら 吐き 出さ れる も の は 水 と の 混合 物 で な く 
泥 の 権 の よう に 見 え , ホッ パ 内 の 錠 度 を 増す た め の オ ー 
バフ ロー の 必要 は あま りな か っ た よう で ある 。 いま 関門 
に ある 3,200 トン , 2,000 mi の 海 腸 丸 で も 、 フリ ュー リ 
ング 式 の ドラ ダグ ヘッ ド を 取付 け 試験 され た が 成績 は 本 
船 園 有 の ダス トバ ンタ イプ の 代表 た る カリ フォ ルニア 了 形 
に 及ば な か っ た と 聞く 。 で も 両者 は 唄 入 管 の 構造 その も 
の か らし て 典 な る の で , 単 に ドラ グ ヘ ッ ド を 取 埋 えた だ 
け で , 比較 が で きる か どう が 苦 わ し い 。 

き て , 建設 号 の 船長 は オラ ンダ 人 , 船 負 は 中 国人 で あ 
る 。 関門 海峡 は 要 突 地帯 で 。 軍事 輸 閉 の 基地 で も あり 
外国 人 に は 見 せ た く な い 。 船 長 は 船長 室 に 缶詰め , 交代 
用 の 船員 は 宿 谷 と 船 の 間 を パス で 謗 ん で , 囚人 扱い で あ 
っ た 。 船員 は 瀬 次 日 本 人 に 切 和 え た 。 

昭和 15 年 頃 , 2.300 トピ, 1.300m の ドラ グ サ クシ 
ョ ン 2 叙 を 日 本 鋼管 (株 ) に 注文 し た 。 2 箕 と も 進 水 ま 
で は し た が , 資材 難 で 完成 に 到 ち ず , 障 後 メタ テ ラ ェ ブ さ 
れ た 。 

岩 確 の 除去 に は , 管 か ら 潜水 夫 が さく 革 機 を 持っ て 次 
底 に 潜り , きく 岩井 破 す る 工法 が 採ら れ た が , 潮流 の 障 
害 も あり , な か な か 能率 が 上 が ら な か っ た 。 本 格 的 な す 
プ マ リ シ ロ ッ ク ド リル が で きる まで の つなぎ に ポー リン 
デ ダ ィ シン 数 台 を 艇 側 に 思 き , スパ ッ ド で 船 を 固定 し 、 さ 
く 岩 する よう に な た 。 こ れ 人 は 誰 の 発案 か 忘れ た が , い 
まま 素 生 開発 (株 ) 取締 役 社 長 の 上 時 者 二 き ん が 工事 に あ 
た り 、 相 当 の 成績 を 上 げ , 次 軍 で も これ を モデ ル に 船 を 
造っ た 。 本 格 的 な サブ マリ ショ ッ ク ド リル より も 非常 に 
建造 費 が 安上がり で, 今後 と も 有益 な 工法 だ ろう 。 


サブ マリ シン ロック ドリ ル は , 了 アメ リカ の イン ガー ツル 
ラン ド 社 で 造っ て いた が , 大 開 省 が 輸入 を 認め な い の 
で , 虎 の 威 を 借 り る こと に し て , 海軍 省 軍 務 局 第 四 課長 
の 山口 大 佐 に 口 を 利 い で も ら っ た 。 大 蔵 省 の 係官 に 電話 
する の を 楠 で 聞い で いた が , 係 宜 ほ 「 説 明 に 来 て くれ 」 
と いう 。 山口 さん は 「 そ ちら か ら 開 き に 来い 」 と 高 飛 
事 , 大 蔵 省 の 方 も つい に 降参 し て 輸入 を 認め た 。 山 口 き 
ん は その 後 私 が 海軍 施設 本 部 に 転 し た と き 同 本 部 の 総務 
部 長 で 。 な か な か の 快 男子 だ っ た 。 

き て 機械 は 買え た も の の , 船体 を 造る 鉄 が な い 。 つ い 
に 角 島 さん の 発案 で コン クリ ー ト 船 を 造っ た 。 か よう に 
科 分 区 し た さく 岩船 で は あっ た が , 資材 難 で 完成 に 至 
ら ず , 戦後 に な っ て 船体 は どこ か の 港 で 防 波 堪 代 わり に 
身 を 沈め , 機械 は 震 流 島 の 層 場 か ら 次 まれ て し まっ た 。 

空 都 港 の 古い 地盤 を 掘り その 土 で 埋立 て を し よう と 
いう の で , その 当時 と し て は 大 き な ポ ンプ 船 を 造っ た 。 
排 送 距離 が 長い の で 1.200 馬力 の ポン プ 2 吾 を 直列 に つ 
な ぎ , カッ タク は 400 局 力 と し た 。 当 時 カッ タ の 回 転 数 は 
毎 分 15 回 転 くら い が 常 工 で , 地 艇 が 硬 け れ ば 遅く する 
と いう 考 が え 支 配 的 だ っ た が , 李 に 23 回 転 と 速く し た 。 
つま り ミ リン ダマ シン と 同じ で , 基 り が 同じ な ら カ ッ タ 
の 回 彼 数 が 速い ほど 土 を 蘭 く 削る と いう 者 え で ある 。 こ 
の 船体 は 木造 で , 補強 の 鉄骨 の 設計 に は 苦心 し た 。 こ の 
船 は その 後 回 航 中 宴 水 し て どこ か で 沈没 し た 。 

この 船 の ポン プ や ウィ ンチ は (株) 渡辺 製鋼 所 で 造っ 
た 。 同 社 の 創設 者 渡辺 則 武 さん は ゃ と 台湾 総 府 の 土 本 
の 役所 に 勤め た 機械 恒 だ が , 生 選 か ら 帳 し て 鶏 (は 少々 
内 礼 だ が ) 頭 と な っ た 便 物 で , 水圧 や 気圧 式 の クラ ッ 
チ , ブ レー キ を 嫌っ て 、「 ウ ー ン と 力 を 出す ぐら いで な 
けれ ば , 随 気 が さして いけ な い 」 と いっ て で いた 。V: ま の 
自動 化 さ れ た 鉄道 の 事故 を 思 を ば, うな づけ る 前 も や ある 。 

下関 時 代 , 満州 に 旅行 し て 携 順 譜 航 を 見 学 し た 。 (株) 
神戸 製鋼 所 抽 の 大 き な 電気 シ ョ ベル が 訓 天 宮 り に 活 忠 し 
て いて 力強い 印象 を 受け た 。 豊 満 ダ ゲ ム に は アメ リカ 規 の 
ブル ドー ザ が 使わ れ , 営 日 浴 に は ドラ グ サ クシ ョ ン が あ 
り 庄川 の 建設 人 械 は 内 地 よ り 部 分 的 に 進ん で いた 。 な 所 
当時 刀 州 の 議 航 で アメ リカ の ノー スウ エス ト 社 製 を モデ 
ル と し て 東京 重工 業 で 作っ た ショ ベル が 使わ れ で いた 。 

下関 時 代 は それ くら い に し て 宮 軍 時 代 に 入ろう 。 太 平 
洋 織 争 は 島々 の 外 礁 戦 で ちっ た 。 島 を 取っ た ら す ぐ 政 行 
場 を 造ら ね ば な ら ぬ 。 海 軍 に は 元 来 建築 局 が あっ た が , 
飛行 場 造り に 使え る よう な 機械 儲 皆 無 で あっ た 。 米 軍 の 
飛行 場 造成 能力 の 大 き い の を 見 せつ けら れ た 海軍 は , あ 
わ て て 施設 本 部 を 設け 、 土木 の 大工 能力 を 増大 し , 建設 
機械 を 造ら うと し た 。 私 は 海軍 の 嘱 託 に 引張 り 出 され 
まず 米 軍 の 機械 を 見 て 来 て 、 それ を 真似 て 造 ろ うう と いう 
こと に な っ た 。 フ ィ リ ビン と ウェ ー キ 島 と どちら か に 行 
け と いわ れ た が , 私 な ど 職 局 の 大 勢 に 通 下 ず 。 勝っ た 騰 
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っ た と 思っ て で いで ,。 フ ィ リビン は 植民 地 に な り 。 いずれ 
行く 機会 が あろ うと いら わけ で ウェ ー キ 島 を 選び , 東京 
重工 業 の 芳野 重 正 さ ん ほか 2 人 と , 明 和 17 年 10 月 上 
旬 , 大 阪 商船 (株) の 西 亜 丸 で 東京 浴 を 出発 し た 。 ウ ェ 
ー キ 委 は 東南 方 向 に あたる の だ が , まず マリ アナ 群島 付 
近 ま で 南下 し た 後 東進 し た 。 船 長き さん いわ く 。 「 あ な た 
が た は 旅行 気分 で いる が 。 命がけ で す よ 。 い つ 壮 沙 艦 に 
や られ る か わか ら ぬ 」。 回 コー ス を 取る 理由 を 開か さ 
れ , 戦局 の 真相 に 触れ て 心 細 く な っ た 。 

約 10 日 で ウェ ー キ 鳥 に 着い た 。 米 軍 の 捕虜 が 米 軍 の 
機械 を 使っ て 飛行 場 の 補修 を し て いた 。 最 も 感 し た の 
人 は スク レー パ で , ブル ドー ザ , ショ ベル な ど と と も に 要 
所 を スケ ッ チ し た 。 帰り は 日 本 郵船 (株 ) の 平 洋 丸 で 中 
線 コ ー ス を 取り 11 月 3 日 横 賀 港 に 装い た 。 そ の 後山 
給 と も 投 光 され た らし い 。 

私 は 18 年 3 月 海軍 技師 に 転じ , 施設 本 部 第 政 斉藤 
し て 建設 機械 の 調達 に あたっ た 。 建 設 機械 は 大 部 分 クロ 
ー ラ トラ タタ が 圭吾 で ある か ら , 隊 軍 の 戦車 を 造る 工場 
を 利用 する の が 手取 り 早い の だ が , 割 込 む 余地 は な い 。 
その 他 の 有力 工場 は 在 米 の 時 短 で 手 一 杯 。 わ れ わ れ が 利 
用 で きた の は , 二 , 三流 の , し か も 燥 違い の 工場 だ け だ 
っ た 。 プ ルド ー ザ や スク レー パ が 何 月 何 日 に 価 台 で きる 
と いう 一覧 表 を 作っ た 。 と いう 5 より も 戦局 の 切迫 が 無理 
な 日 程 を 強い た 。 施設 本 部 長 の 金沢 中 将 は , いち 早く こ 
れ を 公表 し 。 何 月 何 日 か ら 千 葉 県 の 臣 原 で 日 本 最初 の 機 
械 化 施 工 に よる 飛行 場 の 造成 を 開始 する と 声明 し た 。 そ 
の 日 が 来 て も 機械 は 捕 わ ぬ 。 着 いた 機械 は 実用 に ほど 痢 
い 代 物 。 私 は 東京 一 葉 原 間 を 往 っ た り 来 た り で 圧 命 に 疲 
れ た 。 飛行場 の 設営 隊長 の 元気 の いい 大 厨 殿 に は 随分 中 
られ た 。 こ の 飛行 場 は 、 は じ め の 秀 れ 込み を まっ た く 衣 
切っ て すべ て 人 力 で 施工 され , さす が 強気 の 金沢 さん も 
面目 を 失 し て 弱 ら れ た 。 

その 頃 , 陸軍 で も 長野 県 の どこ か で 飛行 場 の 機械 化 施 
工 を や っ た 。 私 は 見 な か っ た が , 機械 の 主力 は ブル ドー 
ザ で あり , これ は 般 車 の 変形 で あっ て みれ ば 相当 うま く 
符 っ た の だ ろう 。 

職 後 一 流 の 工場 が プル ドー ザ を 作り , 品質 が 安定 する 
まで に 数 年 を 要 し た こと を 考え れ ば 海軍 の 機械 調達 は 
止む な に 止 まれ ぬ 自 あ が き で あっ た 。 

元 来 虚弱 な 私 は , 洲 務 が 頑 り , 胸 を 悪く し て し ば らく 
静養 , 病 や や 癒 っ て か ら 第 八 課 長 に 転じ . 建設 機械 の 研 
発 開 発 に あたっ た が , 気 の 長い 話 で , 戦争 に 貢献 し 得る 
も の で な か っ た 。 イ ギリ ス の 白亜 海岸 で 使っ た トン ネル 
ボ ポーリング 機 の 外形 図 を た より に 同じ 機械 を 作り , 小松 
秦 彦 (現職 不詳 ) さん が 苦労 し て 使っ た が 。 も ちろ ん 5 


まく 行か な い 。 巨木 を 伐り 倒す た め , トラ タタ の 後 尾 に 
コー ルカ ッ タ を 付け た も の を 作り 前沢 飛行 場 で 公開 試 
運転 する こと に な り , 機械 の 到着 が 運 れ , や きも き し て 
いる と ころ に , いま 大 阪 で P S5 ュ ンク リー ト を や っ て い 
る 新井 敬 造 さん が エッ チラ オッ チラ 運転 し で 持っ て 
た 。 榎 の 大 き な 切 り 株 を 伐 っ た が , これ は 成功 で 金沢 
本 部 長 か ら 「 本 官 は これ を 斎 賞 す 」 と いっ た よう な 海 
式 の め 言葉 を 頂 協 し た 。 了 戦争 の 末期 に は 機 遷 も や や 使 
える よう に な っ た が 今度 は 輸送 が 利 か かず, 光 底 の 若 居 
と な り , 騰 争 に は まっ た く 役に立た な か っ た 。 

私 は また 病気 が ぶり 返 え し , 19 年 5 月 海軍 を 辞め た 。 
海 思 を 諦め た 以上 浪人 する つも り だ っ た が , 運輸 省 か ら 
無理 に 引張 られ 港湾 局 に 居候 し た 。 だ が 何 も 仕事 は で 
き な い 。 居 て も 立っ て も 居れ な い 気持 ち で , 20 年 6 月 
役所 を 飛び 出し , ある 軍需 工場 に 入っ た が , 8 月 で 終 
戦 , ば か を 見 た 。 

戦後 福岡 に 居 て , 県 や 地 建 の 嘱託 を し て , お も に 占領 
記 貸付 け 機械 の 運営 に あぁ たり, 米 軍 と の 折衝 に は 随分 い 
や な 思い を し た 。 機 械 の 稲 類 は 皆さん ご 承知 の と お り だ 
が , 私 が は じ め て 見 た の は けん 引 リ ッ パ で 。 な か な か よ 
く 働 いた 。 こ の リッ パ ヒ タン ピン ゲロ ー ラ は , 簡単 さと 
効果 と の 総合 点 で アメ リカ (7 ) の 傑作 と いい た い 。 

地 建 は その 順 組合 運動 の 況 し いと き で , 私 に は その お 
つき 合い が で きぬ の で 役所 を 辞め た 。 さ て 何 を し て 食 ね 
うか と 考え た 末 , ドラ グ ス ク レー バ の 製作 販売 を 思い 立 
っ た 。 こ れ な ら 無 資本 で や れる 。 ド ラグ スク レー バ は 特 
区 の 曲面 か ら 成 り 。 その 殿 開 図 を 香る の に 苦心 し た が 、 
や っ と これ に 成功 し , 三井 鈴 山 (株 ) 三好 製作 所 で 作っ 
て も ら っ た 。 私 は ボー ル 紙 制 の スケ タレ ー パ の 模型 ょ , 寺 
の 代わ り の 角 層 を 持っ で 方 々 の 県 の 河川 課 を 回 っ て 宣伝 
し た 。 大 分 発 れ 行 き が よい の で 、 東京 に 出 で 同 仕事 を 
続け た 。 当時 ま だ ブル ドー ザ が 出回ら ぬ 項 で 。 数 年 に 
300 くら 売れ た ろ うら か 。 ウィンチ も 作っ た 。 自 分 で ハ 
ンド ル を 撮っ て 運転 も し た 。500 司 力 8m' の 大 物 を 蓄 
後に , いま は ほとん ど 舌 要 が な い が , 適所 に 使え ば まだ 
使い 途 は あ ち う 。 私 は その 後 作業 船 の コン サル ト な ど に 
従事 し た が , それ や 辞め . いま は の ん きた 老 後 を 開 っ で 
いる 。 

(筆者 申 且 ) 
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私 た ち は い か に し て 原形 質 や 葉緑素 が 生 し た か 。 ま 
た , ど ん な 突然 変 典 で 単細胞 生物 が 多 細胞 生物 に な っ た 
か 。 さら に 水 の 世 界 か ら ほ うり 出さ れ た 動物 群 が い か に 
し で この 音 いた 大 地 の 上 に 攻撃 を 加え た か と いう こと 
は 。 お そら く 知 る こと が で き な い で あろ う 。 これ ら の 連 
続 的 変化 が 人 間 を 生み 出し た の で あっ て , 人 間 は 自分 の 
番 が きた の で や っ と 出 て きた の で ある 。 科学 者 の 説 に よ 
る と , この こと は ほん の 100 万 年 前 ぐら い の こ と だ ろう 
と いわ れ て いる 。 

人 間 は この 大 曹 の 血 続 だ け で な く , いま や 生 施 の 人 旬 微 
ょ な っ て いる 不可 欠 の 血液 を と どど め て いる 。 そ し て その 
血液 は , 単に 祖先 の な どり と し て と ど ま っ て いる だ け で 
な く , その 化学 構造 か ら ゃ , その な か の 塩 の 種類 や 比 累 
が 海水 の それ と 褒 妙 な ほど 似 か よっ て いる 。 

人 人間 は 、 そ の 革 , 海 を 生 家 と し た の で あろ うか 。 それ 
は と も か く , 何 世紀 に も わた っ て 線 列 な 生命 の 秘 審 を 大 
事 に し まい こん で いる の で ある 。 海 の 中 に は 現在 まで に 
何 千 何 万 種 の 動物 が いる こと が わか っ て いる 。 生命 の 源 
を な し た も の に よく 似 て いる 各種 の 単細胞 生物 を は と め 
と し て , 70t も ある マッ コウ クジ ラ に 至る まで , 想像 を 
地 す る 多く の 動物 群 が 水面 か ら わ ず か 3 一 4 km の と こ 
ち で ひそ か に 生育 し , 死ん で いく の で ある 。 

人 聞 は まだ これ ら の 動物 を 家畜 と する こと が で き な 
い 。 また , 海 を 措 成 し て いる 多種 多様 の エネ ルギー 資源 
を うま く 利 用 する こと に 必ず し ゃ 成功 し て いる と は いえ 
な い 。 さ ら に また , 海 の 化学 的 。 植物 的 , 名 物 的 な 富 を 
十分 開発 する こと も で き な い で いる 。 私 た ちがい ま 立 っ 
て いる 足元 か ら , も の の 100m も 本 れ て いな V 海 岸 を , 
この 未 征 服 の 世界 で ある 大 海 の 波 が 沈 っ て いる の だ 。 

人 聞 は は た し て この 未 征服 の 世界 に 君 陣 す る こと が で 
きる で あろ うか 。 い つの 日 に か 。 こ の 膨大 な 海 の 資源 を 
完全 利用 する こと 成功 する で あろ うか 。 何 世紀 に ゃ 
わた っ て 人 間 は この 夢 の 実現 に 努力 を 続け て いる の で あ 
る 。 

* 東京 水産 大 学 攻 授 
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広 漢 た る 海 の 王 国 に 比べ て 。 人 間 の 存在 は あま り に も 
小さ すぎ る 。 

何 世紀 も の 間 , 人 間 が 知っ て いた た だ ー つ の 次 洋 と 
は , きら きら と 太陽 の 光 を 浴び て , 風 に ゆり 動か され る 
海面 の こと で あっ た 。 人 間 は その 上 に 船 を 航海 させ 、 そ 
の 扶 辺 に 部 落 を つく っ て きた 。 海 洋 と は こう し た 一 次 元 
の 世界 で あっ た 。 波 の 下 の 世 界 と は , 和 麗 し く て な が め る 
こと も で き な い よう か 公 物 が 住ん で いる 地獄 で あっ た 。 
人 間 は , 量 を 仰ぎ 星 と と も に 生き て いた が , 海 の 中 は 
まだ その 視 独 の 外 に あっ た の で ある 。 

し か し 。 知識 は 稚 々 に ふるい に か けら れ て きた 。 や が 
て 人 間 は 海 の 中 に お り よ うと する 夢 を いだき は じ め た 。 
それ か ら 何 世 紀 も の 間 , 多く の 先駆 者 た ち が 深 海 に お り 
よう と た い へ ん な 努力 を し て きた の で ある 。 こ れ ら の 先 
駆 者 た ち を 行動 に か り た て た この 夢 は 、 い っ た いい っ ご 
ろ 生 まれ た の で あろ うか 。 

大 普 .。 だれ か が 散 か な 海面 を の ぞ き こん で , 交 の 島 ど 
も が エサ に し て いち あの きら きら 光る らち こ を も っ た 礎 
紗 な 動物 , すなわち 急 を 認め た こと で あろ うら 。 後 に な っ 
て この お び ぴた だ し い 食 物 を 手 に 入れ る うま いり 方 法 を 熱望 
し た り , 海 に 関す る 知識 を 得 た いと 掲 罰 し た り , ま た は 時 
飲 し た い 気持 , ある い は 他 の いく つか の 動機 が 人 間 が 海 
の 中 に 侵入 する 方 法 を さがす よう に させ た の で あろ う 。 

19 世紀 の 前 半 に な っ て , や っ と 自然 哲学 者 た ち は 海 
送 の 深き に つい て 以前 より は 真剣 た 思索 を 寄せ る よう に 
な っ て きた 。 た いて い の 者 は 海洋 に は 底 が な いと 考え で 
満足 し で いた 。 そ の ほか の 者 た ちゃ も 、 山 が 高い だ け 海 は 
深い と いっ た "事物 の 全 目 的 性 " に 立脚 し た 哲学 的 観念 
を 受け 入れ て いた 。 実 除 そ うだ っ た の だ が , それ は か な 
り も っ と も らし い 推 断 で あっ た 。 

導 洋 の 深度 に つい て 少し まつ わか っ て で きた の は 。 月 
玉 腸 。 火星 な ど へ の 距離 が 正確 に 決定 され て か ら ず っ と 
た っ て か ら の こと で ある 。 私 た ち は い ま に な っ て わか る 
の で ある が , 彼ら が 放っ た の は 海 の 物理 的 な 特性 を 通 小 
評価 し て "た こと に よる 。 
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画 海 洋 開発 へ の 挑戦 

いま で は 人 間 は 世界 の 最深 度 10,916 m) に 日 帰り の 
深海 旅行 が で きる よう に な っ た 。 パ チ ス カー フ の 発明 が 
それ を 可能 に し た の で ある 。 
光 の 動物 を 人 間 は 家畜 に する 


こと に 成功 し た 。 栽 培 交 


波 力 発電 , 温度 差 発電 が それ ぞ れ 実 
石油 。 石 戻 。 天然 が ス , 塩化 ナトリウム (食塩 
ネ シ ウ ム 。 臭素 , 5 さら に は ダイ ヤ 
な どの 資源 を 海洋 か ら と り 出 し つつ ある 
海底 に 住居 を つく り , 都市 を 形成 し 
海洋 開発 へ の 挑 洋 が 始ま っ た の で ある 
国 間宮 な 海洋 資源 
(1) 地質 的 。 化学 的 , 
海洋 か ら 採 取 で きる 資源 に は いろ いろ な も の が ある 。 
それ ら の 資源 の うち で , 地 合 的 な も の と 化学 的 , 生物 的 
な も の に た 限 っ て みて も , 内 輸 に 見 積 っ て 年 間 約 4 活 数 
1.000 億 円 に な る と いわ れ て いる 。 食料, 鉱物, 化学 物 
質 , 医薬 , 天然 が ス , 石油 な ど で , その 資源 は 長期 に わ 
人 類 を 支え る に 十分 で ある 。 商 楽 的 に みて も 可 
考え られ て いる 


ン ガ ンジ, 


ト よう と し て いる 


E 物 的 資源 


る 年 間 の 資源 曲 を 類 


の と お り で ある 。 
地質 的 資源 1 兆 2.000 億 円 年 
有 有 油 と 天然 が ス 3.000 億 円 / 年 
化学 的 資源 5,000 億 円 / 年 
魚 類 2 作 3.000 億 円 人 年 
計 4 兆 数 1.000 億 円 / 征 


これ ら の 数 字 は , いろ いろ な 資源 調査 の 
に た なり, 回収 技術 の 向 
の と 帯 え て よい 。 そ の 辺 の 事情 を 具体 
明 し よう 

世界 の 大 陸 棚 の 積 は 地球 全 表面 の 約 5.9 少 で , こ 
は テア ジア 大 陸 に 臣 英 する 広 さ で ある 。 1965 年 の 時 
お いて , この 5 年 間 に 人 間 が 大 際 拉 か ら 取 り 出 す 
で きる 利益 は 有 有 油 で 約 60 億 ドル , その 他 の 久 
約 10 億 ドル , 水 履 資源 約 35 億 ドル で , 合計 約 * 兆 円 と 
考え られ て いた 。 そ の 見 積 り が , 3 年 後 の 1968 年 に は 
その 3 倍 の 8 兆 円 に 増大 し て で いる の で ある 。 

(2) 海 準 の エネ ルギー 資源 

その ほか に , 潮汐 エネ ルギー や 波 力 テ エネ ルギー に よる: 
発電 , 海面 と 数 100m の 海水 の 温度 利用 する 温度 
差 発電 な ど 。 海水 の 運動 エ 
ネル ギー 
ある 。 す で に 潮 力 発電 , 波 力 発電 温 反 
で それ ぞ れ 実用 に な 


タ が 詳細 
大 する も 
に よっ て 説 


> で いる 。 


スペ イツ 定 で 
冬 研 究 所 の ア 


潮 力 発電 は フラ ンス で 10 年 間 に わ た る 基礎 研究 を 経 


k め で 大 き v 場 合 
ろ い ろ な 場合 が ある か ら 。 発電 の し か 
て 店 うわ け で , 1 年 を 通じ て いつ で も 発電 が 
る に は , 特別 の 潮 力 発電 用 の ポン プター 
に な っ て くち る 

それ は 次 の よう な 6 年 の 機能 を 落 ね 備え た も の で な く 
て 人 は な ら な い 。 つ まり , 

で 潮 池 の 水位 が 海 の 潮位 より 商い 場合 の 正方 向 発 電 

②⑳ 海 の 潮位 が 潮 他 の 水位 より 高い 場合 の 逆 方 向 発電 

⑧ ター ビン は ポン プ と し て 発電 機 は 同期 発動 機 と し 

て 働き , 海 か ら 潮 池 に 海水 を 揚水 する 正方 向 揚 水 

③) 潮 池 か ら 海 へ 掲 水 する 逆 方 向 揚水 

⑮ 多量 の 海水 を 潮 池 か ら 海 に 通 水 す る 無 負荷 通 水 

⑯⑥ 多量 の 海水 を 海 か ら 潮 池 に 通 水 す る 無 負荷 通 水 
と いう 。 文字 どおり や っ か いな 要素 を 兼ね 備え た ユニ ッ 
ト で な く て で は な ら な い の で あっ て , この よう な ユニ ッ ト 
成す る こと が 潮 力 発電 を 成功 させ る カギ に な る 。 

原子 力 発 章 は , 現在 の 見 と お し で は その 反応 の 制御 の 
問題 が 複雑 で , また 大 き な 設 備 投資 の た め に 実働 率 を 高 
り 下 げ な けれ ば な ら な い の で , いつ も フ 
と ころ が 電力 の 需要 は , 


な う 原 子 力 発電 
め る 一 つの 有力 な 手段 と し 
に 新た な 期待 を か け , その 
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の 潮 力 発電 所 は , フラ ンス の 西北 部 プル ター ニュ 地 
方 を 流れ て サン ・ マ ロ 湾 に 注ぐ 長 さ 約 100km の ラン 
河 の 河 曲 に 建設 し た も の で ある 。 1 万 kW の 発電 機 を 
24 基 並 べ る も ので, 年間 発 電 量 は 5.44 位 kW/hr (佐久 
間 発 電 所 の 1/2) で ある 。1968 年 1 月 に 先 

熱帯 地方 の 海 に は 表層 に 比較 的 暖か い 水 が ある が 。 あ 
る 深 さ で は 李 地 方 か ら 流 込ん だ 物 度 の 大 きい 冷た い 水 が 
ある 。 そこ で 表層 の 水 ( 約 307C) を 大 き な タ ンク に 引 
込ん で ほぼ 1/25 気圧 に 減圧 する と , この 海水 は 沸 勝 す 
る 。 そ の 蒸気 は 低圧 ター ビン を 回 し 終わ っ て 落 結 器 に 導 
か れ , 約 00m の 深層 か ら 流 上 げた 冷た い 海 沙 に よっ 
て 冷却 , 次 化 き れる 。 こ れ が 温度 差 発電 の 原理 で ある 。 
で きた 冷た い 真 水 は 准 房 用 や 工業 用 水 に 使わ れる 。 西 ア 
フリ カ 象 趣 海 の アビ ジャ ン に は 7,000 kW の 発電 隆 が 
2 基 据 えら れ て 発電 し で て おり, 副産物 と し で 1 日 約 1 万 
4.000t の 淡水 を 得 で いる 。 フラ ンス は この 研究 の 完成 
に 15 年 の 歳 月 を か けた の で ある 。 

波 力 琉 電 は , 海面 に 肖 か べた ブイ の 上 下 運動 を 利用 し 
て ター ビン を 回 し て 発電 する も の や 。 海 准 に 固定 し た 空 
気 ター ビン に 空気 パイ プ を 通し て 海 冊 に 寄せ で くる 波 で 
次 気 を 送っ て で 徐 気 ター ビン を 回 し て 発電 する も の で あ 
る 。 わ が 国 で は すでに 実用 に な っ て お り , 各地 の 灯台 の 
灯 が 波 力 発電 に よっ て と も され て いる 。 目下 , 数 100W 
の 出力 が 得 ち られ て いる が , さら に 大 規模 な 技術 開発 に よ 
っ て , 波 力 発電 に より さら に 多 最 の 電力 を と り 田 せる 可 
能 尾 は 十分 に ある 。 海 上 作業 船 の 電力 部落 ご と の 電力 
を 法力 発電 で まかなう こと も か な ら ず し も 不可 能 で は な 
か ろり ら 。 

世界 中 の 電気 の 消費 量 は 少な く と も 10 と に 2 倍 
に な る 。 電 力 の 主役 は 火力 発電 で あり , 原子 力 発電 で あ 
ろう 。 潮 力 発電 は すぐ れ た 脇役 と し て それ ら と 組合 わせ 
て 使用 する こと に よっ て その 特徴 が 生か され る で あろ 

う 。 し か し 石炭 や m 有 油 は , 有機 化学 に お いて は 基本 的 な 
資源 で ある 。 た と えば , プラ スチ ッ ク と か 繊維 な どの 合 
成 物質 の 材料 と し て これ を 使用 する た め に 確保 し て お か 


西 7 ラリ か 集 光 庶 の アビ ジャ ン の 温 誠 電 所 の 
梅 水 取 入れ 用 バイブ プ テイ ン 


ね ば な ら な い 。 石油 な ど は 今後 の 食糧 源 と し て も 十分 確 
保 し な けれ ば な ら な い だ ろ ら 。 何 と し て も , 海洋 の も っ 
て いる 無限 の エネ ルギー の 利用 を 考え な く で は な ら な 
Ws 
(83) その 他 の 資源 
客 水 の 真水 化 と いう 大 問題 が ある 。 今後 は 天然 現象 だ 
け か ら 得 られ る 真水 で は , 爆発 的 な 勢い で 増大 する 世界 
の 人 日 , 急速 に 発展 する 意 業 を 支え る こと は と う て い で 
きた ない 。 海水 の 真水 化 は も う 実 用 に な っ て お り , 今後 の 
研究 開発 に 伴っ て , も うす ぐ 上 水道 より も 安価 に 得 られ 
る よう に な る 。 

海水 か ら 水 を つく る 方 法 に は いろ いち ある が 代表 的 
な も の 仕 次 の と お り で ある 。 

フラ ッシュ 式 
| 援 管 式 
策 未 気 外科 式 

示 陽 熱 利 用 法 
円 


燕 発 


実用 化 完成 


イオ ン 交 換 肛 法 
逆 和 透 ( 圧 ) 法 


海水 の 淡水 化 に 伴い 大量 の 海水 を 処理 する こと に な 
る 。 し た が っ て , 海水 中 に 溶存 し て いる 来 開発 , 末 利 用 
の 元 凝 の 回 収 が 可能 に な る 。 海 水中 に 溶存 し て いる 元素 
は , これ まで に 見 出さ れ て いる も の が 約 60 種 も ある 。 
塩素 , ナトリウム, カリウム, 硝酸 塊 。 マグ ネ シ ウ ム 。 
臭素 , 其 素 , 銀 , 金 , ラジ ウム , ウラ ン な ど で あ る 。 と 
ころ が , 人 間 が 現に 利用 し て いる 化学 成分 や 元素 は 次 の 
と お り で ある 。 す な わら 。 今 旧 最 も 利用 され て いる の は 
食塩 で , 全 世 界 の 塩 の 生産 量 は 約 9.000 万 も で, この 5 
ち 1/3 が 海水 か ら 生産 され て いる 。 マ グ ネ シウム は 人 金属 
工業 に と っ て な く て は な ら な いも の だ し 。 医 薬品 や 化学 
工業 で 広く 用 いら れる 自 素 は 海水 中 の 含量 は 必ず し ゃ 高 
いも の で は な い が , この 元 業 の 大 部 分 が 海水 中 に 存在 す 
る た め , 海水 か ら 直 接 臭素 を 抽出 する 方 法 が 工業 化 さ れ 
で いる 。 し か し 合 有 率 が 低い た め に 生 
産 費 は か な り 高 い 。 直接 抽出 の 工業 化 
を 実施 し た の は アメ リカ で ある 。 わ が 
国 に お いて は , 現在 の 臭素 の 舌 要 量 を 
満た す た め に も , 自 素 資源 が 海水 以外 
に な いこ と を 考え て , 大 い に 海水 か ら 
の 生産 を あげ な けれ ば な ら な い 。 幸い 
わが 国 は その 生産 量 は 大 きい 。 

了 料 用 お よび 工業 用 と し て 矯 要 の あ 
る カリ ウム は ほとん ど 全 部 が 輸入 に ま 
っ て いる 現状 で ある 。 わ が 国 の カリ ウ 
ム 資 源 は 海水 以外 に は ほとん ど 期 待 で 
き な い の で , 海水 か ら の カリ ウム の 生 
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大 西洋 パ ミ ュ ー ダ 島 の 北西 300 mile の 5,500 
mm の 漂泊 謀 で 発見 きれ た 員 重 な マン ガ シ 塊 


間 を 大 い に 発展 させ な けれ ば な ら な い 。 

非常 に 微量 で 移 内 の むず か し い 浜 素 が 党 産 西 物 。 特に 
コン プ や ワカ メ な どの 海草 の 中 に 多量 に 含ま れ て いた 
り , か な り 多 量 の コバ ルト が エビ に , ニッ ケル が いろ い 
ろ な 航 体 動物 に , 稀 元 素 パ ナジ ウム が ナマ コ や ホヤ の 頻 
の 血液 に 含ま れ て いる こと を 思え ば , その うち 近代 産業 
に 必要 な いろ いろ な 元素 が 海産 動物 か ら と り 出 され る よ 
うに な る か も し れ な い 。 

最近 , 海洋 スポ ー ツ と か 次 洋 レジ ャ ー と いう も の が 
重要 性 を 増し て きた 。 潜水 で ある と か 。 ヨッ ト で ある と 
か , ある い は 水泳 な ど が それ で ある 。 そ の た め に 人 工 海 
涼 を つくる と か 。 海水 の 汚染 を 防 で こと が 間 題 に な っ て 
きた 。 海水 の 河 集 防止 は 沿 料 漁業 の 面 。 特に 栽培 漁業 の 
面 か ら も きわ め て 重要 で ある 。 ア メリ カ は この 人 工 海 涯 
と か 海水 の 半 染 防 止 に だ いた い 200 億 ドル を 忠 や そう と 
し て いる 。 そ の ほか 水中 構造 物 と か ,。 パイ プラ イン の 施 
設 な ども ある 。 さ ちら に 海中 公園 は 補 光 資源 と し て 重要 で 
ある 。 


較 海 洋 開 発 共 末 研 究 に 対す る 投資 


海洋 に は 無限 の 資源 が あり , その 開発 こそ 人 類 に 残さ 
れ た 最後 の 資源 で ある と いう 認識 の うえ に た っ て , 各国 
と も その 深 洋 開 発 研究 興和 常 な 努力 を 傾け て いる 。 

1967 年 度 中 に 国 や 民間 企業 が 次 洋 開発 研究 に 支出 し 
た 金額 は 約 4,300 億 円 で もり, 1968 年 度 は それ が 約 
5,000 億 円 に な る だ ろう と いわ れ て いる 。 そ の うち 1967 
年 度 中 に アメ リカ 政府 が 海 洋 開発 研究 に 支出 し た 金額 は 
約 700 億 数 1.000 万 円 で も っ て , この 研究 投資 金額 は 5 
年 以内 に 少な く と も 2 倍 に な る だ ろう と いわ れ て いる 。 
そし て 。 アメリカ で 人 は 現に 海洋 開発 と 呼ば れる テー マ の 
中 に 約 70 種 に わた る 科学 的 分 野 。 計画 的 分 野 が 参加 し 
て いる 。 


還 海 洋 開発 へ の アプ ロー チ 
梅 洋 資源 を 開発 し , 利用 する た め に は , 海洋 を 占有 す 


る こと が 必要 で ある 。 し か し 永久 占拠 より も まえ に な 
すべ きこ と が いろ いろ ある 。 そ れ に は 海洋 の 諸 現 象 を 十 
分 に 把握 する こと で ある 。 閥 の 地形 的 , 地質 的 特徴 を 
よく 知り 。 大 き な 困 難 な し に 人 間 が 与え られ た 場所 に も 
どれ る よう に 海底 を 探 換 し 。 研究 し , 地図 に つく り 上 げ 
な けれ ば な ら な い 。 
その た め に は 。 海洋 の 物理 学 的 。 化学 航 , 地質 学 的 , 
生物 学 約 研究 な ど が 必要 で ある 。 具体 的 に 予備 的 な 調査 
を 行なっ た り , 直接 に 開発 を 行なう 場合 に は , お お よそ 
肉 の よう な 技術 を 使っ て それ を 実現 する こと が で きる 。 
すなわち 
船上 か ら の 海洋 計測 機器 の 利用 (電子 工学 ) 
いろ いろ な 海洋 現象 を 正確 , 迅速 に 把握 する た め 
に 各種 の 海洋 要素 を 測定 する 計測 機器 で ,、 ほとんど 
が エレ クト ロー クス を 利用 し た も の で ある 。 
@ 同様 な 目的 を 海洋 の 広い 範囲 に わた っ て 遼 す る た 
め に 各 海 域 に 各種 各 様 の ブイ を 設 革 し て 、 プ イ か ら 
の 情報 を 得る 方 法 (ブイ エエ 学 ) 
⑱ アク アラ ング や ヘル メッ ト 等 を 利用 する 直接 潜水 
に よる 旋法 (潜水 医学 , 浴 水 器 具 ) 
⑭⑩ カプ セル に 入っ て 潜水 する 如水 調査 租 や パチ スカ 
ー フ ある い は 海底 作業 船 に よる 方 法 (深海 浴 水 船 工 


学 ) 
⑱ 光 党 に ボー リン グ 納 を 用 し て 記 接 海底 ポー リン ダ 
を 行なう 方法 (ボーリング エ 学 ) 


⑮ 船舶 の 利用 は 能率 が 悪い の で , 直接 海底 に 作業 基 
地 を 設け て 次 底 作業 を 行なう 方 法 (海底 構造 物 工 
学 , 材 水 医 

⑨⑰ すべ て の 作 


を 直接 に 人 を 使用 し な いで 特別 の 装 
リモ ー ト コン トロ ー ル 方 式 に よる 
方 法 (特殊 構造 物 工 学制 御 工学 ) 
衝 洋 エネ ルギー の 開発 利用 (流体 力学 , 海洋 土 
林 , 熱 力学 ) 

⑮ 化学 資源 の 開発 利用 (海水 化学 工業 ) 

⑩ 海底 作業 要員 

9 海洋 す サービ ス 会 社 
な ど で あ る 。 

き て , これ ら の 各 項 目 に つい て の 具体 的 な 話 に 入る 
が , アメ リカ は ワシ ジン トン に 流 軍 の 海洋 計測 モン ター を 
も っ て お お り 。 そこ で あら ゆる 海洋 計測 機器 に つい て きわ 
め て 厳格 な 検定 を 行なっ て いる 。 す べ て の 導 洋 計測 機器 
は , この 検定 を パス し て は じ め て 天下 の マー ケッ ト K 堂 
々 と 名 乗り 出る こと が で きる の で ある 。 そ の 検定 の た め 
に は お よそ 考え 得る 最高 レベ ル の 装置 を 備え た, きわ め て 
すぐ れ た 人 材 を 集め て いる 。 

わが 国 で は , た と えば 海水 の 温度 を 測定 する 温度 計 は 
気象 庁 で 検定 を 受け て いる が , それ を パス し た も の で こ 
の セン ター で 検定 する と , その 約 1 し か 合格 し な い 


衝 洋 
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の で ある 。 こ の 一 事 を みて も , アメ リカ の この 計測 モン 
ター の 検定 の 厳密 さ が う か が える で あろ う 。 こ うい っ た 
こと が ら が , アメ リカ 製 の 海洋 計測 機器 の レベ ル の 高き 
に つなが る の で ある 。 し た が っ て 高価 で ある が , や む な 
く 輸 入 す る こと に な る 。 肖 洋 計測 機器 は 消耗 品 で あり 。 
世界 的 な マー ケッ ト の 広 さ が ある の で , 世界 の すみ ずみ 

で 日 本 製 を 輸出 する よう に すれ ば , この 分 野 に お いて 
海洋 開発 に アプ ロー チ す る こと に な る 。 

ブイ に よっ て 各種 の 海洋 畠 素 を キャ ッ チ し , その デー 
タ を 有線 ある い は 無線 の テレ メタ リン グ で 陸 の 基地 に 送 
信 し , 基地 で は 電子 計算 機 で 即座 に その デー タ を 解析 す 
る 。 こ うい う 方 法 で 海象 を 把 撮 する や り 方 は , 最近 非常 
な 進歩 を 遂げ て いる 。 ブ イ に 設備 する 各種 の モ センサー, 
た と えば 流速 , 流向 水温, 塩分 , 滴り, 海中 音 な ど と 
いっ た よう な デー タ を キャ ッ チ する 部 分 の 精度 に つい 
て , わが 国 の も ゃ の は 必ず し も 満足 すべ き 状 態 に 
な い 。 そ の 上 , 動力 源 と し て 使用 する バッ テリ の ラ ヲ ライフ 
が 日 本 製 は 約 3 カ月 。 ア メリ カ 製 は 12 カ月 と いう 違い 
が ある 。 最近 。 アメ リカ で は 同位 元素 を その 動力 源 と し 
て 開発 し , 15 カ年 の ライ フ を も た せる よう に な っ た 。 
日 本 製 の ブイ が 海外 に 進出 する の は いつ の 日 で あろ 5 
か 。 

人 間 が 人 体 に 直接 水圧 を 受け て 潜水 で きる 限度 は 300 
m ぐら い だ ろ うと され て いる 。 将来 ,。 その 辺 の 深き ま 
で は アク アラ ング 潜水 と か ヘル メッ ト 潜水 で 潜水 で きる 
な と ころ が , 腕 に つけ る 深度 計 。 水中 時 計 
きえ 国産 で は で き な い 。 外国 の 技術 を 導入 し て いる 有 欄 
で ある 。100m ぐら い の 深 さ で 作業 する た め に は 体温 を 
227C に は 保 た な けれ ば な ら な い が , ゴム の シャ ツ だ け 
で は 無理 で ある 。 ゴ ム の シャ ツ の 裏側 に プラ スチ ッ ク の 
細い 管 を ダグ ザ グ に ぬい つけ , それ に 温水 を 通し て 体温 
の 保持 を する 。 そ の 温水 の 熱源 は 背中 に 背負 っ た 小形 の 


な Xs 


ろう 。 


+ る 「 商 底 の 家 」 (直径 5.7m 
3 護 建 ) 100 m の 汐 底 に 設置 し 。4 人 が 約 1 カ月 潮 在 し て 130m 


の 海底 で 作業 し た 。 


プル トニ ウム -238 を 使用 し た 発電 器 か ら 供 給 さ れる 。 

そう いう 装置 が アメ リカ で は 市 販 さ れ て いる 。 潜水 器 
具 メ ー カ の 勢力 に よっ て 世界 の マー ケッ ト に 進出 し て ほ 
し いも の で ある 。 日 本 の アク アラ ング 潜水 人 口 は 約 5 万 
人 , それ が 全 世 界 で は 何 1,000 万 人 と いう 多数 に な っ て 
いる 。 潜水 関係 の 器具 の マー ケッ ト は 実に 膨大 な も の で 
ある 。 

将来 で も 300m を 越え る 深 さ に 潜水 する た め に は 人 
間 は 結局 は 1 気圧 の 気圧 の カプ セル に 入ら な けれ ば な ら 
な い 。 こ れ が 潜水 調査 船 で ある 。 ア メリ カ に は 約 10 社 
の 企業 が それ ぞ れ 特 色 あ る 潜水 和 査 船 を 建造 し て お り 。 
感 ん に 海外 に 売込み を や っ て いる 。 今度 完成 し た わが 国 
の 潜水 調査 船 は 4 人 乗り で 600m まで 潜水 で きる が 
すべ て 国産 の 材料 と 技術 に よっ て いる 点 は 十分 注目 に 値 
し ょ う 。 近く 100m の 海底 に 潜水 し 作業 を する “海底 
作業 船 " が 建造 され る 予定 で あり , 200m 用 の も の の 計 
画 も 進行 中 で ある 。 

アメ リカ の ゲロ ー バ パル ・ マ リン 社 は 世界 各地 に 出先 機 
関 を も つ 世 界 的 に 大 規模 の マン モス 企業 で ある 。 1 社 で 
1 万 t 級 か ら 200 余 【 に 至る 大 小 の ボー リン グ 船 を 保有 
し て お り , 要求 に 応じ て 世界 の どの 海域 に で も 出かけ て 
ポー リン グ 作 業 を 行ない , その 結果 に 伴う デー ク を 提供 
し て 営業 を や っ て いる 。 機器 , 装置 や 作業 を 通し て , こ 
の 分 野 へ の 進出 に も 大 い に 努 力 する 必要 が あり , また そ 
の 努力 に よっ て は 十分 に 可能 性 が ある の で ある 。 

海底 作業 基地 の 研究 , 開発 は いま 世界 各国 で 非常 な 誤 
いで 進展 し つつ ある 。 た と えば , フラ ンス の J.Y.、 クス 
トー が 強力 に 推進 し て いる プレ コン チ ナ ン 計 画 , つま り 
大 陸 棚 開発 計画 は 1965 年 に すでに 第 3 決 の 実験 に 成功 
し て いる 。 こ れ は 100m の 海底 に 直径 5.7m の 2 階 汗 
の 球形 の 家 を 据え , これ を 住居 と し て 130m の 海底 に 
まで 出かけ て 各種 の 海底 作業 に 従事 する と いう 5 実験 を 行 
な っ て 成功 し た の で ある 。 す な わ ち , 4 和信 の オモ 
テ ノ ー ト (海底 佳人 ) が 約 1 ヵ 月 滞在 し た 。 第 4 
次 実験 で は 6 人 の オモ アノ ー ト が 少な く と も 深き 
200 m 以上 の 海底 の 家 に 15 日 滞在 し て , た ぶん 
250 m の 海底 で 作業 する こと に な る だ ろう 。 そ し 
て 第 5 次 実験 で は 300m か ら 500m の 深 さ に 家 
を 作る こと に な っ て いる 。 

アメ リカ 海軍 の シー ラブ (海底 実験 室 ) 計画 も 
第 3 次 実験 まで 進ん で いて , 1968 年 11 月 下旬 か 
ら そ の 実験 を 開始 する 。 この 第 3 次 実験 で は , 
130 m の 海底 の 家 に 8 人 1 組 の オセ アノ ー ト が 
1 月間 滞在 し て 各種 の 海底 作業 に 従事 する 。 5 
組 の オモ アノ ー ト が 次 々 に 交代 し て 実験 する の 
で , 通算 60 日 間 の 海底 作業 実験 が 行なわ れる こ 
と に な る 。 

スコ ッ ト ラ ンド で は , 治療 に 同時 に 多数 の 海底 
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の 家 を 設 購 し て 、 多 人 数 の オモ アノ ー ト が 共同 作業 に 従 
事 す る こと を 目標 に 研究 , 開発 を すす め て いる 。 ド イツ 
は 200m の 深 さ を 目標 に し て いる 。 ツ 連 で $ 同様 の 研 
究 を 進め て いる 。 

わが 国 で は 〈 社 ) 海中 開発 技術 協会 が 科学 技術 庁 か ら 
国費 を 得 て , 100 m の 海底 に 4 人 が 1 カ月 滞在 する こと 
を 目標 に し て 海底 作業 基地 の 研究 開発 を 行なう 計画 が 私 
ども の 手 で 進ん で いる 。 わ が 国 の 海底 作業 基地 は 諸 外国 
で 進め て いる よう な 母船 まで 用 意 す る ほど の 大 規模 な も 
の で は な く , で きる だ け 軽 便 な 方 法 に よる 狐 特 の も の に 
する 予定 で ある 。 基地 が 陸送 で きる こと も 大 き な 特 色 に 
な る も の と 思っ で いる 。 

潮 力 発電 は , 潮汐 に よる 落 碁 が 大 きい こと が 必要 で あ 
る 。 フラ ンス の サン マロ 注 の 潮 力 発電 所 で は 最大 13.5m 
の 沙 塗 が 得 られ る が , わが 国 で は 落差 の も っ と も 大 きい 
三池 で も 大 潮 の と き 4.5 m に すぎ な い 。 そこ で , わが 国 
に お ける 光 力 発電 の 可能 性 は , フラ ンス で 開発 され た 低 
差 チ ィ ー ブ プラ ター ビン より も さら に 低落 差 用 の チュ ー 
プラ ター ビン が 開 欧 さ れる か , 最近 急速 に 開発 され つつ 
ある 掲 水 発電 を 発展 させ る こと に よっ て 可能 に な ろう 。 

と ころ が 温度 差 発電 の 場合 は 原則 的 に は 誤 帯 の 海 城 に 
限定 され る が , 極東 地域 の わが 国 は 幸い 黒 湖 と いう 暖か 
い 海 水 が 流入 し て いる の で , 表層 と ある 深 さと の 海水 の 
温度 は アビ ジャ ン 程 度 の も の は 得 らち れる 場所 が あり , 立 
地 殺 件 も いい 。 具体 的 に は 次 表 の と お り で ある 。 


温度 差 で G) 

lm の | | kk | を 四 

野生 矯 500 7 14 10 12 
雑 南 放 域 400 18 】 12 13 
立 右 間 | 0 2 円 9 由 


海洋 エネ ルギー、 さら に は 自然 エネ ルギー の 開発 利用 
は 今後 大 い に 注目 すべ き で ある 。 

文化 の 進む な に つれ て 淡水 の 使用 最 は 急激 に 増え て い 
く 。 一 国 の 文化 の 程度 は その 国 の 淡水 の 使用 量 が 一 つの 
指標 こ な る と さえ いわ れ て いる 。 各 国 と も 海水 の 淡水 化 
に 力 を いれ て いる わけ で ある 。 そ れ に 伴っ て 大 最 の 海水 
を 処理 する こと に な る 。 し た が っ て , 当然 末 開 発 の まま 
だ っ た 海水 中 の 化学 元素 が , 今後 大 い に 開 発 利 用 され る 
こと に な る 。 こ うし て ウラ ン , 金 な どの 回 収 も 、 も 5 閉 
目 さ れ て いる 。 


海洋 工学 の 必要 性 


海洋 開発 を 実現 する た め に は その 開発 技術 の 基礎 と な 
る 海洋 工学 が 確立 され な けれ ば な ら た な い 。 宇宙 開 間 に 対 
する 宇宙 工学 と 同じ 性 格 を も つも の で ある 。 そ れ で は 海 
洋 工 学 と は いっ た い ど うい うこ と を いう の で あ ち ろう か 。 

③ 海洋 と いう 特殊 な 環境 下 に お ける 海洋 資源 の 開発 


シー ラプ II (直径 3.66 m。 長 さ 17m) 1965 年 8 月 
9 月 の 間 に 45 日 間 の 実験 が 行なわ れ た 。10 人 1 組 で 
3 組 の チー ム が 5 62m の 海底 で それ ぞ れ 15 日 間 潮 在 


技術 

⑫ その 資源 開発 に 際 し て 要求 され る 各種 の 工学 的 な 

機器 の 系 統 的 な 開発 

⑧ 座 中 に お ける 科学 , 技術 の 開発 
な ど を さす も の で ある 。 し た が っ て , 光洋 工学 と いう 分 
野 は 従来 の 電気 工学 , 機械 工学 , 化学 。 原子 核 技術 な ど 
の 単なる 個々 の 技術 の 開発 で は な く , 海洋 と \*5 特殊 な 
環境 を 対象 と し て , これ ら の 各 分 野 を 集積 し た も の で あ 
5 特殊 な 環境 に よっ て 左右 さ 
れる も の で あ まで も な い 。 

海洋 工学 の 必要 性 に 対す る 要求 は いち いろ な 分 野 か ら 
求め られ て いる と 思わ れる 。 た と えば , 

① 大 了 拉 の 鉱物 資源 の 開発 

⑱ 食 と し て の 海洋 符 折 資源 の 開 共 

⑱ 海洋 学 の 進歩 , 発情 

④ 深海 資源 の 開発 

⑤ 軍事 上 の 目的 
な ど が 考え られ る 。 独自 各 様 の 要求 が あり , これ ら の ゆい 
ずれ か ら 重 点 的 に 取上げ る か の 沙 異 は ある で あろ う が , 
な ん と いっ て $ ゃ 海洋 資源 の 重要 性 に 対す る 認識 は 共通 で 
あり , それ が 海洋 工学 の 飛躍 的 発展 を も た ら す きわ め て 
重要 な 要素 で ある と 考え られ る 。 

た と えば まず 大 陸 棚 だ け に 着目 し て みよ う 。 地 球 の 
氏 物 資源 は 一 定 の 様式 で 分 布 し て いる と いわ れ て いる 。 
大 陸 棚 の 海底 や 海底 の 下 に ゃ 天然 ガス , 右 油 , 石 剛 , 
鉄 , 銅 , マンガ ン , 金 , そ の 他 の 有用 鉱物 の 鉱床 が 発見 
され つつ ある 。 地 球 上 の 陸地 面積 は 全 表 面積 の 29 少 を 
占め て いる が , その うち わけ は 可 耕 面積 が 12 宅 で , 山 
地 や 砂漠 の ほか 比較 的 非 生産 的 な 地域 が 17 更 , 残り は 
海洋 で , 大 陸 枯 の 面積 は 前 に も 述べ た よう に 地球 全 表面 
の 約 5.3 錠 で ある 。 こ れ は アジ ア 大 陸 に 匹 英 する 広 さ で 
あり , その いずれ の 部 分 も 人 間 が 近づき や すい と ころ で 
あり , 膨大 な 資源 が ある 。 

わが 国 の 大 陸 棚 は 陸地 の 76 空 を 占め て お り 。 そ こ に 
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人 水産 資源 の ほか に , 天 希 が ス , 右 油 , 石炭 , 念 , 吹 , 
チタ ン , 金 な ど 貴 重 な 資源 が 豊富 に 分 布 し て いる 。 特 に 
最近 急速 に 進展 し つつ ある 栽培 漁業 の 場 と し て , この 大 
際 棚 の 広範 な 利用 を 巻 える 必要 が ある 。 こ の 大 陸 拉 の 十 
分 な 開発 に よっ で 国土 は 76 空 増大 し .、 われ われ の 生産 
性 は 50 少 も 高め ある こと が で きる も の と 巻 え られ て いる 。 

ニ れ ら の 店 源 開発 を どの よう に し て 行なう か 。 大 陸 棚 
を こえ て 豊 営 な 深海 資源 に まで 着目 する と き , 双 実 な 海 
洋学 の 進歩 。 発展 の 基礎 に 立 千 す る 汐 洋 工学 の 急速 な 発 
展 が 強く 要請 され る ゆえ ん で ある 。 


圏 海洋 工学 の 方 向 

今後 の 海洋 工学 の 方 向 づけ は と りあ え ず は 前 述 「 海 洋 
開発 へ の アプ ロー チ 」 の 中 の ①ー⑧ な どの うち , 大 陸 其 
の 資源 , 特に 沿 幸 資 源 の 開発 な どの 現実 約 な 問題 に 対す 
る 取組 みや 導 業 開発 , 海洋 輸送 な どか ら の 強い 要請 に 基 
づく 具体 的 な 問題 か ら 田 殊 す る こと は いう まで も な い 。 

これ ら の それ ぞ れ の 傘 体 的 な 問題 提起 に 対す る 解決 
は , まず 現在 の 技術 水準 の 認識 か ら 出 発し て その 表 点 を 
抽 上 出し , その うえ に た っ て 基礎 工学 と 実用 工学 と の ギャ 
ッ プ を 十分 に 確認 し た ラ え で , 具体 的 に 提起 され た 諸 問 
題 に 対し て , 具体 的 に どう すれ ば よい か と いう こと か ら 
始ま ろう 。 将 来 , 浴 洋次 源 を 十分 に 有効 に 利用 する 能力 
を 開発 する た め に は , この プロ モス を 十分 に 注意 深く 考 
察する 必要 が ある 。 

し か し , その 場合 に 次 の 3 点 を 十分 に 注意 する こと が 
必要 で ある 。 

(① ギャ ッ プ を 礁 認 し て それ に 基づい た 海洋 工学 の 進 
歩 を 考え る 場合 , も し 現在 の 科学 技術 だ け を 基礎 に お 
て 若 え を た の で は 不 十分 で あり , 得 られ た 結果 は か な り 極 
限 き され た も の と な る お それ が ある と いう こと 。 そ れ は 今 
後 の 洋 工学 浴 洋 技術 は 急速 に 進歩 する で あろ うと い 
十分 な 可能 性 を も っ て いる の に , その 進歩 の デ ロ モ セス 
に お いて の それ ら の 科学 , 技術 を 考 虐 の 対象 に 入れ て い 
な いか ら で あ る 。 

②⑳ 海洋 工学 の 進歩 に 対し て , 単に 具体 的 な 問題 に 対 
する 要求 だ け を 現時 点 で その 場 的 と 処理 する こと は , 海 
洋 作 体 の 資源 開発 に 対す る 真 の 要求 を 終局 的 に は 意味 の 
ある も の と し な いと いう こと で ある 。 


一 今後 の 海洋 工学 の プロ ジェ クト 


今後 の 海洋 開発 の 基礎 と な る 海洋 工学 を 飛躍 的 に 発展 
きせ る た め に は 少なくとも 次 の よう な いく つか の 項目 
の プロ ジェ クト が 必要 で ある 。 

(1) 海 涯 の 交 源 調査 に 関す る も の 

無尽 藤 と いわ れ て ゆる 光 洋 資源 の 開発 の た め に 。 笠 洋 
と いう 特殊 な 環 更に お いて, その 人 海 洋 環境 条件 を 十分 に 
把握 する た め に 必要 な 各 衝 の 海洋 計測 機器 を 進歩 , 信 屋 


させ , その た め た 必要 な 船舶 の 研究 , 開発 を 推進 する こ 
と 。 そ の た め に な は 質 洋 の 進歩 。 そ れ に 基づく 広範 の 技術 
が 必要 で ある 。 

(2) 帝 洋 資源 開 発 に 関す る も の 

治 単 に お ける 紋 物 資源 。 水産 資 碑 , 海水 中 の 元素 臣 
源 , エネ ルギー 資源 な どの 利用 と 水産 資源 の 増 ・ 状 殖 に 
開 す る も の , な ら ぴ に 深海 の 資源 に 関す る ふ の 。 

(3) 光 洋 答 送 に 関す る も の 

従来 の 船舶 に よる 輸送 。 交通 の 問題 と 世界 的 視野 に 立 
つっ 市場, 港湾 な ど と の 関連 な ら び に 現在 の 船舶 と 技術 的 
に は 基本 的 に 相 佑 する 技術 に 基づい た 今後 の あり 方 。 特 
殊 な 技術 の 開発 に よる 特殊 な 船 項 。 

(4) 海洋 漁業 席 源 の 開発 に 関す る も の (大 陸 棚 ) 

ある 種 の 海洋 生物 は 容 赤 な く 死 殺さ れ , また ある 種 の 
導 洋 生物 は 任 と ん ど 絶 滅 に 近い と いう 5 現状 に 立脚 し て , 
大 際 襲 に お ける 急 , 貝類 の 増 ・ 美 殖 の 国際 的 視野 に 立っ 
て の 研究 、 開 鐵 の 進め 方 。 その た め に は その よう な 研 
索 , 開発 が は た し て 海洋 生物 の 基本 的 な 習性 か ら み で 可 
他 で ある か どう か 選定 され た 特定 の 海域 で の 海洋 環境 
の コン トロ ー ル の 可能 蛋 ま た は その 程度 ,。 それ ら の 要求 
に 対す る 科学 , 技術 上 の 問題 の 分 析 な ど 。 


回 国家 的 見 地 か ら 


これ ら の 各種 の 海洋 資源 の 開発 を 行なう 場合 の 経済 的 
な 採算 ベース, すなわち , 国家 は その 政策 と し て 到 額 の 
投資 を 絶対 に 必要 と する か どう か と いう 点 に つい て の 評 
価 の 問題 が ある 。 こ ま か い 具体 的 な 第 字 を 挙げ て 試験 す 
る こと は 困 駿 で あり , ここ で は さけ た \ い が, 国 と し て い 
ます ぐ 海 洋 開 発 を 強力 に 推進 する 必要 の ある こと は 十分 
理解 さ れる こと で あろ う 。 

アメ リカ 政府 は 1966 年 6 月 17 朋 に 海洋 資源 技術 開 
発 法 」 を 公 布 し て , 光 洋 資源 開発 を 国家 計画 と し て 強力 
に 鈴 進 し て いる 。 そ れ よ り 以 前 に 国 と し て の 「 流 洋 長 其 
計画 」 を 発表 し て いる 。 こ れ は 1968 年 か ら 1972 年 人 至 
る 10 年 計画 で も る 。 こ の 10 年 間 人 海洋 の 


基 科 研 究 に 13 億 ドル (全体 の 56 錠 ) 
応用 研究 に 7.5 億 ドル ( ? ヶ 92 多 ) 
その 他 に 2.8 億 ドル ( ヶ 13 多 ) 

計 29.8 億 ドル で 約 8,400 人 円) 


の 有 貫 用 を 支出 する こと を きめ た 。 そ し て 光 洋 研究 関係 の 
船舶 。 研究 室 , 研究 者 を 次 の よう に 増加 させ る こと に し 
た 。 す な わ ち 。 


1963 年 1973 年 
答 表 76 128 
詩 な 研究 室 50 以上 70 以上 
寄 洋 研究 者 2.700 人 6,000 人 以下 


この よう な 10 年 計画 が 進行 し て いる 途中 に 。 俳 行 的 
に いく つか の 5 ヵ年 計画 が 進め られ て いろ 。 一 例 を 挙げ 
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る と , 「 深 海 潜航 組織 計画 」 と いう の が ある 。1965 年 

1969 年 の 5 カ年 計画 で ある 。 ベト ナム 戦 の 膨大 な 出費 

の た め 完 成 目 標 年 度 は 23 年 延期 され た が , この 計画 

の 内 容 は 

③④ 潜水 艦 に 事故 が 発生 し た 場合 , 生存 者 の すみ や か 
な 救 動 

⑨ 240m の 海底 基地 で 潜水 者 が 90 日 間 生活 で きる 

よう に する 。 

⑱ 深海 沈 肖 船 の 回 収 

⑧ 6.000 m の 海底 を 調査 し . 10t まで の 宇宙 船 や ロ 

ケッ ト の 部 品 を 発見 し 。 回 収 す る 。 

⑮ 海洋 学 , 海洋 工学 の 発展 海洋 資源 開 革 

こう し た 各 項 目 に つい て の 技術 開発 を 目標 と し て いる 
の で ある 。 

フラ ンス は 深 洋 開発 の 重要 を 認め , 1961 年 に 総理 府 
に 海洋 開発 委員 会 が 暫定 的 に 設置 され , また 大 陵 開発 
計画 も 開始 され た 。 1967 年 に は 浴 洋 開発 委員 会 は 恒久 
的 な 海洋 評 譲 会 と な り , また 海洋 開発 技術 研究 の セン タ 
ー と し て 海洋 開発 セン ター が 1966 年 に 設置 され た 。 こ 
の モン ター の 創設 法案 を 国会 が 押 決 し て 13 ヵ月 目 に 「 海 
洋 開発 科学 技術 協会 」 が 衣 生 し た 。 こ の 協会 は 国家 的 な 
機関 で ある が 。 陣 会 の 目的 問 成 に は , まず , この 分 野 で 
の 代表 団 休 と する こと , し た が っ て , で きる だ け 多 く の 
関係 会 社 に 門戸 を 開放 し 。 専門 学者 お よび 研 窟 機関 と の 
接触 を 容易 に する こと を 考え て いる 。 

わが 国 に お いて や , 幸い 国 と し て の 施策 と し て 殊 力 に 
海洋 開 発 に 取組 む 措 運 が 内 て で きた 。 すでに 佐藤 ・ ジ ョ ン 
ツン 共同 声明 に 「 増 大 する 世界 の 人 口 の 食糧 涼 と し て , 
また 倫 物 資源 と し て, 海 洋 の 重要 性 が 高まり つつ ある こ 
と を 誰 識 し , 海洋 資源 利用 の た め の 調 査 お よび 技術 開発 
の 分 野 で 日 米 両国 の 協力 を いっ そう 拡大 する 手段 を 求め 
る こと に 意見 の 一 致 を みた 」 こ と が うた われ て いる 。 最 
近 , 再発 足し た 内 閣 総理 大 攻 の 語 間 機関 で ある 「 海 洋 開 
発 技術 審議 会 」 で も , 玖 洋 開発 の た め の 科学 技術 に 関し 
て の 重要 施策 に つい て 検討 を 進め て いる 。 

すでに , 当面, 国 と し て 早急 に 促進 すべ き 重要 施策 に 
つい て は , 内 閣 総 理大 臣 に 符 鶴 し て いる し , 今年 度 末 を 
目標 に , 向こう 5 カ年 間 に 行なう べき 重要 施策 に つい て 
目下 検討 中 で ある か ら , いずれ その 内 容 が 明らか に され 
る こと で あろ う 。 

な お 光 洋 開発 の 推進 に あたっ て は 。 大 陸 押 条 約 な ど 
の 国際 法 を 含め , 国際 協力 の 全般 的 な あり 方 に つい て も 
早急 に 検討 を 進め る こと が 必要 で ある 。 現 在 わが 国 は 
わが 国 の 漁船 が アメ リカ 。 カ ナダ, オース トラ リア な ど 
の 各国 の 大 陸 棚 の 中 に 入っ て 漁 交 し て いる の で , 大 陸 拓 
条 約 が か な りお くれ て いる =。 しかし, 大 陸 棚 は 地形 的 
地理 的 に 陸上 の 長 な の で あっ て 、 各国 と も その 大 陸 倍 
は それ ぞ れ の 国 に 所 属さ せる べき も の で あろ う 。 多く の 


国 が 条約 を 発効 し て いる の も その た めで , わが 国 も これ 
か ら 先 , 急速 に そう いう こと に な る も の と 思わ れる 。 


較 企業 と 海洋 開発 


各 企 業 が それ ぞ れ の 立場 で 海洋 開発 を 進め る こと は 主 
こと に 結構 た こと で ある 。 し か し , 企業 で 行なう 海洋 開 
発 に は 自ら 限界 が あろ ち う 。 思 いき っ た 国 の 重要 施策 に 基 
づい で 多額 の 誘導 資金 が 流入 する よう に する こと が 必要 
で ある 。 外国 の 資本 や 技術 の 隷属 に な ら な いよ うに 十分 
の 考 内 が 必要 で ある 。 ア メリ カ の 汐 洋 導 業 の 発展 の 過程 
を みて みる と 納 の 二 つ の 形 が ある 。 すなわち 。 

① パー ティ カル シス テム 

② ホリ ゾン タル シス テム 
で ある 。 バ ペー ティ カル シス テム と いう の は , 訓 く か ら 海 
洋 も の に 手 を つけ て いて , 今日 ま すま すそ の 内 容 を 充実 
させ , 手 を ひろ げ て いく と いう や り 方 で ある 。 こ れ に 対 
し て 後者 は . こ れ まで 全然 手 を つけ て いな か っ た 企業 が 。 
海洋 開発 の 重要 性 , 海洋 産業 の 有望 性 に 着目 し て , 既 
存 の 海洋 産業 部 門 を 吸収 し ある い は それ と 提携 し て い 
やり で ある 。 こ の 場合 , 吸 収 あ る い は 提携 し た 企業 
で 行なっ て いた 克洋 部 門 に さら に 研究 投資 を し て その 和 
品 を 改新 し , 発明 に まで 発展 させ て 市 場 に 送り 用 すす と い 
う や り 方 で あや る 。 ア メリ カ に お ける 最近 の 典型 的 な 一 例 
は リッ トン ・ イ ンダ スト リー ズ で ある 。 リッ トン は E つ 
ほど の 会 社 を 吸収 合併 し て 海洋 市 場 に 進 肌 し て いる の で 
ある 。 い ずれ に せよ , 個々 ば ら ば ら に 優れ た 製品 が ある 
と いう だ け で は 海洋 開発 に つなが ら な い 。 企業 内 ある い 
は ダグ ルー プ 内 、 機関 内 に お いて , これ ら の も の , ある い 
は いろ いろ な 専門 の 信 っ た 領域 で の 知識 な り 技 術 な り を 
総 動 山 し て , これ ら を うま く 動 箇 し て , これ ら を うま く 
結び が つけ て 一 つの 問題 を 解決 し て いく 方 法 が 必要 で あ 
る 。 つ まり シス テム ・ イ ン テ グ レー ショ ン ・ 
アプ ロー チ と いう や やり方 で ある 。 

科学 ・ 技 術 者 は それ ぞ れ 自分 の 能力 を 最大 随 度 に 発揮 
すれ ば いい の で あっ て , コー ディ ネー タ が その シス テム 
・ イ ン テ グ レー ショ ン ・ シ ステ ム ・ ア プロ ー チ を や れ な 
けれ ば な ら な ゆい 。 技術 が いい 製品 を つく り 出 すこ と と 
閣 洋 開発 に 結び が つけ る シュ テム ・ デ ザイ ン の 問題 と は 別 
で ある 。 各 企 業 , ダル ー プ 、 あ る い は 機関 の 資 任 者 は ニ 
の 点 を 十分 留意 する こと が 必要 で あろ う 。 


一 お わり に 


この よう に し て , いま や 放 洋 開発 は 急速 に 進み つつ あ . 
り , その た め の 科 学 , 技術 は 、 太古 より 隠さ れ た 当 洋 の 
末 知 の 営 へ の 挑 陽 に 大 き な 役割 を 果たす こと で あろ う 。 
四面 海 に 胃 ま れ た わが 国 に と で , 潜 洋 の 開発 ほど 夢 多 
き 仕 事 は また と な いで あろ う 。 海 を 制す る も の は 世界 を 
制す る の で ある 。 


シス テム ・ 


機械 化 の 躍進 と 今後 の 問題 


肖 後 の 日 本 産業 の 政和 進 ぶり は 真 に めざまし いも の で あ 
る こと は 経済 統計 が 示し て いる と お り で , 敗戦 の 日 本 
が , 昭和 42 年 に は GNP で は アメ リカ 。 ツ 運 , 西 ドイ 
ツ に 次 ぎ 世 界 第 4 位 で あり , 43 年 に は 西ドイツ を 抜く 
見 込み と いわ れ , 鉄鋼 自動 車 の 生産 は 世界 3,2 倍 
造船 は 和 年 世界 第 1 位 と 驚 典 的 な 発展 の 実績 を あげ て い 
る 

一 方 , 建設 部 門 も 国土 の 開発 , 経済 建設 の 拡大 と 平行 
し て 増大 し て お り , 建設 省 の 推計 に よる と 建設 投資 額 に 
お いて 昭和 35 年 度 実 績 2 兆 5.000 億 
円 が 2 年 度 に お いで は 8 兆 3.500 億 
円 と 、 こ の 8 年 間 に 約 3.8 倍 に 増加 し 
て いる 。 し か も 今後 の 建設 投資 に お い 
て さら に 伸長 を 要請 され て いる こと は 
日 本 経済 の 長期 展望 , 近く は 道路 河 
川 , 稔 薄 , 上 下水 道 , 飛行 場 , 住宅 
どの 5 カ年 計画 の 規模 が 次 々 と 拡大 決 
定 さ れ て 行く 現状 より 明らか に 予想 き 
れる こと で ある 。 

この よう な 建設 税 成 の 重要 な 鍵 を 撮 
る 建設 機械 化 に つい て は 過去 20 年 の 
輝 し い 成 時 を さら に 向上 させ , 期待 に 応え る 絶好 の 機 
会 と いわ な けれ ば な ら な い 。 機械 化 を 樹木 に た と え ゐ 
と 、 種子 は 発 非 し 水 , 肥料 と 手入れ や 天候 に 恵まれ , 
順調 に 成長 し , 装 も 見 え だ し , まさ に 花 を 待つ 時 期 と 思 
ら 。 立 派 な 花 を 咲か せ , 実 を 結び , 次 に 新しい 生命 が 生 
長 する か 否 か が これ か ら の 行き 方 で は な いか と 思う 。 幸 
い 気 使 その 他 の 生長 の 条件 も そろ ちっ て いる の で , 月 捕 を 
持っ て 育て れ ば , 必ず 成功 する も の と 確信 する も の で あ 
る 


携 械 化 へ の 条件 は いま や 十分 過ぎ る ほど 備わっ て き て 
いる 。 すなわち, 

(1) 賃金 の 上 昇 。 労働 力 の 不足 

以前 は 労働 賃金 が 低い た め , 人 力 施工 の 方 が 機械 施工 
より 安い と の 理由 で 大 形 機械 の 使用 を 控え た 時 代 も あっ 
た が 、 い まや 事情 は 一 変 し , 賃金 は 上 昇 し 毎年 7-8 
久 の ペー ステ ッ プ が 通例 と な り , さら に 労務 者 不足 に 
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より 一 層 上 昇 率 を 大 きく する 傾向 に ある た め , 人 力 施工 
は 完全 に 過去 の も の と な り , 機械 で で き な い 工程 の み を 
人 力 に 依存 する 施工 法 と な っ て き て いる 。 

(2) 工事 規模 の 大 形 化 

ダム 工事 を 中 心 と し た 大 規模 工事 は 比較 的 早く か ら あ 
っ た が , この 10 年 来 名 神 高速 道路 の 着工 以来, 国鉄 新 
床 線 , 東 名, 中 央 高速 道路 等 1000 億 円 以上 の 規模 の 事 
業 が 次 々 と 実施 段階 に 入り 、 さら に 引続き 全国 的 規模 の 
高速 道路 の 建設 が 行なわ れ て お り , その 他 の 事業 も きわ 
め て 大 形 化 し て き て お り , し か ゃ 短い 
工区 が 要求 され , 機械 化 施工 以外 は 券 
えら れ な いこ と は 明 自 で ある 。 工事 規 
横 の 大 形 化 は 施工 の 機械 化 を 除い て は 
考え られ な い 。 

この よう に 労働 条件 , 事業 規模 の 大 
形 化 の 傾向 を 見 て も , 建設 工事 の 機械 
化 が 施工 の 原動力 で あり , 機械 化 の 進 
歩 に 伴い 施工 可能 の 範囲 が 拡大 され る 
し , 工 期 の 短縮 , 工費 の 節減 に も 直接 
か か わる も の で あり , いま や 日 本 に お 
ける 建設 技術 の 主役 は 人 と 機械 で 、 こ 
の 機械 の 占め る 重要 性 を 深く 認識 し , 真剣 に 対処 し な け 
れ ば な ら な い 。 こ の 努力 が 結集 され れ ば 機械 化 の みごと 
な 花 が 咲き . 決 の 飛躍 へ の 実 を 結 選 こと が で きる と 過 う 。 

機械 化 の 花 を 咲か せる た め に 今後 解決 を し な けれ ば な 
らち な い 諸 問題 に つい て 私 見 を 述べ た い 。 

い ) 工事 の 大 形 化 , る 速 化 の 要請 へ の 対応 

この 要請 に 対し て は 必然 的 に 機械 の 大 形 化 と 能率 の よ 
い 新 し い 機 種 の 開発 が 必要 と な っ て くる 。 長大 トシ ネル 
の 掴 前 機械 。 大 形 基礎 工事 機械 。 軟弱 地 解 処 理 機械 、 
ら に 埋立 機械 な ど が 直ちに 必要 と な っ て くる 。 

これ ら の 機械 に つい て は , メー カ が 開発 の 努力 を し て 
いる 機械 に つい て は 使用 者 側が 実用 上 の 完成 まで 積極 的 
に 協力 し , いや し くも や 労 を 惜 し し で は な ら な いと 思う 。 

また 市 街 地内 で の 工事 も 大 規模 化し て き て いる の で 
公害 問題 と し て 騒音 , 振 動 な ど を 極力 少な くし た 機械 , 
た と えば 基礎 工事 用 機械 の 開発 も さら に 進め る 必要 が あ 
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(2) 機械 化 施工 の 合理 化 の 推進 

元 来 , 機械 化 施工 は 施工 法 の 合理 化 を 基盤 と する も の 
と 考え る の で , 施工 の 実施 に あたり , 工事 を より 速く 。 
安く , 良質 代 , し か も 安全 で ある こと を 求め な けれ ば な 
ら な い 。 機 械 化 施工 の 初期 は この 間 題 に つい て 常に 真 全 
に 追求 し て いた と 思う が , 現在 の よう に 機械 化 施工 が 常 
譜 化 され た 時 代 に な る と , や や も する と 安易 な 気持 と な 
り が ち で は な い だ ろ うか 。 

また 機械 化 施工 の 合理 化 の た め に 改善 を 要する 問題 が 
残っ て いな い だ ち うか 。 日 本 の よう に , 人 力 施 工 を 主 と し 
た 工法 か ら 短 い 期 間 に 機械 化 施工 へ 転換 し た の で , 過去 
の 規定 や 慣習 の 中 に 機械 化 施工 に 合致 する よう に 改め る 
必要 の ある 項目 が 残さ も て いる は ず で ある 。 こ の 際 , こ 
の 問題 に つい て 徹底 的 に 検討 を 行ない , 実施 面 に お いて 
の 合理 化 を は か る べき と 考え る 。 た と えば , いつ も 問題 
と な る 積算 や 契約 に つい て も 実情 に 含 致す る よう に 常 
新しい 資料 に より 政 め な けれ ば な ら な い は ず で ある 。 

(3) 機械 要員 の 質 の 向上 策 

この 問題 は いま さら 述べ る 必要 も な いと 思う が , 労働 
の 不足 の 折り で あり , 今後 この 傾向 が 強まる こと を 考 
える と 少数 精鋭 主 灯 を と ら ざ る を 得 な いで , 機械 要員 の 
訓練 と 人 事 管理 の 向上 に 努め る こと が 必要 と 考え る 。 

(4) 建設 機械 産業 の 確保 

機械 化 施工 建設 機械 産業 が あっ て 成り 立つ の で ある 
か ら , この 産業 を 大 切 に 考え た けれ ば な ら な い 。 この 20 
年 間 に 開 発し た 建設 機械 産業 の 力 で 現在 の よう に 建設 事 
業 の 串 進 が 行なわ れ で いる の で あり , 今後 と も, 建設 機 
械 産業 の 発展 を より 促進 さま な けれ ば な ら な い 。 

(5) 披 術 と 機械 の 軸 出 

日 本 の 経済 は 主 原 料 の 輸入 に より 成り 立っ て いる こと 


は 統計 より 明らか で 。 た と えば エネ ルギー と し て の 正 炭 
石油 , 電力 に つい て も 70 空 食料, 師 料 ( 約 600 万 1), 
木材 ( 約 10 億 ドル ), 鉄鋼 原料 の 大 閣 分 が 輸入 で あり ・ 
日 本 人 の 生活 は 輸入 に より 維持 され て いる わけ で ある 。 

これ は 輸出 あっ て の 輸入 で ある の で 。 貿易 の 重要 性 を 
自覚 し な けれ ば な ら な い 。 建設 機械 の 分 野 に お いて も 国 
内 産業 の 生 考 確保 と と も に 大 い に 輸 出 を し な けれ ば な ら 
な いこ と は , いま さら 述べ る まで も な いこ と で あら ろう ょ 
た だ 機械 を 輸出 する だ け で な く , ぜひ と も 日 本 の 優れ た 
技術 と 一 体 と な り , 開発 途上 の 各国 の 建設 事業 に 協力 し 
た いも の で ある 。 

汐 外 に お ける 建設 事業 の 困 区 さ は すでに 経験 し た 建設 
会 社 よ り 常 に 述べ られ て いる の で ある が , 日 本 人 の 生き 
る 途 は 質 見 に よる 経済 を 槍 持 し な い 限 り 自滅 と な る 条件 
を 直視 する と き , あら ゆる 部 門 に お いて 輸出 の 拡大 を は 
か る 以外 方法 は な い の で は な いか と 思う 。 建設 都 癌 に 
を 克服 し , 国策 と し て 建設 技術 の 海外 協力 
を 強力 に 推進 きせ な けれ ば な ら な いと 過 5。 

(6) 研究 投資 の 拡大 

館 設 機械 の 発展 成功 の 負 は 研究 投資 に ある と いう も 過 
言 で は な いと 思う 。 新 し い 機 械 の 開発, 閣 外 へ の 輸出 も 
長期 に わた る 研究 に より 連 成 され る も の で , 研究 に 対す 
る 投資 の 飛 題 的 充実 を 願っ て や まな い 。 

いま 参考 まで に 自動 車 産 業 の 研究 投資 の 実績 を 見 る 
と , 1966 年 に お いて アメ リカ の 3 大 メー カ (GM, フォ 
ー ド , クラ イス ラー) は 売上 高 に 対し 3.5>2.5 塗 で あ 
り , 日 本 の 大 メー カ は 約 2 空 と な っ て いる 。 日 本 の 到 設 
技術 , 建設 機械 の 開発 の た め に 自動 車 産業 の 発展 の 実績 
を 手 本 と し て 研究 投資 の 充実 を 実現 きせ な けれ ば な ら な 
いと 半 え る 次 第 で ある 。 


新 全国 総合 開発 計画 の 発表 に 伴 を い , 本 年 度 は 建 
設 界 に あっ て も 一 段 と その 飛躍 を 要求 され る 年 と な 


進む な 開発 る で あろ う 。 今 月 は 豊か な 国土 の 開発 に 貢献 する 主 
村 を 建設 工事 の 一 端 を 紹介 する 。 


東名 高速 道路 静岡 県 申 贅 海岸 付近 


東名 高速 道路 は 東京 か ら 愛知 県 小牧 市 まで の 東海 道 の 主要 な 工業 
地帯 を 通り , 延長 約 346.7km で , 全線 供用 開始 は 昭和 44 年 5 月 の 子 
定 で ある 。 
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アメ リカ に お ける 建設 機械 化 の 現状 (1) 


調査 部 会 文献 調査 委員 会 


この 訳文 は アメ リカ の 建設 技術 鈴 Z 誌 "Roads Streets"" の 75 週 年 記念 特集 号 (1968 
年 1 月 号 ) の 「 道 路 建設 お よび 大 土木 工事 に お ける この 信じ 難 き 75 年 間 1892-1967, 現 
在 の 施工 法 , 傾向 お よび 展望 を そえ て 」(1892-1967 THE INCREDIBLE YEARS of 
road and heavy construction。、with a look at today's method, trends。 and outlook) 
と 吊 す る 多数 の 編 か ら 成 る 記事 の うち か ら 特 建設 の 機械 化 に 関す る 部 分 を 抄訳 し た も の 
で ある 。 こ の 記事 は 同誌 の 編集 局 が 関係 官 庁 , 研究 所 , 各種 協会 , 建設 機械 製造 業者 な ど 
の 協力 を 得 て ま と め た , 全体 で 250 頁 に 達する 膨大 な も の で , 回 願 , 現在 の 施工 法 と 設計 
の 傾向 」。 ハイウェイ の 将来 の 3 部 か ら 成 立っ て いる が , 大 半 が 現在 の 施工 法 に 細 や され て 
いる 。 本文 は この 中 か ら , 

1. 士 エエ 2. 骨 石工 3. 締 固め 4 安定 処理 
5. アス ファ ルト 倍 装 6. コンクリート 舗 装 7. 骨 材 生産 
の 項 に つい て 4 回 に 分 け て 幸せ る こと と し た い 。 こ の ほか の お ゃ な 項目 に は , 棋 り ょ うと 


ハイ ウェ イ の 構造 , カル バー ト と 排水 処理 , 安全 道路 の 設計 な ど が ある 。 


1、 二 正 


土工 と 掴 削 工事 を めぐ る 施工 業者 間 の 枕 争 は 激しい 。 
土 な どの 現場 和 件 は 不断 に 変化 する 。 だ が 機械 (と 施 
工業 者 自身 ) の 能力 , 施工 条件 お よび コス ト の 積算 を 理 
解 し て いる 施工 業者 は 第 栄 し て いる 。 

今日 , な に より も , よい 管理 が 必要 で あり , 豊か な 経 
峡 と 実際 的 な 判断 力 に 代わ り 得 る も ゃ の は な い 。 3,000 以 
上 の 大 手 の コ ント ラク タ は PERT, CPM 電子 計算 機 
等 の 高等 な 手法 や 機械 を 滞 次 疾 繁 に 使い 始め て いる 。 中 
小 の コン トラ クタ や 進歩 し た 施工 法 や 機械 を 積極 的 に と 
り 入 れ て いる ろ 。 過 地 40 年 間 , 機械 カ に より 工事 貫 は 低 
下 し て きた が , 最近 は 勝 貴 の 傾向 が 認め られ る 。 一 般 的 
な イン フレ が ー つ の 要因 で あり 。 他 の 一 つ は 勤労 意欲 に 
乏しく , ユニ オン の 羽根 に くる まり , より 複 稚 化し た 出 
来 高 制 に より か か る オペ レー タ や 整備 工 の 賃金 の 急騰 で 
ある 。 

(1) スタ レー パ の 傾向 

現在 で も スク レー バ は 建設 機械 の 代表 的 な 機種 で あ 
り , 重要 な 新しい 傾向 で と 対抗 機 ) が 現われ て いる 。 

⑧ 長い 運搬 距離 . こと に 大 形 機 は 経済 的 な 長 距離 運 


搬 機 で ある 。 

⑧ 超大 形 機 は 購入 価格 が 比較 的 安い (スク レー パ 14 
台 , プッ シャ 2 台 お よび 補助 機 か ら 成 る 一 式 は 
2.900 万 円 ) の で 大 手 業 者 に よく 使わ れ て いる 。 

⑬ 依然 , 土工 の 主力 で ある 中 形 機 (16 こ 24.5m) は 
機種 も 豊富 で あり , 1 台 当 り の 施工 絵 ヤ ー ド 数 は 増 
し た が , これ は 単に ボール 容 量 が 大 きく な っ た だ け 
で は な く , 油圧 操作 , 自重 当り 出力 , デ ザイ ン 等 に 
抜本 的 な 改良 が な され た こと に よる 。 

⑥④ 小形 機 は 1950 年 代 初頭 の 第 1 線 級 の 機種 と 同じ 
大 きき さ で あり , 使い よい 大 き さ と 手ごろ な 価格 を 持 
つ ク ォ ー タ パッ ク 的 機種 で ある 。 性 能 も 改善 され て 
お り 。 中古 機 が 「 経 際 」 の 1 員 と し て よく 使わ れ て 
いる 。 

⑧ 第 2 次 大 戦後 , Euclid に より 明 発 され た ツイン 
エン ジン 形 は , け わし い 坂 路 も 高速 で 走行 し ,。 プッ 
シャ を 使わ な く て も よい が , 征 込 時 間 を 減少 させ る 
た め に プッ シャ を つけ る こと が 多い 。 

⑮ プッ シュ ・ イ ー チ ・ ア ザー 機 は 興味 を ひく 。Cat- 
erpillar が 最近 「 プ ッシュ ・ プ ル 」 を 開発 し た が 。 
これ は ビン と タン グ で 前 部 と 後部 を 連結 し て お り 。 
前 部 (また は 後部 ) が 積 込 む 時 は 後部 (また は 前 
部 ) が プッ シュ レ , 総出 力 1,800 下 の 4 促 の エン 


4⑩ 建設 の 機械 化 %275) 


ジン を 搭 江 し て いる = 
@⑦ 大 き V 現 場 で は 1 人 の オペ レー タ に より 2<3 台 
の タン デム スク レー が 運転 され て いる が 。 オペ レビ 
ー タ の 賃金 が 急 勝 し て いる 現在 経済 的 で ある 。 
目 走 式 ス クレ ー パ に 15.222.8 m* 機 が 現われ > 
施工 法 と 機種 の 組合 せ を 再 検討 する 必要 が 生 し て い 
る 。 
(2) タロ ー ラ 式 ト ラク タ 
クロ ー ラ 式 ト ラク タ は 地味 な が らち 依然 発展 し て いる 。 
1920 年 代 の 旧 Cat.60 は 60E の ガソリン エン ジン を 
搭載 し て いた 。 1931 一 32 年 に ディ ー ゼ ル エン ジン が 出 
て , 以後 , 潤 次 犬 形 化 , パ ワー アッ プ し , 年 々 改良 され 
て いる 。1954 年 に パワ ー シ フ ト 式 大 形 ト ラク タ Euclid 
TC-12 が 製作 され た 。 現在 最大 の トラ クタ 82-80(425 
FYHP) 機 は 32t で ある 。 大 形 ト ラク タ を ブッ シャ と 
し て 使う と 安く つく 』 
V8) タイ ヤ 式 トラ クタ ショ ベル 
タイ ヤ 式 大 形 ロー ダ は 施工 法 と 機械 の 組合 わせ を 一 変 
させ た 。 1940 年 代 に 製作 され た 第 1 号機 の バケット は 
10.1m より 小さ か っ た が , 職 後 大 形 化 し , パワ ー シ ョ 
ベル と 激しく 豆 争 し で いる 。 機種 と 運搬 距離 の 関係 は コ 
スト の 積算 に より 明らか に され る で あろ う 。 
(4) リッ パ の 普及 
ドリ ル 。 爆発 作業 に 代わ り , リッ パ 作 業 が 着実 に 増え 
て いる 。 普 は スタ レー パ 作 業 を 容易 に する た め に 爆 料 用 
プラ ウエ と ルー タ が 使わ れ て いた 。1930 年 代 、Le. Tour. 
neau 等 に より 開発 され た 被 け ん 引 式 の ホイ ー ル マウ ン 
ト 珍 リッ は 硬い 土 に 対し て は 重量 や レー 力 が 不足 し 
て いた 。Shepherd Machinery 等 は 前 後に トラ クタ ( 後 
部 トラ タタ は デ ゲッ シャ と し て 働く ) を 使う 特殊 大 形 家 け 
ん 引 式 リッ パ を 製作 し た 。ATECO が 開発 し た 大 形 ト ラ 
クタ 用 リヤ マウ ント 形 油圧 式 リッ パ は 最高 の 効率 に 押 削 
角度 を 保持 する 平行 リン タク 機構 を 採用 し て いる 。 
岩 の 密 度 は リッ パ の 性 能 と コス ト を 左 有 する 要因 で あ 
9, リッ パシ ャ ンク や 切 刃 に 新しい 熱処理 法 と デザ イン 
が 使わ も れ て いる の で , リッ パ の 許 命 は 著しく 延び て い 
る 。 リ ッ パ の 履歴 , 工事 其 , 岩 の 容 度 等 を コン ピュ ー ケ 
に 記憶 させ て 種々 の 工法 の 経 裳 を 比較 積算 し て いる 会 社 
が いく つか ある = 
(5) 定 陣 式 ベル トロ ー ダ お よび 自 走 式 ベ ルト ロー ゲ 
定 間 式 ベ ルト ロー ダ は 披 け ん 引 式 の スク レー バ 等 の 策 
込 機械 と 競争 し で いる 。 及 し て いる 5cm 機 は 条件 が 
よけれ ば 2.3002.800 m り hr を 施工 する こと が で きる 。 
自 走 式 ベル トロ ー ダ は 1920 年 代 に 現われ , 鉄製 の 事 台 
に 装 旬 きれ た サイ ド ュ シベ ヤ と し て ガツ リン エン ジン の 
クロ ー ラ 式 ト ラク タ に より げん 引 さ れ て お り 。 こ れ と 並 
行 し て 走る 2ー4 頭 立 て の 時 車 に 積 込 ん で いた 。 
(6) トラ クタ 。 ョ ー ダ 。 バック ホウ 


T.L.B (前 部 が ロー ダ , 後部 が ペッ ク ホ ウ ) は 「 時 代 
の 溶 し 子 」 と も いえ る 。 戦後, この 機種 が 普及 し た 根本 
的 な 理由 は , 都市 に お ける 舗装 建造 物 の 基礎 掴 削 等 の 
工事 が 急増 し た こと で ある 。 パ ワー アッ プ , 高 性 能 の 油 
圧 装 置 等 の 改良 が な され て パッ ク ホ ウ の リー チ は 長く , 
押 削 深 さ は 増し た 。 比較 的 低 訂 た 価格 , 整備 や 運転 経 
費 (時 間 当 り 3,2404,820 円 ) が 少な いこ と は 利点 の 
一 つ で ある が , 反面 , 稼働 率 が 安定 し で て いない の で , こ 
の 機械 は 貸付 けら れる こと が 多い 。 

(7) オフ ロー ド 土 運 

運搬 機 に は , 最近 種々 の 改良 機 が 出回っ て いる の で 。 
コン トラ タタ は 機種 と その 性 能 を 再 検討 する 必要 に 追 ら 
れ て いる 。 1920 年 代 は 馬 が けん 引 す る 機械 と , 新しく 
登場 し た ガソリン エン ジン 搭 幸 機 と の 競争 の 時 代 で あっ 
た 。 1980 年 の 初め に 開発 され た スク レー 用 の 大 形 圭 
工 機械 タイ ヤ が オフ ョ ー ド 土 運搬 機 発展 の 契機 と な っ 
た 。 第 2 次 大 戦前 、1.2m の ボトム ダン グ プ が Euclid 等 
に より 製作 され た 。 過 寺 15 年 間 ボ トム ダン プ は 大 形 化 
し , 各種 の 改造 が な な され た の で , 現在 の 30<40HP 級 の 
作業 高速 は 20 年 前 の ほぼ 2 倍 に 達し て いる 。 

Challenge-Cook 箸 は オン ア ンド オフ ロー ド の BD 運 
操 機 を 組合 わせ た 機種 を 作っ で いる 。3050t 機 の 使用 
簡 囲 の 広 さと 低廉 な 整備 費 等 の 利点 は 高く 評価 され て よ 
い 。 

ボトム ダン プ は 縦断 こう 配 が 小さ く 、 十分 整備 きれ た 
運 肖 路 で あれ ば 中 距離 運 機 と し て 最適 で ある 。 オ フロ 
ー ド プル ドー ザ は 熱 が 苑 生 し て タイ ヤ が 謙 減 する の で , 
坊 工 計画 の 立案 時 に は スピ ー ド や 運搬 路 条 件 が 重要 で あ 
る 。、 ト ン ・ キ ロメ ー ト ル 当 り の 運搬 コス ト (一 般 に 3.9 
4.5 円 /rkm) は 機械 が 大 形 化 し 。 その 他 改 良 が な され た 
の で 下がっ た 。 比較 的 長 距離 の 運搬 に ポト ムダ ンプ トレ 
ー ラ を 各種 の スク レー パ の 後部 に 接続 し て , 中 ・ 大 形 機 
の 前 谷 と 能力 が 上 が っ た = 

これ に より 中 ・ 小 業者 は 大 手 業 者 と 競争 する こと が で 
きる よう に な り , また 。 1 機 の スク レー に よる 短 距 離 
土 運搬 と 積 赤 量 を 増し て ボトム ダン デブ を 使用 し な けれ ば 
採算 が と れ な い 長 距 子 運搬 と の 格差 も 庁 ま っ た 。 Athey 
等 の ボトム ダシ ンプ の メー カ は スク レー パ が 積 工 基 に 比べ 
て 自重 の 割 が 大 きい の で , この 機種 の 使用 が ふえ る と 見 
て いる 。 機械 価格 の 増加 分 は 人 件 乾 の それ より 大 きい と 
コン トラ クタ は いっ て いる 。 

(8) オフ ロー ドリ ヤダ ンプ 

リヤ ダン プ は 岩石 の 運搬 や こう 配 の 大 きい 現場 で 優れ 
た 能力 を 出し , 多く の 理由 に より オフ ロー ド 式 の 中 で は 
ボトム ダン プ よ り リ ヤダ ンプ の 方 が 多く 使わ れ て いる 。 

その 理由 の 一 つ は , リヤ ダン プ の 方 が 運搬 距離 が 長 
く 。 経済 的 な こと で ある 。 大 形 化 タイ ヤ と と も に 発達 し 
た この 機械 は 第 2 次 大 戦 に お ける 各種 の 工事 に よく 使わ 
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れ た 。 各 メー カ は 各種 工事 専用 の 大 形 機 を 造っ て いる 。 
10 t 以 上 の 大 き な 岩 右 を 処理 で きる の も リヤ ダン デブ の 利 
点 で あり , 後退 し な が ら ダ ンプ する の で 時 間 的 に は ス で 
ある が , 上 架 装置 」, タイ ヤ 等 が 改良 され た の で 耐久 性 は 
増し 運搬 宅 離 は 延び 。 コ スト も 下がっ た 。 徹 山 機械 用 
に 開発 され た コン パー タ ド ー リ を 使っ て ボトム ダン プ や 
ネタ レー バ を 2 一 3 吾 連結 し , 1 人 の オペ レー タ に より 
知 い サイ クル タイ ム で 運転 され て いる 。 

(9」 オン オフ ブル ドー ザ 

この 機械 は 高速 道路 や 市 街路 を 経由 し て 運搬 する 場合 
に よく 使わ れ て いる 。 ダ ブル タイ ヤ は 電荷 重 が 法 的 規制 
の 幼 囲 内 に 入る よう に 設計 され て お り , 運搬 機 に は よく 
使わ れ て いる 。 

0) ハイ ウェ イダ ンプ トラ ッ ク 

これ は 高速 道路 や 市 街路 を 走行 する 運搬 に 最も 多く 使 
われ て お り , 数 千 の コン トラ クタ は 最低 数 双 の ダンプ ト 
ラッ ク を 持っ て いる 。 重 作業 用 車 二 , ホイ スト , ボディ 
等 に 改良 が な され , 過酷 な 条件 で の トン ・ マ イル 当り の 
コス ト が 下がっ た 。 

メー カ と 使用 者 に と っ て 共通 の 開 題 は 各州 間 で 輪 荷 制 
限 が 上 典 な っ て いる こと で ある 。 現 在 南 カリ フォ ルニア で 
は 車体 前 部 に 、 そ の と きだ け 固 定 さ れ た 運搬 機 の 車体 を 
ドロ ー バ で 引張 る こと に よっ て ダン プ さ せる スラ イド ト 
ラン ス フ ァ トレ ー ラ が , また デトロイト で は オー バ ザ ロ 
ー ド 条件 に 含 っ た 特殊 な 車軸 を 持つ 二 箇 底 式 運搬 機 が 。 
また 東部 で は 通 の リヤ ダン プ ト ラ ッ ク が 普及 し て い 
る 。 掴 削 材 の 運搬 が 施工 計画 の 重要 な 条件 で あり , コス 
トト の メイ ン フ ァ ク タ で ある と いう こと が で きる 。 

1) モー タグ レー ダ 

この 機械 は , 道路 維持 まき 出し , 潜 掴 り 。 築堤 精 
宿 仕上 げ , お よび 路 艇 等 種々 の 工事 に 最高 の 能力 を 出 
し て お り , 案内 装 必 , 操作 装 必 千 に 種々 改良 が な され た 
粘 果 , 仕上 が り 精 度 も 上 が り , オペ レー タ の 壮 労 も 減少 
し た 。 大 形 機 は 能力 も 大 きく , 上 りこ 5 配 を 高速 で プレ 
ー ド 作業 が で きる の で 有利 で ある 。 

12) 改良 され た タイ ヤ 

タイ ヤ 1 本 当り の 負荷 荷重 の 増加 と , 劣悪 な 運搬 路上 
で の 高速 化 お よび 運搬 コス ト の 低減 が 土工 機械 の 性 能 改 
半 に 大 い に 役 立っ た 。 タ イヤ の 材質 , 構造 。 大 きき , お 
よび トレ ッ ド バタ ー ン に 改良 が な され で きた が (参考 : 
Roads & Streets, "67-8)。 適正 な タイ ヤ 本 数 。 圧力 , 
定期 的 な 検査 等 の 人 要 さ を 銘 記 すご べき で ある 。 

(18) 油圧 化 の 崎 代 

建設 機械 の 機構 に お ける 最も 顕著 な 変化 の 一 つ に , 徒 
来 の ケー ブル 等 に 代わ る 油圧 の 採用 が ある 。「 指 で 動か 
すす レバ パー」 と いわ れ て いる プッシュ ボタン シ 操 作 に より 多 
く の 揚 械 に 使わ れ て いる 。 こ れ に より , 新しい デザ イン 
の 機械 , 機種 の 新しい 組合 わせ , 大 形 化 、 機動 性 , お よ 


び プ ブッ シュ ボタ ン 式 操作 が 得 ち られ て , 運転 経費 お よび 整 
備 党 が 下がっ た 。 油圧 化 が 進ん だ の で 良質 の 合金 , フィ 
ル タ お よび シー ル 等 。 敵 金 術 上 に 急速 な 進歩 が あっ た 

Gd4) ま と め 

上 上 工 機械 と 施工 法 の 発達 は 直接 に は 工学 と 技術 進歩 に 
よっ て 促進 きれ, 施工 現場 の 規模 と その 彼 に 左 圧 さ れ で 


いる 。 


2 具有 工 


路 稀 , ダム 等 の 工事 に お ける 半 握 削 工事 量 は , 戦役 3 
倍 に 増え , これ に 伴っ て 大 形 岩 舞 削 ド リル や コン プレ ッ 
す が 発 培 し た 。 ショ ベル 等 が 大 形 化 し , 一 般 的 に 衝 工 連 
度 が 上 が っ た の は エア コン プレ ッ サ の めざまし い 進 歩 に 
負う と ころ が 多い 。 強 力 な スラ リー や アン モニ ウム ニ ト 
g 燥 楽 等 の 新しい 爆薬 を フル に 利用 し て , さら に 大 きく 
深い 孔 が 経済 的 に せん 孔 で きる よう に な り 。 今度 は 施 
に , これ に より ドリ ル や 可 搬 式 エ アコ ンプ レッ サ が 進歩 
し た 。 

種々 の 機 楼 に よる 岩 所 削 工事 計画 の 立案 と , それ ら の 
工事 費 の 比較 積算 が 必要 で ある 。 掘削 する 岩 壁 の 高き 
孔 の 間隔 , 燥 薬 の 種類 と コス ト , 爆薬 の 装てん 法 等 , す 
べべ て コン ビ ピュータ に 記憶 させ で て いる コン トラ クタ も あ 
り , 施工 計画 と 工費 の 積算 に は 完全 で 正確 な 生 の デー タ 
が 直 可 欠 で ある 。 大 規模 な 央 所 前 工 事 の 全 工 程 は 機械 
に よる 連続 的 な 作業 で あり , 大 形 機 は 他 の 機種 と 組合 わ 
せら れ , また 小形 機 は 小 規模 で 分 散 し た 現場 に 使わ れ て 
いる 。 

(1) 改良 され た コン プレ ッ サ 

19 世紀 で は 直 握 前 は 手 掴 り に よる か , ある い は 採 
石 採 航 に お ける よう に , スチ ー ム で 務 動 され る トリ ポ ボ 
ッ ト マ ウン ト 形 ドリ ル に よっ て で ゆい た 。 1920 年 初め に 
没 式 コン プレ ッ サ が 開発 きれ , 1910 年 まで に は ほとん 
どの 工事 に 広く 使用 され る よう に な っ た が , 定 財 式 大 形 
スチ ー ム コン プレ ッ サ は 1920 年 代 ま で 使用 され た 。 

1921 年 に ガソリン エン ジン 搭載 の 水冷 式 1 段 形 ポー 
タプ ブル 機 が 開発 され た 。 1920 年 代 の これ ら の 鉄輪 マウ 
ント の コン プレ ッ サ は 現場 近く で 圧縮 空気 を 供給 で きる 
の で 容 気 の 摩擦 損失 , 漏洩 , 動力 設備 を 減ら すこ と が で 
きる 。 だ が , 初め の ドリ ル に は 折損 せ ず に 6m せ ん 孔 で 
きる ドリ ルス ティ ー ル が な か っ た 。 1930 年 代 の 初め に 
2 段 形 水冷 式 ボ ー タ プ ブル コープ レッ サ が 開発 され 。 その 
吐出 容積 は 約 2.9 mmin で あり 初期 の 単 段 ば スト ン 
形 機 の 吐出 編 度 より も 低い 。 250275 度 の 空気 を 使っ て 
水 の 輝 縮 と 潤滑 の 問題 を 軽 渉 し て いる ポー タプ ブル 2 段 ビ 
スト ン 形 の 吐出 容積 は 17 m リ min に 上 げ ら れ た 。 

科 後 , ロー タリ ペー ン 形 2 箕 コ ンプ レッ サ が 開発 き 
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れ , 次 いで 大 形 コ ンプ レッ サ と し て は ヨー ロッ パ で 開発 
きれ た エア スク リュ ー 形 が 出 た 。 

1936 年 に 機械 作動 吸入 バル プ 式 コン プレ ッ サ を 製作 
し た ある メー カ は , 他社 と 違う 方 式 の コン デレ ッ サ を 作 
り 続 け , 戦 後 , 小形 ボー タブ ル 式 105 CFM 機 の 重 拓 を 
軽減 する た め に , 同一 シリ ンダ 内 に エン ジン と ユ コジ プレ 
ッ サ を 組 込 む 方 式 を 採っ た 。 現在, この メー カ の ピス ト 
ン 形 コ ンプ レッ サ は 低 寺 手 と し て は 重 基 一 能力 比 が すぐ 
れ て いる 。 

最近 の ュ ン デレ ッ サ は 摩耗 部 分 や 維持 費 が 減り , 吐出 
光 気 圧 は 高く な っ た 。 こ れ は 新しい ドリ ル に と っ て は 重 
要 な 条件 で ある 。 1940 年 代 の 初め は 365CFM が 2 台 
の ワゴン を 駆動 し , 16.8m'/min が 最大 で あっ た が , 現 
奉 は 600 8 等 が 大 形 ドリ ル に 洛 次 使わ れ 始め て いる 

コン プレ ッ サ を 使用 する 場合 は , 空気 を 供給 する ドリ 
ル の 数 、 コ ンプ レッ サ と ドリ ル の 距離 防 雇 等 に 注意 す 
る 必要 が ある 。 

(2) せん 了 方 式 

一 般 に 回 岐 し な が ら 孔 の 底 を ひっ か く 「 フ ィ ッ シュ テ 
イル 」 形 ビッ ト の 材質 ( 鋼 ) が 科 ら か だ っ た の で , ロ ー タ 
リド リル の 使用 縮 囲 は 頁岩 等 の 邊 岩 に 限ら れ て いた が 。 
次 いで 開発 され た 硬質 表 面 の ビッ ト に より ロー タリ 式 機 
械 の 能力 は 上 が っ た 。 ロ ー タ リコ ー ン ピッ ト や トリ コー 
ン ビ ピッ ト は 油井 ボー リン ダグ 機 械 か ら 進 歩 し た も の で あ 
る 。 

せん 氏 能 力 向上 の 他 の 因 は , タン グ ゲス テン カー バイ 
ト を 埋 込 ん だ ドラ ッ グ 形 ビ ピット (石灰 岩 等 の 球 岩 に 適 す 
る ) が 出 た こと で あり , 次 に エア コン プレ ッ サ の 開発 お 
よび 条 環 剤 と し て 従来 の 液体 に 代わ っ て 圧縮 空気 が 使わ 
れ た こと で ある 。 温 式 ドリ リン グ か ら 閥 気 式 に 代わ っ た 
の で ビッ ト の 疾 命 は 古 び . せん 孔 , 爆破 コス ト が 安く つ 
く 空 気 式 ヨー タリ 機 が 普及 し た 。 現在 , ロー タリ コー シ 
ピッ ト で は ピッ ト 径 1cm に つき 880kg 以上 の 負荷 を 
か ける こと が で き , ョ ー タ リ 式 機械 を 使っ て 以前 より 宣 
い 岩 を 30 cm 以上 の ビッ ト で ポ ボーリング し て いる 。 

(3 ) 大 きい せん 也 速 度 

サー フィ ス 式 ある い は イン ホー ル 式 の パー カッ ショ ジン 
ドリ ル は 道路 工事 に 最も よく 使わ れ て お り 。 普及 し て い 
る サー フィ ス 式 は ドリ ル と ビッ ト の 間 に ド リル ネト リン 
ダグ を 持ち , 表面 で 駅 動 さ れ , 軽量 の カロ ー ラ に マウ ント 
され て お り , 斜め に ある い は 水平 に せん 九 で きる 。 種 々 
の 施工 条件 に 適する の で せん 孔 コ スト は 安く , 日 径 は 
6.2-10.6cm で あり 。 孔 長 は 制限 され て いる が , 実用 
上 は 支障 な い 。 

15-17.5cm の パー カッ ショ ン イ ン ザ ホー ル 式 ドリ ル 
は 吐 重 な 新鋭 機 で ある 。 ド リル は ステ ィ ー ル 製 の スト リ 
シグ の 底部 に 取付 け て あり , ロッ ド と コラ ム の 間 の エネ 
ルギー ロス は 少な い 。 排気 は 孔 の 洗浄 に 使わ れる が , 孔 


中 の 泥 の へ ば ぱり つき や 基 胃 の を め ド リル が 損傷 する 短所 
涙 あ る 。 地 下水 で 温和 柔 な 地 委 に 人 は 不向き で ある が 。 新 し 
発泡 添加 剤 が 地下 水 の 問題 を 解決 する と 同時 に ・ ダス 
ト を 芳 め る こと が で きる と いわ れ て いる = 

ボー リン ダ に よっ て 得 ら れ た コア サン プル の 硬 麻 性 。 
硬度 も ピッ ト の 能力 の 判定 差 準 で あり , せん 門 コ スト の 
比較 積 希 に 利用 され で いる 。 一 般 的 に パー カッ ジョ ンド 
リル は 硬 訂 性 の 大 きい 震 に 最適 で ある 。 ポ ボトム ホー ル 形 
ドリ ル は 航 山 の 試 掴 , コア サン プル の 採取 に 使わ れる < 
カー バイ ト を チッ プ と し て 取付 けた ドラ グ ビ ッ ト を 持つ 
ロー タリ ドリ ル は 、 和 柔らか い 石灰 岩 稚 に , まま た 硬 岩 に は 
細い スペ ー ス で 取付 けら れ た 歯 あ る い は タン グ ス テ シカ 
ー バ イト を チッ プ と し て 取付 けた ロー ラコ ュー シビ ピッ ト が 
適し て いる 。 

(4) プレ スプ リッ ティ ング ドリ リン グ 

プレ スプ リッ ティ ング ドリ リン グ は この 10 年 間 に 急 
速 に 普及 し た 。 こ れ は 装 薬 擬 を ライ ンド リリ ング する こ 
と に より , 所 定 の 押 削 線 と こう 配 に 治っ て 岩盤 を 爆破 , 
掴 削 する 工法 で ある 。 

これ に よる と 岩 の 余 掴 9 が 減る の で 道路 の 裏 の り 等 に 
「 美 視 」 を 与え る こと が で きる 。 現在 , この 工法 は 国道 
工事 に 多く 使わ れ て お り , 政府 機 関 に より 種々 の 仕様 書 
が 作ら れ て いる 。 将来 採 有 採鉱 壮 , あら ゆる 工事 人 
広く 利用 され る と 推定 され る 。 こ の 工法 専用 の た め の せ 
ん 孔 機 械 も 発 着 し て で おり, サイ ド マ ウ ント され た ク ォ ー 
リバ ー か ら 分 上 離 し て いる ブーム に より , 同時 に 4 個 以上 
の 孔 を せん 孔 で きる ドド リル の 装 保 方 式 に 特徴 の ある 機種 
も ある 。 

(5) 機動 性 

第 2 次 大 戦前 で は タイ ヤ 式 ホイ ー ル マウ ント 形 ド リル 
が 硬 状 適し た 機種 と し て 普及 し て お り , 日 径 3.8>5.6 
cm。 重き 27kg の ドリ ル は 10.6m リ min の コン プレ ッ 
サ に よっ て 駆動 され て いた 。 現在 経済 的 効 素 の 大 きい 
圧力 , 改良 され た ドリ ルス ティ ー ル が 装着 きれ た クロ ー 
ラマ ウン ト 機 ある い は ドラ ッ グ ドリ ル が 広く 使わ れ で い 
る 。 

エア モー タ あ る いせ は 油圧 駆動 走行 装置 は , 所 定 の せん 
孔 位 慎 へ の 移設 時 間 を 短縮 し , 効率 の よい 位置 に ブーム 
を 保持 で きる 利点 が ある 。 15 年 前 の ドリ ル と 比較 する 
と , 現在 1 人 , 1 時 間 , 機械 1 式 の コス ト 当 り の ドリ ル 
作業 出来 高 は 3 惜 に 達 っ し て いる 。 現在 , ドリ ル は 大 形 
化し , 全体 的 に 頑丈 に な り , 台車 が 重 基 化 し , 幅 が 広く 
な っ た の で 安定 性 が 増し た 。 7.1 mmin の 自 走 式 タイ 
ヤ 式 コン プレ ッ サ トラ クタ に 搭載 され , 油圧 に より 位置 
決め が 可能 な 10cm の 逆転 可能 な ドリ フタ は プレ スプ 
リッ ティ ング ある い は 下水 溝 掘削 作 業 に 適し て いる 。 

ドリ フタ も ゃ 油圧 タロ ー ラ , 16.6m リ min コン プレ ッ 
ササ に 取付 けら れ て いる が , これ ら は 機動 性 に 富み , ドリ 


アメ リ カ に お ける 建設 機械 化 の 現状 (1) 43 


ル と コン プレ ッ サ を 接続 する ホー ス の 長 さ に より 作業 上 
支隊 が 生ずる よう な こと は な い 。 

口径 90cm の 孔 の せん 孔 用 に 専用 機 が 製作 され て お 
り 。 多 く の ダ ウン ホー ル 形 ドリ ル を 頭 丈 に 一 つ に 束ね で 
せん 孔 す る 。 こ の よう な 大 員 径 の 孔 は 地質 調査 , ダム 。 
ピル ディ ング の 基礎 工事 に 使わ れ て いる 。 

て (6) 改良 され た ドリ ルス ティ ー ル 

上 後 の 空気 機械 の 重要 な 進歩 の ー つ に ドリ ルス ティ ー 
ル が あり , 現在 の 大 形 高圧 ドリ ル の 進歩 は これ に 負う と 
ころ が 多い 。 ス ティ ー ル に は 礼 の 表 届 も 含め て 焼き が 入 
れ ら れ て あり ,。 製作 技術 が 進歩 し た の で 現在 切 損 の 心配 
は な く な り , 使い や すく な っ た 。 

(7 ) 絢 綱 な 岩石 用 ピッ ト 

岩石 用 ビッ ト や 着実 に 進歩 し て いる 。 冶 金 術 の 進歩 に 
ょ り タ ング ステ ンカ ー バ イト が より 厚く チッ プ と し て 埋 
込ま れ て ビッ ト の 質 も 形状 も 改良 さき され て いる の で , ハイ 
リフ ト の 爆発 に 必要 な 也 は より 安く , 同時 に ビッ ト 交 換 
の た め に スチ ィ ー ル を 引抜 く 必要 が な く な っ た の で , よ 
り 速 くせ ん 孔 で きる よう に な っ た 。 多く の 場合 総 せん 
孔 長 が 約 150 m に 話す る と 再 研 摩 さ れ , 約 15 km で 廃 
棄 き れる 。 


パー カッ ショ ン ビ ピット の 一 種 に モル フシ ャ ー プ ニン ゲ 
式 の タン ダグ ステ ンカ ー パ イト ボタ ン が あり , これ に より 
研 謀 覚 が 節減 で きる 。 良 質 の ステ ィ ー ル と ビット の 進歩 
は 逆 に , 大 形 の ショベル, ローダ, 運搬 機 。 爆薬 お よび 
大 能力 の せん 也 和 機 械 の 進歩 を 促し た 。 

ロー タリ ある い は トリ コー ン ビ ピット は 油井 掘削 の 分 野 
で 進歩 し た 。 パ ー カ ッ シ ョ ン お よび ロー タリ ドリ ル に は 
7.1 mmin 以上 の 圧縮 空気 が ます ます 多く 使わ れる で 
あろ う 。 初 め は 油井 掴 削 ドリ ル 用 に 開発 され , ダス ト の 
発生 を 滅 ら す の で 特許 に な っ て いる 発泡 剤 が , 現在 。 = 
ー タ リド リル に 使わ れ て いる 。 

て 8) トン ネル 掘削 ジャ ン ボ 

道路 工事 , トン ネル 工事 等 に 使用 され る ジャ ン ボ は 急 
速 に 進歩 し , 大 工事 用 の アッ セン プリ に な っ て いる 。 昔 
は トラ クタ の 台車 や レー ル に 取付 けら れ て いた が , 現在 
は タイ ヤ 式 ボ イ ー ル に 取付 けら れ て いる の が 多く , 種々 
の ブー ム , フィ ー ド , ドリ ル ボ ジジ ショ ナ 。 油圧 ワー ニテ 
ニッ ト を 完備 し て いる の が 多い 。 大 能力 で 機動 性 の 高い 
ジャ ン ボ に より , 岩石 トン ネル の 掴 前 コス ト は 下がり 。 
掘進 長 は 増し た 。 

(委員 : 吉 崎 博 ) 
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建 設 機械 の 現状 (その 13) 


X. 空気 


圧 縮 機 


小坂 金 嫌 


主 く か ら 一 般 に 填 木 建築 工事 は も ちろ ん の こと 。, 鉱山 方 面 に お いて も 閥 気圧 縮 機 は に 動力 用 空気 供給 源 


と し て (特種 用 途 と し て , まれ に 換気 用 に 使用 まれ る こと も ある ), 


機種 の 大 小 。 また 使用 償 数 の 多少 に か 


か わら ず 必 ず 使 用 され て いち が , 他 の 建設 工事 用 機械 と 比べ て 脚光 を 浴び る こと は 少な か っ た 。 こ れ は 徳 設 
工事 用 機械 と いう より も , 他 の 産業 機械 と いう イメ ー ジ が 強く 働く か ら で あ ろう 。 

し か し 近年 。 周 知 の より うに ロー タリ お よび スタ リュ ー 形 末 搬式 コン プレ ッ サ の 開発 と その 実用 化 , 都市 の 
市 御 開 発 に 伴う 地下 鉄 お よび 下水 道 工事 に お ける シー ルド 工 決 採 用 に よる 低圧 コン プレ ッ サ の 建設 工事 へ の 
出現 , 低圧 コン デレ ッ サ の 無給 油 化 等 , また コンプ レッ サ の 双 音 と 振動 に よる 公害 が 問題 に きれ る 束 っ て , 


か な り 建 設 工事 用 機械 に お ける 地位 が 認識 され る よう に な た と いえ る 。 し た が 


s て メー カ お よび ユー ザ 共 


ども 製作 また 使用 に あたっ て は 研究 が 貴 成 で , 十分 知り つく され , いま さら の 感 も ある が , 以下 に 前 着 に 述 


べ て 見 た い 。 
え -1. 可 搬式 空気 圧縮 機 
1- 板 要 


可 搬式 コン プッ レ サ の 歴 昌 は , 一 般 に 節 後 の よう に 思 
われ が ち で ある 。 し か し 戦前 昭和 14 年 15 年頃 か ら ア 
メリ カ は 元 よ り 国 内 に お いて も 軍用 と し て で トラック 搭載 
式 の も の が あっ た こよ は すでに 知ら れ で いる 事実 だ が , 
一 般 に 普及 する に は 至ら な か っ た 。 了 戦後 進駐 軍用 の アメ 
リカ ・ ピ ロイ 社 等 の 中 古 品 が 大 量 に 民間 業者 へ 払下げ さ 
れる に 至っ て その 普及 の 第 一 版 と な っ た 。 し か し 形式 的 
に は レシ プ 形 で , 可 搬式 コン プレ ッ サ と し て は 初期 の 
部 題 に 属す る も の で あっ た 。 そ の 後 昭和 25 年 28 年 頃 
の 電源 開 発 工 事 等 に お いて , その 山間 鮮 地 な どの 立地 条 
件 告 に より 移動 性 な る 長所 を 発 拓 し , 際 成 を きわ め た 。 

叶 は 同じ く < 昭和 5 年 頃 . ア メリ カ ・Inger-Soll Rand 
社 に お いて ロー タリ 形 可 搬式 コン プレ ッ サ を 開発 され 。 
わが 国 に も 輸入 きれ た 。 そ れ に 刷 激 され て か 三井 精機 
業 , 日 立 製作 所 , ま た 北越 工業 等 に より 研究 了 発 され , 
幾多 の 変遷 を 経て 今日 の よう な 次 と な っ た 。 その 間 若 
する メー カ も あっ た が , 専門 メー カ の 出現 する こと に よ 
り 積極 的 な 研究 が な され , また 昨今 に お いて 後続 メー カ 
の 進出 が 一 層 拍 車 を か け , その 企業 努力 の 結果 。 や や 間 
燃 か ある に し て も ゃ , 完全 な 拉 筐 と し て 生ま れ よ うと し て 
いる 。 

状 い で 開発 の 歴史 は 訓 い が 。 ス クリ ュー コン プレ ッ サ 

* 西松 條 計 (株 ) 機材 部 秋 課 


(1934 年 スウ ェ ー デ ン 人 ALysholm に よっ て 発明 き 
れ た ) が 1985 年 Svensk Rotor Maskiner 社 と 神戸 
製 負 所 の 間 に 技 術 提携 され る に 至り , それ が 昭和 37 年 
頃 か ら 可 搬式 コロ ンプ レッ サ と し て 建設 工事 に 次 場 する 
と に より 、 可 坂 式 コ ンプ レッ サ の 建設 工事 用 機械 と し て 
地位 を 確立 する も の と し た , 


2. レシ プロ 形 可 携 式 コン プレ ッ サ 


いま か ら 1213 年 頃 前 まで は ほとん どこ の 形式 で あ 
ぃ た が 、 前述 の よう に ロー タリ コン プレ ッ サ の 開発 に よ 
っ て 現在 建設 二 事 現場 に お いて 見 受け られ る の は 少な 
く , ご く 少 数 の 輸入 品 . ま た は 米 軍 の 払下げ 品 の 一 部 が 
散在 する 程度 で あっ た 。 

本 機 の 特徴 と する と ころ は 特別 これ と いう べき も の は 
な く 。 従来 立 形 の も の の V 形 , W 形 等 を トレ ー ラ また 
は 自動 車 に 搭 埋 し た も の で , 横形 に 比べ て 速 回 転 が 可 
能 な た め に 小形 軽量 化 を その まま 利用 し た に 過ぎ な い 。 
これ も ロー タリ 形 ,。 スタ リュ ー 形 搬 式 コ ンプ レッ サ の 
出現 に より わが国 に お いて は あま り 使用 され て いな い 。 
し か し 吹 州 で は 中 し て いる よう で , それ も 卒 冶 式 
ディ ー ゼ ル エ ンジ ン の 一 部 を 改造 し た も の の よう で あ 
る = 資料 不足 の た め 詳し く 述 べ る こと が で き な く 残念 で 
ある が 。, 今後 期 和 で きる 老年 の よう に 思う が , ロー タリ 
お よび スタ リュ ー 形 可 抜 式 コ ンプ レッ サ に 及ぶ こと は ま 
だ まだ 先 の こと で あろ う 。 
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3. ロー タリ 形 可 搬式 コン プレ ッ サ 


前 述 の よう に 1213 年 前 アメ リカ か ら の 輸入 品 と 
国内 箇 要 貴 訪 に 刺 江 さ れ て か , 国内 専門 メー カ に よっ て 
も 開発 され , 防衛 庁 な ど 官庁 に 採用 され る と 同時 に , 民 
間 建 設 業 具 に も 取り 入れ られ る や , まき に 破竹 の 勢い で 
普及 し , 今日 の 建設 工事 用 機械 と し て の 地位 を 不動 の も 
の と し , また われ われ 建設 業界 に は 多大 の 頁 献 を し て い 
る 

その 普及 の 原因 は , 以前 の レシ プロ 形 に 比べ て 。 

③ 振動 が 少な いた め 高 速 回 転 が 可能 と な り 。 小形 和 

量化 が 可能 と な っ た 。 

@ 油 冷 式 の た め 准 鹿 効 果 が よく , 吐出 空気 温度 も 

80"-90'C 以下 と 非常 に 低い 。 
⑥ 吸入 財 出 等 の 機 構 が な いた め , それ ら に よる 散 
隊 が 皆無 で あり, 保守 点検 お よび 整 備 が 容易 で あ 
る 
⑬ 起動 トル ク が 非常 に 小 きい (一 定 回 転 数 に 達し な 
いと ペー ン が 飛び 出さ ない た め ) の で エン ジン と の 
結合 に クラ ッ チ の 必要 は な く , カッ プリ ンダ に より 
直結 きれ る 。 し た が っ て クラ ッ チ 装着 に より 生ずる 
攻 障 の 心配 は 全く な い 。 
⑧ 吐出 塗 気 に 碑 動 が な い の で , 空気 構 の 容量 が 小さ 
く て よい 。 
な ど 数 々 の 利点 を 有 し , それ に 多少 問題 は ある に し て も 
取扱 い は 一 般 に 簡単 で も る た め , ボー タブ ルコ ンプ レッ 
サ の 放流 を 占め る に 至っ て いる 。 表 一 1 に 昭和 31 年 
42 年 度 まで の 国内 の お も な メー カ の 生産 馴 の 推移 を 
まとめ て 見 た が , それ に よっ て も その 驚 異 的 な 普及 ぶり 
を 見 る こと が で きる 。 

表 一 1 か ら 特に 30 こ 40PS 池 が 約 50 空 を 占め て いる 
事実 は , どん な 狭い と ころ で も , また どん な 山間 企 地 で 
も や, ポー タプ ル ュ ンプ レッ サ の 小形 邊 量 で し か も 移動 
性 に 写 宇 と いう 特徴 を 十分 発揮 し て いる こと を 示し て で い 
る 。 ま た 生産 台数 の 推移 を 見 る と , それ が すなわち ここ 
数 年 た どっ た 建設 業 の パロ メー クタ と し て も 過言 で は な い 
と 思う > 

以上 , 数 字 的 な 詳細 は 省く が 昭和 33 年 43 年 ま 
で に 国内 は 売 よ り 東南 アジ ア は も ちろ ん の こと 。 税 く は 
南ア フリ カ , 果て は イタ リア 等 へ 大 小 の 機種 を 併せ て 約 

補 -1 年 度 別 生 産 
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図 -】 オイ ルリ リーフ バル プ 説 明 図 


2.100 台 近 く の 輸出 実績 が ある と 聞く が , これ は まさ に 
わが 国 の 建設 機械 の 輸出 の ホー プ で あろ うこ と は 実に 立 
ば し い 限 り で ある 。 

し か し 振 返っ て 見 る に , 全然 問題 な く 平穏 無事 に 玩 肛 
普及 し た も の と は 考え られ ず , メー カ に お いて も それ な 
り に 性 能 と いう か , 機能 と いう か , 換言 すれ ば 品質 の 向 
上 に 多大 の 糞 用 と 日 数 を し , 日夜 研究 努力 され た こと 
と 思う が , 当初 それ を 使用 する ユー ザ の 普 労 も 並 大 抵 で 
は な か っ た 。 避 い 山 間 地 の ダム 現場 で の 原生 山 近所 作業 
に 使用 し た 150 PS 紋 の ロー ダシ ャ フト が 原因 不明 の 事 
攻 で 3ー7 日 ( 極 音 な 例 と し て ) に 1 本 の 割合 で 折損 
し , 納期 の 関係 上 , 部 品 の 発送 が や れ 航空 覗 だ 。 製品 か 
ら 取 り は ず し て 送っ て くれ , と の 交 小 は 、 さ れる 方 も す 
る 方 も 楽 な 語 で は な か っ た 。 こ れ も い まで は メー カ の 和 
李 的 な 努力 の 結果 , 普 語 し と な り , その 種 の クレ ー ム も 
特 竹 な ロー ラベ アリ ング 等 の 使用 に より 技術 的 に 解決 し 
た よう で ある 。 

また オイ ル ロ ッ ク に よる ベー ン の 破損 も , 取扱 い 上 か 
5, お よび ペー ン の 材質 と 加工 技術 上 か ら の 面 で 多 
く 。 ュ ユン プレ ッ サ の 事故 の 90 生 まで が この 種 の も の で 
あっ これ も 現在 で は 図 一 に が す よ うに , ジリ ンダ 
内 に 取付 けら れ た オイ ルリ リー フ バ ルプ に より 一 定圧 力 
に な る と 自動 的 に シリ ンダ 内 の 残 油 を 排出 する こと に よ 
り 9。 オ イル ロッ ク に よる ベー ン 破 損 も 皆無 と な っ た 。 

も ちろ ん ベー ン の 委 作 に し て も 。 ベー クラ イト の 積層 
板 を 1 枚 1 枚 の 機械 加工 か ら モ ー ル ディ ング 加工 へ と 進 
上 請 し た こと に も よる が , いずれ に し て も ペー ン の 破損 に 
よる 事 胡 の 皆無 に より . 現在 は 機構 上 また 性 能 上 に お い 
て 満足 すべ き 機 種 と な っ た よう で , ユー ザ と し て は その 
安心 感 か ら 埋 びに 耐え な 


い 決 第 で ある 。 し か し ニ 


| 町 | 昌 池 | 89 | 3MF | 35F | 6 年 | 39 | 9 年 | 0 中 | 4 年 | 8 衝 | 

0TS 引 30| 9| 100| io0| 200| 50| 30| 320|1u100|1.500| 3.960 有 れ も メ ー カ の 卓越 せる 技 
9 < 0| zsm| sl el| s9| 79|1ooo|2u00|2.40| Buai0 術 和 お よび 努力 に よる こと 
0 * に 100 70 140 1 160 200 250 1.110 ミ る こと 1 っ 
0 ・ iQ| 10O| 300| 990| 300| 400| 500| 52011420|1600| 5.590 人 な 友 0 
5 ・ 20| | | 0| 9| ol| 4m| 39| 4W| so| so| 8] 3.go 。 ザ の 痛ま し く 犠牲 的 な 協 
50 < 名 | ぬ | wl imw| wl| im| im| 10| 90| 159| 1030 力も 見 捨て 難く , か か る 

較 0| tm| am| 49|1oo|iso | rem Le | 420 | 450 | ss | so | SO 様 符 は な る べく 今後 に お 
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いて 少な い 方 が 望ま し い 。 
4. スク リュ ー 形 可 搬式 コン プレ ッ サ 


約 13 年 前 , 神戸 製鋼 所 が スウ ェ ー デ ン の Svenska 
Rotor Maskiner 社 と 技術 提携 以来 , に わか に 注目 を 浴 
が , 1961 年 の 1 号機 の 完成 と と も に , これ を 造 う よ う 
に 三井 精機 工業 と イギリス ・Holman 福 と 提携 販売 ( ポ 
ー タ ブル ユン プレ ッ サ の メー カ で ある 北越 工業 は 神戸 製 
鋼 所 と 提携 販売 し て いる た め , スタ リュ ー 形 可 搬 式 コ ン 
プレ ッ サ の 流れ と し て は 前 述 2 社 ほ みな し た ) と 従来 
の レシ プロ お よび ロー タリ 形 に 見 られ ぬ す べ て の 長所 を 
持っ た 機種 と し て , 3.000-5.000rpm と いう 高速 回 転 
に も か か わら ず , 回 転 ま た は し ゅ う 動 に よる 摩 耕 部 分 を 
遊 け , また その 機構 上 取扱 い が 簡単 で ある と いう こと か 
ら , 一 挙 に 可 搬式 コン プレ ッ サ の 諸 問題 を 解決 し た も の 
と し て 使用 きれ で いる 。 

し か し , その デビ ュー は は な ば な し く , 表 一 2 に 示す 
よう に その 納入 実績 は 着実 に 伸び て いる に せよ , その 人 
び 車 は まっ た く 予 想 外 の 感 も ゎ ある 。 す な わ ち これ せ 前 述 
の よう に ロー タリ 形 可 搬式 コン デレ ッ サ は その 後半 多 の 
改 長 が 加え られ , 現状 に お いて は 機能 上 滴 足 する も の と 
な っ た の に 対し ,。 スタ リュ ー 形 可 搬式 コン プレ ッ サ は 機 
種 の 練 と いう 抵抗 に 阻ま れる と 同時 に 販売 価格 が 若 王 
高い こと に よる と 過 ( 約 10 沈 )。 

し か し スク リュ ー 形 可 搬式 コン アレ ッ サ に は 。 

③① 回 転 , し ゅ ら 動 部 品 が な いた め 摩耗 お よび 損 砂 に 

よる 事故 は 皆無 で ある 。 

⑧ ロー タリ 形 に 比べ て より 小形 軽量 、 そ の 反面 容量 

が 大 きい 。 《 図 一 2 参照 ) 


エア テリ 


ー ナ より - 琶 込 補 


図 一 8 宙 冷 式 ス クリ ュー 圧縮 和 機 断 面 


表 一 4 スク リュ ー 形 可 搬 式 コ ンプ レッ サ 年 度 別 生産 友 到 


|g 衝 |se|sWlW|4 和 WW| 

50PS 導 4⑩ 99 139 
0 < 5 70 動 7⑩ 525 
75 < 7 9 170 165 140 532 
150 < ト 】 19 20 ⑳0 990 70 553 
# | sl wlsmlwwlsm]sml ji 


と いう 利点 を 持っ で いる た め 企 業 學 力 に よる コス ト 低 減 
を は か る こと に より その 将来 は 輝かしい も の で あろ 5。 

し か し 本 歓 に も , 電動 機 直結 と し た 場合 , 無 負 共 運転 
(アジ ローダ し た 場合 ) 時 の 所 要 動 力 が 以外 に 大 きい と い 
5 奴 点 が ある 。 ある 報告 に よる と , 負荷 状態 の 20 一 80 
も ある と 開い て いる 。 数 字 上 の こと は と も か く と し て 
大 きい こと は 事実 で ある 。 こ れ は 携 構 上 アン ロー ダ 形 式 
が 吸入 し ぼり 式 200kW 級 まで ) の た めで 。 これ は 設 
計上 の 解決 を 待た ね ば な ら な い 。 も ちろ らん これ は ロー タク 
リ 形 コン プレ ッ サ に つい て も いえ る こと で あり , 一 般 に 
可 搬式 コン プレ ッ サ は エン ジン 肥 動 が 主 で ある た め , か 
か る こと は 心 配 は 要 ら ぬ が 電動機 動 方 式 で , 半 可 幸 
式 と し て 使用 され る こと も ある の で , 少し 触れ る こと に 
し た 。 


5. 今後 の 課題 


ロー タリ お よび スク リュ ー 形 可 搬式 コン アプ レッ サ に お 
いて , 前 述 の よう に , その 機構 上 また は 仁 能 上 まず は 完 
和民 と いえ る が , 特に 最近 市 街 地 で の 使用 の 場合 公害 と 
し て その 騒音 防 上 対策 に は 頭 の 痛 な と ころ で ある 。 そ の 
点 に 関し メー カ は 非常 に 努力 し , 防音 形 可 孝 式 コ ンプ レ 
ッ サ の 開発 に 努め , 一 都 実 用 され て いる 。 写 真一 】 に 計 
音 形 コ ンプ レッ サ の 外観 を 示す 。 

し か し エン ジン 大 動 の 可 搬式 ユン アプ レッ サ に お 
いて の 防音 は 非常 に むずかしく, 完全 密閉 する こ 
と に よっ て 消音 は 可能 で ある が , エン ジン で ある 
た め 温 度 上 時 に よる オー バ ヒ ー ト が 問題 と な り , 
不可 能 と な る 。 写 真一 1 に 示す 議 音 形 コ ンプ レッ 
サ を 人 簡単 に 脱 明 する と , ユ コンプレッサ 外 殻 を 親 
い , 内 側 は 厚い ゲ グラスウール 系 の 吸音 材 を 眼 りつ 
ける こと に より 太 苦 する 仕組 み で , ラジ エー タ の 
冷却 は ポン ネッ ト 下 部 より 冷 半 風 を 中 込み 冷却 


写真 一 1 滅 音 形 ュ ンプ レッ サ 


[ 書 項 機 民 の 現状 ] (その 12) XX 空気 圧縮 限 
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後 , 前 面 に 設け た 排 風 ダケ ト よ り 上 詞 へ 放出 する も の で 
ある 。 

この 構造 は 各社 と も 大 同 小 異 で ある 。 実際 に お いて で 減 
音 効 果 は 昭和 負 年 2 月 新橋 駅 近く の 工事 に お いで , 駿 
音 の 苦情 が あり , 購入 使用 し た 結果 あま り 期 待 し た ほど 
で は な か っ た 。 も ちろ ん 滅 斉 形 コ ン ア レッ サ と し て は 初 
期 の 製品 で あっ た こ と に より 不備 な 点 も あっ た と 思う 
が , エン ジン 冊 動 で ある 場合 は 限度 が ある と 思う 。 当 時 
の 記録 が 紛失 し て 正確 な 数 字 は わか ら な い が 、1 m 範囲 
で 。110 フォ ン か ら 95 フォ ン ぐ らい に 激 音 . また 7m 
で 105 フォ ン が 90 フォ ン 程 度 の も の で あっ た よう 5 に 記 
億 し て いる 。 

これ より 以前 に 。 工事 現場 に お いて 他 の 機械 の 雑音 が 
あり , コ ンプ レッ サ の み に 減 音 を 期す る こと は 上 悠 手 落ち 
の 成 も ある が , 全体 的 に 消音 が 可能 な れ ば 幸い で ある 
し か し 不可 能 な 現状 に い て は 可能 な 機種 か ら ー つ ー つ 
解決 する 方 が 肝要 で ある 。 し か し 音 は 開く 人 の 環境 , 心 
理 お よび 生理 状態 に よっ て か な り の 差 を 生ずる が , 雑音 


は すべ て な くす か , また は 低い ほど よい も の で ある 。 
余談 に は な る が 。 あ る 童 が 元 の 音 より 10 フォ ン 高 い 
と ら 2 倍 の 高 さ に 聞こ を る そう で , これ も 音 と 人 間 の 聴 邊 
と の 不思議 な 関係 を 示す 一 例 で ある 。 電 動機 駆動 方 式 で 
あれ ば , 減 音 前 すでに 20-30 少 エン ジン 尋 動 より 低い 
た め , 減 音 は 安 外 容易 で あり , 最近 か な り 減 音 し た 機種 
が で きた 報告 を 受け て いる 。 し か し 電動 機 駆動 の 可 搬式 
コン プレ ッ サ は 使用 範囲 が 狭い た め , その 効果 を 発 押す 
る 機会 が 少な い の で 残念 で ある 。 

また これ と 併行 し て , エン ジン 駆動 方 式 に つい て は 拓 
気 ガ ス , 特に CO ガス の 規制 向 を 受け は , その 除去 が 将来 
問題 と きれ る で あろ うら 。CO の 完全 除去 は むず か し いと 
し て も , 技術 的 に は 他 の 例 も あり (トン ネル 用 ディ ー ゼ 
ル 歓 関 車 の 排気 処理 半 で か な り 経 験 ずみ で あ る ), 容易 
に 可能 と 思わ れる 。 ポ ー タ ブル ュ ン プレ ッ サ の 短期 間 に 
し て 技術 的 改良 に よる 発展 党 り は 相当 な も の で , その た 
め 日 夜 ご 苦労 され て いる メー カ の 方 々 に は 深く 感謝 いた 
し ます 。 


駐 -2。 定置 式 空気 圧縮 機 


1. 概 要 

建設 工事 に お いで , 古今 の 東西 を 問わ ず 必 要 な 機械 で 
ある が , その 地味 な 機種 か ら , また 格別 刻 わ っ た 要素 が 
少な いこ と も あっ て 。 何かしら 忘れ られ が ち で ある 。 し 
か し 近年 建設 工事 の 機械 化 と 施工 法 の 進歩 と と も に , 動 
力 用 と し て の 空気 の 使用 量 は 増加 の 一 途 を た どり 。 それ 
に 伴っ て 機械 も 部 分 的 に は 材質 の 向上 。 構造 的 に は 改良 
が 加え られ , また 形式 的 に は 従来 の 要 形 か ら 水 平 対向 形 
(バラ ンス 形 ), 立 形 に お いて 直立 形 か ら V 形 , W 形 , 時 
形 と 変 析 は ある に し て も 、 そ の 各々 が 十分 に 特徴 を 発 押 
し , 盤石 の 秋 訟 で 建設 工事 用 機械 と し て 活躍 し て いる 。 

し か し 前 述 の よう に 数 年 前 より 定 剛 式 寄 気 圧縮 機 と し 
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て の 固定 的 覆 念 を 破る か の よう に 現われ た スク リュ ー 形 
コン プレ ッ サ の 出現 は , 定 還 式 底 気 圧縮 機 を 一 族 に し て 
建設 工事 用 機械 の 城 に 引き づり 込ん だ よう な 気 が す る 。 
以下 , 前 同 様 簡単 に 述べ た いと 思う 。 


2. 横形 定置 式 コ ンプ レッ サ 


従来 建設 業 は 元 よ り , 飲 山 また は 化学 工業 等 語 産業 に 
も 敷 多く 使用 され て いる も の で 。 形式 お よび 構造 上 ほ と 
ん ど 変 化 が 見 られ な い 。 し か し いま だ に 広く 使用 され て 
いる と いう こと は 回 岐 数 が 非常 に 低速 な た め と 同時 に, 
頑丈 で 耐久 力 が あり , し か も 者 また は 軸受 千 の 極め て 故 
障 の 多い 個所 も 容易 に 点検 。 加 備 が 可能 な こと と 取扱 い 
が 簡単 で も る た めで あろ うり 。 し か し , 都 品 の 供給 は 別 と 

し て , 一 部 大 手 メー カ で は 製造 を 控え て いる 


が 人 


図 一 ! 水平 対向 形 コ ンプ レッ サ 崎 図 


と いう 。 し た が っ て 新 機 竹 の 整 場 と と も に , 
次 を 消す こと ゃ も 遥 い 日 で は な か ろう 。 現場 に 
お いて 基礎 に 要する 旨 用 と 労力 は パラ ンス 
形 , また は Y 形 , W 形 , 晃 形 等 と 比べ て 格 
段 の 差 を 感ずる 。 
これ に 対し て , 水平 対向 形 て パテ ンス 形 ) 

コン デレ ッ サ は , 従来 の 横形 コン デレ ッ サ の 
振動 等 の 諸 問 題 を 解決 し た も の で , 相対 向 す 
る ビス トン , コネ クティ ング ロッ ド ,。 ピス ト 
ジロ ッ ド 等 を 往復 運動 お よび 回 転 部 分 の 重量 
を 等 し く 設計 し , 往復 質量 また は 回 転 質量 に 
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よる 慣性 力 を 完全 に つり 合う よう に 征 作 し た も の で , 運 

動力 学 的 に は 最も すぐ れ た 形式 の コン プレ ッ サ で ある 。 

図 一 ! に その 了 略図 を 示す 

その た め 。 

③ 振動 が 非常 に 少な い 。 

⑬ 高速 回 転 が 可能 な た め , 小形 邊 量 に し て 比較 的 容 
量 が 大 きい 。 

⑧ 基礎 が 小さ く て すみ 、 従来 の 横形 25 史 内 外 で よ 
Ws 

等 の 長所 を 有 し , 150 kW 以上 の 大 形 閥 気 圧縮 機 は か な 

り の 威力 を 発揮 する よう で ある 。 し か し その 構造 上 V べ 

ルト 久 動 と する こと が むず か し いた め , カッ プリ ング 結 

合 と な り , 据付 け の 面 で , 現場 に お いて 多少 第 雑 さ が 付 

きま と うと いう 声 も あり , これ と て 無視 で きぬ こと で あ 

る と 思う 。 


3. 立 形 定置 式 コ ンプ レッ サ 


この 形式 で , 直立 形 は 古く か ら 使用 され て いる 形式 で 
ある が , 最近 の 傾向 と し て は 前 述 の ょ うに V,W.X 形 
また は 時 形 の 発 傍 で ある 。 こ れ は 同一 風量 に 対し て シリ 
ンダ 数 を 増 ナ こと に より ビス トン 径 を 小さ くし , 不 均衡 
重量 を 小さ く , か つ 分 散 を は か る こと に よっ て 不 均 衛 慣 
性 力 を 極小 に 止め , 振動 を 小さ く , 高速 回 相 さ せる た め 
に 開発 され た も の で ある 。 

本 機 は 上 述 の よう に 従来 横 痛 に 比べ て , 

③⑬ 小形 自 量 

⑱ 撮 付 面積 が 少な た く て よい 。 

な どの 長所 を 有する 。 また, 次 准 式 と 水浴 式 , 単 動 と 複 
動 , 1 段 圧 縮 と 2 段 圧縮 な ど 種 々 の 形式 が ある 。 そ の 一 
例 と し て 立 形 コン プレ ッ サ 外観 を 写真 一 1 に 示す 。 

本 機 の みな ら ず 小平 対向 形 (パラ ンス 形 ) コン プレ ッ 


写真 一 1 立 形 コン プレ ッ サ 


すす 等 に お いて 吸入 吐出 借 ,。 バル プス プリ ング 等 の 故障 が 
多く , 以前 か ら 比 べ る と その 材質 向上 (た と えば パル ブ 
スプ リン グ を 見 る と 。 単なる ピア ノ 線 か ら チ タン カド ミ 
ュー ム メ ッ キ な ど ) も ある が , 今後 に お いて 十分 考慮 を 
要する と 思う 。 

傘 に 参考 まで に 一 般 に 立 形 横形 に お ける 各 効 率 を 表 
ー1 に 示す 。 

表 一 1 吐出 圧力 7kg/cm* に お ける 名 効率 表 


| 人  | る 新 交 | 全車 
立 形 1 展 圧 交 機 100kW 以下 60-75% 60-75 免 
立 形 2 自 圧 簡 機 150ー300 kW 70-80 7585 
人 1 肥 人 機 | 00kWF | 7scam | 270 
横形 2 段 庄 縮 機 150-800 kW 75-85 80-90 


4. スク リュ ー 形 定置 式 コ ンプ レッ サ 


構造 的 に は , 前 述 の ボー タプ ブル コン プレ ッ サ に 示し た 
と お り で , 簡単 に 説明 を 加え る と , ケー シン ダ 内 部 に 大 
きく ね じ れ た 2 本 の ロー タ が あり , これ は 山 面 に 4 枚 の 
背 を 持っ た 奴 ロ ー タ また は 思 面 に 6 枚 の 歯 を 持っ た 明 p 
ー タ の か み 合 い に より , 多 景 の 油 を 注入 し な が ら ロ ー タ 
お よび ケー シン グ に 閉 ま れ た 歯形 空間 内 の 底 気 を 圧縮 す 
る や も の で ある 。 
また 構造 上 礎 和 部 分 が 全然 な く , 高速 回 皿 が 可能 で , 
水平 対向 形 (パラ ンス 形 ), また V,W.,X 形 よ り 小形 
怪 量 どなり, コンプレッサ と し て は 完 な も の と いえ よ 
う 。 前述 の よう に 油 を 多量 に 注入 し な が ら 次 気 を 圧縮 す 
る た め 。 
圧縮 中 に 発生 する 熱 を 油 で 直接 冷却 する た め に 圧 
縮 温 度 の 調 が で き , 等 温 圧 緒 に 近づく の で その 効 
率 が よい 。 

⑳ 油 に よっ て ロー タ 形 問 お よび ケー シン グ と の シ 
ー ル を 行なう の で 内 部 に お ける 圧縮 空気 の 漏洩 が 少 
な く , し た が っ て 効率 が よい 。 

(| 油 に よっ て 冷却 する の で , 高圧 力 比 で も 空気 の 温 
度 が 上 が ら ず , 1 段 で 高圧 力 比 を 得る こと が で き 
る 。 

それ ら に つけ 加え て , 摩耗 に よる 損耗 部 分 が 少な いた 
め 保 守 , 推 持 費 が 割安 と な る 。 高 速 回 転 (1,700<6.200 
TPm) で ある の で ベ デ リン ゲ 等 の 交換 を 要する が , 他 
の 機種 に 比べ て 役 々 た る も の で ある 。 図 一 2 に 簡単 か 据 
付図 を 示す 。 

以上 の よう に , コン プレ ッ サ と し て は 完全 な ほど の 長 
所 を 有する が , た だ 一 つ 見 逃す こと の で き な い 欠点 も あ 
る 。 すなわち . 前 述 ボ ポー タプ ブル コン プレ ッ サ に お いて 基 
干 触 れ た よう に , スク リュ ー 形 な る が ゆえ に アシ ローダ 
の 構造 上 (吸入 し ぼり 方 式 )。 無 負荷 時 の 消費 動力 は 負 
稚 時 の 7080 祖 と いう 大 き な 数 字 を 示し て いる 。 こ れ 
は 汎用 コン プレ ッ サ の 3ー4 倍 の 数 字 で ある 。 
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図 2 スク リュ ー 形 定置 式 コ ンプ レッ サ 据 付図 


建設 工事 用 と し て の ュ コンプレッサ の 稼働 率 は 非常 に 変 
動 が 大 きい こと か らし て , 長期 間 使用 の 場合 は 十分 に 検 
討 を 本 する と 思う 。 む だ な 電力 の 消費 は いか に し て も む 
だ で ある 。 大 容量 て 300 kW 以上 ) の も の に つい て は 
アン ョ ー ダ 方 式 を 解決 し て いる と 開く が , 建設 工事 用 と 
し て の 小形 , 中 形 (75ー200 kW 級 ) は 価格 上 の 問題 か 
らい まだ 未 解 決 と は は な は だ 残念 で ある 。 


5. 今後 の 課題 


いま 訪 ん に 叫ば れ で いる 央 音 と 振動 に よる 公害 対策 
シー ルド 工法 に より 低圧 コン プレ ッ サ お よび 圧縮 機 の 無 
油 化 か と 思う が , これ ら に つい て す で 人 た 知り つく され て 
いる や も の や も ある か と 思う が 簡単 に 記述 する 。 

(1) 職 音 と 振動 

コン プレ ッ サ の 務 音 は お も に 吸入 空気 音 と 吐出 空気 音 
で ある 。 そ の う ゃ 吸入 空気 音 が 駆 音 の 対象 な な る 。 それ 
より 以前 に 双 音 の 基準 で ある が , 都 条 例 に よる と 表 一 2 


表 --2 由 音 基準 表 
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情 友介 人 
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和夫 ン | 2 


の よう に 定め られ て いる 。 ま た 大 阪 府 交 合 科学 技術 委員 
会 肛 音 防止 委員 の 報告 に よる 日常 生活 環境 に 及ぼ す 駄 
音 の 影響 は 表 一 3 の よう で あり , これ に よる と , すべ て 
コン プレ ッ サ の 発生 音 は この 範囲 に 入る 。 メ ー カ に お い 
て や , 誠意 研究 され て いる よう で ある が 、 まだ 完全 な も 
の と いえ る や も の は 少な い 。 こ れ に 関し て で は メー カ お 8 よび 
ユー ザ と も に 真剣 に 取組 まね ば な ら な いと 思う 。 

決 に 防 振 で ある が 防 振 設 守 が 振動 抑止 の 方 法 で 行く 
か 振動 絶 線 の 方 法 で 行く か いずれ か で ある 。 ど ちら ゃ 
基礎 自体 の 振幅 を 許 鶴 範 朋 に 抑え る 目的 に は 変わ り は た 
い 。 一 般 に 図 一 3 に 示す 共振 曲線 ゲラ フ に 示す よう に , 
胡 礁 自身 の 固有 振動 敷 と 加 振 振動 数 の と の 比 を 大 きく 
と る こと に より ,。 基礎 振幅 を 小さ くす る こと が 可能 で あ 
る 。 

防 振 抑止 の 方 法 。 すなわち 固定 支持 法 の 場合 は , 基礎 
の 固有 振動 数 を 加 振 力 振動 数 より 大 きく と る 方 法 で , 振 
動 数 が 3 一 4cps 以下 の 機械 に 限ら れる 。 具体 的 に 基礎 
は ブリ ロック 広 く 藻 い 形状 と する 。 振動 数 が 6cps 程度 以 
上 に な る と 固定 基礎 で は むずかしく , この 場合 , 振動 絶 
線 の 方 法 , すなわち 紗 性 支持 法 を 取る 。 こ れ は 基礎 の 周 
有 振 動 数 を 加 振 力 振動 数 より も 逆 に 小さ く と る 方 法 で 。 
基礎 と 機械 と の 間 に 弾 性 片 を 入れ 機械 を 紗 性 支持 させ 
て 機械 一 弾性 乾 系 の 力 の 伝送 を 小さ くし , 基 碗 に か か 
る 力 を 低 滅 さ せる も の で , 弾性 上 は 一 般 に 防 振 ゴ ム が 使 
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用 きれ て いる 。 

し か し それ ら に 先立っ て , 

① 機械 の 発生 する 振動 性状 。 加 振 力 , 衝撃 力 

⑧ 機械 基礎 の 発生 する 振動 性 状 
等 を 十分 調査 研究 の うえ , 振動 に よる 公害 防止 に 努め ね 
ば な ら な いと 思う 。 

(2) 無給 油 化 

従来 コン プレ ッ サ は 特別 な 場合 を 除い て は ほとん ど 気 
体 中 に 油 を 含み , それ が 微細 な る 粒子 と な っ て 圧縮 空 
気 中 に 混入 し , ドレ ン と し て 使用 され る 機器 に 障害 を 与 
えて いた 。 最近 特に シー ルド 工事 の 活発 に より 圧 気 工法 
の 採用 に よっ て その よう な ドレ ン , また は 油 ミス ト が 作 
業 環境 を 悪く し , 作業 者 の 健康 障害 を 生 ぜ し め , 強い て 
は 作業 能率 の 低下 を きた し て いる 。 

以上 の 状態 か ら 無 給 化 が 注目 され る よう に な っ た 。 し 
か し 無給 油 コ ンプ レッ サ は 測 消 式 コ ンプ レッ サ と 違っ て 
ピス トリ ング , シー ル , また は バル プ の 気 宙 保 持 等 が す 
で て 幣 燥 状態 で 行なわ れる た め , 体積 効率 , 全 断 前 効率 
等 が 汎用 コン プレ ッ サ に 比べ て 労 る 欠点 が ある 。 こ れ は 
カー ポリ ング 等 の 耐久 性 ある 材質 の 使用 に より 将来 は 解 
決 さ れる も の と , メー カ に 多大 な る 拓 待 を 寄せ て いる 次 
第 で ある 。 


(3) 低圧 コン プレ ッ サ 

コン プレ ッ サ の 無給 化 と 同時 に シー ルド 工事 の 発達 に 
伴っ て 低圧 式 コ ン ア レッ サ Q.5 こ 3 kg/cm') が 取上げ ら 
れ て いる が , 現在 の と ころ 人 易 的 に 汎用 コジ プレ ッ サ の 
高圧 側 の シリ ンダ ブロ ッ ク を 交換 する こと に よっ て , まま 
た は 高圧 シリ ンダ を その まま 利用 し , 高圧 側 を 吸入 用 と 
し で イシ ター ター ラ の 中 間 部 を 加工 し 。 吐出 と する 方 法 
が と られ て いる 。 

し か し これ ら と は 別に 低圧 専用 コンプ レッ サ を 製作 し 
採用 きれ て いる が , 特に 設計 し た 機種 で は な く , 前 人 述 の 
シリ ンダ 交換 また は イン ター クー ラ の 加工 を 工場 側 に お 
いて , 出荷 時 に メー カ の 資 任 に お いて や る だ け の こと で 
ある 。 価 格 の 面 に お いて は 変わ り は な いよ う で ある 。 

ここ に お いて 低圧 専用 形 を 購入 する か 。 ま た は 汎用 機 
を 購入 し て シリ ンダ の 入 舌 え で 使用 する か は 建設 工事 に 
お ける 転用 性 (運用 性 ) を 考え る な ら ば , 各々 ユー ザ の 
購入 技術 お よび 家庭 事情 に よる も の で あっ て , 一 日 に 判 
断 す る こと は むず か し い 。 従来 か ら ケ ー ツ ン 工 事 に お い 
て 低圧 を 用 いた が , 大 部 分 は 減圧 弁 を 使用 し て こと た り 
て いた よう で ある 。 これ や 前 述 の よう に , 近年 に お ける 
シー ルド 工事 の 発展 に よる 産物 と いえ よう 。 


浅学 葵 才 な る 小生 が , こと も あろ うに 経験 則 か な 音 先 蔵 方 々 の 前 に , 圧縮 機 に つい て 云々 と は 也 ず か し き 
次 第 で あり ます が , 小 生 も 勉強 の た め に と 筆 を 運び まし た 。 知ら ちぬ と ころ は 触 わら ず に 恐る 乱 る 進み 。 責任 
枚数 へ と 進み まし た 。 も し 太一 に も 不備 な 点 が あり ます な ら ば 寛大 に ご 容 艇 くだ さい ます よう お 願い いた し 


ます 。 


いずれ に し まし て も , 可 搬 式 コ ンプ レッ サ ま た は 定 慎 式 コン プレ ッ サ の 進歩 改良 は 驚く も の が あり ます 。 
これ に 従事 され 日夜 研 究 に , 生産 に , 精 励 さ れ て お られ ます 方 々 に お 礼 を 申し 上 げ ま す 。 わ れ わ れ 建 設 業 
の 機械 化 も , また その 発展 も 皆さま 方 の 依存 する こと 多大 で あり ます 。 以 上 。 紙面 を 汚さ ぬこ と を 折り な が 
ち 結び と いた し ます 。 ま た 末 葉 で あり ます が , 記載 に あたり , 数 々 ご 散 授 さだ さっ た 方 々 に , 紙面 を 借り て 


深く 感謝 いた し ます 。 
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XI]. 建 


1. ま え が き 


か つて 本 誌上 で 郡 氏 の 執筆 で 「 建 設 用 ポンプ の 現状 」 
と 燃 し て , 一 般 に 使用 きれ て いる 「 憶 心 ポ ンプ 」 に つい 
て 紹介 が あっ た の で , 今回 は な る べく 重要 を さけ る た 
め 。「 ポ ンプ の 国内 に お ける 一 般 的 動向 」 と 今後 伸び 
る 可能 性 の ある ボ ど ンプ に つい て 二 , 三 紹介 する こと に し 
た 。 


2. ポン プ の 国内 に お ける 一 般 的 動向 


1) 一 般 的 動向 

上 下水 道 , 農業 用 排水 時 立 , 濃 深 , 道路 散水 洗 
交 , 土 本 現場 の 湖水 , 雨林 の 排除 , 建築 用 と し て は 給水 
用 , 排水 用 , 防火 お よび 消火 用 , 暖房 , 冷房 , 娯楽 用 な 
ど , あら ゆる 用 途 に 使用 され る ポン プ の 稲 類 と 数 量 は 極 
め て 多い 。 わ れ わ れ が この 多岐 多様 に わた る ポン プ に つ 
いて 一 様 に 希望 する こと を 要約 二 れ ば , 次 の 3 点 に し ぼ 
られ よう 。 

③ 性能 が よい も の で ある こと 

⑮ 取扱 い が 容 易 で , 過酷 な 条 件 に も 燃え 得る 構造 の 

も の で ある こと 

8 価格 が 低 訂 で ある こと 

① の ポン アプ の 性 能 に つい で は , 効率 の 高い ポン プ を 設 
計 製 作 す る こと で あり , 最近 で は 効率 90 完 以上 の 大 形 
ポン プ も 製作 され る よう に な っ た 。 ポ ンプ 効率 の 向上 は 

- 小形 り ず 巻 ボ ンプ な どの 日 本 工業 規格 改訂 案 の な か に も 
この 傾向 が 現われ て いる 。 し た が っ て 今後 も 効率 の 改善 
に つい て は メー カ は 懸命 の 努力 を 続け る で あろ う 。 

⑧ の ポン プ の 構造 に つい て は 、 取 扱い が 容易 で 堅 定 で 
ある こと が 条件 で , 最近 は 自 胡 式 うず 巻 ボ ンプ , 水中 モ 
ー タ ポン プ 。 大 形 の も る の で は チュ ー プ ラボ ンプ な ど が 用 
光 を 浴 す る よう に な っ て き て いる 。 

の ポン プ の 価格 に つい て は , 特に 抽 用 性 の 高い ポン 
プ に つい て 仕様 , 構造 , 材質 , 寸法 , な ら び に 価格 を 標 
準 化 し 完成 曲 と し て 在庫 する 機種 と , 半 組 立 品 また は 
部 品 で 在庫 する 機種 と 二 つ の 生産 方 式 を 採用 し , コス ト 
ダウ ン を は か っ て いる 。 今後 は ます ます この 範囲 が 拡大 
きれ で いく で あ ち う 。 

* 農林 省 肛 地 局 書 誠 部 設計 斉 


本 則 定 雄 * 


(2) ボ ポンプ の 自動 化 
上 下水 道 用 , 農業 用 排水 な どの 大 規模 な ポン プ 設 備 で 
は , 1 人 制御 ある い は 遠隔 1 人 制御 の 運転 方 式 , また は 
自動 運転 , 自動 制御 , ポ ンプ 運転 の 自動 化 が 目立っ て き 
で いる 。 こ れ は 電気 機器 の 最近 の 著しい 進歩 と , 人 件 費 
節減 の 一 般 社会 状 剖 の 流れ に 治っ て , 必然 的 に 生じ た 現 
象 と いえ よう 。 な お , この 傾向 は 単に 大 規模 ポン プ 場 の 
み に と ど ま ら ず , 遠隔 俳 地 , ポン プ 構 造 の 特殊 性 に より 
運転 の 自動 化 は ます ます その 人 囲 を 拡大 し て いる 。 
Ca) 自動 運転 
ポン プ の 起動 , 停止 の 判断 を 他 の 機構 か ら あ た え , 順 
次 連動 させ る も の を いい , 次 の 三 通り に 区 分 され る 。 
⑦① 1 人 制御 連動 操作 (ワン マン コン トロール う ) 
1 人 の 運転 者 に より 、 運動 の 超 硬 , 停止 の 判断 を 
発し , 機 側 に お いて 順次 運動 され る 。 
⑧ 避 隔 1 人 制御 (リモート コン トロ ー ル う 
1 人 の 運転 者 に よる 判断 は ③ と 同様 で ある が , 指 
含 を 遼 隔 地 より 発信 する も の を いう 。 
③ 全 自 動 操作 
無人 化し て 完全 に 自動 化し た も の 。 
(b) 自動 制御 
連動 動作 を 行なう ほか , ポン プ の 運転 の 調節 動作 を 行 
な う も の で , 次 の 四 通 り に 区 分 され る 。 
@ 水位 制御 
吸水 位 また は 吐出 水位 
@ 水圧 制御 
ポン プ 吐 出 圧 また は 管 末 端 圧 , タン ク 圧 な ど 
⑧ 流 基 制 御 
@ 動力 制御 
(3) 水没 対策 の 進歩 
ボン プ の 設置 場所 に よっ て は , 送水 距離 が 著しく 長く 
な り , か つ , 配管 が 地形 に そっ て 多く の 起伏 を も っ て 伏 
設 き され る 場合 、 ポ ンプ を 運転 し , 弁 を 開放 し て 送水 中 に 
停電 な ど に より , 急 に ボン プ 虹 動 を 絶つ と 送水 管 中 の 水 
は 急 に 流速 を 減じ つい に は 逆流 に 転じ , 管内 圧力 に 大 き 
な 昇降 を 生ずる いわ ゆる 水 撃 現象 (ウォ ー タ ハン マ 現 象 ) 
に つい て , 最近 は 図式 解法 や これ ら に も と づく 図表 ( 代 
表 的 な も の は パー マキ アン 氏 お よび 金野 教授 の チャ ー ト 
が ある ) が 公表 され , 容易 に ウォ ー タ ハン マ 現 象 を つか 
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むこ と が で きる よう に な っ て , これ ら を 回 難 する た め の 
方 策 が 計 と られ る よう に な っ た 。 お も な 幅 小 方 法 を 列挙 
する と 次 の と お り で あ ち 

フラ イ ホ イー ル を 設け て 回転 慣 性 CD* を 増大 

させ 。 回転 数 と 管内 流速 を ゆっ くり 変化 させ る 。 

⑧ 吸気 草 を 設け て 負 庄 発 性 個所 に 空気 を 自動 的 に 送 

込ま せる 。 

⑧ ワン ウェ イサ ー ジ タン ク を 設け て 負 圧 発生 個所 に 

水 を 自動 的 に 送 込む 。 こ の 場合 タン ク の 設 層 場所 に 
吟味 を 要する 。 ま た , 必要 に より 複数 と な る 場合 も 
ある 。 

④ サー ジ タ ン ク を 設け る 。 こ の 場合 は ウォ ー タ ハン 

マ に 対し て は 完全 の 防止 対策 に な る が , 設備 旨 が 過 
大 と な る 。 

水 撃 現象 (ウォ ー タ ハン ジマ) の 計算 法 , 対策 な ど に つい 
て 詳細 に 説明 する 必要 性 を 痛感 する が , いずれ 適当 な 機 
会 に 譲る こと に し て , 今回 は 水没 現 象 の 理論 的 究明 と そ 
の 対策 に 相当 の 研究 が 進み 、 最 近 で は ほとん ど 実 害 の な 
い 処 慌 が な な され て いる こと を 報告 し て お くに と ど め る 。 

(4) 模型 試験 

近代 設 側が 加 備 され る に つれ て , 在 束 模 型 実験 で 換算 
せ ざ る を 得 な か っ た 大 形 ポ ンプ が , 日 径 3.000 mm 程度 
の も の は 実物 試験 が 可能 で ある よう な 設備 が 各 メ ー カ に 
お いて 完成 され て いる 。 ま た 検 型 も 精度 の 商い も の が 般 
作 さ れ , アクリル 樹 腹 製 の 透明 ケー シン グ に スト ロボ ス 
ョ コープ の 併用 に よる 運転 中 の キャ ピ テ ーション な どの 摘 
宗 , ピトー 堆 , オシ ログ ラフ, トル ク メ ー タ な どの 測定 
問 具 が 実用 向き に 採用 され て いる 。 模型 と 実物 の 性 能 換 
匠 に つい て は , 日 本 機械 学会 の ポン プ 究 員 会 に お いて 「 措 
型 に よる ボン プ 試 験 の 方 法 」 の な か で 検討 され で いる 。 
現在 , わが国 で 使用 され て いる 横型 ボン プロ 径 は , 260 
mmー400 mm 程度 の も の が 圧倒 的 で も ある 。 こ れ は 主 と 
し で 実験 設備 の 問題 と .。 いま ー つ は その 付近 の 大 き さ の 
もの が 制作 な ら び に 測定 し や すい 点 に ある 。 ま た 模型 実 
験 の 結果 の 換算 中 特に , 問題 に た な る の は 効率 で ある 。 従 
来 水車 関係 で は Moody の 式 が 多く 採用 され て いた の 
で , ポン プ に つい て ゃ も Moody の 第 3 公式 が 多く 使用 さき 
れ て いる よう で ある 。 す な わ ち Moody の 第 9 公式 を 紹 
介する と 次 の と お り で ある 。 

守 1 DTI 
(人 ) ( 学 
ここ で , が : 効 率 
の : ポン プ の 代表 直径 
如 : 全 揚 程 
學 記 号 を 付 し て ある も の は 栓 型 ボ ンプ を 示 
す 。 


3. 水中 モー タ ポ ンプ 
従来 の 水中 モー タ ポ ンプ と 称 さ れる も の は , 水中 部 に 


羽根 車 を 設け , 地上 に モー タ を 取付 け , その 間 を 軸 で 連 
千 し た 形 (いわ ゆる ポア ー ホ ー ル ポン プ ) の も の で , 井 
戸 が 深く なれ ば 中 間 軸 が 長く な り , いろ ちい ろ の 支障 を き 
た す の で モー タ を 水中 代 設 け , 軸 を な くし 。 羽根 車 と 
直結 きせ る こと が 長年 の 念 昨 で あっ た 。 モ ー タ を 水中 に 
設け る た め の 絶 緑 性 の 問題 は 、 モータ の 巻 線 に ボリ エチ 
レン 被膜 な どの 合成 樹脂 を 使用 する こと に よっ て 完全 
な 防水 線 が で きる より に な っ た 。 こ の 問題 が 解決 され て 
急速 に 水中 モー タ ボ ンプ が 発展 し 最近 で は 地下 水 , 上 
下水 道 , 農業 用 排水 , 土木 建築 用 と 多種 多様 の 方 面 に 安 
心して 使用 され る よう に な っ た 。 以 下 。 水 中 モー タ ボ ポン 
プ に つい て 概略 を 述べ る 。 

(1 ) モー タ の 形式 

モー タ の 形式 に つい て は , 各 メ ー カ と も 特徴 を も っ て 
いる が , 現在 製作 され て いる も の を 大 別 す れ ば 舟 式 。 水 
温 式 , 油 漬 式 の 三 つ に 大 別 さ れる 。 

(a) 凝 式 

内 部 に 汚水 の 浸入 を 防止 する た め 。 完全 な 水密 構造 の 
も の で な けれ ば な ら な い 。 し か し な が ら 軸 封 装置 が 困 召 
で , モー タ 内 部 へ 水 の 和 浸入 する の を 防止 する た め 、 常に 
点検 補修 を 必要 と する の で , 長 時 間 運 岐 する も の に は 不 
向き で ある 。 

(b) 水 遂 式 

水中 モー タ ポ ンプ を 据付 ける 前 に 内 部 に 清水 を 封入 し 
て お く 。 運転 に よっ て 坦 こ る 水温 変化 に よっ て 内 部 の 水 
が 出入 り し な いよ う 肝 張 調 毅 装 置 を 具備 し , 外部 の 異物 
捧 水 の 浸入 を 防止 し て いる 。 こ の 方 式 に は 封 水 形 と モー 
タ 内 外 の 水 が 賀 流す る 方 式 と が ある 。 

モー タ の 構造 は 、 コイ ル 自 体 が 完全 防水 性 と な っ て い 
る の で 、 水 に よる 絶縁 は 安心 で ある が , 暴 物 第 の 浸入 に 
より 回 岐 部 等 を き損 する 恐れ が ある の で 軸 中 通 部 に は 十 
分 な 配慮 が 必要 で ある 。 


(e) 油 濱 式 
モー タ の 内 部 を 油 縮 に し て お く 方 式 で 。 こ れ も 外 部 か 
ちら の 汚水 の 浸入 を 防止 する た め 完 全 密封 則 封 装置 《( メ カ 


ニー カルシ ー ル ) を 採用 する こと に よっ て 長 時 間 運 転 に 耐 
え 得 る 構造 に 設計 され て いる が , ガー 池 漏 れ 等 が 生ずる 
場合 を 考 虎 し て , 上 水道 に は 不 向 き で ある 。 し た が っ 
て , この 種 の ふ の は 。 庄 水 処理 , 土木 工事 用 , 農業 排水 
用 と し て 使用 され る 。 

(2) 水中 モー タ ポ ンプ 構造 の 一 例 

図 一 1 は 一 般 に 深井 戸 用 と し て 上 水道 , 工業 用 水 等 に 
使用 され る 水中 モー タ ポ ンプ の 構造 を 示し た 。 こ の 種 の 
ゃ も の は 日 算 200 mm まで の 比較 的 小 日 径 が 多く , 必要 に 
応じ て 500mm まで は 梨 作 され て いる 。 

Cs) ケー シン ダ 

ポンプ ケ ー シ ン グ は 高級 鋳鉄 製 で 羽根 車 か ら の 流速 を 
効率 よく 圧力 に 変換 する ディ フェ ー ザ を 設け て いる 。 
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図 -1 
水中 モー タ 鹿 ジ プ 構 財 図 
(b) 羽根 事 


羽根 車 は 合理 的 な 三次 元 形状 羽根 で 材質 の お も な も の 
は 青銅 製 が 多く , また 羽根 車 に は バラ ンス リン ゲ な ど に 
より 軸 推 力 を バラ ンス し て いる 。 

Cc) ポン プ 則 受 

草 受 メダル は 特殊 青 人 銀製 が 多く 軸受 内 に ご みや 砂 が 
浸入 する の を 防止 する た め シ ー ル 装置 を 具備 し て いる 。 

rd) 層 ジ プ 詩 則 

ボン プ 宇 軸 に は 羽根 車 が 固定 され , 各 ケ ー ジ ング を 貰 
通す る 部 分 に は 砲 金 ス リー プ を は め 


い ス テン レス 鋼 な ど を 使用 し て いる 
プ 主 軸 と モー タ 主 軸 は カッ プリ ング 
に 才 結 され , 動力 を むだ な く 伝 達し て いる 
(主軸 が 短い こと が 本 ボン プ の 特徴 で ある )。 

Ce) 水中 モー タ ( 封 水 式 を 説明 する ) 

水中 モー タ は 詩 水 式 で 据付 ける 前 に 内 郊 
に 清 水 を 封入 し て お く 。 運 転 に よっ て 起こ 
る 水温 変化 に よっ て 内 部 の 水 が 出 入り し た 
いよ う 胎 居 調 整 装置 を 価 え て いる か ら 外 部 
の 異物 , 汚水 が 浸入 する 恐れ は な い 。 モー 
タ 下 部 に は 自動 調 心機 構 の ステラ スト 軸受 が 
あり , 残留 軸 推 力 を 受 持っ て いる 。 ス ラス 
ト 軸 受 材 は 特殊 合成 樹脂 製 が 多く 用 いら れ 
て いち る 。 モー タ は 7.5kW 以下 は 直入 起 


図 一 2 潜水 ボン プ 構 造 図 


写真 一 1 新川 机 排 沙 科 場 横形 円 筒 可動 恨 訪 ポン プ 模 型 窒 状況 


動 , 11kW 以上 は 人 - へ 起動 を 標 
準 と し , 水中 ケー ブル は 絶縁 性 の 高 
い 心 線 プ チル ゴム 外 被 タロ ロ プ レジ 
ケー プル な ど を 使用 し て いる 。 2 極 
200 V 級 を 標準 と し て いる が 4 極 ま 
た は 3.000 V 級 も 製作 され て いる 。 
図 一 2 は 水中 モー タ ボ ポジ プ また は 
潜水 ボン プ と 呼ば れ , 比較 的 大 形 口 
径 1.000 mm まで 製作 され て お り , 
土 本 建築, 農業 排水 な ど 泥 沙 汚水 で 
ゃ 十分 耐え 得る 構造 の ポン プ で あ 
る 。 羽 根 車 は 斜 流 形 , 軸 流 形 の 二 通 り 
あり , モー タ の 東端 に 直接 下向き に 
取付 けら れ , 最 下部 に ある スト レー 
ナ を 付 し て 揚水 する 。 羽 根 車 か ら 通 
過 し た 水 は ガ イド ペー ンジ に より 沙 加 
され た の ち モ ー タ の 周囲 を 通り 最上 
部 吐出 口 か ら 排出 きれ る 。 モ ー タ 内 
前 述 の よう に 乾式 。 油 漬け , 
上 水 式 が ある が 多く 使用 され て い 
る の は 油 漬け , 封 水 式 で ある 。 


4. チュ ー ブ ラ ボン プ 
近年 新しい ポン プ 形 式 と し て 注目 を 集め て いる も の に 
プラ ボン デ プ (tubular pump) また は 別名 ロー ルポ 
"rohr pump), 円 簡 形 ポン プ と 称す る も の が ある 。 
チュ ー ブ プラ 形 の も の は 水車 と し て は 短 分 以前 か ら 利用 き 
れ て いて 歴 昌 も 古い 。 こ の ポン プ は 掲 程 が 中 低 掲 程 で , 
一 般 の ポン プ に 比 < E 量 , 上 屋 不 用 等 に よる 建設 工 
事 旨 の 節減, 運転 操作 の 簡便 な こと が 特徴 で あり , 今後 
在 来 の 一 般 ポ ンプ に 代 # の 種 の ポン プ が 伸び る で 


チ 
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図 -3 柄 形 幸 液 了 チュー ブラ ボン プ の 本 池 男 つ 
前 述 の よう に 合成 樹脂 の 発展 に より 完全 に 解決 され , 外 
部 より 侵入 する 恐 れ の ある 異物 汚水 等 を 精密 な 軸 密 封 
装置 の 開発 に より 安全 性 に 対す る 信頼 性 を 高め て いる 。 
《15 チュ ー ンプ の 形式 
チェ ュ ラボ ンプ は 不 必要 な 曲り 部 な ど を な くし , 高 
効率 の 軸 流 形 , 斜 流 形 の : を も つ 1 ンプ で あ 
り , 大 形 の も の は 且 放 , 小形 の も の は 北 閉 の 2 方 式 を 採 
用 し て いる 。 
(2) 開放 形 チ ュー ブラ プ の 構造 
水中 に 位置 する 電動 機 , 弟 減速 機 な ど を 収納 する 機 
械 室 は 大 気 に 開 放さ れ , 容易 に 取付 け , 取り は ず し が 可 
能 で ある 構造 に た っ て いる 。 こ の 種 の ポン プ は 超大 形 に 
多く , 最近 は 爆 林 省 北 農 政局 新 川間 業 水 利 事業 
いて , 新川 河口 に 口径 4,200 mm の 世界 最大 の 横形 
ポン プ が 発注 され て 製作 段階 に 入っ た 
の 概要 を 紹介 す 
新川 河 唱 排 水 機場 の 計画 条件 
⑬ 総 排水 量 240 mi/sec 
@ 内 外 水位 計画 内 水位 て ) 0.60m 
計画 外 水位 (て +) 1.40m 
計画 実 揚程 2.00m 
運転 範 囲 ( 実 揚程 に お いて ) 
0.00 っ 2.40m 


⑧ ポン プ の お も な 仕様 
形 式 横形 円 筒 可動 羽根 出 流 ポン プ 
設備 台 敷 6 台 
ロ 径 "4.200mm 
計画 排水 量 "40m'sec 
計画 実 揚程 2.0m 
計画 全 揚 程 ~2.6m 
ポン プ 回 転 数 約 68 rpm 
電動 機 回 転 数 約 980rpm (50 サイ クル 6p) 
電動 機 由 力 1.300kW 
ポン プ 効 率 90.1 祖 (保証 ) 
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皆 証 効率 96.5 多 C 放 上 還 ) 
内 章 
操作 太 式 gawW 
。 ーー 砂 人 自動 3 
操作 秩 5 自動 ・ 手 動 切換 開 開 狼  *w ぁ y フ リック 
ーー 1 人 連動 操作 
ご 旨 に ーー- 深 RUE 
内 一 単独 操作 
機 側 作 角 単 独 操作 
模型 ポン プ 要 項 の 決定 


模型 ポン プ は その 測 点 間 の 人 揚程 を 実物 ポ 
ンプ と 同一 値 と し て 次 の よう に 要項 を 決定 
し た 。 
横型 ポン プ 用 電動 機 を 50 サイ クル ,8 極 , 
735 rpm と すれ ば 
回 転 比 W/W ヵ 三 687735 
寸法 比 の / カ =10.8 
これ に より 模型 ポン ダ は 
日 径 の 。 890mm 
排水 量 20.5 mmin 
全 揚 程 
回 転 数 W 785rpm 
ポンプ 最高 効率 82 欠 
図 一 3 は 超大 形 チ ュー プラ ボン プ の 一 例 を 示し た も の 
で ある 。 駆 重 装 置 を 納め る 機械 室 は 鋼板 製 と し て 囲い 
機械 室 に は 自由 に 出入 り で きる よう 宛 子 。 タ ラッ プ な ど 
を 設け る 。 こ の 機械 室 は 水路 の 中 央 に 位置 する こ 
る の で 水流 の 妨害 に な ら な いよ う 配 虚 す る 必要 が ある 
また 機械 密 の 漏水 に つい て は , 制 密封 装置 を 設け て こ 
れ を 完全 に し , 電動 機 の 発熱 , 音 の 反 秀 , 温度 差 に よる 
水滴 現象 な どの 防止 に , 電 動機 は 通風 装 岬 , 水 滴 に は ドレ 
ー ン 用 ポン プ な ど を 配慮 する こと が 必要 で ある 。 ま た , 
操作 制御 装置 は 補 隔 制御 を 原則 と し て 設 財 場 所 は 自由 に 
選択 で きる 。 
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図 -9 チュ ー ブ プラ テ ボ ンプ を た て に 据付 けた も の 


① 形式 は 普通 の 横形 則 流 ボン プ , 横形 斜 流 ポ ンプ と 
な ん ら 変 わら な い が , 羽根 車 を 水中 に お ける の で 立 
形 ポ ンプ と 同 せ 特徴 が 生ま れ , 真空 ポー プ な どの 付 
属 機器 が 不 必要 と な り , し た が っ て 運転 操作 も 菩 
化 で きる 。 

⑧ 一 般 の ポン プ に 比較 し て 管 路 長 さ が 短く , さら 
屈曲 も 少な い の で 損失 水頭 が 小さ く な り , 全 掲 程 が 
同じ 実 揚程 点 で 小さ く な る の で , 掲 水 効率 が よく な 
る 。 大 容量 の ポン プ に な れ ば この 効率 の わずか な 差 
が 電気 料金 な どの 維持 管理 費 に 大 きく 英 く こと を 考 
虎 せ ね ば な ら な い 。 

⑧⑱ 据付 心 出 技術 に つい て は , 一 般 の 徒 型 ポ ンプ と ほ 
と ん ど 変 わり が な い 。 

③④ 立 軸 ボン プ に 比較 し て 建設 費 が 安く な る 。 

以上 特徴 を 列挙 し た が , まとめ て いえ ば , 横形 立 疹 

西 ポ ンプ の メリ ッ ト を 痕 ね 価 え た ポン プ で ある と いえ よ 
5 


図 一 10 チュ ー プ テラ ボン プ を 舎 め に 据付 けた も の 


(4) 交 閉 式 チ ュー プラ ボン デ プ の 構造 

本 形式 の も の は 比較 的 小形 の も の 口径 1,500 mm 程度 
まで の チュ ー ブ ラ ボン プ に 用 いら れる 形式 で ある 。 
図 一 4 は 概要 を 示す も の で , ポン プ 電 動機 , 減速 機 は 
閉 放 形 と 違っ て 円 筒 内 に 密閉 され で 収納 され る 。 こ の 機 
械 室 は 支柱 に より 外 ケ ー シ ン ダ に 固定 され る 。 し た が っ 
て , 揚水 は この 機械 室 と 外 ケ ー シ ン グ の 聞 を 流れ る 構造 
と な っ て いる 。 も ちろ ん 務 動 装置 は 由 密 封 装 置 に より 完 
全 に 外部 か ら 異物 , 汚水 の 浸入 を 防止 し て いる 。 ボ ンプ 
の 羽根 車 は ,。 ケー ジング 内 の 軸受 に より 支持 され , 軸受 
の 油 消 は 多く の 場合 油 油 消 方 式 を 採用 し て いる 。 
減速 機 は , 普通 同心 と する た め 遊 星 歯 還 を 使用 する 場 
倉 が 多い (て も ちろ ん 一 般 の 平行 歯車 を 使用 し て いる も の 
も ある )。 

最近 ポン プ に 盛ん に 使用 され 始め た 遊 失 北 車 に つい て 
述べ る 。 遊 遇 歯車 の 主要 部 品 は 太陽 歯車 , 複数 個 の 遊 量 
純 還 , 内 歯 事 お よび 遊 時 腕 よ り 成 立っ で いる 。 こ れ ら の 
うち 内 画 車 , 遊 量 腕 の いずれ か を 固定 する か に より プラ 
ネタ リ 形 と スタ ー 形 の 2 形式 に 分 けら れる 。 プ ラ ネ タ リ 
形 は 高速 軸 と 低速 二 の 回 転 が 同 方 向 で あり , スタ ー 形 は 
商 速 還 と 低速 軸 の 回 転 が 逆 方 向 で ある 。 ま た , プラ ネタ 
り 形 は 肉 車 , スタ ー 形 は 遊 早 腕 を 固定 し た も の で 。 こ 
れ ら 2 形式 の いずれ を 採用 する か は , 変速 比 , 入力 軸 と 
出力 軸 の 回 転 方 向 に よっ て 決定 され る 。 太 陽 歯 車 , 遊星 
商事 は ヤマ パ バ 歯車 で 内 上 紀 車 は 左 医 へ スパ 症 に 分 か 
れ , ギヤ カッ プリ ング で 連結 され て いる の で 分 解 組立 が 
容易 で ある 。 この 事 の 特徴 は 前 述 の よう に 

④ 原動機 と 披 動 機 が 一 直線 上 に 並び , 設備 全体 の 据 

付 面 積 が 小さ く な る 。 

@ 複数 個 の 遊星 歯車 が 同時 に 太陽 事 お よび 内 雌 車 


表 一 1 湾 量 秦 車 交 速 枢 の 種類 と 選択 


Ti。" 李 た 還 世 | 
5 了 
| アラ ネタ | 親 き -12| 同和 と 呈 ト デ | | 由 代 
| 
守 
ター | 肥 2-| 館 方 和 kh LA 多 和 
1 5 
特 」 
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ママ EL 土 2.35 


ロ 任 L200mm 
全 揚 相 2.4m 


此 出 屋 189mWmin 
回 転 需 220rpm 


図 一 1 立 形 ボ ンプ と チュ ー プ ラボ ンプ の 握 付 け 比較 図 の 一 例 


電動 隔 10kVW(5P) 
民生 記法 計 加 人 四 式 


と か み 含 いす る 機構 で ある か ら , 一 対 の 歯車 に か か 
る カカ が 小さ く な り 。 し た が っ て 歯車 が 小さ く , 軽量 
で ある 。 
⑬ 滅 速 比 も 普通 の も の より 大 きく と る こと が で きる 
( 変 連 比 箇 囲 は 約 3 こ 12)。 
⑬ 弟 が 小形 化 き れる た め , か み 全 ゆい 周 束 が 小さ く 
な り 、 歯形 歯 面 も 高 精度 に 加工 する こと が 可能 で , 
また 伝達 動力 が 均一 化 さ れる こと に より 耕 も 低く 
効率 が 高く な る (ef 主 98 錠 ) 
以上 の 利点 を 総合 的 に 判断 する と き , ポン プ 用 の 減 加 機 
は , 今後 遊 量 益 車 を 利用 し た 方 が 得策 で ある と いえ よ 
う 5 
次 に 電動 機 に つい て は 一般 に 電動 機 の 固定 子 わ むく の 
外側 に 水 の 通路 と な る 外人 箇 を 設け た も の で ある 。 冷却 は 
自選 ファ ン を 回 転 子 に 取付 け て 行ない , また 吐出 水路 は 


電動 機 の 冷却 効果 も 補足 し て いる 。 

(5) 密閉 式 チ ォ ー プ ラボ ンプ の 特徴 

先 に 述べ た 開放 式 チ ュー プラ ボン プ と 同一 の 特徴 を も 
つた め 省 略す る こと に し て で は 播 付 方 泌 の メリ ッ 
ト に つい て 述べ よう 。 す な わ ち | 8 10. 
に み ら れ る よう に , 立 。 終 , 棋 , 自由 に 直 択 し て 据付 け 
られ る ば か り で な く , ポン プ 本 体 を 完全 に 水 に 漬け る も 
の , また 点検 な ど を 容易 に する た め 壁 を 設け る こと も で 
きる 。 ポ レブ の た め に 特に 建屋 を 必要 と せ ず , 据付 面積 
に つい て も 狭小 で た り る の で 建設 費 が 大 幅 に 節減 で きる 
は ず で ある 。 図 一 11 は 1, 200 mm の 同一 仕様 の 立 形 由 流 
ポン プ と 比較 し た も の で ある 。 


5. む お す ぴ び 


以上 , 水中 モー タ ボ ンプ , チュ ー プ ラボ ンプ に つい て 
概略 説明 し た つも り で ある が , 最近 の 恒久 設備 と し て の 
ポンプ 場 を みる と き , 建築 工事 の 近代 化 に 伴 , 形状 。 
色彩 等 外観 上 実に 立派 な 上 屋 が 随所 に 見 受け られ る 。 も 
ちち ん これ ら の 傾向 を 真 向 か ら 否定 する も の で は な い 。 
ポン プ 場 の 規模 , 周辺 の 彫 響 か ら 当然 の つり 合い を 考え 
た うえ の 上 屋 も 必要 で あろ う 。 し か し , 本 来 ポン プ 場 の 
上 時 と は , ポン プ を 格納 する た め の も の で ある と 単純 に 
着 り きっ て 考え て し まえ ば , チュ ー ブ プラ ボン プ の よう に 
上 屋 を 必要 と し な い ボ ンプ こそ , われ われ が も っ と も 期 
待 し て いた 理想 像 の 一 面 で ある と 断言 すれ ば 過言 に な る 
だ ろう か 。 特 殊 な 使用 条件 を 除き ,。 チュ ー ブ プラ ボン ブ の 
優位 性 が 一 般 に 認め られ , か つ メ ー カ が さら に 低廉 で 機 
能 の 向上 に 日 夜 た ゆま ぬ 欠 力 を 続け られ る な ら ば 建屋 
な し の , し か も 機械 部 の 見 えな い , 操作 員 も いな い ボ ポン 
プ 場 が 全国 各地 に 普及 され る 日 の 避 か らん こと を ひそ か 
に 期待 し つつ , 筆 を お く 次 第 で ある 。 
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XIV. PERT に よる 工事 管理 
5. 建築 工事 の 工程 管理 に 使わ れ た PERT 


(その 1 ) 工場 建築 に 使わ れ た PRRT の 実例 


1. はじめ に 


わが 国 の 建築 業 に ネッ トワ ー ク の 技法 が 導入 され た の 
は 1962 年 頃 の こと で ある 。 こ の 同じ 年 , アメ リカ で は 
すでに PERT/COST が 国防 害 と 航空 宇宙 局 に お いて 発 
表 さ きれ で お り , その 意味 か ら 日本 の 建設 業 へ の 導入 は 決 
し て 早い も ゃ の と は いえ な か っ た 。 し か し 日 本 の 建設 業 に 
お ける その 後 の 並 及 の 状況 は 極め で めざまし いも の が あ 
り , 現在 で は アメ リカ の 建設 泉 に お ける 普及 程度 を は る 
か に 上 回 る 状況 に ある 。 し か し ネッ トワ ー ク 投 小 に よる 
管理 対象 を , 単純 な 時 間 か ら コ スト や 労働 力 , ひ いて は 
建築 工事 の 総合 管理 へ 拉 張 する 問題 に な る と わが 国 で は 
現在 で も あま り 見 る べき 成果 が あげ られ で て いない の が 現 
状 で ある と いえ る 。 と この 点 ,。 アメ リカ の 建設 企業 で ネッ 
トワ ー ク の 利用 を 行なっ て いる と ころ で は , 実に 徹底 し 
た 利用 が 行なわ れ て いる よう で ある 。 

さて この よう な 建設 企業 の 動向 を 背景 と し て , 日 本 旭 
築 学会 の 材料 施工 委員 会 で は 「 ネ ットワーク 分科 会 」 を 
つく り , ここ 数 年 来 ネ ットワーク 技法 と それ の 建築 に お 
ける 工程 管理 へ の 適用 の 問題 に つ い て 検討 を 進め て き 
た 。 そ し て その 成果 は 昭和 43 年 9 月 「" ネ ットワーク 
に よる 工程 の 計画 と 管理 " の 指針 ・ 同 解説 」 と し て 日 本 
建築 学会 か ら 玩 行 され た 。 

ネッ トワ ー タ 技法 は 線 返 え し の な い プ ロジ ェクト の 計 
面 と 管理 全般 に 適用 し うる 一 般 了 的 技法 で あり 。 建 築 工事 
の た め の ネ ットワーク 技法 と いっ た も の は あり えな ゆ 。 
それ に も か か わら ず , この 指針 で は わが 国 建設 業 の 実状 
に 沿っ た いく つか の 提言 が な され て いる 。 し た が っ て 建 
築 工事 に ネッ トワ ー ク を 適用 する 一 般 的 な 方 法論 に つい 
て は 上 記 「 指 針 ・ 同 解説 」 に よっ で いた だ きた い 。 

この 小 論 で は 指針 で の 考え 方 や 記号 を 基礎 に し て , あ 
る 現実 の 工場 建築 を 例 と し た ネッ トワ ー タ に よる 工 得 計 
画 の た て 方 に つい て 述べ て みた いと 思う 。 こ の 例 は 簡単 


ー 水利 設 ( 株 ) 友人 


荒 林 時 送 


で は ある が , 軍 数 ア ョ ジェ クト の 形 を と っ て お り 、 単 一 
プロ ジェ クト の それ に 比べ で 若干 せ ず か し い 間 題 を 含ん 
で いる と いえ る 。 

2. 建築 工事 に お ける ネッ トワ ー ク の 実例 

まず 図 一 1 の よう な 3 工区 か 
ら な る 工場 建築 の 日 程 計画 を 
ネッ トワ ー ク に 組立 て て みよ 
う 。 

この 導 工 区 を 完成 する 
どの よう な 作業 が 必要 か を 洗い 
出し , 各 作 業 の 所 要 時 間 を 見 征 


① 腺 科 度 
っ た 結果 は 表 一 1 の よう に な っ mr 協 
た 。 こ の 作業 に 順序 づけ を 行 な 郭 製 品 人 席 
えば ネッ トワ ー ク 工程 図 を 作成 図 -+1 
ある 工場 の 配置 図 


する こと が で きる 。 し か し この 
場合 , 作業 の た め の 資 源 (労働 力 , 機械 仮設 資材 ) の 
利用 を めぐ っ て 工区 別に いろ いろ な 順序 関係 が 考え られ 
る 。 し か も 後述 する よう に この 遥 席 関 係 を ざ の よう に と 
= て 工期 に 溢 が 生ずる の で , 十分 検討 を 必要 と 


る か に よ 
する = 
まず 最初 に 作業 の た め の 資 源 は 無制限 に 利用 可能 で 
ある と し よう 。 こ の よう に 考え る と 。 各 工区 は 独立 に 作 
業 が 進め られ る の で , ネ ットワーク を 組ん で みる と 図 一 
2 の よう に な る 。 こ の 計画 に お ける 必要 労働 力 の 山積 み 
の 例 を 根 切 , 基礎 コン お よび 鉄 電 に つい て あげ る と 図 一 
3 を うる 。 図 一 3 を みる と , 時 期 に よっ て 必要 な 労働 力 


表 -1 作業 り 9 スト 
人 | の | | 画 | 計 
る 。 | gm| Wgl ml @g 
⑯ 基礎 コン ・ 理 諾 90 30 に 100. 
@ 北 征 四 万 10 1 1 44 
@⑳ > に 浅 間 | 0 40 1 190 
@ 住 + 『 40 40 150 230 
g 靖 振 - 性 上 間 7 7 12 26 
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に は か な り 変動 が あり, これ ら 資 源 の 調達 は き 
わ め て 不 経済 で も る と いえ る 。 そ こ で 資源 の 利 
用 最 の 凹凸 を 少な くす る た め , 工期 は 若 王 伸び 
る が 工区 別 の 着工 時 点 を ずら し た 計画 を 組ん で 
みよ う 。 

さて , ここ で まず むず か し い 問 題 が 生じ て く 
る 。 つ まり 工区 別 の 力 工 順序 を どの よう に する 
か に よっ て 工期 に か な り 差 が 生ずる と いう こと 
が それ で ある 。 こ こ で の 例 で は , 工区 別 施工 順 
序 に 3!=6 通 り の 組合 わせ が 考え られ る 。 こ の 
如 工 順 訟 と それ ぞ れ の ネッ トワ ー ク 計算 の 結果 
を 表 に まとめ て みる と 表 一 2 の よう に な る 。 こ 
の 表 か ら 各 作業 の 所 要 時 間 は 等 し く で も, 施工 
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表 一 2 工区 別 施工 央 序 と 工期 
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順序 を どう と る か に よっ て 工期 が 最低 394 日 か ら 最 高 
451 日 まで の か な り 大 帆 な 変動 を する こと が わか っ た < 
この うぅ ち 最 短 工 期 の ①ー⑪ 表 と いう 施工 順に よる 
ネッ トワ ー ク を 搬 い て みる と 図 一 4 の よう に な る 。 

ここ で は 工区 が 三 つ 程度 で あり , その すべ て に つい て 
ネッ トワ ー タ を 組み 立て , 計算 を 行なう こと も それ ほど 
困難 で は な い 。 し か し この 順序 は ヵ ! で 上 え られ る た め 
4 工区 と も な る と その 順列 は 24 通り と な り , それ ら の 
すべ て を 検討 する こと は か な り め ん どう で ある 

順 放 関係 が 変わ る に 従 が っ て 工 坦 が どの よう に 動 す 


i 
i 
1 
1 


0 よっ だ ネットワーク (口内 は EST) 


ちか を 一 般 式 で と ちら え る こと は か な り サ ず か し いと 思わ 
れる 。 

し か し 各 工 則 を 独立 に 施工 し た 場合 に ケリ ティ カル に 
な る 工 往 , た と えば , 2 で は 第 思 工 区 が どの よう な 
場合 に ちゃ ク リティ カル と な る こと は 一 般 的 に 明らか で あ 
る 。 そこ で この 性 質 を 利用 し で 最短 工期 に 近い 施工 順 褒 
を 見 つけ る こと は それ ほど 困難 で は な い 。 そ こ で この よ 
うな ーー つの ネッ トワ ー ク を 見 つけ た な ら , これ を 析 癌 図 
表 な いし は 図 一 5 の よう な サイ クロ グラ ム の 形 に 表わし 
て みる と よい 。 な お サイ タロ ゲラ ム は 棒 線 図表 の 機能 に 
加え で 出来 高 状 況 を 明らか に し て お り , 使い 方 に よっ で 
か な り 便利 で ある 。 

図 5 に お いて は じ め の 2 作業 ⑳⑩, ⑮⑪, つま り 根 切 と 
基礎 コン タリ ー ト に は 時 間 軸 に 並行 な 屈折 が な い が , ⑨ 
以下 の 作業 で は 途中 に 時 間 軸 に 並行 な 屈折 施 分 が ある 。 
この こと は 作業 ⑮, は 工程 の 途中 で 決 の 工区 へ 移る 場 


100 150 200 250 300 350 394 人 台 の 待ち 時 間 は な い が , ⑯ 以 下 の 作 業 で は 時間 則 に 並行 
1 My 5 が な 師 り 場 部 分 だ け 次 工区 へ 移る 待ち 時 間 が ある こと を 示 
(OAI 半 - 十 。 そ こ で 実際 の 工程 計画 に あたっ て は , まず 第 刀工 区 
賠 較 農 m 農 較 を さら つっ の 小 : に 区 
ゃ の 二 の e(D 凡 9 の 捕 電 2 分 する こと に より 4 工区 と 
0 0) の IT 6) 人 漠 提 し た 。 そ し て 次 に 労働 カ 
8 の 思 0 7 収用 は 械 切 と 鉄則 に つい て 
p MM 62、 人 に 清和 の み 考 を, あと の ダミ ー は 
30 12 59 kd 19 < て 
9 鉄人 國 ma)a 較 人 上 すべ て 切断 し た 。 
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結 一 6 実際 に 現場 で つく られ た キッ トリ ー 


この よう に し て つく っ た 


ヶ 実際 の ネッ トワ ー ク の 例 が 


60 
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図 一 6 で ある 。 こ の 図 で は , 図 一 4 の 場合 に 比べ 


WS 用 5| 6 5 還 3 志 | 画 ] 40 ] 1 1 

て 工期 が 半分 程度 まで 短縮 され てい る 。 こ の よう ド 二 記 間 Eggd mi を て 55 に 
な 工夫 を 加え れ ば この 工期 を さら に 短縮 する こと | mg FT に 語 
も 可能 で あろ うし , また 資源 の 適正 配分 も 可能 で コー 宇 eng: 凍 
あろ ら 。 こ こ で は 実際 に 作ら れ た 一 つの 例 を 示し | コッ トド 一 幸三 
た に すぎ な い 。 届 

この 工事 は 昭和 43 年 5 月 20 日 に 着 エエ し , 年 ーー ダ 各 
内 の 完成 を 目指 し て 計画 され た 。 図 -6 は 単に キ | jm と 

ットワーク に よる 時 間 計算 を 行なっ た も の に すぎ (m ーー 


な い の で , 次 に 実際 の 歴 日 と の 対応 関係 を つけ な 
けれ ば な ら な い 。 

そこ で 歴 日 換算 表 を 表 一 3 の 様式 で 作成 し て みる 。 図 
一 6 と 表 一 3 を 比較 する こと に より , この 工事 は 12 月 


表 一 8 暦 日 換算 表 


図 一 7 ネッ トワ ー ク ( 図 一 6) の 倫 線 グラ フ 化 
30 日 一 ば いで 完成 し うり る こと が わか る 。 し た が っ て 最 
後に 図 一 6 の ネッ トワ ー ク を わか りや すい よう に 棒 線 図 
で 表現 し て みる と 図 一 7 の よう に な る 。 

棒 線 図 は 各 作 業 の 長 さ が 時 間 軸 と の 対応 関係 に お いて 


PPT 1 時 | 表現 きれ で いる た め , ネッ トワ ー ク 工程 図 に 対し て 見 や 

本 間 ) ep 回 9 | | | て 和 楓 を も っ て い S。 析 は 害さ れる べき も の で 

請 昌 数 CH) | 12 | 4| | ⑳| 81| 39| な く , ネッ トワ ー ク 工程 図 の 補助 と し て 大 い に 利 用 きれ 

人 8 頁 | ュ gl 馬 | Al が る さき で あみ りう 

全数 | mm | m| ml mm gl| mm 天 m な お, ここ で の 工程 の 順 庁 関 係 , 作業 の 分 測 」 ダ ミー 

前 の 切 逢 と いう 問題 は , 単 一 プロ ジェ クト の 場合 に も 工期 
ーッ ュ に 短縮 の 方 法 と し て 利用 し 5 る 一 般 的 な 方 法 で ある 。 

(その 2 ) 建築 工事 に 使わ れ た PERT の 一 般 的 事例 
小早川 洋 夫 郎 * 
通じ て 得 た 一 般 的 な 事例 を 二 , 三 述 べ な が ら 
笛 りな 事例 述べ , 間接 的 な が ら 役 


PERT と 呼ば れる 新しい 工程 管理 技法 が わ が 国 に 導 
入 に され て すでに 6<7 年 に な る 。 こ の 間 , 官 民 各界 に わ 
た っ て 普及 努力 が 重ね られ た 結果 , か な り 定 着 し て きた 
も の と 券 え て よい で あろ う 。 そ し て 特に OR 学会 が 
PERT 関係 用 語 の 混乱 を 防ぐ こと を 目的 と し て JIS 用 
語 と し て 登録 し た こと , また 建築 学 合 が ネッ トワ ー ク 分 
科 会 を 発足 させ , 43 年 9 月 に 「“ ネ ットワーク に よる 
工 租 の 計画 と 管理 " の 指針 ・ 同 解説 」 を 発行 し た こと な 
ど は ネッ トワ ー ク 手法 が 今後 ます ます 発展 し で 行く こと 
を 約束 する も の と 思わ れる 。 

貧者 は た また ま 所 属す る 会 社 に お いて 社内 普及 に た ず 
さわ っ た も の で あり 、 ま た 上 記 建 築 学会 分 科 会 和 員 と し 
で 指針 作成 の 末席 を けが し た も の の 一 人 で ある 。 こ の 立 
場 か ら 標題 に 関す る 原稿 依頼 を うけ た の で ある が 、 残念 
な が ら 建 設 機械 関係 の 読者 に 直接 役に立つ よう な 実例 を 
も ちあ わせ て いな い の で , いま まで ネッ トワ ー ク 普及 を 
-* (株 ) 必中 務 大 - 


立て ば 幸 送 と 考え る 次 第 で ある 。 
2. 実用 的 な 時 間 計 算法 


ネッ トワ ー ク の 時 間 計算 に は 大 きく わけ て 二 っ の 方 法 
が ある 。 一 つ は 電子 計算 機 の 内 部 計算 と か 表 に よる 手 計 
算 の よう に ネッ トワ ー ク 上 で 直接 計算 し な い 間接 的 な 計 
算法 で , PERT 導入 の 初期 に は こ の 方 法 が 主流 を な し 
て いた 。 しかし, まもなく 手 計算 に お ける この 方 法 で は 
も の すご 時 間 が か か り 。 か つ 詩 算 間違い を 起こ し や す 
いこ と が わか っ た た め , 機械 計算 の マル ゴリ ズム の 理 解 
た 役立つ ざら い の 意 味 し か な く な っ て し まっ た 。 他 の 一 
つ は 図 一 1 に 示す よう な 手順 で ネッ トワ ー タ 図 上 で 直接 
計算 する 方 法 で , 手 計算 の 場合 一 般 に 推奨 され て きた も 
の で ある 。 

これ に 対し て 筆者 は ネッ トワ ー ク 図 上 で 直 接 計算 する 
も う 一 つの 方 法 を 早く か ら 提 案 し で いる の で 以下 に その 
説明 を 行なう 。 こ の 手順 は 図 一 2 に 示す よう に た なり , 図 
ー1 と 異な る と ころ は トー タル フ ョ ロー ト (以下 TEF と 略 
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時 開 引 ・ 
。 役 時 刻 の 計 算 
(前 進 計 間 ) 


図 -1 ネッ トワ ー タ で 行なう 時 間 計算 の 手順 
(I 旧 来 の 方 法 ) 


の フリー プロー ト トー タル フロ ー1 ュ ディ 
2 計 放 シアン ト フ ーF の 8 


( 請 信 計算 ) (人 計 閥 ) 
較 -3 ネッ トワ ー ク の 上 の 上 で 行なう 時 間 計 算 の 手順 
(筆者 提案 の 方 法 ) 

す ) と ディ ベン デン ト フ ョ ー ト (以下 DF と 略す) を フ 
リー フロ ー ト (以下 FF と 略す ) か ら 計算 する こと で あ 
る 。 す な ち わ , TF と DF は FF を ペー ス と し て 区 に 
示す よう なか 近 次 計算 法 に よっ て 求め る も の と し て いる 。 

DF(&, の = ニア ー7 ッ 

TF( ヵ お = の (みお +FF は が 

DFG, の =min TF( ふ お 


DeW 
た だ し 
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7 : 計算 工期 
7 : 指定 工 其 
ットワーク に お ける 作業 と 結合 点 の 集合 

5 が: 相 陸 る 任意 の 結合 点 番 号 
ヵ : 終了 結合 点 番号 

この 計算 法 は TF を 求め る こと を 最終 目的 と し た 場 
合 , 最 遅 開始 ・ 終 了 時 刻 (以下 LST、LFT と 略す ) の 
計算 を 行なわ な いた め 図 一 1 の 方 法 に 比べ て 圧倒 的 に 申 
いこ と が あげ られ , 特に 工程 管理 上 重要 と 思わ れる ある 
値 以下 の TF (た と えば TF<0) を 求め る と き , 図 


の 方 法 で は すべ て の 作業 の TF を 求め て か ら で な いと わ 
か ら な い の に 対し , この 方 法 で は 求め ん と する ある 値 以 
下 の TF だ け を 終了 結合 点 か ら 逆順 に 芋づる 式 に た どり 
な が ら 求め る こと が で きる 。 ま た 。 この 方 法 は 最早 開始 
・ 終 了 時 刻 以下 EST, EFT と 略す ) に よる タイ ム ス 
ケー ル 工 程 図 と 関連 し て 理解 し や すく 。 タイ ム ス ケ ー ル 
工程 図 は この 計算 法 の 図解 灘 と いう こと が で きる と いっ 
た 特徴 を も っ > て いる 。 


3. LST, LFT タイ ム ス ケ ー ル エエ 程 図 


ネッ トワ ー ク に よる 工程 計算 管理 に お いて , 特に 手 計 
算 の 場合 視覚 的 に も っ と も 多量 の 情報 を 具備 し て いる 
も の と し て 横 軸 を タイ ム ス ケ ー ル 化し た 図表 を あげ る こ 
と が で きよ う 。 ネ ットワーク 自身 作業 の 順 庁 関係 が 明確 
に わか る こと の ほか に , タイ ム ス ケ ー ル 化す れ ば 作業 時 
刻 , フロ ー ト な ど が 一 目 で わか る よ う に な る か ら で あ 
る 。 一 方 , 図表 と いう も の は 元 来 固定 的 静態 的 な も ゃ の で 
ある か ら , 性 と た び 工 程 に ずれ を きた す と た ち ま ち 見 ず 
らく な る 欠点 を も っ て いる 。 つ まり , ネッ トワ ー ク ー つ 
の 効用 が 計画 段階 で 十分 評価 され る に も か か わら ず , 管 
理 段 階 で 成功 し た 例 を あま り 開 か な い の は この た め と 思 
われ る 。 

と ころ で , タイ ム ス ケ ー ル 工程 図 に は 図 一 3 に 示す よ 
うな EST、EFT に よる も の と , 図 一 4 に 示す よう な 
TST,LEFT に よる も の の 2 種類 ある が 一般に は 前 者 
が 圧倒 的 に 多く 使用 され て いる 。 し か し この 場合 , 工程 
に ずれ が 発生 する と 上 述 の 欠点 が その まま まあ て は 
まり , 一 度 書 いた 工程 図 を 書き か えな いか ぎり 非 
常に わか り に くく な る こと が 指摘 され て きた 。 


そこ で 此 者 は LST,LFT 工程 図 の 方 が EST 
EFT 工科 図 より も 管理 上 数 段 優れ て いる こと を 
提唱 し て いる 。 そ の 理由 は 現在 進行 中 の 作業 の 現 
時 点 に お いて 所 有する TF が LST,LEFT 工程 図 
に よれ ば 一 目 で わか る と いう こと か らき て いる 。, 


エエ ュ 」 ょ 」 ょ 」 ょ と ト ュ エー コキ と ュー 
013346678001334S67a9912315078901 すなわち 。 図 一 4 に 示す よう に きょう 現在 に お け 


図 一 8 EST,EFT タイ ム ス ケ ー ル 工程 図 


る 実施 線 が きょう の 暦 日 線 を 通過 し て いれ ば 通過 
し た 日 数 だ け TF( 一 0) が あり , 通過 し て いな い 


月 3 
ンー 腸 合 は それ に 概 する 日 数 だ け 遅 れ て いる て マイ ナ 
5 と ーー ス の TF を も っ て いる ) こと を 示す 。 こ れ に よっ 
1 レ 6 2 -、 て 作業 開始 の 優先 順位 を TF の 少な い 作業 か ら と 
\ 


いう こと に すれ ば , この LST、LFT 工程 欧 E で 
イン スケ ジュ ー リ ング を 行ない な が ら 工 程 を 進め 
て で 行く こと が で きる と いう こと に な る 。 ま た , こ 


の 工 得 図 は フロ ー ト が 前 に ある た め 心 理 的 安心 感 
か ら と か く 開 始 時 刻 が 遅れ , 管理 上 好ま し く な ゆい 
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と いう むき も ある が , 実施 線 が きょう より た え ず 
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図 一 4 LST,LFT タイ ム ス ケ ー ル 工程 図 


た 問題 と は な ら な い 。 
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4. 標準 ネッ トワ ー ク 人 


(2) 3 gw 半生 中 表 叶 上 旧 9 ( 半 ま ) (人 Y) 


ネッ トワ ー ク の 応用 に は 大 きく 


わけ で 二 つ の 方 向 が ある 。 一 つ は 
ネッ トワ ー ク 自体 が 視覚 的 に 見 や 
すい と いう 利点 を 積 抑 的 に 活用 せ 
ん と する 方 向 で あり , 他 の 一 つ は 
電子 計算 機 を 利用 し て 材料 ・ 労 務 


・ 門 金 な どの 時 系 列 的 な 計画 管理 
を 行 な 5 方 向 で ある 。 こ こ で は そ 
の 両者 の 例 と し て 建築 工事 に お いて た び た び 出 て くる 部 
分 工事 の 順序 関係 を 標 准 化 せ ん と する 試み に つい て 述べ 
て いる 。 

(1) 左官 工事 に 関す る 擦 準 ネッ トワ ー ク 

建築 工事 の 標準 仕様 書 に は 施工 順序 に 関す る 規定 が 多 
く , それ ら は すべ て 文章 で 表現 され て いる 。 図 一 5 は 圧 

『 工 各 を ネッ トワ ー ク に 表現 し た も の の うち の 例 で ある 
これ に よっ て 左官 工程 は 一 目 央 然 と な る 。 

(3 ) 仕上 げに 関す る 標準 ネッ トワ ー ク 

建築 工事 に お いて 比較 的 出現 疾 麻 の 高い 仕上 げ 工事 に 
対し て , その 工事 で 発生 する 作業 の 順 席 関 係 と 時 間 的 関 
係 を 標準 化す る と 次 の よう た 利点 が で て くる 。 

⑤ 作業 順序 を 標準 化し , 図式 化す る こと に よっ て 有 
』 また 


庁 に 対す る 開心 を た か め 。 その 検討 を 稚 易 に 
初 般 社員 に 対す る 教育 効果 が 期待 で きる 。 
@ 概 準 工期 の 設定 に よっ て 工期 面 か ら み た 仕上 げ 付 


る 。 


店 キル タル ビー ルル ペン 和 キ 人 き 
E 


図 -5 左 家 工 事 に 関す る 標準 ネッ トワ ー ク の 例 (内 部 聖 ま た は 天井 モル タル ) 


料 の 比較 が で きる 。 

⑧ 設計 部 の 方 で 仕上 げ 表 を 規格 化し , それ に 対応 し 
た 標準 ネッ トワ ー タ を 作成 する こと に より , 施工 上 の 得 
失 を 設計 面 に 反映 させ る こと が で きる 。 

③④ 建築 工程 で は 仕上 げ 工 程 が 一 番 複雑 で ある の で , 
仕上 げ 工 程 を 栗 准 化し て お け ば 全体 工程 図 の 作成 が 非常 
に 容易 と な る 。 また , この 標準 ネッ トワ ー ク を 電子 計算 
機 に サ プ ネ ッ ト と し て 格納 し て お く こ と が で きる よう に 
すれ ぜ ば 計算 機 の 利用 も た い へ ん 楽に な る 。 

図 一 6 は 以上 の 利点 を 考慮 し て 作成 し た 標準 ネッ トワ 
ー ク の うち の 一 例 で ある 。 
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(1) キット ワーク に よる 工程 の 計画 と 管理 の 指針 ・ 同 解説 
日本 建築 学会 明和 43 年 9 月 
3) 原田 育 , 小早川 遍 : ネ ットワーク 方 式 に よる 工 租 管 
理 に お ける 時 間 的 企 錦 に 関す る 研究 
日 本 建築 学会 論文 集 昭和 43 年 11 月 
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図 一 6 仕上 げに 関す る 標準 ネッ トワ ー ク の 例 (事務 室 ) 
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カト ウ 20THC 形 アー ス ド リ ル 


1. ま え が き 


基礎 工事 用 大 口径 せん 孔 機 械 と し て の 施工 時 は , さら 
に 大 口径 へ の 傾向 と と も に ます ます 増加 の 一 途 に ある 。 
この 施工 法 に つい て 大 別 す る と 。 オー ルケ ー シ ン グ 工 法 
《 グ ラブ バケ ッ ト 工 法 ), 素 握 ・ 泥 水 工法 (ドリ リン ダバ 
ケッ ト 工 法 ), 静 水 圧 工法 (リバ ペー ス サ ー キ ュ レ ー シ ョ 
ン 工法 , この 工法 に お いて 揚水 方 式 に エア リフ ト 
ンプ サク ショ ン 式 の 2 種 が 実用 され て いる ) の 3 工法 に 
よる も の が 大 勢 を し め て いる こと は 周知 の と おり で あ 
る 。 

本 機 は T を K アー ス ド リ ル 20 TH 形 の 姉妹 機 と し 
て 実績 と 経験 に 基づき 性 能 の 向上 上 と 使い や すき , 軽量 化 
等 を 目標 に 新規 開発 し た も の で , 施 は オー ルケ ー シ 
ング 工法 に よる 握 削 口径 1.2 m まで の 施工 と リバ パー ス サ 
ー キ ュ レ ーション 工法 用 の アタ ッ チ メン ト の 装備 に よる 
標準 掘削 口径 1.2m まで の 施工 が で きる 2 ウェ イ 方 式 の 
も の で ある 。 


2. 特長 と 機構 の 概要 
ドラ イブ 方 式 は 、 1 台 の 余裕 ある ディ ー ゼ ル エ ンジ ン 


図 -! オー ルケ ー シ ン ダ 工 法 作業 図 


* (株 ) 加藤 製作 所 設計 課 課 長 代理 


前 田 慶三 * 


に よる 例 油 圧 
性 が 高く , か つ 高 性 能 に な っ て いる 。 メ 
イン ウィ ンチ の ドラ イブ 系 統 は 直結 の 流 
体 継 手 と プロ ベラ シャ フト を 介し て スパ 
イラ ル ベ ベ ペル ギャ 砂 速 装置 と ドラ ムギ ヤ 
減 連 装置 より な り , ウィ ンチ ドラ ム に は 
外 縮 式 の バン ドク ラッ チ お よび プ ブレーキ 
装置 と 安全 ロッ ク 装 置 を 装備 し て いる 。 
補助 ウィ ンチ は プー ム に 剛 し た 油圧 シ 
リン ダ 形 の も の で ある 。 

走行 装置 は 車体 の 左右 に 取付 けら れ た 
低速 回 転 の 高 ト ルク 星 形 油 圧 モ ー タ が 左 
右 の タロ ー ラ を 単独 に ドラ イブ し て い 
る 。 し た が っ て 左右 の ケロ ー ラ を 逆 方 向 
に ドラ イプ する と , その 場 旋回 が で き 。 
片側 の カケ ロー ラ を ドラ イブ する と 片側 旋 
回 が で きる 。 こ の た め 狭 い 現場 内 の 移動 


1 得度 の 楼 械 


化 部 27 ) 


等 は この 機動 性 が 発揮 され る 。 ま た 作業 姿勢 より アウ ト 
リガ を 上 げ , トッ プ ケ ー シ ン グ や グラ ブ バ ケッ ト 等 を 取 
付け た まま で 現場 内 の 移動 が で きる た め , くい の 心 朋 し 
作業 が 非常 に らく で ある 。 

せん 孔 時 の 垂直 精度 の 保持 の た め た オー ルケ ー シ ン ダ 
工法 の と き は ケー シン ダグ キャップ を 介し て ガイ ド 装 置 に 
より ケー シン グ が 案内 され , また リバ ー ス サー キュ レー 
ショ ン 工 法 の と き は ウォ ー タ スイ ベル が 案内 され る よう 
に な っ て いる 。 さ ら に ケー シン グ 建 込 時 に お ける 垂直 諾 
調整 用 の 油圧 装置 が 付け られ て いる の で 。 建 込 時 の 垂直 
度 の 修正 が 容易 で ある 。 

チュ ビン グ 装 置 は 申 形 の 左 有 2 本 の 油圧 シリ ンダ に よ 
り 掘 動 運 動 を 行ない , この 運動 を ケー シン ゲ に 伝え る た 
め の バ ンド ブロ ッ ク を 締付け る 油圧 シリ ンダ と 上 下 動 さ 
せる た め の 左 右 2 本 の 油圧 シリ ンダ と , さら に この 撮 動 
運動 を 連続 的 に 行なわ せる た め の コ ント ロー ル 装 置 より 
失 成 され て いる 。 こ の 油圧 系 統 は エン ジン の フロン ト 部 
に 直結 され た 1 吾 の ダブ プル 形 の ギヤ ポン プ か ら の 2 流 の 
油 庄 を 3 個 の 六連 形 四方 切換 パル プ に より , チュ ビ ピング 
装用 は も ちろ ん 。 走行 用 。 リ バース サー キュ レー ショ ン 
工法 用 の ロー タリ テー ブル 用 , 補助 ウィ ンチ , アウ トリ 
が 等 に 分 配 さ れ て いる 。 き さらに チュ ビン グ 装 置 の 所 動 運 
動 の コン トロ ー ル 用 と 排 土 装置 お よび 垂直 度 調整 炎 置 各 


ろ ん の こと 。 複合 操作 に 対す る 不 合理 さ が 生じ な い 回路 
に な っ て いる 。 

握 動 運動 に 対す る 反 力 は 車体 重量 に よる 地面 と の 摩擦 
力 に より 受け られ る の で ある が , 前 部 アウ トリ ガ は ベー 
ス と ケー シン グ ガ イド を か ね た 一 体 構 造 に た っ て いる の 
で , 前 部 の 左 有 方 向 の 揺れ は ケー シン ダグ に よっ て も ゃ 防 直 
され て いる 。 ま た 後部 アウ トリ が ガ は 揺れ 止め を 考 應 し た 
構造 の 採用 に より 後部 の 掴 れ を 完全 に 防止 し , 動 運動 
の 能力 を フル に 発揮 で きる よう に な っ て いる 。 

運転 操作 は ウィ ンチ 操作 と チュ ビン ダグ 操作 の 2 名 の オ 
ズレ ー タ に より 行なわ れ , 事 体 中 央 の 運転 席 で 集中 操作 
が 行 な を る よう に すべ て の 装置 が 監視 で きる 。 ま た リバ 
ー ス サー キュ レー ショ ン 工 法 時 に お ける オペ レー タ は 1 
名 で 行なえ を る よう に な っ て いる 。 

グラ ブ パ ケッ ト 等 の 掘削 工具 類 は 従来 より 用 いら れ て 
いる 20TH 形 の も の が 共用 され , リバ ー ス サー キュ レ 
ーション 工法 用 の アタ ッ チ メン ト $ ゃ 従来 より 用 いら れ て 
いる RAC-150 形 ,RSAC-150 形 等 の も る の が 共用 され る 。 


3. あ と が き 

以上 , 機械 の 概要 を 説明 し た が , 公害 規制 の 双 音 , 振 
動 等 の 問題 に つい て は 一 層 少 な く , 施工 費 , 機械 コス ト 
等 も より 安く する べく 和 努力 する こと は も ちろ ん 、 す で に 


の 油圧 は エン ジン の ドラ イブ シャ フト より V ペ ルト に よ ご 使用 いた だ いて いる ユー ザ の 方 々 を は じ め , 多く の ご 
り ド ライ プ さ れ て いる ダブ ル 形 の ギヤ ポン プ に より 供給 批判 を いた だ き , 今後 さら に 施工 の 合理 化 に 努力 する 所 
きれ て いる 。 したがって, 各々 の 装置 の 独立 操作 は も ち 存 で ある 。 
表 -1 性 衣 語 却 一 覧 表 
重 Ed リド 7YIEOT7TTT1 
衝 重 量 | 交 33.000Me 9 閉 軒 | 岬 動 | た タ 令 火 
す 閉 全長 * 全 和 = 半 記 (ml を 角度 症 肉 
作動 計 二 10.695x 2820* 120 EE24D 記 上 
人 系 半 動 | 7.80z 3.820*10.430 引導 力 趣 夫 
| ッッ | MT 。 掲 吉舎 罰 計 大 0 
史 -120m WW Am 
に 9292 7 
60-120m 約 200m 縛 科 カ 角 央 |77.250Me 
原 動 層 ] 名 枯 | いす * DIF100 且 ア ディー ゼル キン ジョ テ 9 ト 前 部 アウ 1 リカ が 
3 弐 |4 サ 1 タル 水浴 頭上 寿 直 列 和 熱 室 天 LE 開 内 | デー ドー ダ ゴイ | 信 肖 圧 鈴 失策 靖 
邊 大 ト ル | mke/1400 mm 宙 座 を リン ダ 出 力 | 28025z 2ke 
赴 焼 空 億 聞 力 |188 PS/1.800 mm 碧 圧 テリ シダ スト ロー タク 500m 
一 野間 症 由 測 力 」】50 PS/1.800 rm 司 全 プ ウト リガ 
則 導 タン と 9 全量 |150 2 訂 二 | 放 礎 挫 作 リン タ 義 
六 全 基 計 | 彰 式 | 滑 訂 駅 動 壮 式 滑 甘 シリンダ 遇 力 | 28.125x ke 
看 帯 境 間 皿 苑 | 坦 靖 寺 往 3.000m 寺 庄 テリ ンダ ォ ト ロー か 170m 
* 220m ブー ム | を * 彼 個 用 請 シ リッ ダ | 
規 幣 出 ※ ど ビュ ゃ チ |600z251m お まげ 病 式 ] キラ ニオ ッ 本 
鐘 地 眉 | 0.6k/e* 排 寺 装置 | 滑 庄 シ リッ ダ 出 力 | 900* 2Mg 
中 リ 汗 度 |L45km/hr 末 ほ タリ ンダ ぇ トロ ー タ | 1.120mm 
(な だ し 直 特 速度 は エンジ シ 同 転載 1.800 rm の 時 で ある ) 排 圭 用 輝 E シ リッ ダ | 5.400kg 
ウィ テ チ | 名 覆 | 生 ウィ > チ 油圧 シリ ンダ 出力 345mm 
形 | 一 人 上 外科 式 パ ミド タラ ッ チ お よび プレ | 泊 放 シリ テ ダメ kpー タ 
ー キ キャ プス メタン 伸 CEFE EE し 100mm 
し 9 も 性 3.000kg 町 還 | 調 し カ | 5180g 
120m/mm ーー ィ | ウ ィ ー タ スイ ベル 
英 大 っ つり 下げ 富 | 10.000Me 
敵 郊 内 和 ほ 150mm 
ロー タリ テー ブル 
靖 式 | 宙 話 動 式 
竜 用 上 ルク 大 | 1.200kg-m (圧力 49) 
(た だ し つり 上 け 皿 麻 は エン デン 同 自 数 1.800rpm の 時 で ある ) 夫 高 仙 転 唐 | 20rmm 
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三菱 電機 製 全 閉 形 オ ル タ ネ ー タ 


1- ま え が き 

従来, 建設 機械 の 電装 品 に は 整流 子 形 充電 発電 機 ( 以 
下 ダ イナ モ と 呼 ) が 使用 され て いた が 。 国土 開 発 お よ 
で 宅地 革 成 が 成 ん に な り , さら に 輸出 の 問題 が 取上げ ら 
れる よう に な っ て 一 段 と 耐久 性 の 向上 が 要求 きれ る よう 
に な っ た 。 ま た , 現在 一 般 乗 用 車 開 係 の 電装 品 は 穏 々 の 
利点 を 有する 半導体 式 充 電 発 電機 (オル タネ ー タ ) に ほ 
ぽ 切 換え られ て お り , 近 時 建設 機械 関係 に も AC 化 の 
機 軍 が ある 。 そ こ で 三菱 電機 (株 ) が 開発 し た 半導体 式 
例 暑 形 充 電 発 電機 ( 全 閉 形 オ ル タ ネ ー ク ) の 一 部 を ここ 
に 紹介 する 。 ま た , この 金 閉 形 オ ル タ ネ ー タ の 外観 の 一 
例 を 写真 一 1 に 示す 。 


2. 構造 と 特長 

この 全 閉 形 オル タネ ー タ の 構造 の 一 例 を 図 一 1 に 示 

す 。 従 来 の ダイ ナ モ は アー マチ ュ ア (電機 子 ) が 回 転 し 

フィ ー ル ド (上 界 磁 ) が 固定 され て いる が , この 全 閉 形 オ 

ル タ ネ ー タ は アー マチ ュ ア が 固定 され , フィ ー ル ド が 回 
転 する 。 

この 発電 機 は アー マチ ュ ア に 発生 し た 三 相 の 交流 電圧 

を 発電 機 に 内 蔵 さ れ た シリ ュ ン ダイ オー ド で 整流 し て 直 

ロー タコ イル 

ステ ー タ コイ ル 


フロ ント プラ テッ ト 
〆 


リポ ー イ ラケット NM 
N 


図 一 ! 全 義 形 オ ル タ ネ ー タ 構造 一 例 


* 三菱 電機 (株) 候 路 製作 所 技術 部 回 転機 課 


24V 30A 外観 
写真 一 ! 全開 形 オル タネ ー タ 


12V 13A 外観 


流 が 得 ら れる よう に し た も の で , 発生 電圧 は ダイ ナ モ と 
同じ よう に レギ ュ レー タ で 制御 され る 。 こ の よう に 全 閉 
形 オ ル タ ネ ー タ は ダイ オー ド で 加 流 され る の で , ダイ ナ 
モ の よう な 整流 用 の コン ミ テ ー タ と プラ シ が 不用 と な 
り , フィ ー ル ドコ イル に 励 科 電流 の み を 通電 させ る スリ 
ッ プ リン グ と プラ シ を 使用 する た め プ ラ シ の 寿命 が 非常 
に 長い 。 ま た 整流 の 問題 が な いた め 高 速 回 転 で 使用 で 
き , その うえ 機関 の アイ ドル 回 転 時 で も 充 介 が 可能 で あ 
る 。 そ し て 発電 機 の 端子 電圧 が バッ テリ の 端子 電圧 より 
低く な っ た 場合 で も , バッ テリ か ら の 逆流 が 阻止 され る 
の で , ダイ ナ モ に 使わ れ で いる よう な カッ ト ア ウト リ レ 
ー が 不用 で ある 。 

また 発電 機 の 出力 電流 は オル タネ ー タ 自体 で 制御 する 
よう に 設計 され て いる の で , 大 きか 電流 が 流れ て アー マ 
チュ ア を 焼損 する よう な 事故 が な く . カレ ント レギ ュ ピ 
ー タ は 不用 で ある 。 全 閉 形 オ ル タ ネ ー タ は 同じ 容量 の 全 
財形 ダイ ナ モ と 比較 する と 重 基 が 約 1/2 に な る 。 ま た 軸 
受 部 に は ゲリー スポ ケッ ト を 設け , 軸受 の 寿命 向上 を は 
か っ て ある 。 

以上 の よう に 全 閉 形 オ ル タ ネ ー タ は 全 閉 形 ダ イナ モ に 
比べ て 数 々 の すぐ れ た 特長 を も っ て いる 。 

な お , 当社 で は 出力 12V. 10A か ら 24V, 40A ま 
で 十 数 種類 製作 し て いる 。 


3. あ と が き 


全 閉 形 オ ル タ ネ ー タ は 将来 の ダイ ナ モ と 比べ 種々 の 利 
点 を も っ て お り , 建設 機械 用 電装 品 は 逐次 AC 化 され る 
も の と 考え られ る 。 ま た ユー ザ 各 位 の ご 期待 に そえ る も 
の と 確信 する 。 
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建設 機械 化 研究 所 に 持 いて 昭和 43 年 6 月 か ら 8 月 まで の 間 , 三笠 産業 (株) 製 三 侍 コ ンタ リー トバ イプ レー タ の 
コン クリ ー ト 締 固 め 試 験 を 行なっ た の で , その 節 要 を 報告 する 。 


137. 三 等 コン クリ ー ト バイ プレ ー タ の コン クリ ー ト 締 固 め 試験 


1) 試験 期日 昭和 43 年 6 月 4 昌一 8 月 22 日 

(2) 機械 主要 諸 元 ( 表 一 137.1 参照 ) 

(3) 試験 結果 

表 一 137.2 に 振幅 。 振動 数 。 電流 , 電圧 , 出力 測定 の 
結果 を 示す 。 ま た , 表 一 137.3 に 作業 試験 に 用 いた 試験 
用 コン タリ ー ト を 示し , 表 一 137.4 に 試験 条件 を 示す 。 
図 一 137.1 は コア の 採取 位置 を 示す 。 


きら に 表 一 137.5 に コン タリ ー ト 締 固 め 試験 記録 を , 
表 一 137.8 に 試験 番号 No. 1No. 4 まで の 結果 を 示 
す 。 ま た 図 一 137.2- 図 一 137.5 まで に 各 機 竹 に つい て 
術 謀 と 振動 時 間 , 距離 , 上 下層 と の 関係 を 示す 。 

表 一 137.7 は 試験 番号 No.5 の 結果 を 示し た も の で , 
137.6 は テス ュ ト ピー ス と 中 心から 80cm の 位 層 か 
ら 採取 し た コア と の 関係 を 図示 し た も の で ある 。 


表 -1371 機械 仕様 
7 ブレ キャ シテ 評 
緒 章 義人 ん シャ クト 
形 式 | 欄 竹 話さ ッ ト )| 半 首 方 式 」 友 | 大 放電 夏 同村 
lan)lnn| (mm) |wg) ⑯ 店 形式 遇 | 宙 FR | as 
1 | MVT- 維 引 45| 45e | 574 40>2.91 19 2 は を | 6 eew los | 20 sa.slsoeo asao 
2 |Mvr- 部 太 0|0e | sm 2.5-2.8| 25 ・ 4 ィ | 10 | >|4M40| > |a803.40 
3 |MV1I-SM45|469| 30 2.5>2.8| 18 ァ * |104 | SMI0.55| 100 9 Pa 8.000 
3 |Mvr-seolee| ss 3.3-3.6| 5 内 >|e|・ 95| <| jm | 一 | moo 
表 一 137.2 振幅 。 振 動 数 , 電流, 電圧, 出力 測定 記録 表 一 137.3 試験 用 コン クリ ー ト 
で 本 本 
Ss 畠 動 散 | 和 和 泊 | 電圧 | 還 力 拍 利 っ 。 際 wz 
| Cee | | ⑲ | ⑩ 礎 大 サ 半 フン イト ドブ | に 制 a 加 ポレ ト | 4 
競 45| 8700 | 20 | 40mm |2-6oml she wlkaokgmkel ee aokeem 
準 長 0| ad0 | za 20 | 6 
SM 5 8.220 2.7 100 688 コン クタ リート を 150 cm 独 高 き 30cm の 型 お くに 入れ , その 中 心 
SM | 7.0 | se 10 | 8 プレ ー タ を そう 入 し 」 コ ンク リー ト の 樹 固め を 行なっ た 。 押 
っ 人 功 め より 抜き 終わ り ま で の 時 間 と する 。 
トーー!50a ムー10qm 
な 30m ー137。 
っ 各 表 -137-4 試験 条件 
計 拓 机 衝 | 二男 岳 婦 
肖 1 | 集 打 5 | 10.0 | は 還 ー ト ラ ッ ク ミ キサ ウ コ 
Mi 0 円 0 4。, 6 間 50cm・ 
3 鈴 振 60 5.10,20 周 ー ト ラ ョ クミ キサ コンクリート 
3 | sMes | so 同上 
り 4 | sMe | so 周 。 上 
| 5 | 4 機 舌 | を 10 同上 


図 一 137.1 コア 誠 取 位置 


* AB 2 各 に 10 秒 央 の 振動 と 与え 。 三 の 中 心から コア を 名 取 する 。 
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表 一 197.5 コソ クリ ー ト 純 回 め 試験 記録 
外形 式 名 欠 所 45 氏 拓 60。 SM45, SM 60 コン クリー トバ イブ レー タ 
天 。 仮 呈 
門 人 カ ョ ンク リー ト 記 双 前 
カラ ラン プ 還 で ー 放 TOO 介 1 要 
号 (ec) (4) ⑰) (⑩ (em (gemD (mm) 
4.9 13.5 206 260 2.394 
1 | 刈 押 5| 102 内 205 ・ @ 2.892 | 6 月 7 昌 1a 
り ェ 2.997 
5 30 囚 240 6.2 2.984 
2 | 衝 拓 の | 0 2.9 200 0 8 2.943 | 6 月 5 20 
0 B 20 70 7 2.984 
后 ! 8.2 還 590 2.285 
3 | sw | no ・ ・ 590 12.5 2.259 | 67H | 26 
20.1 8.3 550 16.5 2.252 
9 10.6 四 69 19.0 3.997 ナール あ イズ の 凡 
E SM 60 10 11.2 や を 2.374 6 月 5 日 3.4 
20 1.4 ・ | 590 16.0 2.358 が 
91 1 205 260 s 3.407 ABM の 還 
| 伸 押 5| sg は 4 ま 6 月 7 DR la 
條 所 45| 105 1.8 200 4 21 962 四 
朋 を 0 10.8 8.1 * 860 2.0 2.372 8 月 21H 2.8 力 准 =0.8 と し て 
SM45 | 107 10.5 10 80 19 2.861 27 | ep 
> @ | 103 1.2 ・ 1.055 1 2.0 3.6 
(1、 内 午 時 No。5 の と き の 電 力 唱 定 に 志 い て 試験 ら 運 析 時 の 電 洲 は 座ら と お り で ある < 
(5 ん の 2.3A 
SM45 9.8 ASM60 12.24 
2 失 午 号 No. 5 の と き の 状 論 中 の 角 動 区 と 次 に 示 * 
SM 人 Q 7200vpm) 
SM 65 55.950vpm 
表 -137.6 軸 度 お よび 輸 岡 め 度 総括 表 
府 No. 1ーNo. 1 
ここ 語 押 動 時 5sec 10wec 20gec 
や ょ 0 の 硬 拉 要 
呈 生 い ド な ーー | em | Wam | em | em | em | em | oom | Wem | em 
mW | 上 過 | 424| am | zo | ss | za 2 | 2 | aa87 | 99 林間 度 は デ 
玉 届 | 8e | 2.3 | 2.20 | 564 | 2.845 | 2.840 | 2.867 | 2.954 | 852 | 夫 克 を 100% 
MVL (Wemy) | 斑 記 | 2.278 | 276 | 2.585 | 2.354 | 2.892 | 2.899 | 2.844 | 2.996 | 2.941 前 
作 押 条 | ape | 上 周 | 56.0 | 8 | 950 | 9 | 00 | 5 | 9 | 0 | 9 
下 央 | 9.82 | 9496 | 9529 | ga | 9805 | 8 | 9885 | 9get | 8 
⑳) | 立 急 | 6 | 957 | 9542 | 98.40 | 7 | の .54 | 97.9 | 98.26 | 97.63 
mm は | 4W| zz6| sae| kay | za | zo | ze | 224 
下 風 | 2.29 | 25 | 56 | 2.261 | 2.201 | 2.268 | 2.91 | 2.69 | 2.256 
Mvr- | (の Cm | 笠 殺 | 2.29 | 2.75 | 2.266 | 228 | 2.59 | 2.28 | 2.00 | 2.56 | 2.20 
SM | me | 上 月 | 9 | 5 | mL2 | 9 | 5t | 9997 | 989 | 9955 | 9876 
証 所 | 24 | gw | 9a6t | 9.68 | 9.69 |iO00 |ior72 |1007 |100J9 
⑳) | 症 多 | mm | 9.56 | 917 | 99.81 | 99.60 | 99.99 |100.35 |10016 | 99.48 
gm 月 | 40| 227 | zm| 2 | zz7 | 229 | 962 | 252 | ze 
"| 下 届 | za | 36 | ap | 27| 2907 | 229 | 2 | 269 | 2 
My | (FmD | 平 | 2.318 | 2283 | 2.310 | 2.809 | 2.299 | 2.26 | 2.999 | 2.958 | 2.954 
作 上 0 | mae | 上 月 | 9 | 5 | 95 | mm | 7 | mm | | me | 9 
下 崩 | 9.54 | 96.8 | 959 | gm | 9948 | nn | 66 | gi8 | 98gm 
(0 | 笠 編 | 0g | 579 | 550 | 9855 | 97.89 | 9718 | 997 | 980 | 9 人 
mm wl 上 財 | 296| 29g | 2t| sg | 2 | zo| za6 | zo | 2 
平 選 | zo | 296 | 247 | 2.92 | 2.897 | 90 | 2.851 | 2.990 | 2.84 
Av | (em | 吾 拓 | 2.9s | 2 | 2.94 | 2.852 | 2.896 | 2.995 | 2.98 | 2.90 | 2.995 
SM | amyg | 上 | 9 | sis | meg | 9 | ek| 4 | 97 | sea9 | 85 
下 層 | 99.65 98.28 97.05 99.51 98.44 98.56 99.90 99.88 99.59 
⑳) | 才 | sms | em | 7 | 08 | ga | 9885 | 999 | 99.4 | 992 
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表 一 137.7 密度 測定 表 
試験 番号 No.5 
SS EZ 10cm 30cm 50cem 
ョ 要 
NN 人 
1 るみ .399 98.6 2.286 96.4 2.301 7.0 
の 明 2.831 98.8 2.37 97.7 2.282 96.2 
ョ 2.303 7 2.291 9.6 5.958 95.2 
由 本 到 ] 2.394 98.0 2.998 96.9 2.280 96.1 | 半 宏 呈 和 10.8eee 
SM| 2.361 99.6 .894 98.4 2.258 95.2 | テス トビ ピー ス の 和 度 9370g/cmt 
1 970 100 2.368 99.9 178 9.8 | ュ ラ ンプ 21em 
0 2.964 99.7 2.351 9.1 2.160 91.1 | ho o 愉 80cm の コア 疫 
平均 3.365 97.7 2.851 9.1 2.199 92.7 2.244g/oma 
給 平均 2.945 98.9 2.825 98.0 2.240 4 
標準 価 葉 0.023 g/cms 0.029 g/cm 0.054 g/cms 
変動 係数 1.0% 1.2%% 2.4% 
ュ 960 99.4 2.818 7.5 2.248 94.7 
を 2 2.961 99.5 9.966 99.7 2.269 95.6 
8 2.869 99.8 967 99.7 2.230 94.0 
骨 放 演 ) 2.963 99.5 2.349 98.9 2.249 94.7 | 半生 時 間 10.3mee 
m モ ュ 1 2.395 100. 2.379 100.2 150 90.6 | テ メ ト ピー ス の 商 度 2.872g/emi 
2 407 101.4 2.895 100.9 2.248 97 | ュ ラ ンプ 20cm 
り 8 2.892 100.8 多 84 97.5 01 92.7 | 中 心から の 離 80cm の コア 宙 度 
ME 演 1 2.398 101.0 2.963 9.5 2.200 92.7 241g/em 
維 平 均 2.381 100.8 2.856 99.2 2.225 93.7 
村 浴 個 式 0.018 gcml 0.081 gem 0.089 g/cm 
要 動 係数 0.8% 3 1.8% 
73 100.5 2.959 9.9 2.274 96.3 
相 2.364 1001 2.828 98.6 2.168 7 
9.966 100.2 2.851 99.5 2.909 97.7 
本当] 2.368 100.8 2.346 9.3 2.250 95.2 | 天 拓 動 時間 10.7wec 
SM| + + 2.962 100 2.964 100.1 2.288 96.9 | テス トピ ビー ス の 裕 度 2.961 gemi 
1 2 866 100.2 2.355 99.7 2.293 1 | スラ ンプ 19cm 
人 3 2.975 10.5 2.351 99.5 2.286 96.8 | 中 から の 弁 離 80cm の コア 宙 度 
平 均 2.968 100。 2.857 99.7 2.286 96.9 2.923g/em 
引 平均 2.968 100.2 2.352 9.5 2.270 61 
杜 準 個 準 0.008g/cms 0.011 gem 0.047 gem 
変動 作 数 0.1% 0.5% 2.1% 
2.846 99.3 2.814 W.9 2.814 97.9 
層 2.844 99.2 2.890 98.6 2.291 96.9 
2.837 98.9 2.89 98.7 2.258 95.5 
回 本 2.342 991 2.826 98.4 2.288 96.7 | 束 半 拓 動 叶 間 10.5mee 
本 2.365 100.1 2.895 98.8 2.206 95.6 | テ ュ ト ピー ス の 答 庶 2.362g/cmt 
2.338 98.9 2.868 1 2.260 93.4 | メラ ンプ 21cm 
人 2.362 1 2.851 9.5 2.207 94.1 | 中 必 がら の 務 苑 80cm の コア 再度 
平 垢 2.355 99.6 5.850 99.4 32.224 95.4 2.808g/cm 
総 平均 2.849 99.4 2.898 98.9 2.256 95.4 
標準 個 半 0.011 gcms 0.016 gcm 0.04g/cmt 
変動 係数 0.5 0.7 免 8%% 
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了 の seee 984 。 10see me 
。 
上 
ーー 554 
mL_ 45.2 
5 。 10 20sec SO0m 。 10 30 50m 10 30 50m 
締 固 め 度 一 振動 時 間 締 園 め 度 一 動 中 心から の 距離 
し Bsee % oga 10sec % 20sec 
絢 着 8.4 EE6 [mr 
き 間 97.3 | 97.9 97.2 
| PS こ 9 トー497.2 
牌 人 
コン 
上 RT 9 | 
10 50qm 負 EE ⑪ ⑳ 50qm 


頃 め 度 一 上 層 ・ 下 飛 
図 137.2 MVT- 氏 振 45 


多 5sec 10wee 9e.d 20mee 
9 CT ーー 
1 8.9 |98.8 

97.8 日 8 
間 和 7.0 7 コ 
aaL_fee 
牛 5, | 

10 。 20mee 10 30 50m ii 30 0m 1 50qmw 

縮 固 め 度 一 振動 明 稼 岡 め 度 一 振動 中 心から の 距離 ' 
% 、 sws 10mee 記 20ee 
| 9 99.1 
% 練 調 9 6.9 
| | 98.5 61 amy | 
抽 | 7.2 097.4 

D 3i 0 史 5 多 
96| 96| 一 
4 30 50m i E 50qw ー 9 30 som 


縮 固 め 度 一 上 層 ・ 下 層 
図 -137.3 MVT- 鈴 振 60 


5 20see 
see 00.4 | 0 
100 ト 。 
に た 一節 6 2 99.5 
に 
10 20see 10 30 50m 。 10 30 50m 10 30 50m 
締 園 め 度 一 振動 時 間 縮 固 め 度 一 拓 動 中 心から の 距離 
5aee 10sec 
別 
1009.7 に ーー 00 
99.5. 
Be.9 
9 
9 97| 


10 


50m 


記 E 
締 固 め 度 一 上 層 ・ 下 層 
図 一 137.4 MVI-SM 45 


50qm 


利 設 の 横 械 化 伸 


テス トピ ー ス に 対す る 識 げ き 事 (%) 


lee 10see 9 0 
選 | 99.5 間 99.0 9821 1 _W ーーー 昭 2 
細 】 当 leB.4 98.4 
還 38.6 和 98.2 
wa 
9 トキ ロー 
5 10 20sec 10 30 50em 10 30 50qmw 10 30 50cm 
締 賠 め 度 一 振動 時 間 績 固め 席 一 振動 中 心から の 距離 
Ssec 10see 20see 
絢 Be 0see_ 
交 人 gg. 99.9 
100| 99.7 100| 9.5 100| 96 
党 9. を 
ME 堅 3 es la: 臣 3 1e86 DD) gr 
赴 99 計 | 98.3 9.1 
久 1 2 久 
10 30 0qm 10 30 50em 10 30 50m 
橋 め 度 一 上 用 ・ 下 大 ーー 上 設 ーー< 選 
図 -197.5 MVI-SMGM 
7 JULL eee 
0 Ba | に 7 ご 史 80m の コア 密度 
RE Se アー コア 密度 
1 直 』 = 
加 ヽ ご 傘 60 
は 拓 
| 婁 Ts 
4 ーー 球 2 
上 人 ペー 上 
sNM 
es L キ w | き se 還 
0 10 30 50 テン 19 30 皿 
中 心から の 距離 (mm) 中 心から の 距 区 (qm)) Y 


図 137.6 テス トピ ー ス に 対す る 空 げき 率 と 中 心から 80 cm の コア に 対す る 結 め 
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海底 開発 の 技術 的 問題 点 


最近 , 海底 開発 へ の 関心 が 急速 に 高まっ て きた が 。 庫 
業 , 土 書 業 の 立場 か ら み た 海底 開発 へ の 関心 は , 主 と し 
て 海底 採 所 技術 と 機器 の 開発 に 向け られ て いる 。 こ れ ま 
で に 可能 で あっ た 滋 い 海底 の 採 握 作 業 の 領域 を 越え た 沖 
合 の 深い 海底 の 開発 を 対象 と する 場合 に は 広い 範囲 の 
海洋 条件 を 考慮 に 入れ た 新 技術 を 開発 する 必要 が ある 
その 中 で も 特に 重要 な 条件 は 水深 で あり 。 水深 の ちがい 
に よっ て 滋 底 採 所 計画 が 変わ っ て くる 。 ま た 洋上 の 船 か 
ら 作業 を 行なう 場合 に は 気象 条件 , 海面 条件 が 重要 な フ 
ィ ク タ に な っ て くる 。 海 面 の 動き の ほか に 海中 の 海流 に 
つい て も 考慮 に 入れ な けれ ば な ら な い 。 計 た 採 掴 機械 は 
な ん ら か の 形 で 海底 面 と 接触 する の で ある か ら 。 否 底 の 
地形 と 土質 , 岩 質 条 件 を 把握 し て お く 必 要 が ある 。 た と 
えば 林 平 洋 の 深海 底 の よう に 比較 的 ゆる や か な 丘 り ょ う 
地帯 で 地層 の や わら か いと ころ も あれ ば , 山岳 地帯 で 岩 
が 多く て 採 押し に くい と ころ も ある 。 

これ まで に 海底 ケロ ー ラ や 潜水 艦 な ど に よる 海底 採 所 
の 構想 が いく つか あげ られ て いる が , 実際 に 深い 海底 か 
ちら 岩石 や 鉱石 を 掘り 上 げ て きた と いう 実績 は 少な いよ う 
で ある 。 

し か し , し ゅ ん せつ 業界 で は すでに 水深 GO m の 海底 
か ら 固 形 物 を 持上げ る こと の で きる ドレ ッ ジ を 開発 し て 
いる 。 ア テア メリカ Pacife Coast Engineering 社 の 300 
mm サク ショ ンド レッ ジ は ジェ ッ ト ボ ンプ ) カッ クタ ヘッ 
ド , メイ ン サ クシ ジョン ライ ン ポ ンプ か ら な る ドレ ッ ジ ジ 
ネ テ ム に よっ て 砂 , 砂利 を 1 時 間 に 5-6 mi 以上 回 収 し 
て いる 。 

本 文 で は , 比較 的 深い 海底 の 採 掴 を 対象 と し た 場合 の 
ドラ グラ イン 半 水 艦 , 交 底 トラ タグ, 水中 遊水 ドレ ッ 
ジ の 可能 性 に つい て 検討 し て みた = 

ドラ グラ イン 

永 深 60m か ら 1.500 m 生 で の 海底 の 機械 採 掴 に は 
クラ ムシ ジェ ル 船 また は ドラ ダラ イン パケ ッ ト 船 が 用 いら 
れる 。 容量 15t の ドラ グ パ ケッ ト 2 個 を 有する 採掘 褒 
の 値段 は 200 方 ー300 万 ドル で ある 。 ボ 水深 300m の 場 
合 , 1 サイクル 20min で 1.200t の 採 掴 が 可能 で あ 
り 。 こ の と き の 採 掴 1t 当 り 経 費 は 平均 5 ドル, 条件 が 
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よけれ ば 2.5 ドル で ある 。 し か し 水深 1.500 m の 場合 
に は 採 掴 基 は 1 回 800t に 減り , 採 所 経 裳 も 約 8 ド ルル 
に な る 。 洋 上 か ら の 携 械 採 掴 の 限界 信 水 深 1.500m ま 
で で ある が , 水深 8.000m に な る と , 1 回 の 採 所 基 が 
200t, 採 握 経 が 30 ドル /t に な る 。 


潜水 艦 ( 図 一 参照 ) 


海底 の 岩石 や 鉱 有 を 潜水 艦 に よっ て 洋上 まで 持上げ る 
場合 に は , 水力 を 増す た め ゆめ に パラ スト タン ク 内 へ 光 気 を 
送 入 する 際 に 70 kg/cm 程度 の 圧力 に な る と 大 量 の 空気 
の 処理 が むずかしく な る た め 、 こ の 場合 の 水深 の 限界 は 
600-900 m 程度 まで と な る 。 し か し 筆 力 を 増す た め に 
空気 の 代わ り に 小鉄 球 を 落し て いく トリ エス テ 旨 の よう 
な 深海 潜水 艦 の 電 合 に は 、 小鉄 球 の 値段 が 1t 当 り 9 約 
200 ドル か か る 。 空 気 と 小鉄 球 を 併用 する 方 法 も 可能 で 
ある が , 一 般 に 潜水 艦 は 複雑 で , し か も 経 爆 が か か る た 
め , 海底 採掘 に 潜水 幡 が 用 いら れる よう に な る の は まだ 
何 年 も 先 の こと に な る で あろ う 。 


図 一 1 部 底 近所 用 潜水 胡 
流 底 の 岩石 や 方 石 は サタ ジョ ジン ヘッ ド の 中 
すぐ い 込 まれ , 過 蔵 室 へ 送ら れる 


海底 トラ クタ ( 図 一 2 参照 ) 


最大 20 宅 まで の こう 配 を の ぼる こと の で きる 水力 輸 
送 パ イプ 付 の 水中 クロー テト ラク タ の 試験 計画 が 進め ぬら 


宅 壮 設 の 機械 化 ( 弟 7 


沙 カ 還 江 朋 パイ プ ョ イシ 


2 リモ ュ ン 式 水中 トラ ク メ 
サク ーッ ド と ポカ 栓 送 用 パイ プラ イン 
を 備え で いら る 。 

れ て いる 。 こ れ は 接地 圧 7kg/mm' 程度 の トラ クタ で , 
水平 走査 , 擦 知 縮 囲 450 m の 高 分 解 能 水中 音波 近 知 器 
15m 先 ま で 見 える 水中 テレ ビ を 装備 する 。 赤 行 訪 6 m, 
夫 行 速度 3.2 km/hr の 水中 トラ クタ の 値段 は 約 50 ド 
ル で ある 。 浴 底 地層 の 耐圧 強度 が 7kg/mm' 以上 の 海 
底 で の この トラ クタ の 使用 状況 は 良好 で ある が , 艦 の や 
わら か いと ころ や 央 や 起伏 の 多い と ころ に は 向 か な いと 
いら 結果 が えら れ て いる 。s 

水中 遊 浜 ドレ ッ ジ 

( 図 一 3 ) 

この ドレ ッ ジ は 光 底 面 か ら 約 1m 上 
の 海中 に 浮か ん で お り , 上 下 , 前 後 
左右 の 方 向 に 作用 する 推進 装置 に よっ 
て ドレ ッ ジ ヘッ ド を 引き ずり な が ら 海 
底 表面 を さら っ て ゆく 方法 で ある た 


海底 か ら の 輸送 方 式 


この よう な 海底 トラ クタ や 水中 遊泳 ドレ ッ ジ を 用 いる 
場合 , 海底 か ら 周 石 や 然 石 を 洋上 まで 運ぶ 方 法 と し て バ 
ケッ ト 方 式 た パイ プラ イン に よる 水力 輸送 方 式 が ある 。 
バケ ッ ト 方 式 の 場合 に は 水深 が 1,500 m 以上 に な る と 
ケー ブル の サイ ズ と 輸送 連 度 に 限界 が ある 。 水 力 輸 送 方 
式 の 場合 に は 流速 が 3 こ 4.5 m/sec の 範囲 で あれ ば , た 
いて い の 岩 石 や 鉱石 を 運ぶ こと が で きる 。 パ イプ の 径 は 
300<600 mm が 適当 で ある 。 

水 カ リフ ト 方 式 の 場合 の 搬送 可能 な 岩 吉 の サイ ズ は 最 
大 100 mm, 平均 55mm 前 後 で ある 。 大 きか 塊 諾 を 取り 
除く だ た め に は 海底 で 破砕 また は ふる い 分 け を する 必要 が 
ある 。 エ アリ フト 方 式 で は パイ プ 内 の 水 一 空気 混合 物 と 
外側 の 海水 と の 比重 の 基 に よっ て 上 時 コラ ム が で きる 。 
バイ プラ イン の コス ト は 水深 1 m 当り 約 330 ドル 、 し た 
が っ て 水深 1,500 m で は 50 万 ドル , 4.500m で は 150 
万 ドル と な り , これ に 必要 な ポン プ や エア リフ ト 設 備 の 
経 費 は 大 体 これ と 同じ ぐら いと みて さしつかえ な V ゅ 。 水 
中 トラ クタ と 水力 輸送 パイ プラ イン を 併用 する 交 底 採 所 
シス テム に 要する 総 経 肛 は , 輸送 用 の 船 の 値段 を 含め で 
500 万 ドル ー800 万 ドル 見 当 と 推算 きれ る 。 

(委員 : 藤 井門 ) 
"Marine mining 
NMining & Minerals Engineering, Dec. 1967. 
p. 448 

Hfow to mine marine minerals 
World Mining, July 1967, p. 4447 

“Engineering aspects of mineral recovery from 
the ocean Hoor" 

Mining Engineering、August 1964、p. 45ー49 


め , 海底 地層 の 強度 や 地形 に よる 凡 帳 
を うけ な い 。 1 台 の 値段 は 100 万 ー 
200 万 ドル で ある 。 


図 一 3 油 記 探 掴 用 ドレ ッ ジ 
左 の 図 は 海区 の 表面 を ひき ずっ て 
行く 麗 海 用 ドレ ッ ジ 


中 央 の 図 は パイ プラ イン を 保持 す 
る フロ ー ト を 備え た 水力 ドレ ッ ジ 。 
横 方 向 の 移動 は 推進 装置 に よっ て 行 
な われ る 。 

右 の 図 は サク ショ ンー ッ ド が 海底 
面 で 旋回 連 動 を する 垂直 フロ ー ト 方 
式 の ドレ ッ ジ 
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特殊 パケ ッ ト に よる くい 基礎 の 掘削 


シカ ゴブ 市 に 新しく 建設 中 の ビル ディ ング の 基礎 工事 で 
特殊 な 握 削 排 土 用 パケ ッ ト を 用 いて , くい 先 の 拡がっ た 
呼び 鈴 の 押 ボ タン 状 の くい 基礎 を 施工 し 施工 単価 を 半 
減 し た と ある の で , この 様 を 紹介 する 。 

この ビル は ジ カ ゴ 川 の 在 建設 中 の 30 階 建 の も 
の で , その 基礎 は 88 本 の 場所 打ち ざい で ある 。1950 年 
に 同じ く シカ ゴ 市 で 施工 し た 同 程度 の 規模 の 基礎 工事 に 
は 6 カ月 を 要 し た が , 今回 の 施工 は 6 週間 で 終わ 

この 施工 に 用 いら れ た 特殊 マケット は , 
タナ ショ ナル 社 が 考案 し た も の で , 直径 2.1m(7ft) の 
くい 孔 の 先端 部 分 を 直径 6.4m(21 ft) に 拡大 し , フー シ 
ング 状 の くい を 造成 する の に 用 いら れる も の で , 従来 人 
力 に より 1 林 の くい に つい て 約 45 m' の 掴 削 を 行なっ て 
いた も の が , 機械 に より 掘削 で き , その 施工 単価 も こ 
の 例 で は 従来 の 45<55 多 で あ 

この バケ ッ ト は 写真 に 見 られ る よう な 形状 で , 厚 さ 25 
mm の 高 張力 銅 
各々 25 個 の タングステン 鋼 の カッ ティ ング エ 
付け た 伸縮 可能 な 2 個 の ウィ ング を も っ て v 


ケー ス ・ イ ン 


Lt, 高 さ 4.5 m, 直径 1.8m(6ft) , 
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グ を 最大 に 張 出 し た と き の 直 径 は 6.4m で, パケット 全 
体 の 重量 は 約 8t で ある 。 

パケ ッ ト の 駆動 に は ヒュ ー ズ ・* 
100t づり リク レーン が 使用 され た 。 この 
75 ft の ケリ ー は 深 さ 150 ft ( 約 45 m) まで 施工 可能 で 
に 土砂 を 排出 する の 
で , 地面 か 駆動 用 の ロー タリ テー プル 下面 まで 約 6m 
の 間隔 が 必要 で , この た め ロ ー タ リ テ ー プ ル は 通常 より 
は る か に 高い 位 | セッ ト さ れ て いる 。 

押 削 に あたっ て で は, すでに アー ス オ ー ガ で 拉 削 し 終わ 
っ て いる くい 孔 の 底 に バケット を 降 し , ケリ ー で 100t 
の 圧力 を 加え る ( 2 個 の ウィ ング は ケリ ー を 押込 むこ と 
に より 据 削 次 吾 に 張 出し , また ケリ ー を 引上げ る こと に 
よっ て 格納 され る 構造 と な っ て い る )。 撮 前 され た 土砂 
は パケ ッ ト に か き 集 め , 地上 に 引上げ 排出 する 。 

この 例 の 地盤 条件 は 全体 的 に 河川 堆積 物 の 層 で 軟弱 で 
ある が , 深く な る に し た が っ て 硬く な り , くい 孔 先 端 付 
近 で は 結晶 し た 洒 石 粘土 の 硬質 地層 で あ る 。88 本 の く 

際 さ は 約 26m で 最大 は 30m, くい の 直径 は 
0.85<2.6 m, く 先端 部 の 直径 
は 2.1…6.4m で あ っ た 。 こ の 
よう に 種々 の 直径 の くい が 施工 
きれ た の は , 地下 埋設 物 の 状況 
が 非常 に 複雑 で あっ た た めで あ 


る 。 


ー ル 祉 の テレ スコ ュー 
Z 式 ケリ ー と 。 


ある 。 バ ケッ ト は ボトム ダン ジフ 


< 委員 : 後 藤 副 ) 
"Belling Costs Cut In Half 
by Big Buckets' 
Construction Methods and 


Equipment。August 1968 


特殊 ケット と Manitowoc 3900 
タレ ー ン に セ モット され た Hughes 
CLLDH-190 ロー タリ テー プル 
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申 和 343 年 度 理 事 会 開催 


本 陣 全 は 理事 会 を 去る 昭和 43 年 11 月 9 日 【 土 ) 年 化 5 時 30 分 か ら 伊東 ・ 川 奈 ホ テル に お いて 開 能 。 昭和 48 年 度 
の 上 半期 事業 報告 な ら ぴ に 上 半期 経理 概況 報告 を 行なっ た 。 


般 。 特別 両 会 計 に 区 
分 し て 報告 し , 審議 の 結果 , 暴論 な く こ れ を 承認 し た 。 

昭和 48 年 度 上 半期 建設 機械 化 研究 所 お よび 各 支 部 事業 概況 報告 に つい て 

本 件 に つい て は 建設 機械 化 研究 所 , 北海 道 , 東北 , 北陸 , 中 部 , 関 李 , 中国 四 国 お よび 九州 の 各 支 部 の 順序 
で それ ぞ れ 事業 概況 報知 を 行 な 

な お 北 際 支 部 事業 概況 報告 の 終了 後 , 去る 11 月 2 日 逝 寺 し た 尾張 支部 長 の 遺児 育英 に つい て 本 部 な ら ぴ に 
各 支 部 より 何 分 の 援助 を 依頼 し , 一 同 これ を 耳 承 し た 。 

建設 機械 化 シ ン ポ ジウ ム (仮称 ) の 開催 に つい て 

本 件 に 関し て は 又 垣 運営 幹事 長 より 提案 理由 を 説明 し , その 朋 催 の 可否 に つい て 詩 り , 審議 の 結果 , 満場 一 
致 を も っ て これ を 承 二 し た 。 な お , その 開催 の 時 期 , 会場 お よび 経費 半 の 詳細 に つい て は 実行 委員 会 を 設 冒 し 
て 検討 する こと と な っ た 。 


図書 案内 


道路 除雪 ハン ドブ ッ ク 


A5 判 240 真 価 1.200 円 (た だ し 会 員 は 1,000 円 ) 送料 130 円 


國 申 込 先 画 社団 法人 日 本 建設 機械 化 協 会 


東京 都 港 区 芝 公 園 21 号 地 1 一 5 機械 振興 会 館内 
電話 東京 (433)1501 振 若 口座 東京 71122 番 


1. 岩 砕 機 “ブル ファ イト ”" 

早 崎 鉄工 (株) で は 岩 砕 了 プ ルフ ァ イ ト を 開発 し た 。 

本 機 は , 同社 の ブル ドー ザ "カブト ムシ" BK-2500 
形 を ペース と し た 全 油 圧 駆動 の 岩 砕 機 で , 従来 の 圧縮 空 
気 を 用 いる も の と 異な り , 作業 機 は 油圧 モー タ を 動力 源 
と し た 打撃 式 の も ゃ の で , 打 和 時 に 生ずる 反動 力 が 打 消 さ 
れる よう に な っ て いる の が 特長 で ある 。 ま た 作業 方 向 も 
上 , 横 , 下 と いずれ の 方 向 に も 作業 可能 で , その ほか に 


も 作業 用 の パケット と 履帯 を まっ 
装備 し て お り 。 路面 条件 の 句 プン ファ イト 主要 仁 様 
ヽ と こと < E まで 候 古 湊 き | 260 
の で お 人 潤 が で まっ 交 破 き 0 
込み , 刷 地 な ども 行ない 香る 。 最大 打 李 数 | 48 回 jmin 
本 機 の お も な 仕様 は 表 一 1 最大 税 碑 力 | 500kg 
還 転 男 囲 | 130" 


の と お り で ある 。 


商 一 】 岩 砕 機 "プル ファ イト " 
2. 30t 積 ダ ンプ トラ ッ ク “日 立 DH301 形 " 


(株 ) 日 立 製 作 所 で は 同社 の DM 15 形 15t 積 ダ ンプ 
トラ ッ ク 人 続い て , 本 年 10 月 に DH 301 形 30t 積 リ 
ヤダ ンプ トラ ッ ク を 製作 発表 し た 。 
本 機 の お も な 特長 は 次 の と お り で ある 。 
① ラバ ー パ ッ ト サ スペ ンション を 用 いて お り , ショ 
ッ ク の 中 収 力 が 大 きく, 悪 路 か ら の 援 動 に 対し て 
も , 従来 の 板 バ ネ 式 の も の に 比べ て 乗 心 地 が よく , 
また 積荷 時 の 落下 衝撃 の 吸収 も よく , トラ ッ ク の 寿 
命 を 長く する 。 

⑧ パワ ー シ フ トト ラン スミ ッ シ ョ ン を 用 いて お り , 


家 一 2 日 立 DH 301 形 主 要 仁 欄 


最大 積載 是 | 30000kg 金 高 13.78m 
甚 韻 加 度 |47.9-56.2kmVhrl| 空 較 重 是 | 的 25.000kg 
最小 回 転作 | 7.2 m 引 重 量 | 約 5000kg 
全 長 |7.85m 傘 策 ( 平 和 | 16.5 mn 
ドコ 牌 | 8.50m 機 了 敵 | 390-420PS 
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写真 一 2 30t 積 ダン プ ト ラ ッ ク "日 立 DH 301 形 " 
オペ レー タ の 疲労 が 少な た く , エン ジン や 動力 伝達 機 
構 へ の 衝撃 が 小さ い 。 

⑧ リタ ー ダ プレ ー キ を 用 いて お り , 長い 坂路 を 下る 
と き プ レー キシ ュー の 骨 熟 が な く , 運転 が 容易 で あ 
る 。 

⑭ プレ ー キ 容量 が 大 きく 〈( 他 の この 租 の も の より 
40 多 犬 きい ), 側 動 距離 を 短縮 で きる の で 高速 運転 
が で きる 。 

力 鋼 を 用 いて お り , コン パク ト で 軽量 か つ 強 

事 体 で ある 。 

⑮ ラバ パー サス ペン ショ ン の 採用 と ホイ ー ル ベー ス を 
小さ くし た こと に より 回 彼 半 径 が 小さ い 。 

@⑰ 終 減速 欄 が アラ ネタ リ 方 式 で , 減速 機 が コン パク 
ト で あり , ジン お よび フレ ー ム 内 側 の 機器 類 は 

上 の 障害 物 を 少な く し , 点検 を 容易 に し て い 


また , 本 機 の お も な 仕様 は 表 一 2 の と お り で ある 。 
3. 大 形 ロッ カシ ョ ベル “RS 95 形 " 


三井 造船 (株) 日 開 工 場 で は エア 刻 動 の レー ル 式 ずり 
積 機 と し て RS 95 形 ロ ッ カ ショ ベル を 完成 し , その 第 
1 号機 は 近く 山 腸 新幹線 帆 坂 トン ネル 工事 に 使用 され る 
予定 で ある 。 

本 機 は ずり 取り 幅 , バケ ッ ト 容 量 が 大 きい の で , 大 断 
面 ト ン ネ ル 撮 進 の 導 抗 , 上 部 半 断 面 工事 な ど に 有効 で あ 
る 。 

本 機 の お も な 特長 は 次 の と お り で ある 。 

③④ 主 軍 輪 の 前 後に 手動 で 容易 に 上 下 で きる 補助 車輪 


大 形 ロ ッ カ ショ ベル "RT 95 形 " 


76 慎 設 の 機械 化 W227 


を 有 し , 延長 レー ル 上 表 一 3 RS95 形 主要 仁 欄 


で の スウ ィング 積 込 時 バテ ッ ト 客 重 G 稚 ) | 0.5ms 
> ず 9 取り 幅 5000mm 
の 横 力 を 到 え 機体 の 実 2 入 E |20mm 
定性 を 保つ 機構 に な っ コン で 人 120mam 
て いる 。 テア モー タ (3 誠 ) | PS 
② コン ベ ヤ を 長く , か 東 3 990ke 


つ 放 軸 高 を 高く と っ て 
いる の で , 6m' 積 の 大 形 運 搬 車 に 積込み で き , ま 
た ュ ン ベ ヤ 上 に は 1.3m' の ずり 革 積 が で き , ず リ 
積 時 間 の 短縮 が 可能 で ある 。 
⑧ 操縦 装置 に は スプ ー ル バル プ を 用 いて お り , 操作 
が 容易 で 2 本 の ハン ドル で すべ て の 操作 が で きる 。 
また 。 本 機 の お も な 仕様 は 表 一 3 の と お り で ある 。 


4. 高速 さく 岩 機 "TY 76-LD" 


東洋 工業 (株 ) で は 小形 自 基 で 作業 の 容易 性 安定 性 
の 向上 に 重点 を お き , さら に 耐久 性 も すぐ れ た 高 連 さく 
周 機 TY 76-LD 形 レ ッ ダ ドリ ル を 製作 し た 。 

本 機 は テー ジ ボ ア , ショ ー ト スト ロー クタ イブ の や の 
で , 小形 な が ら す ぐれ た せん 孔 ス ピー ド 、 操作 性 , 耐久 
性 を 有 し て いる 。 

本 機 の お も な 特長 は 次 の と お り で ある 。 

や フィ ー ド ビス トン に 硬質 ジュ ラル ミン を 用 い , 本 
体 の 余 肉 な ども 取り , 軽量 化 を は か り , 重量 ペラ ン 
スズ も よく し , 操作 を 容易 な らし め て いる 。 

ラー ジ ボ ポア, ショ ー ト スト ロー クタ 機構 に より 打 敵 
カ , 回 転 カ が すぐ れ , あら ゆる 岩 質 に 対し 高速 せん 
孔 が で きる 。 

⑱ ラバ パー サス ペン ショ ン 方 式 に よる 防 振 ハ ンド ル , 
合成 ゴム 製 エ キ ゾ ー ス トディ フレ クタ の 採用 に より 

振動, 駆 音 に よる 不快 


表 一 4 
TY 76-LD 主要 仕様 感 を な くし , 安全 性 を 
橋 体重 量 |25kg 一 段 と 向上 せしめ て い 
ジリ シダ 種 |76mm る 。 


ピス トシ スト ロー ク | 50mm 
半 気 着 費 恒 |3.1mmin 。 また , 本 機 の お も な 仕様 


は 表 一 4 の と お り で ある 。 


に 和 ーー ーー 
写真 一 4 高速 さく 岩 尼 “"TY 76-LD' 


5. 騒音 規制 法 の 施行 に つい て 


昭和 43 年 12 月 1 日 か ら 騙 音 規制 法 が 施行 に な っ 
た 。 こ の 法 は 工場 お よび 事業 場 に お いて 発生 する 騒音 を 
規制 する も の で , その 内 容 は 総則 より 始ま り , 特定 工場 
に 関す る 規制 , 特定 看 設 作業 に 関す る 規制 , 和解 の 仲介 
礁 則 , 罰則 の 6 章 よ りな っ て いる 。 

この うち 特に 建設 工事 の 施工 に 伴っ て 発生 する 叉 音 の 
規制 に つい て 記す 。 

建設 工事 に 伴う 駆 音 の 規制 は 指定 地域 内 で の 特定 建設 
作業 に 適用 され る も の で , 特定 建設 作業 に 関す る 規制 
は , ⑤④ 特 定 建設 作業 の 届出 , ② 履 善 勧告 , 命令 の 発動 を 
定め て いる 。 

特定 建設 作業 実施 の 届出 は 主務 大 区 (建設 , 厚生 ) の 
定め る 基準 に 従っ て 知事 が 指定 し た 区 城内 で 一 定 の 建設 
作業 を 施工 する 場合 , 着工 7 日 前 まで に 届け 出 な れ ば な 
ら な い (緊急 を 要する 場合 は 可 及 的 すみ や か に ) も の で 
届出 の 義務 は 請負 工事 の 場合 は 元 請 業 者 と な る 。 

改 療 勧告 お よび 改善 命令 は 主務 大 区 (建設 , 厚生 ) の 
定め る 基準 を 越え 、 周 胃 に 著しく 影響 を 及ぼ し て いる 場 
合 に は 改善 の た め の 働 告 が 行なわ れ , さら に 勧告 に 従わ 
な い 場 合 は 改善 命令 が 出さ れる と いう も の で ある 。 

ここ で 符 定 建設 作業 の 種類 , 区 域 の 指定 , 勧告 等 の 項 
準 に つい て は 次 の よう に 定め られ て いる 。 

(1) 特定 建設 作業 

① くい 打 機 (も ん けん を 除く ), くい 打 機 また は く 

い 抜 機 て 圧入 式 くい 打 く い 抜 機 を 除く ) を 使用 する 
作業 で 。 くい 打 機 を アー ス オ ー ガ と を 佐 用 する 作業 
を 除く 。 

⑧ 佐 打 機 を 使用 する 作業 

⑧ きく 周 機 を 使用 する 作業 (作業 地点 が 連続 的 に 移 
動 する 作業 に あっ て は 1 日 に お ける 当該 作業 に 係る 
3 地点 問 の 最大 距離 が 50m を 越え な い 作 業 に 限 
る ) 

@ 義 気 圧縮 機 (電動 機 以 外 の 原動機 を 用 いる も の で 
あっ て , その 原動機 の 定格 出力 が 15 kW 以上 の も 
の に 限る ) を 使用 する 作業 (さく 岩 機 の 動 カ と し て 
使用 する 作業 を 除く ) 

⑮ コン クリ ー ト プラ ント (混練 機 の 混練 容量 が 

0.45 mi 以上 の も の に 限る ) また は アス ファ ルト デ 
ラン ト ( 練 機 の 混練 重量 が 200 kg 以上 の も の に 
限る ) を 設け て 行なう 作業 (モル タル を 刷 造 する た 
め に コン クリ ー ト プラ ント を 設け て 行 た 作業 を 除 
くう 

*2) 指定 区 城 の 基 礁 

① 良好 な 生活 環境 を 保全 する た め に 特に 区 穏 を 要 す 

る 区 城 
住居 の 用 に 供 さ れ て いる た め 静 種 の 保持 を 要する 


会 員 請 皿 
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区 域 

⑧ 住居 の 用 に 含 わ せ て 商業 , 工業 等 の 用 に 供 さ れ で 
いる 地域 で 。 相当 数 の 住居 が 集合 し て いる た め 双 ブ 音 
の 発生 を 防止 する 区 城 

④ 学校 教育 法 に 規定 す る 学校 (幼稚園 を 除く )。 医 
療法 に 規定 する 病院 お よび 診療 所 の うち 加 者 の 収容 
施設 を 有する も の , な ら び に 図書 館 法 に 規定 する 図 
書館 の 東 地 の 周囲 お お むね 100 m の 区 域内 で ある 
と と 

(3) 改善 維 告 に 係る 基準 

① 特定 建設 作業 の 双 音 が 特定 建設 作業 の 場所 の 敷地 
境界 線 か ら 30m の 地点 に お いて 特定 建設 作業 の 第 
1 項 に 掲げ る も の , すなわち , くい 打 機 等 を 用 いる 
作業 に あっ て は 85 フォ ン , 同 第 項 の も の , す な 
わ ち 銀 打 機 を 用 いる 作業 に あっ て は 80 フォ ン , 同 
第 3 5 項 の も の , すなわち きく 岩 機 。 空気 機械 , 
コン クリ ー ト プラ ント , アス ファ ルト プラ ント を 用 
いる 作業 に あっ て は 75 フォ ン を 越え な いこ と 

@⑳ 特定 建設 作業 の 弁 音 が 特定 建設 作業 の 第 1ー2 項 
に 掲げ る も の , すなわち くい 打 機 , 獲 打 機 を 用 いる 
作業 に あっ て は 午後 7 時 より 翌日 午前 7 時 まで の 
間 , 同 第 3 こ 5 に 掲げ る も の , すなわち きく 岩 機 。 
空気 圧縮 機 , コン クタ リー ト プ ラ ント , アス ファ ルト 


プラ ント を 用 いる 作業 に あっ て は 午後 9 時 より 翌日 
午前 6 時 まで の 間 に お いて 行なわ れる 特定 建設 作業 
に 伴っ て 発生 する も の で な いこ と 

③ 特定 建 設 作業 の 騒音 が 当該 特定 建設 作業 の 場所 に 
お いて 1 日 に 10 時 間 を こえ で 行なわ れる 特定 建設 
作業 に 伴っ て 発生 する も の で な いこ 

④⑬ 特定 建設 作業 の 駐 音 が 特定 建設 作業 の 第 1 一 3 項 
に 掲げ る も の 、 すなわち くい 打 機 。 鍼 打 機 。 さく 岩 
機 を 用 いる 作業 で は これ ら の 全部 また は 一 部 に 係る 
作業 の 期間 が 当該 建設 作業 の 場所 に いて 連続 6 
日 , 同 第 4ー5 項 に 掲げ られ る も の , すなわち 裕 気 
機械 。 コ ンタ リー トド プラ ント , アス ファ ルト プラ ン 
ト を 用 いる 作業 (これ と 連続 し て 行なう 第 1<3 の 
特定 建設 作業 も 含む ) に 係る も の に あっ て は これ ら 
の 金 部 また は 一 部 に 係る 作業 の 期間 が 当 談 特 定 建設 
作業 の 場所 に お いて 1 ヵ月 を こえ て 行なわ れる 特定 
建設 作業 に 伴っ て 発生 する も の で な いこ と 

⑮ 特定 建設 作業 の 騒音 が 日 曜 日 その 他 の 休日 た 行 な 
われ る 特定 建設 作業 に 伴っ で 発生 する も の で な いこ 
と 

な お 傘 告 に 係る 基準 に は 仙 害 その 他 非 常 事態 の 発生 し 


た 場合 等 に は この 限り で な いと され て いる 。 
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> 禁 去 部会 (区 献 調査 要員 会) 

械 技 部 会 ( 疫 後 械 技術 要員 会) 

地 工 技 牟 部 会 (場所 打 抗 員 会) 

日 機 縮 技 術 部 会 (アレー 技術 閉 員 会) 

村 横 技 導 部 会 ( 貫 め 構 械 投 人 委員 会 マイ ヤロー ラテ 分 科 会 ) 
機械 技 条 部 会 ( 基 護 工事 用 機械 技術 委員 会 ) 
機械 技術 部 会 (人 気 村 横 技術 委員 会 ) 

欄 械 技術 部 会 (ポッ プ 技 術 閉 員 会 ) 

H 拓 部 会 ( 座 設 慣 油 大 員 会 会 ) 
著 技 箱 孝 会 ( 機 横 放 工 生 邊 方式 研究 委員 会 ) 


11 月 29 日 建設 械 化 研究 所 軍 守 員 会 
12 月 8 H 機 反 伝 衝 部 会 (コッ クリ ー ト 限 技 術 委員 会 小 委 員 会 ) 
*・ 環 相 部 会 (生産 動 配 濁 査 員 会 語 ) 
* 途 工 技術 部 会 ( 弓 和 板 委員 会 ) 
ツジ 棚 立 20 周年 記念 事業 実行 委員 会 小 委員 会 
す 日 機 科技 箱 施 会 ( 書 設 械 電 付 品 計器 研究 村上 会 ダイ ナ モ お 
よび 前 乳 灯 ) 
機械 技術 施 会 (コン クリ ー「 機械 技 洒 委 員 会 パッ チャ プラ ン 
ト お よび ポン プ ) 
呈 球技 術 部 会 (料金 調査 村 員 信 小 季 員 倒 ) 
日 概 械 技術 部 会 ( 下 設 提 模 用 電 肘 品 研究 委員 会) 
昌 械 技 条 部 会 ( 填 設 横 用 計 呈 究 租 員 会 小雪 員 会 ) 
角 党 会 
創立 20 周年 記念 事 業 実 行 委員 会 
機械 技術 部 会 (空気 機械 技術 委員 な) 
施 〒 技 誕 部 会 ( 空 洪 旧 設 要員 例 ) 
ロ 応報 部会 ( 機 隊 誌 編 集 委 員 会 ) 
す 必 二 技 術 部 会 (ディ ー ゼ ル 憶 開 技 術 委員 信 ) 
* 施工 技 術 部 会 (電材 生 疹 雪 員 全 ) 
枝 術 部 会 (場所 拓 出合 ) 
ロ 作 楠 技 箇 部 会 (基礎 工 事 用 旨 紅 技術 委員 会) 
欄 横 徹 箱 部 多 (共役 穫 械 技 矯 員 全 小 秋 員 会) 
・ 放 技 術 部 会 ( 所 打 杭 委員 会 弟 1 分 科 合 ) 
機 織 技 術 部 会 (荷役 柱 械 技術 委員 会 首 2 専門 分 科 会 ) 
・ 機 有 技 条 部 会 (ブル ドー ザ 技 術 委 員 会) 
・ 前 20 周 人 記念 事 実行 員 会 


正月 を 迎え る と , 若い 頃 は , 一 年 の 計 を 立て て 覚悟 を 
新た に する こと や 多かっ た わけ で ある が , 回 を 重ね て く 
る と 年 頭 の 感 怪 も 次 第 に 振幅 が 小さ く な る 。 し か し な が 
ら , 生活 の 情 性 を 切る きっ か け と し て , や は り 正 月 は 良 
いも の で ある 。 

正月 号 は , 昨秋 発表 され た 新 全国 総合 開発 計 画 を 戦 せ 
た 。 豊 か な 国土 を 求め る 国民 の で っ か い 夢 と し て , 何と 
か 正 落と し た いも の で ある 。 

落と いえ ば 海洋 開発 ふま た 浴 岡 日 本 に と っ て は 正 に バ 


ラ 色 の 夢 で あろ りら 。 今 年 は 本 誌 で も いろいろ な 角度 か ら 
採り 上 げ る こと に な り そ う で ある 。 (浅井 ) 


日 * 


会 員 の 皆様 , あけ まし て お めで と う ご ざ いま す 。 

昭和 44 年 新春 号 を お 手元 まで お 送り いた し ます 。 本 
年 は 当 協 会 創立 20 周年 目 に あたる 年 で あり , 巻頭 言 に 
は 内 海 会 長 の ご あい きつ を , また 建設 事業 の 拡大 に そ な 
えて の , これ か ら の 建設 機械 化 の 方 向 を 示唆 する 座談 会 
を 集録 し まし た 。 

編集 委員 も 若手 実力 者 を 大 幅 に 加え , この 機関 誌 の 内 
容 を より 一 層 充 実 し た も の に し よう と , 年 の は じ め に あ . 
た り , 元気 一 杯 , 構想 も 新しく , 機関 語 と し て の 新 分 野 
を 開拓 し て いく 決意 で あり ます 。 

本 年 も どう ぞ ご 受 願 の ほど を , お 願い 申し 上 げ ま す 。 

〈 川 ・ 両 角 ) 
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車 穴 引地 (に 


アト ラス 社 技術 提携 


六 徒 征 し な い タ フ な 足 ま わり 

接地 圧 は この クラ ス 最 小 

どん を 軟弱 な 土 場 で も 、 効 率 よく 地面 を と ら え る シュ ー。 

グロ ー サ つき で すか ら 、 ス リッ プ を 防ぎ 、 ふ ん ば り が き 

きま す 。 超 広幅 シュ ー は 900 ミ リ 。 接 地 圧 は 0.2kg/cm* と 

この クラ ス 最小 で す 。 湿 地 ・ 泥 規 地 で も 立 往生 せ ず 、 挟 

群 の 働き 。 シ ュー は 900 ミ リ の ほか 、400 ミ リ と 600 ミ リ 。 
条件 に 合わ せ て 選べ ます 。 

また 最低 地上 高 は 450 ミ リ 。 こ れる も 軟弱 地 に 強い ヒミツ で 

す 。 


左 ま わり ・ 右 まわ り ・ り ター ン 

思い の まま に 動か せま す - 

左右 それ ぞ れ 独 立 し た 油圧 ポン プ に よっ て 駆動 。 ま た 変 
速 も 油圧 で 2 段階 。 ゆ る い カ ー ブ か ら 、 ス ピー ンタ ー ン 、 
ビ ピボット タ ー ン まで 自由 自在 で す 。 


アン モナー ム Y/ 


較 弱 地 で - 


ゃ クボ タデ ィ ー ゼ ル /6.5 一 8 馬 
重 量 700kg 

* 接 地 圧 0.13kg/cm 

e 最大 排 土 量 0.20m 


き な ブル で は で き な い 仕 事 も 、OK 


ド タ ダ ハ ンド ドー ザ は の 


-2 ト さい こと が 魅力 で す 


笑い 現場 ・ ・ 軟 弱 な 士 場 で も 、 . 自 由 に 動き 回 り ます 。 


5 狭い 現場 へ ほ い り さめ 恋い プル 、 軟 地 で は 動き の と れ 


な い ブ ル は 、 大 ダ s、 クボ の 7 パ RFー ザ な ら 一 一 コン 


"が ク ド が 疲 力 で ず 。 接地 圧 は わずか の 0.13kg / cm*。 砂 地 
や 沼地 、 土 場 の 昌 か 地下 鉄 現場 で も 自由 に 動き 平和 
、 で 圭 を 押し まぐ り すき < て 620 人 分 は じ ry 


働き ます 。 、 2 


0 


アブ ケー チー 芝 


ゃ カタ ログ の 請求 ・ お 問い 合わ せ は 、 
久保 田 鉄 工 宣伝 部 まで お 区 相 出 72 が 目 員 


国外 で も 大 活躍 


サガ の トン ネル 工事 用 機械 


イン ド ネ シヤ ・ カ ラン カチ ラス 発電 所 工事 納入 


PAT 313458 
539684 
795496 
804236 


営 業 品 目 
スチ ー ル フォ ー ム , スラ イデ ィング セン トル フ 
ォ ー ム , セン トル , 鋼 製 支保 工 , クレ ー ン , 
ネル , 護岸 及 ダ ム 用 フォ ー ム , 各種 レー ル ボ イ 
ント , 落雪 (落石 ) 防 護 梱 , ずり ぴん, プレ ー ト 
フィ ー ダ ー, 各種 ジ シャン ボ セ ンタ リン グ ガ ー ダ 
シー ルド 工事 用 機器 , 橋梁 ,、 その 他 鉄骨 製 


⑲ 
佐賀 エ 


478374 
579207 
804217 
810864 


クレ ー ン 製造 認可 工場 
富 第 7 3 号 


建設 大 臣 登録 
(7)851 号 


代 共 


スム ー ス ・ ブ プラ ステ ィング の 


容易 に 行なえ る 
ロー タリ ・ プ ー ム 人 g ジャ ン ボ 


ン 連 製 最新 型 


トン ネル 掘進 に お いて 周辺 孔 の 差 込 角度 が 非常 
= 小 き ぐ なり 祭 掘り 量 が 激減 !! 


・ 独 特 の ヘビ ピー ドリ フタ 塔 載 一 5 ピロー 


テー ショ ン モ ー タ 型 
・ 広い 窪 孔 部 囲 - 5MX6M 


・ 宰 孔 に 死 衣 な し 
・ 提 動 式 キャ リッ ヂ と 固定 ジャ ッ キ 
・ 強 雪 な 足 題 り 


12P ビ スト ン 型 エア モー タメ 


2 台 


8 狗 寅 某 林 式 信 福 


輸入 内 販 機 械 部 
本 社 大 阪 (344)1111 支社 東京 (567)1311 


全 ソ 機械 輸出 公団 


Y/O0 MACHINOEXPORT 


@620 型 ・640 弄 住 机 
式 


吐出 
拓 送 下 本 
水 平 
垂 直 
骨 材 最大 役 租 
に 
砂 一 租 材 比 
輸送 管 人 
ポンプ 弄 式 
その 他 


@680 和 1 能 

最 大 吐 出 胡 
玉 輸 送還 中 
是 天久 材 粒 各 
輸送 可能 の スラ ンプ 
砂 主 (SZA) 
還 。 送 管 ) 宜 


コン クリ ー ト ボン プ 


63099 649 弄 
0 一 35m/h* 9 一 35m' /h* 
4* プ ー ム 一 17m 
25om 3" プ ー ム ー24m 

som 
0 409% 一 3096 
5m 一 23m 
49/60 

4 3*ー4" プ ー ム 付 


プラ ンジ ャ ー 式 ダブ フル シリ ンダ ー 尋 
冶 圧 クレ ー ン 装置 
芳 び アウ トリガー 人 


60m*7hr 

水平 250m 垂直 60m 
Bomm 

5 一 23cm 

40%% 

100A (4B) 


残 コン クリ ー ト 排出 方 式 。 末 洗 式 


@> 


郊 紙 伯 名 森 式 信 往 
重機 械 部 


東京 都 〒 代 田 区 大手 町 1 本目 4 番地 電話 (216) 一 Oo111 (1⑯) 
大 阪 市 東 区 本 町 3 丁目 3 番地 填 語 (271) 一 2281 ( 代 ) 
名 古屋 市 中 区 管 原町 2 丁目 2 0 番地 電話 201) 一 5211 ( 代 ) 
所 幌 、 仙 台 、 新 更 、 浜 松 、 福 井 、 岡山 、 福 山 、 広 島 、 六 赴 。 福 出 


空気 量 伯 5.1m'/min 
重量 @| 400kg 
出力 便 52PS/1,900rpm 


使い や すさ と 性 能 に 
ポイ ント を 置い て 改良 し まし た / 


ポタ コン 国産 1 号機 を 生ん だ @ 3 形 か ら 17 形 まで 機種 が 豊富 で す 。 
日 立 の 技術 一 ーーーーーーー (エン ジン 駆動 ・ モ ー タ 駆動 ・ ノ イズ レ 形 な ど ) 
だ ん ぜん 使い や すく な り 、 性 能 が 向上 し た と 
いま 評判 の 日 立 ポ ボタ コン 。 総 合 技術 を 発 日 ] ん レッ サザ 
て 、 使 いや すさ を 徹底 的 6 レー 
構造 が 簡単 で すか ら 誰 に 無人 運転 
6 平気 。 ま た 耐久 力 が 抜群 な の で 義 隊 も あり 時 
る お 問い 合わ せ は 一 も より の 営業 所 
ませ ん 。 コ ンプ レッ サ 製 作 50 年 の 経験 と 東京 (270)2111・ 大阪 (322)1401・ 福 岡 (74)5831 


名 古屋 (251)3111 ・ 札幌 (26 ) 3131・ 仙 耕 23)0121 
cz 高山 (31)3181・ 広 鳥 (21)6191・ 高 松 111 
ある 技術 が 、 ポ タコ ン に も フル に 発揮 きれ て ょ た は 商品 事業 
東京 都 千 代田 区 大 手 町 2 の 8( 日 本 ビル ) 
いる の で す 。 


郵便 番号 100 電話 ・ 東 京 (2702111 く 大 代 ) 


営業 品目 


1. 各 種 専用 の グラ ブ バ ケット 

2. 撮 削 没 洪 用 クラ ムシ ェ ル パ ケ ツ ト 
3. 単 案 パ ケット 

4. 土 木 建設 工事 専用 機械 設備 

5. 各 種 起 重 機 


千葉 工業 株 式 全社 


震 新 田 1 8 9 番地 
松戸 0473 (87) 4082・4083・4528 


建設 現場 に て 活躍 する クラ ムシ ェ ル バケ ッ ト 


し と た 1 


眞 砂 工 業 株 式 会 往 
東京 都 足立 区 花畑 町 407 邊 
TEL (884)1636( 代 ) 一 9 


ビジ 


国内 最大 


大 型 》 の 本 格 派 


「 人 の や ら な いも の を 創る 」 製 作者 の 意 
欲 と 企業 精神 が 世界 で も 数 少な い 、 ニ 
の 部 大 型 全 油 圧式 トラ ッ ク ク レー ン を 
世界 に 送り 出し た の で す 。 


@30 ト ン の 限界 を 突破 
これ まで の 油圧 クレ ー ン は 、 最 大 20 ト 
ンプ ブ り まで 一 どの メー カー も 果 せ な か 
っ た 30 ト ン の 限界 を 区 ATO_NK: コ 己 
<32 ト ン 〉 が 見 事 突破 し まし た 。 

る 召 済 性 一 一 安定 し た 松 能 
世界 で も 数 少な い 全 油 圧式 トラ ッ ク ク 
レー ン <32 ト ン 》・ プ ー ム は 油圧 式 4 段 
伸縮 ・ 最 大 プー ム 長 さ 38.3m( ジ プ 付 ) 
・ 各 部 機構 は 、 最 新 の 技術 を 随所 に と 
り 入 れ た 設計 。 故障 一 一 休 車 は あり ま 
せん 。 特 に 経済 性 で は 、 本 機 の 附属 品 
の すべ て が 本 体 に 内 蔵 き まれ て お り ま す 
か ら 、 こ れ ら の 別途 運搬 の 必要 が な く 
運搬 費 、 人 件 費 が 格安 で す 。 

@ ズ ラリ そろ っ た クレ ー ン シシリー ズ 


も 10.5, 13。18.32 ト ン 


13 16。 20。 30。 35 ト ン 


INIK:G 性 


超大 型 全 油圧 式 ト ラッ ク ク レ ー ン 


最大 つり 寺本 32ton 介 地 大 プー ム 長 き : 38.3m( ジ プ 付 ) 


加藤 製作 所 0 
人 1) 0 2 どす (人 


束 党 三 


旨 イ 思 コ デー 
主 ニ ー ロ ロー コ 
OTS 22OI5 弄 

圏 特 長 

1. デ リッ ク の 数 倍 の 能率 


- 既 設 の コン クリ ー ト 
タワ ー 利 用 


グ 方 式 

4. り モー トラ 
ント ロー ル 
操作 方 式 

5 かー ケ グ 乳 
ォ ー ル 、 プ 
レコ ン 工 法 
に 最適 

男 仕 欄 


定本 荷重 2Ton 

挫 上 和 電動機 8kw 4P 
挫 上 未 度 20m/min 
叶 20mー70m 
攻 8m/min 
4kw 4P 
15m 

1.75m 

ぼ 0.4R.P.M. 
操 作 か 式 !- ロ ント ロー ル 


須 た 所 


総代 理 直 


(名 神 ビル ) 名 古屋 (211)131 


島津 桂 準 形 ギ キャ ー ド モー タ に パウ バ 特 2 


@ 始 動 容 易 

ゲー カッ プリ ング を 組み 込ん だ も 重い 撤 動 化 を りく に 始動 し , か つ 円 溢 ・ 急 束 に 加速 し ます 
2 @ る クッ ショ ンス ター ト 可 能 

の で .、 穏 準 形 ギヤ ー ド モー タ の 特 逆 に 軽い 拓 動 機 (GD* 小 ) の 場合 、 タ ノニ ョ ンス ター 

で , 標 共 形 ポ パー ドモ 由 ロー メタ より 、 衝動 時 の 急 散 か つ 休 笛 的 を 加速 

戻 め パッ ター が / フ 0 ング の 利点 計 ご AarmL 


@ オ ー バ ロー ド 
ドル タリ ク と し て 働き 、 オーバ ロー ド を 防止 上 ます 
人 @ 高 い 効率 


を 合わ せ 備え た も の で あり ます 。 


グ の 効率 が 100% で すか 
た が あおり ませ ん 


島津 失 作 所 機 械 事業 部 < カタ ログ 進呈 > 


本 社 604 京都 市 中 京 区 河原 町 通り 二条 南京 都 (075)211 一 6161 
支社 101 東京 都 千 代田 区 内 神田 1-14-5 東京 (03) 292 一 5511 
支店 大 阪 541-9501 福岡 27-0331 名 古屋 563-8111 広島 47-4331 札幌 24-0216 神戸 33-9661 


記 ャ っ 、 


KT 万 基 79 ク 
ル 綱 クタ ビタ 合 うい ロ 
語 2018 全 せる て 」 
を 下 そ つき トラ 
始 十 の フナ 大 ヶ ぅ 類 
We を 、 9 スス 1 人 
" * : も 証 ) 
た が 部 
人 下 廻 
[ さり の) 
ー 
再 
の マン 
F] 
計 きる 
※ 
作 Ro 
必 | タ 


金物 株 式 会 社 


生還 ピ ん ) (307 人 


国際 モー ター ス 株 式 会 社 エエ 株 式 会 社 


福岡 市 白 騙 町 7 (40)8I31( 代 ) 仙台 市 本 材木 町 4 6 (25) 5831( 代 ) 


中 吉 自 動車 株 式 会 社 一 川原 産業 株 式 会 社 川原 意 葉 株 式 会 社 


に 王 709ー 
広島 市 西 観音 町 9 一 5 (32) 3325( 代 ) 大 限 市 区 津 町 | (561)0555( 代 ) 上 春日井 和 人 果 大 宇 え 下 4709 一 7 (21)314l 


TRACK PARTS FOR EE TRACTOR 


TOKIRON 涯 束 京 鉄 王 所 


ー 0 一 


っ 


玉 35V ソ シリ ー ズ ※ 


最高 回 転 数 


4 


最高 吐出 圧力 


| 


出力 (kW) / 重量 (kg) 


d/ 


カー トリ ッ ヂ 方 式 / 


六 要 同 転 部 の 変換 吐 間 は 数 分 


能 化 と あわ せ , 欠か せな い 条 
件 に な っ て いま す 。 


逢 東京 針 貫 


株 式 会 社 東京 計器 製造 所 ・ 油 圧 営業 部 / 東京 都 港 区 西新 橋 1 -12-1 


電 03 (502)5311 大 代 年 カタ ログ 請求 先 


hb 三 


ヒン エッ ピー キン 2 


業界 を リー ド す る よ ネ オク 
レー ン 、 と は 、 在 来 の 荷 揚 
機械 と 云う 考え ば 
く 、 人 手 不 足 及 労務 管 
合理 的 を 、 掌 所 に も 有効 を 
機械 で す 


用 途 
木 建築 現場 、 作 
庫 等 の 荷役 作業 


船 所 、 工 場 、 倉 


特長 

1 . 簡 易 自 カク ライ ミン グ 
(落下 防止 付 ) 

2. コ ンク リー ト エ レベ ー タ ー と の 
共用 

3. 旋 回 装置 (特許 出願 中 ) 

4. 確実 ンコ れれ コ 


ト 


RPM 


記法 MT 式 自 カク 

素 護 m/mn 

安全 吐 置 過 接 防止 、 引 込 制限 
が 科 


補助 ・300kg 失 上 速度 30/36 
5.0M 

近作 方 

電源 3 相 


特殊 仕様 は 御 相談 に 応じ させ て 温 き ます 
総 発売 元 


OO 昭 昭和 材 株 式 会 


引 l0W29(T・BR) 


5 (0I782 2 
製造 元 


貼 和 エン ジニ アリ ング 株 式 会 社 


| 1 


伝統 と 技術 を 誇る 


WACKER 


導 DVPN75 型 


BVPN- 1000 型 


高 振動 締 固 め 機 械 


BVPN- 50 型 


1 RB 型 
高 振動 バイ プレ ー タ ー 


BS-100Y 型 


BS 一 60Y 型 


ショ ナル ・ ビ ル 


ーー!3ー 


建設 機械 の 修理 は 安心 し て 委 せ られ る 


ンス 6 


〇 修理 業 は 部 品 交 換 業 で は あり ませ ん 。 黄 社 は 足 ま わり の 自動 燈 接 、 メ タリ 
コン 、 ボ ー リ ング 等 優れ た 再生 技術 に より 修理 費 の 軽 % 銀 力 し て いま す 

〇 徹底 し た 作業 の 合理 化 を は か り 、 工 期 短縮 に よる 機械 の 稼 』 
与 し て お り ま す 。 

【e) を 持っ て 保証 し アフ ター サー ビス の 万 全 を 期し て お り ま す 。 

〇 設計 スタ ッ フ 、 製 作 部 門 を 充実 し 修理 用 設備 工具 、 特 殊 ア タッ チ メ ン ト の 
開発 を 行なっ て いま す 。 特 に アタ ッ チ メン ト は 新 ユ 
大 い に 1 っ てい ます 。 

油圧 機器 の 普及 に 伴 を い 、 耐 圧 150kg/cm*? の ハイ ドロ リッ ク テ ス ター を 設 
備 し まし た 。 ポ ンプ '、 シ リン ダー、 コ ント ロー ル バ ル プ の テス ト に 御 利用 
F き さい 。 


= よる 利益 の 発掘 に 


地 ee ーー の ーー ーー 
ハイ ドロ リッ ク テ ス ター( 信 理 用 設備 ) 


慣 
商 

勿 

重 


ーー 


米国 L&B 自 動 溶 接 機 : ロ チ ャ ー ス ハイ ドロ リッ クト ラ ッ ク プ レス : スナップ オン 工具 日 本 総代 理 店 


<@> 内 外車 輌 部 品 株 式 会 社 


本 社 東京 都 目黒 区 柿の木 坂 1 丁目 1 9 番 語 03-718-8291 一 5 力 46-6228 〒152 
名 古屋 出張 所 名 古屋 市 中 区 千早 町 5 丁目 9 番 5 号 261-7361 一 3 加入 電信 442-2478 〒460 


各種 建設 機械 ・ 部 品 及 整備 用 機械 工具 


性 な 取扱 品目 
ヽ !> 

米国 L&B 文久 DD250 一 D20 @BD23 一 BD2 
し N R ⑱D9 一 D4 用 ブル ドー ザ 部 品 人 

トラ ッ ク リ ンク 邊 動 内 成 深 接 機 だ Sh20 多 ルター サ 角 バ ー バ 
ー グ リー ン 旬 G.M 欠 ア イム 
コ 等 各種 建設 機械 部 品 及 特 殊 工 
具 人 @ 

廊 米 国 Snap-on Tool Co. 製 工具 
信 O.T.C. Tool Co. 製 工 具 旬 
ロ ヂ デ ャ ー ス ハイ ドリ ッ ク 社 製油 
圧 機 器 

大 米国 し & 日 自動 溶接 機 但 ホ ー 
バー ト 半 自動 及 手動 溶接 機 久 
神鋼 溶接 棒 信 

文 整備 用 薬 材 (米国 製 ) 
ネバ ー シ ー ズ (焼付 防止 防 鐘 剤 ) 
ロッ クタ イト (特殊 接 落 剤 ) 

を を 5 ルー ズン ・ オ ー ル (特殊 邪 線 剤 ) 

が 全体 に らら な リキ モリ 

使用 が 可能 に 2 (摩耗 防止 、 焼 付 防 止 剤 ) 

タイ トシ ー ル (パッ キン グ ニ ス ) 


能力 100.70 ( 押 引 可能 ) 

50、30 ト ン あ り 各 種 ア タッ チ 
メン ト 併 用 に より 各種 建設 機械 
及 一 般 機械 の 各種 多様 な 作業 か 
可能 で す 。 


有三 誤 : 三 


Um 


土木 雑誌 2 月 号 


| 定価 230 円 | 
| 毎月 20 昌 発売 
| 全国 有力 書 店 に て 発売 | 


14 仁 ・ 市 因 @ @ @ 【 】 
M い 四 業 箱 。 生 | こ 下 上 目 
を 打 条 記 : 要 の 本 標 標 
他 ち 橋 宇 ・ に - 記 | 符 工 管 管 
投 の | マ ※ お 事 集 事 理 理 
術 基 け 向 を に の の 
ノ 磯 る 終 お 実 ぢ 
| 施 リ る け 施 え 
ド バ に る 例 方 
(⑯) (7⑦ | あ Z 
ス た 


昌 再 消 征 S き ふせ SV く 基 繝 著 基 


記さ ゅ ペー で * ネー 
ェ m 由 
ーー に と 1 
| 


サ 台 S 革 党 へ 涯 等 陵 導 rr 日 計 N 葉 土 ・ 吉 工 違 け と て 球 ミ 


hil 導 
| 則 藤 
) 夫 間 


溶接 管理 o 計 画 = 実 際 


妹島 彦 着 As.250 Y1350 
# に 近代 的 で 3 
2 と る 人 人 人 


ー ジ と その 応用 


『 学 情 二 渡辺 理 著 As・360 
上 を 占め , 産業 の 


シス を 申 心 に ま よ め た 科学 和信 物 


宇宙 開発 へ の 挑戦 


上 滝 致 地 著 新書 ・\ 380 
に 人 類 が 到達 する の も 時 間 の 問題 と 
開発 に っ 
=,、 開発 の 現状 と 将 


Y2200 


ー36 三 


時 豊 


況 用 パケット 


な アタ ッ チ メン ト が が 範 な 用 笑 を お 交 束 し ます 


侍 石 バケット 


その 他 。 大 型 パ バケット, スキ ッ ト ロー ダ , アン グル ドー ザ 装 置 , トウ イン グ ウ イ ンチ が あり ます 
D55S ドー ザ ショ ベル 主 仕様 


19000kg 。 下 引 回 半 笠 27m 


軍 村 本人 
最大 ケン 引 カ 19800kg 登 地 能 力 0 
林 関 出力 ll0ps 水 
住 能 全長 5l30mm 
パケット 容 重 纏 Lam バケ ッ 2060m 
し ETT 1 2400。 虹 低 地上 導 350m 
達 度 6 ae 所 ie パケ ッ 3430m 
前 基 低 達 | 騰 0 一 33 2ー 33 タン ピン グ ク リア ラン ス 2650mm 
箇 6 し 1 ダン ピン グリ ー チ 0m 
束 寺 束 0 48 8ー 48 
2 吉 085 34ー 85 AMC-4-CIS デ ィ ー ゼ ル 機 関 
作 低 須加 。 0 41 1 一 4 キサ イク ル 水 夫 式 列 下 近 順調 式 
2 達 0ー74 3.0- 7.4 ー 反 行程 4 一 130.2mmXI52.4m 
高速 ( 束 0ー58 6 一 5 き l0ec 
z 館 0-03 43 こ 03 傘 料 光 表 率 jso/psh 
TrTsr と が あり ます 


4 改 松林 半 所 


社 東京 堆 区 示 工 2 華中 3 生 6 二 電 庄 (03)(584) 7 大 代表 


北海 導 支 店 4 し 執 ( ロ izz)(52)8i 作 家 中 分 実 店 一 宮 (0586)(77)I131( 天 代 夫 | 
東北 支店 他 合 (02220(5)7II( 任 雪 大 支店 吾 中 (068(64)2121( 代 究 
半 栖 姜 店 新湯 Co2520(66D95I( 代 案 中 困 支 店 到 旦 市 (oz9)(23III( 代 夫 ) 
東京 店 東京 (03(58671UI( 天 代 家 四国 店 高 4So879(eDiig 代 。 宮 ) 
東海 支店 柄 球 (045(3IDI5SI 代 豆 ん 列 識 店 本 寺 055453IIU( 代 宮 ) 


に 


労 減少 時 全 0 作業 量 増 大 


操作 は 簡単 迅 速 で す 


右手 は バケ ッ ト コ ンド ロール レバ パー 
左手 は 変速 ピ パ ー の 操作 だ け 。 

ステ アリ ング クラ ッ チ と を プレー キ は 
運動 で すか ら 。 ご ダル の 球 み 込み の . 
強 青 で 、` 揉 向 と プレ ー キ が 使い わけ 。 
られ まま こま た その 本 サイ ド に ビデ ク . 
セル ダル を 壮 汗 ニ = 安全 作業 が 可 

ヾ 能 で す 。 


生前 後進 ・ 美 速 の 簡単 な トル ク フ ロ ー ド ライ ブ 方 式 
較 バ ケッ ト の チル ト ・ リプ ト 採 作 は 一 本 ピッ で 〇 .K 
構 握 ぶ ち 作 業 - ト ラッ ク 接近 に も 安全 な デ ク セ ル ペ タツ 装 落 


画 軽快 だ が:2 ペ ダ 展 じ か も 強 じん な 埋 式 ス テア リン グ 


REE 寺 叶 た ロ 生 需 


米国 リー ド なせ ノ ビット ・ カ ッ ター 


軟 ・ 中 硬 央 用 QBK カ ッ タ ー 


リー ド 社 ノ 製 品 


1. 5M,1. 8M、2. 4M) 田 リ ー | 
石油 堀 削 、 発 破 孔 堀 削 ビ ピット 


委 岩 用 ビッ トカ ッ タ ー、 朝 削 装 


emm 円 人 代 生 里 店 


し 特 長 
直 反 1.5M レ イー ズ ダボ ー リ ング ビッ ト 〇 リー ドン ノ 長 イ 経 具 ト 独自 ノ 技 術 二 ヨリ カッ ター 
e 本 3 天命 ガ 茸 異 的 二 長 ク 堀 前 コ ヌス ト ガ 経 済 的 
ビア 銅山 帆 強度 3.200kg/( ま 
9 6 Se N MT の 現場 デ ソ カッ ター ノ 取 付 ケ 取 外 シ 作業 ガ 容 易 


吾 大 口径 也 堀 削 ピ ッ ト ( 径 1.3M, 1.5M、1.8M, 最大 6M) 画 ヒ イズ ボー リン グ ビ ッ ト ( 径 1. 2M, 
ジャ ル パ バトン キネ キル 堀 削 機 ( 径 2.7M. 3.3M、4.2M) ソ ン 他 吉 種 


直径 2.0M ノ 大 口径 立 撤 堀 前 ピッ ト 


硬 党 用 QH カ ッ タ ー 事 硬 此 用 QC カ ッ タ ー 


置 ニ ッ イ テン 詳細 ハ 下 記 ー オ 問 合 セ 下 サ イ 


で 伊 基 責 事 株 式 合 福間 部 


東京 本 社 東 京都 中 内 区 


大 阪本 社 大 阪 市 東 区 本 町 2 3 6 電話 大 阪 (271 


名 古屋 支社 名 吉屋 市 中 村 区 笹島 町 


日 本 橋 本 町 2 一 4 電話 東 京 (662)5lll 建設 機械 第 一 課 
225| 確 設 機械 課 


223( 名 鉄 バ スタ ー ミ ナル ビル ) 電話 名 古屋 (582)2l) 産業 機械 課 


syn3 
し 三 全 た ラル ルナ テリ [所 
全 


N 


旬 


こ 


めき 7 ご mf 


特殊 建設 機械 メー カ = 工場 ・ 詳 大 街 造 5 1 電 ・ 館 林 0767(2)322 的 


埼玉 県 春日部 市 粗 忠 1210 電 ・ 春 日 部 0487(52)36250 
会 人 ーー 生生 旋 に コ 西部 地区 発売 元 
代田 区 神田 猿楽 町 1 一 7 三笠 建設 機械 株 式 会 社 


3 (292)1411 大 代表 テレ ックス 東京 (222)4607 大 阪 市 西 区 立売 基 北 通り 4 一 70 電 ・ 大 阪 06(541)9631- 4 


列 力 ./ 高 性 能 . 
セッ ド 
わずか に 1 分 ノ 


\ 浦賀 ロー レン の アウ トリ ガ は 
TC 一 110 10.5 ト ン 吊 り い パワ ー セ ッ ト ・ ア ウト リガ と 
MC 一 320A 20 ト ン 吊 り < 1 呼ば れる 油圧 機構 を 使用 し て 
MC 一 325A 25 ト ン 吊 り / いま す 。 こ れ は ロー レン の 特 
MC 一 332 32 トン 吊り 許 で 、 運 転 席 で レ パ ー を 押す 
MC-775 75 トン 吊り M だ け の 遠隔 操作 方 式 に より 、 

W ( わずか 1 分 足ら ず で 自動 的 に 
MC-775 ト 許 セッ ト す る こと が で きま す 。 


最大 ブー ム 長 79.250m 
ジ プ プ ブーム 長 18300m 


ー デ > 王 

=・』 

半生 nm 
機械 事業 部 と ー 電話 東京 《211)1361 
大 阪 営業 所 | 区 絹 仙 町 50 番 ビ 電話 大阪 (362) 8255 
名 古屋 営業 所 名 古屋 8 3 『 電 名 古屋 (962) 5545 
九州 営業 所 電話 福岡 43) 2121 ・3344 
浦賀 機械 工場 横須賀 市 痛 賀 町 4 丁目 7 番地 電話 模 須 負 (41)2111 
斑 島 機械 工場 廊 敷 市 玉生 乙 盆 8230 番 地 電話 玉島 (2)2111 


(人 手 不足 を 解消 する 


吉 : 末 の 
OO 
バッ ク ホ 一 


) 
+ 作 業 な 心 
・5 ク に 移動 で きま す 
クル タイ ム が 短 作業 能 準 が 向上 ト 【 
) 
介 仕 操 
多 装 備 重 量 | 3.500kg 
R 長 3.677mm 


7 
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ば ぱ ば れ て いま す 。 た と えば プル ドー ザ で 8022 以 上 の 人 る 
が 第 一 希望 に CATERPILLAR を 指名 。 ニ この お 客 さ ま の 
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1200 RPM 策 度 20085U に 施 け る ポン プ 特 性 (1200 rpm 以外 の 回 胃 特 性 は ほ ば 回転 数 に 比 細 し ます 


用 し て いま す 。 
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を 運転 条件 に 適応 
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せ | PVR 50LF- 30 | 7 | PVR5OFF_30 290 
で | PVR 50LF- 36 PVR 50FF- 36 35.5 
| PVR 50LF- 39 PVR 50FF_ 39| 38.0 
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KK ちら に K- ア ス フ ァ ルト ・ フ プラ ント 


KSK ア ス フ ァ ルト プラ ント は 当社 が 創立 いら い 70 年 に わた り 培 っ て きた , ボ イ 
ラ そ の 他 の 熱管 理 に 関す る 技術 と 経験 を 核心 と し , これ に 化学 機械 , 振動 機械 
お よび 建設 機械 、 そ の 他 の 総合 メー カ と し て の 豊富 な 技術 を 結集 し て 設計 . 製 
作 し た も の で , 従来 の プラ ント の 欠陥 を 完全 に 除去 し , か つ ユ ニー ク な 特長 を 
も っ つ 優秀 な ブラ ント で す . 混合 能力 12t/h 一 80t/h ま で 各種 


そ の 他 の 建設 機 穫 


KSK-JGB 万 能 据 削 策 込 機 KSK-0&K パ イプ ラク タ 
KSK 振動 くい 打 機 KSK VOGELE コ ンク リー ト 培 装 機 


上 上 す よ すま] 
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リト ルク と 運転 トル クタ の 
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OMP 50(7 が 
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owl00(14)| 100 で 

loup 190039) 160 ュ ン | 


200 
OMP315(40| 315 


デン マー ク 、 ダ ン フ ォ ス 社 と 米国 チャ ー リ ン 社 と の 協定 に より 、 日 本 国内 で 
Charlynn-Orbit モ ー タ に つい て は ダン フォ ス 社 製品 を 輸入 販売 する こと に きま り ま し た 
社 製 オ ー ビ ピッ トモ ー タ は 日 本 市 場 に 適する よう 、 以 下 の ご と く 配 慮 さ 


お り ま す 。 の 

りす 3 還 す べ て メー トル サイ ズ 

圏 ス ラス ト ベ アリ ング の サイ ズ ア ッ プ 

画 小 形 マ グ ネ ッ ト フ イル タ を 内 装 
ンプ 4 社 製 オ ー ピ ッ ト モ ー タ は 上 厳重 な 製品 検査 の うえ 出荷 され て お り ま す が 、 同 一 出力 
トル ク ガ か 数 形式 か ら 得 られ ます の で 適切 な 形式 の 選択 が 有効 な ご 使用 に 不可 欠 と いえ ます 。 
また 、 併 用 され る セー フ テ ィ バル ブ の 性 能 も 十分 適合 し た も の で な けれ ば な り ま せん 。 
弊社 は 油圧 機器 総合 メー カー と し て セー フ テ ィ バル プ ブ を は じ め 関 連 機器 を 一 通り 製作 し て 
お り ま す の で we 社 製 オ ー ピ ッ ト モ ー タ の 最大 の 活用 に つい て 弊社 に ご 相談 下さ い 。 


広島 出張 所 TEL(0822)21-2550 ( 代 ) 
(2961-6251( 代 )TELEK(444)3716 福岡 出張 所 TEL(092)76-4525.77-4220 
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の シノ ーー / / グ ー ル ルル 。 @ 


POWER STEERING CONTROL 
オービット ロール は 、 操 胡 輪 と 車軸 と の 間 に 機 械 的 リン ク を 必要 と し な い 全 油圧 方 式 の 能 
取 装 置 で 、 モ ビー ルク レー ン 、 ロ ー ド ロー ラー、 フ ォ ー ク リフ ト 、 ト ラク ター、 農 理 機 、 
船舶 等 に 使用 する こと が で きま す 。 
特 微 運転 者 の 疲労 軽 減 / 取付 容易 / 小 型 ・ 軽 
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広島 市 千田 町 3 丁目 9 一 28 (43) 2912 
東北 出張 所 
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営業 品 目 
アス ファ ルト プラ ント 用 各種 


製品 の 携 械 的 性 質 
電 か 50kg /mw 以 上 


に 比 し 、 は る か に 
2 太尾 に すぐ * れ て お 


松 姜 金 属 工業 株 式 会 社 
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革 大 攻 市 江 連 区 浴 町 4 丁目 3 の 4 電話 06(561) 代 表 0555 一 7 往 

東京 都 港 区 中 門前 町 1 丁目 3 番地 電 語 03(432) 代 家 3 5 81 番 

Ma 出 胡 知 県 西春 日 郡 師 有 町 天 字 施 錠 褒 4709 電話 0568 (21) 3141 番 
九州 出 北 刀 州 市 小 枯 区 大 門 町 1 7 電話 093(56)0308 番 


品質 と 生産 量 で 本 邦 の トッ プ を ゆく / 


握 別 機 の 専門 メー カー 近畿 工業 


豊富 な 品種 の 中 か ら 最 適 の 機種 を お 選び 下さ いい ーー 一 


KR 一 日 型 スク リー ン ( 大 塊 用 ) NLH 型 スク リー ン ( 中 、 細 粒 用 ) 


@ ス クリーン NLH 型 ,」 リップ ルフ ロー 型 , (KR-H 型 ) 了 晴 円 型 , ロー テッ クス 型 
@ フ イダ ー グリ ズリ ー 型 , プレ ー ト 型 , レシ ブロ 型 , エプロ ン 型 , 電磁 型 。 
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大阪 営業 所 ) 
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三 茨 重工 業 祇 球 罰 植 本 社 建 設 機 科 部 東京 都 寺 代田 区 丸の内 2 の IO 
神戸 造船 所 明石 工場 明石 市 魚住 町 清水 字 北 沢 


総 販 売 代理 店 
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京 (21) 02I1 


三菱 商 事 株 式 会 社 本 社 輸送 検 部 東京 都 千 代田 区 刀 の 内 2 の 20 電話 東京 


2 幅 米 井 商 店 東京 (56|)I17| 崎 産業 帆 札幌 
東京 産業 映 東京 (212)76| 椿本 尋 業 映 東京 (543)325| 四国 機器 帆 高松 
新 東亜 交易 則 東京 (212)84I| 新 菱 重 撲 帆 東京 
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掘削 機 は 豊富 な 機種 を そろ えた 室 守 瑞 か ら お 選び 下さ い 


中 形 ク ラス の 経費 で 
大 形 工 事 を こなす ./ 
三菱 ユエ デ 基 
ヤ -8 〇 
最大 掘削 深 さ ・5.4m リー チ 最 大 ・8.8m 
バケ テッ ト 容 量 0.55m' 掘削 圭 量 は 150m7h と 


抜群 重 掘削 時 に は 大 き な 力 軽 作 業 に は 
早い スピ ー ド を 得る 可 


ポン プ を 採 
用 加え て 2 回路 の 油圧 ポン プ は 連動 作業 
を スピ ー ド を 落 さ る ず に や っ て の け ま す こ 
の ほか 5.000 友 の 実績 か ら 生れ た 機構 が 随 
所 に 生き て いま す 。 


地温 地 用 章 = 呈 呈 L 
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二 間 | 。 衣 呈 SR 
加 誠 旨 
PeH PH *H PH PH PP Ma 
mi 、 。 昌 忠 時 
PkH Pk 昌 PH PkH 了 
4 PH PE PH P げ 
< 音 Pk 詩 PtH Pu_ PH P 
pH PzH PeH PcHE LA 
PB 時 PcH PcH 軸 
PkR 上 HPxH PcH) * 
* 下 旧 、HU PH PH 
で HE/ ほ P: 時 PH 
\*F 提 PkH PH 
提 を 8 
| 
録 時 計 
時 引 時 
下 旧 | HP 
| 肖 
当り 


デュ 
エエ エー 


ツマ PS GOopmSS ン er 


Sr 


"Sr 


エエ エエ エエ エ ュ ーー 
1 


(エエ エエ エエ エエ エエ エア 
か オオ 
に エエ エ エエ エエ エエ エケ 
SPY 、 


由 PD PPSSS ぞ 9 


も 
回 
の 
に エエ エエ エエ エエ エエ エエ 
SS 
に エエ エー トー ゴ 


ご PSGO で SS や S で ママ ママ 
・ エ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エッ 


よこ エエ 5 
で 
< 


本 
トナ ホネ ネオ 
ヒエ っ 
に 


可 


トト 


と エエ ピエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ 


や ママ ママ ママ ママ マロ ママ ママ : 


ー ニ と マ 


エエ エエ エエ ュー ニュ 


よ よ よー トム よ よ トット トコ 
エエ エエ エピ エニ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ 
で て : 


9 コマ ママ ママ ママ 


トキ キメ メオ 


た 
- 十 二 上 上 ーー エ トー トー で 生生 
| 


本 。 社 神戸 市 借 合 | 
東京 支社 東京 都 中 央 区 日 本 
大 阪 支社 大 孤 市 東 区 北 活 3 丁目 5 ( 


神社 商事 


隙 邊 東 護 北 生 8TH9iA 
東京 都 中 央 人 重 4 丁 旧 3( 作 友和 


本 壮 
東京 地 社 


Ni 


弊社 の 特長 

深き 数 千 米 の 石油 玩 井 の 掘 役 技 術 を 応用 し た 土木 握 撃 工 : 
* ウ 無数 、 作 業 迅 速 低廉 、 護 工事 、 変 形 搬 机 等 新 分 3 

に 妊 け る 広汎 を 注文 に 応じ ます 

弊社 独特 の 所 査 方 法 半 
1. 藤 座 掴 没 基 率 1.000。1.000m 掴 つて 3m) 
2. 方 位 傾 合 所 柚 囲 半径 20m の 曲 円 境内 に 撤 井 

深度 1.500m ) 


3 地熱 井 掘 酸 
4. た 口径 所 本 ( 帝 石 式 リ バー ス 疫 置 使用 ) 
門 。 径 60em 1m 1.2m 2m 3.5m 
深度 200m 
使用 工法 イ . オーバ ー ラ ッ プ 工法 (弊社 真直 所 山 
及び 特許 ッ ト 使 用 ) 
ェ ッ トウ キー 二流 ( 弥 社 特 許 工 法 ) 
* 8。 和 WW コ N 
、 玉 井 、 絡 枕 工法 


新 製 品 @ 化学 、 鉱 山 、 土 木 、 あ ら ゆ る 褒 業 
に 活躍 する スラ リー ボン プン 


両 摩耗 ・ 耐 食 


画 特 長 
・ 小 型 壁 年 、 大 答 量 、 高 効 只 
を 使用 実績 より 考案 きれ た 強 
析 を 耐 摩 秒 性 ゴム の 採用 。 
・ 部 品 の 数 が 少な く 、 分 解 、 組 立 が 


ミカ ルポ ンプ に も 


使用 可能 。 


三菱 金属 加工 本 部 


TH た 朱 人 16 (= 和希 ど A) 話 (7086IUA 人 KA 
誠人 人 名著 折 和 


ーs3 一 


山陽 新幹線 上 半 ス ライ ド セ ン トル 
PAT シー ルド 工事 用 円 型 ス チー ルフ ォ ー ム 
営業 品 目 32529 
26661 
O ス チー ルフ ォ ー ム 0O パ ラセン トル 39445 
スラ イド セン トル 0 スキ ッ プ カー 2 の プレ ー ト フィ ダー 
O ト レン ロー ター 0 タム 用 ライ トゲ ー 
0 プレ ー ト フィ ダー 0 支保 エ 
0 チッ プラ ー 0 橋 業 
0Q ス ロー プ フ ォ ー ム 0? の 他人 設 機 械 一 般 


岐阜 輸送 機 株 式 会 社 


壮 岐阜 市 光明 町 3 丁目 4 番地 電話 (0582) 51 一 2541 一 3 
1 岐 香 県 各務 原市 那加 新 加納 南 葉子 電話 (0583) 82 一 1251 一 3 


群 を 抜く 耐久 カ / 回 9 


整備 重量 ・ 84 no ド 半量 0.8m トラ クタ ショ ベル 
・ い すゞ DA220 形 53PS また 
三井 ドイ ツ F6L812 形 re 


都 新宿 区 角 答 2 一 7 3 
スバ ルビ ル 
TEL 東 京 (342)2281 大 代表 


設 工 業 の に な い 手 ! 


較 立 て 型 ・ 横 型 ・V 型 ・Y 型 ・ 対 向 釣 合 型 、 1.5 一 450 kW 
罰 他 に ロー タリ ・ ル ー ツ プロ リ ワ 、 真 空 


コン フレ ッ サ 


き テ 三 園 重 了 業 横 素 侍 計 


回 オリ デン ス " エ アテ ニッ ト " VS 型 7.5-75kW 


相 結 交 軸 束 所 川 馬 四 本 町 3 一 326 Hm ご Ri( 代 ) 
\ 場 大 豊中 ・ Na 県 
素 才 代田 区 内 3ー 2 (東京 ビ ん ) 電話 212 yi 
回 オリ デン ス DY 型 55 一 150kW ? 。 山 口 県 肪 府 市 富 海 駅 前 電話 富 海 10・62・146 


? 福岡 市 天神 2 一 9 一 18 (同和 ビル ) 電話 75 一 5508・2098 


ラサ の 滑 材 生産 プ 
maz ラサ 機械 工業 株 式 会 社 mwgs ラサ 工業 株 式 会 社 


3 mm RTREEm=m っ 81 人 br) BeoDU0 281ー5 
すき FR 回 3 人 1 (大和 振 上 下 打 17 の 1 (と GLDs421=s 
本 は 信和 ee 福居 横 営 業 所 揚 団 市 天 社 3 の 1 の 1 6( 橋 ロビ ル ) 電話 74636-8, 1731-8 

人 打 旨  ー ま エト 1(Wmey Spee7mOni 

等 加 3 る 4 の 1 圭二 る 用 ビ 況 半 り 7 の 1(ERPA) 5022475716 
北海 地区 代理 店 三信 産業 (株 ) 札 幌 市 北 三条 西 3 の 1 電話 22282,035231 一 6 


ユニ バー サル ジョ イソ ト ・ プロ ペラ シャ フト 


道 車 輔 用 e 起 重機 肥 運搬 機械 義 置 用 製鉄 製紙 機械 等 各種 圧延 機 の ロー ル 駆 動 用 e 船 
背 の 推進 、 発 電機 駆動 用 e 代 、 送風 機 、 ポ ンプ , 試験 機 の 駆動 用 e その他 の 動力 伝達 軸 


使用 最大 回 転 令 訪 上 る 5* 
使用 最大 伸縮 範囲 


円 潤 に 行わ れる 


化 を 自由 に 吸 M す る 。 
重用 可能 で 


伝 廷 トル クタ 最大 170.000M 一 KG 


3【t 刈 油圧 式 ホイ ー ル クレ ー ン (302 型 ) 
4 t 吊 ホイ ー ル クレ ー ン (401 型 ) 


5 t 吊 クロ ー ラ クレ ー ン (501 型 ) 
ディ ー ゼ ル 機 関 事 
お ー タ 本 王 三 

ド タ ク ター 

油圧 シリ ンダ ー 


PT 


36 一 


3 


ロー ララ EH 


W ピー! 「/ / に 
"が 記 一 字 一 
多年 の 経験 二村 本 時 最新 の 技術 
責任 ある 材質 本 連 時 最高 の 品質 
低 康 な 価格 全 mmmw 豊 富 な 在庫 


今回 タイ 国 バ ンコ ッ ク 市 に 総代 理 店 
と し て THAVORN TRACTOR 
3 R.O.P を 設定 いた し まし た 。 


画 オ リ ジ ナ ル 製 作 擬 種 ーー 画 一 般 市 販 品 一 ーー ーー 一 
香 種 ブ ルド ー ザ ー、 シ ョ ベル 、 ア ス oo の (ニラ 0 コリ ヤー ロー 
2 の ドラ イー ブン 培 な の ロー "ピン ト ア だ ラー, スプ ロ 


ケッ ト , 及び その 関連 部 品 。 その他 
ツー ス 、 エ ンド ピッ ト 等 内 外 各 車種 
を 取り そろ えて お り ま す 。 


ラ う ラ 所 ご ラージ の が F へ や フ 
ロン ト ア イド ラー な ど 足 廻り 部 品 の 
オリ ジ ナ ル 製 作 に つい て は 各 メ ー カ ー 

記 ロー ラ 印 下 転 輪 / 上 転 輪 / 製造 元 〉 
ー よ り 御 信頼 を いた だ いて お り ま す 


是非 台数 の 多 小 に か か わら ず 角 作 に rg 4 部 | 


つい て は 御 相談 下さ い 。 T 東 区 大 島 5 丁 目 42 番 3 号 電話 (683)3571( 代 ) 一 4 


(683)1922 


NIKKQ.HsK 
全 油 は 式 提 前科 


邊 還 EEEGYI 
ww エン ジン 局 力 か が 大 きく な り ま 履帯 も 長く な り 、 安 定性 か 増 宙 吉 "5 
し た し まし た | ー 
ゃ バケ ッ ト も 大 きく な り ま し た 二 行 速度 も 早く な り まし た | 5 EEODXZ 
e 提 測深 さも 4 m を 超え まし た サイ クル タイ ム も 早く な り ま 。。 | 全 生 ee 
IOnpm 
4 ま 0 -2.45kmh 
0.4IMa/om ( 槍 430mm 栓 
49% (62 
16wwo(90" 施 回 ダン プ 相 込 
| 昌 M ト - マ フレッ クス 
| PTV49RGVC| 
| 可 居 容量 アキ シャ ルブラン ジャ 
| PLC 北 人 
最高 250wp/cm 
重大 772/m 
品 


た 大原 東欧 下町 2 本 四 61 
北 東和 KEI 内 吉 困 2- に 1 押上 
東洋 欄 共 3 工 和仁 社 * 支社 東都 T 代 HIZ 剛 困 2- 上 1 


を 屋 計 名 吉屋 市 中 区 余丁 2 一 6 一 2 TEL20-8I1 


元 -- 一 ーーーーーー フ ーーー フフ ーー フー プー フー 
株 式 日 小 本 壮 東京 者 千代 田 区 有楽 町 1 の 12 (日 比 谷 三 井 ビ ル ) 
会 社 郵 100 電 / 東 京 (03) 501-6111 (大 代表 ) 


38 一 


ゴム 共振 採用 
特殊 衝撃 方 式 の 為 攻 障 少 
な く 耐 久 力 が 大 


突 固 め 能 力 が 強力 で ある 


路 床 ・ 路 盤 ・ ア スコ ン 等 の 輸 圧 
埋設 工事 後 の 軸 圧 波面 ・ 法 肩 
路肩 等 法 面 の 圭 圧 盛土 ・ 栗 石 
の 突 固め その 他 狭 陰 場 所 の 洋 圧 
締 固 め 


軽便 高 性 能 


ロー 


7 


本 中 著 合 3 丁目 6 番 9 号 東京 
Po 鳥 字 栖 沼 2025 番 地 電 語 ・ 清 和 
大 阪 出張 所 大阪 市 西区 九条 3 丁目 29 電 大 阪 
即 州 出張 所 福岡 市 南 局 区 内 青木 真砂 町 793 電 語 ・ 福 岡 
名 古屋 出張 所 名 古屋 市 南 区 汐 田 町 3 丁目 21 電 名 古屋 
仙台 出張 所 仙 台 市 大 行 院 町 1 電話 : 仙 台 


ー sg9 一 


原動機 は エ 
ンジ ン で も 、 
に コー ネン ムコ 
も O・K 


特 長 
人 原 動 欄 は エン ジ 
玉 ー タ ー い ず 
れ も 使 用 出来 る 。 
加 小 型 軽便 で 持 運 
び は 一 人 で 出来 る 
信也 扱 近作 は 極め 
て 容易 。 
呼び 水 等 
不要 。 
答 改 障 少な 
度 大 。 
全土 砂 混入 の よ ご 
れ ボ で も 容易 に 大 
硬 揚 水 出来 る 
人 原動機 は 一 切 の 
都 品 、 工 具 を 使わ 
な いで バイ プレー 
ター に 完全 兼 用 出 
来る 。 
吐出 口径 2 時 3 時 
揚程 (最大 ) 
22m 14m 
掲 水 量 (最大 ) 
480/min 
1100min 


は 一 切 


< く 耐久 


気 式 ・ 電 気 式 ) 
フィ ニッ シン グ 
スク リー ド ・ 振 動 
モー ター・ そ の 他 
振動 機械 


特殊 電機 工業 株 式 会 社 


03 (951)0161 一 5 
0488(62)5321 一 3 
06 (581)2 576 
092(41) 1 324 
052(8t1) 4066 
022(57) 3860 


纏 


営業 品目 ・ ア ス フ ァ ルト プラ ント ・ バ ッ チ ャ ー プ ラン ト ・ 碑 石 プ ラン ト ・ コン クリ ー ト ミキ サー 
ベル ト コン ペア ー・ デ レッ キク レー ン ・ パ イプ サポ ー ト ・ 足 場 ・ そ の 他 建 設 機械 


白 工 杯 式 画 視 


大 阪 営業 本 社 大 阪 市 西 区 新町 南通 5 丁目 1 電話 (598)01771ー ァ 
李 社 及 工 場 兵 謙 県 明石 市東 王子 町 2 丁目 電話 (913)2525 代 
東京 営業 所 東京 都 了 代田 区 外 神 田 3 本 4 の 9 北沢 ビル 5) 3 

札幌 営業 所 提 則 市 北本 条 症 4 イ 札幌 

福岡 営業 所 福 

仙台 営業 所 

名 古屋 営業 所 


シー ルド の 堅 杭 に 
攻 - ス オー ガー 
セグ メン ト の 裏 込 に … 
SA ンプ 


⑱ アー ス オ ー ガ ー の 種類 
ドー ナツ オー ガー SDA- 8O 型 
SDA-10O 型 
アー ス オ ー ガ ー STO- 4O 型 
SBM-40OH 型 
宣 4OH 型 
405 型 


※ ラ ウト ポン プ の 種類 
SN ポ 、 シ 、 プ AP- 1 型 
eV se AP-2 型 
。 し LP-| 型 


アジ ポンプ AP.」 


三 和 機 杖 補 式 旨 視 


プラ ント の 
設 計 
製作 


営業 品 目 
M 一 3 型 ラ ンマ 
2 衣 2 
8 型 ) 
キサ 
nn ゲラ 、 ッ ク 35 有 5 で ペ 
(プル トッ グル 型 ) 
(シン グル トッ グル 型 ) 


新 和 機 械 工業 株 式 会 社 


東京 営業 所 東京 都 代 田 区 神田 小川 町 『 の 1 電話 292 一 2 4.8 1 (代表 ) 
本 社 ・ 工 場 . 川 星 市 日進 町 2 3 の 7 電話 23 一 9151 (代表 ) 


高 誠 波 恋 動 騙 林 


KM2 一 2000 型 。 
KM2 一 2000A 型 ( 
VM2-4000 型 (75P) 


| 麻 立 は 才 に 激減 


VM2 一 4000A 型 (80P ) 2 . 特殊 耐 麻 型 モー ター 
VM2 一 4000B 型 (100HP ) 「 
VM2 一 5000 型 (120HP) 3 小型 ・ 軽 量 ・ 了 衝 
KM2-12000 型 (120P ) 取扱 に 便利 


4 . 強力 な 池 圧 カ W ッ ク 


と スコ た 匠 本 社 大 阪 市 東 区 比 町 2 丁目 6 4 番地 TEL 06-203-1351 
EC 東 洋 糧 花 株 式 芸 社 東京 支社 東京 千代 還 区 上 町 2 日 1-1( 人 野 ビル ん ) EL 03 一 502-1251 
名 吉屋 支社 名 古屋 市 中 区 錦町 2 丁目 6 番 2 号 TELO052-201-811 
ミル 上 大 市 北 其 ヶ 枝 困 57( 橋 ビル 机 館 ) エモ し に 
設計 監理 建設 株 式 人 人 ETEL 0-19 16 
製作 工場 伊丹 工業 株 式 会 社 mW 人 市 本 8T2 番 地 TEL 伊 0727) 20201 


ハン タ 。 ス フレ ヤ コ 


ハァ テグ 葉 


rr メ 『 リ ビュ ー グ - 


口 撤 布 


4000.5000.6000 
種 ・ 自 走 式 及 積載 式 


_ 保利 で 能率 的 な 


エラ ジン ズ ア ルレ 記 一 


較 拉 布 能力 : 毎 分 30Z 
一 ド ラム 向 一 直接 撤 仙 
較 ケ ッ ト ルー 溶融 撤 肌 


前 材 自動 供給 
骨 材 撤 布 作業 の 省力 化 に 
本 計 二 マデ リア ルル (シュ ー ト 付 ) 
ai | エニ デン ス ア レッ ダー 
が 回 撤 褒 骨 材 粒度 一 修一 307 衝 


較 最 大 近 布 山 一 6 
画 疾 応 ト ラッ ク ( ダ ンプ ) 一 2t 一 8t 目 


アス ファ ルト 乳剤 ・ 
ター ル 等 の 常温 混合 に 


500 タ 
計 製作 


バケット を グ 


クラ yi の 20 欠 次 ト 
クラ ムシ ェ ル 型 バ ケッ ト 
各種 専用 パケ ッ ト 


株 式 会 社 


木 侍 役 機械 工務 所 


本 社 工場 


千葉 県 松戸 市 上 本 郷 536 
エ 正 0473 (62)9131⑬ 


好評 絶 雷 を うけ て いる 
石 掴み バケ ッ ト 
( 6 枚 妨 クラ ッ チ パケット ) 


中 古事 な ら 
良い 機械 が 
な ん で も そろ うぅ 
フタ ミ 広 島屋 へ 


YY PT パ 
フー バト 6 
eo の Poo の OSA 
人 @ 


中 古 守 設 肪 機械 並 重 車 輌 販売 
油谷 重工 株 式 会 社 | 株 式 会 社 小松 製作 所 


て プ ブルドーザ 各種 部 分 品 


支柱 / 党 業 所 東京: 大 阪 / 札 幌 他 


〈 特 長 〉 
、 画 高 性 能 ・ 高 度 の 耐久 性 

画 工 事 費 ・ 設 備 費 が 安く 経済 的 
画 据 付け ・ 解 体 ・ 輸 送 が 和 便 


設計 ・ 製 作 ・ 施 行 を 
いま す 
米 製 作 範囲 能力 30t/h 以 上 


ーー 戸 製 社 


社 神戸 合 区 爵 浜 町 1 丁目 3 6 


電話 2 戸 (22) 4 1 0 


1 


『 潤 ・ 富 山 "名 古屋 広島 北九州 


ト KG 刀 グ め 20o0o08 短 / 


焼 入 研 磨 ロ ー タ ー セ ッ ト 
組込み に よる 高 耐久 力 / 


小型 / 高 性 能 / 騨 音 が な い / 8 8 


35/zz2 70 人 婦 /zw2、105 夏 /cw? 
0.52/min-5002/min 


epuMP LUBRI-woron TROCHOID-puwp GEROTOR-ruwp ORBIT-woroR 


1-707 mm 355 こい に 5007 1067 こ | 100 


306 7 ー4 7 
SW に 2 AN 
に さ 


48 


『 避 


人 胡 プ ァ EE テマ ーー 
シリ ー ズ 


能力 ・30 一 150 T/』 ミキ サ ・500 一 2.000kg 


還 4Ni2 


= 華 重 工 は 、 他 メー カー 
以来 、40 基 を こえ る 大 容量 アスファルト プ ト を シリ ー ズ と し て 皆さま の ご 要 紀 に お 応 
ラン ト を 製作 し て きま し た が 、 こ の た び えす る 生産 体制 を と と の ぇ えま し た 。 


特 長 自動 計量 操作 盤 

介 航 空 機 や 艦船 の 製造 験 を 生か し た バラ ンス の 良 
い 機械 で す 。 し た が っ て 、 ラ ング ・ コ スト が 
と て も 安く な り ま し た 

@ つ ね に 奈 裕 の ある 燃焼 装置 で 高い 乾燥 度 の 骨 材 が 
得 ら れ ま す 

45 放 の 振動 方 向 を 持っ た 効率 の 良い 振動 科 

は 奈 力 の ある ライ ブ ゾ 45 多 で 表示 

例 汗 材 は 計量 本 で も 簡単 に ミキ シ きれ ます 

全 自 動 仙 御 の 電気 回 路 に 移動 簡便 を クイ ッ ク コ ネ ク 


の 修正 は 実数 値 (ダイ ヤル で は あり ませ 
し ます か ら 操 作 量 の 設 


ミス が きわ め 


て 少く な り ま し た 


形 式 AP3OO | AP5OO | APeoo | Apaoo | APizoo 
要 目 能 カカ (T/H) 30 一 35| 45s 一 60 60 一 80 | ao 一 ino| izo 一 iso 
ミキ サ 容 量 ( タ ) 500 800 1.000 1!.300 2.000 


三 茨 重 工 桃 球 斉 視 Pr 都 千代 田 区 元 の 内 2 の 10 


業 所 大 阪 ・ 福岡 ・ 札幌 了 m 
神戸 造船 所 明石 工場 明石 市 魚住 町 清水 字 北 沢 1106 兵庫 見 (2)1531 


絶 販売 代理 店 
三菱 商事 株 式 会 社 本 社 輸送 機 部 建設 換 械 一 課 


B 千 代田 区 丸の内 2 の 20 (211) 0 211 


代理 店 
東京 産業 費 東京 (212)76l| 新 東亜 交易 彰 東京 (212)84I| 帆 米 井 商店 東京 (56|)II7| 椿本 興業 則 大 阪 (313)3231 
新 重 機 交 東京 (92)136| 崎 産業 帆 札幌 (26)324| 四国 機器 綿 高松 (6|)9II| 北 姜 重 機 旬 小松 (22) 3825 


国土 建設 化 時 代 に 備え 
南 量 の ウイ ンチ を 


旬 大 型 3 肌 ウイ ンチ 9 


次 引 カ ・ ドラ ムラ ラ ンジ 継 の 中 心 で 3000kgs 
客 速 ンタ ロメ ッシュ 正 転 4 段 、 導 転 4 設 
最大 挫 上 速度 ・ 460m/min 

挫 代 ・ 12mmpー ツ 1280m 

ェ ン シン ・ HINO DM 一 100 77PS/2400rpm 


直 引 力 ・ ! 


氏 中 型 3 胴 ウイ ンチ 


人 掲 動 ! 
最大 接 上 上 洋 度 ・ 310m/min. 
ee 12mm ロー プ 1000m 


株 式 会 社 南星 工作 所 《) 南 


労働 省 ラ レーン 製造 


熊 本 (52) 8191 代表 仙台 仙 287 也 96 | 2 
東 京 (433) 4566 代表 息 岡 営業 所 盛 岡 (24) 5 2 3 1 
大 阪 (541) 3631 代表 新潟 営業 所 新 賜 (44) 4 3 0 8 
名 古屋 (962) 5681 代表 長野 営業 所 長 野 (6e) 2636 代表 
札 - 幌 -C23.) 3 る - 2--5_ 8 広島 営業 所 広 得 (32) 1285 代表 
宮崎 (4 ) 6 4 4 1 大 分 営業 所 志 才 分 (4410127 困 な 


= 49 ニ 


フル だ ー ザ ニー カブ ナ ムシ 


HK 
( ゅ 7 ホー ショ ペル 


稼動 力 ・ 性 能 ・ 耐 久 性 は 抜群 で す 


株 式 会 社 早 崎 鐵 工 所 
早 崎 産 業 機械 株 式 会 社 


沼 涯 市 上 香貫 西 韻 町 1 1 50o 番 地 TEL 沼 津 (31)0463 大 代表 
東京 都 中 央 区 室町 2 の 4 (第 一 ぬ め 利彦 ビ ピル) ] 。 東京 (567) 4355( 代 表 ) 
名 古屋 市 中 区 栄 き 丁目 21 番 12 号 ( 申 玩 ビ ル ) 1 。 名 古屋 (241)5831 (261 )4649 
大 了 苦 市 西区 立 通 1 丁目 24 (立売 堺 ビル ) EL 大 孤 531)0303- 

岡 (市 番 町 2 丁 目 13 の 31 号 ] 。 岡 由 (22)9 

仙 友 市東 四 番 丁 45 番地 (角川 ピル ) EL 仙 耕 (23)1 

札幌 - 広 鳥 ・ 福 岡 


北 は 北海 道 か ら 南 は イン ド ネ シア まで 


音 地 の 道 路 建 設 に 活躍 する 


アズ ス 7 ァ // ラー た 


1 
『 


』 Mi | 


ェ ン ン 
ーー グ 各種 建設 機械 / 設計 / 製作 / 販売 


①) 田中 銚 工 株 式 会 竹 


東京 営業 所 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 4 丁目 ! 番 地 TEL( 代 ) 03-24|-4266 
本 社 工場 福岡 県 久留 米 市 合川 町 5 7 TEL( 代 )04422-2-6277 
東京 工場 東京 都 北 多摩 郡 大 和 町 芋窪 2 4 7 TEL( 代 )0425-6|-1311 
名 古屋 出張 所 人 3 (竹内 第 2 ビル ) TEL 052 一 97| 一 2923 
大 阪 出張 所 吹 田 寿 町 2 の 8 TEL 06 一 382 一 0951 
札幌 出張 所 札幌 市 拓 川 三条 一 丁目 TEL0I22 一 8 一 2007 


ーー べべ 
トン 29 コ 


イン パクト シス テム に よる 画 期 的 合 材 製造 装置 


三井 タイ パウ アス ファ ルプ テニ ト ヒ 


西独 ウイ バウ 社 と 技術 提携 
人 特長 / 1. 高 性 能 の 骨 材 加熱 間 燥 装置 / 2. イン パク トシ ステ 
優秀 な 合 材 の 製造 / 3. な 運転 操作 / 4. 高度 な 経 
高 能率 を 発揮 する 


三井 アス ファ ルト フィ ニッ ニヤ 
MEIMR- 3 部 主要 仕様 


信 貧 装 能 力 60t/h 

介 舗 装 由 1.8 一 3.6m 

念 舗 装 厚 10 一 100mm 

介 自 速度 10.2 
ー61.3m/min 

例 作 業 可 度 2.5 
ー15.2m/min 

例 機 関 29ps 
1.800rpm 

人 全備 重量 
6,500kg 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 室町 2 の 1 ( 代 ) (270) 2001 
東 京 ・ 三 池 ・ 柱 岡 ・ 広 島 ・ 阪 ・ 名 古屋 札幌 


《⑳ 控 三 井 三 池 捉 作 所 


強力 な 作業 能力 を 誇る TS15 EE ーー 生 
TSIS . 


日 トラ 7 ダシ ョ ベル 


ククリ アラ ン メ 
ゲリー チ 
ンプ 月末 ……69( ペ タケ 


新車 交 和 人 サー ビス 
な 直良 作 70 で すさ お 投 5 
@ 摘 回 サー ビス 


日 抽 建 機 。。。。 


本 社 ・ 東京 千代田 区 内 神 田 ! の る ー 10 生 
穫 計 東京 (03)293ー35I1( 代 ) 


AF 


3 


ン ノ 


土 は け の 
きま す 


な 勢 で 操作 が 
ま す か ら 、 長 時 間 
統 運 も 疲れ ませ ん 


笠 
の 
作 
素 
量 
す 
で 
直 
寺 
耐 
久 」 
件 


業界 に 綴 対 信用 ぁ s 
山形 導 ベ ント ナイ ト 


. 高い 粘性 に よる コス ト ダ ウン 
. 高 い 膨潤 
. 少ない 沈 汰 
. 品 質 安定 


基 
確 
拓 加 
事 
用 
泥 
和 


9 男 導 硫化 工 業 株 式 会 


京都 中 央 区 新川 1 一 10 電話 (552) 6101 代 表 
3 山形 県 大 江 町 左沢 大 江 2255 一 6 
多 山 山形 県 大 江 町 月 布 『 


田 詳 し い 資料 御 請求 下さ い 


HIM 日 店先 寺 胃 前 ロー ラー 


… 軸 の 事 な ら 

ボ マ ッ ク 機 を ・ 
法 面 ・ 路 局 ・ 裏 込め 中 間 帳 圧 ・ ア ス 
ファ ルト 舗装 どん な 地形 土質 で も 
OK 


仕様 


| 
| 
| 
| 
| 
1 


マイ カイ 換 易 株 式 全社 


社 東京 者 千代 田 区 剛 町 3 7 電話 東京 (263)0281( 大 代表 1 
生還: 了 の 全 2 6 け シ ョ ナル ビル (6297 
北海 出張 所 : 札 億 市 大 通り 東 7 一 12 電 放 札 幌 (24)2061 
松本 出張 所 : 長 野 県 秋本 市 柚 2ー3 一 6 電話 松本 (25117 
碗 出張 所 : 秋 田 県 大 上 市 谷地 町 後 45 一 7 電話 大 遂 (2)1667 


- 昭和 44 年 1 月 25 晶 夫人 
昭和 26 年 6 月 5 日 第 三種 郵便 物 認 可 (毎月 回 25 晶 ) 第 2 


スピ ー ド マチ ッ ク 。 それは 住友 リン クベ ルト 建設 機械 の すばらし い 代 名 詞 

で す 。 ス ピー ド マ チ ッ ク の レバ ー は 、 わ ず か 14cm で す 。 短い レバ ー は 操作 

を 軽快 に し 、 オ ペレ ー タ を 疲れ させ ませ ん 。 短い レバ ー は 、 作 業 能率 を 明 

ら か に 25% ア ッ プ させ ます 短い レバ ー が 理想 
7 

Speed-0HMatic 


f ま 友 LINIBELT 信 機 建設 機械 販売 株 式 会 社 
大 阪 : 大 阪 市 東 区 北浜 5 丁目 2 番地 /(06)203-2321 


/ バ パワー ショ ペリ ル ・ ど - 吉 ケ ググ ーー 上 京都 窒 区 放 笛 2 の 7347(03)342-1381 
(0.3m 0.5m 0.6m 0.8m 2m) (13.6 18t 206 25t 32t 700 製造 元 住友 機械 工業 株 式 会 社 


TYCD-10 クロ ー ラ ー ド リル ょ 


独立 回 転機 構 の 強力 な ドリ フタ ー を 扶 載 し て いま す の で …… 


(① 長 孔 寒 孔 ・ 大 口径 宰 孔 に 威力 を 発揮 し ます 
(② ロッ ド の 継ぎ た し 抜き 取り が 容易 で す 


小型 の ハン ド ハ ン マー か ら 大 型 の クロ ー ラ ー ド リル まで 


発 玩 元 


(⑳) 東 淫 さ く 央 株 販売 株 式 会 社 


東京 本 店 東京 都 中 央 区 日 本 棋 江 人 3 の 6 
支店 営業 所 東京 : 大 孤 * 名 古屋. 祐 ・ 札 幌 * 仙 台 高松 


Mare う 東洋 世 業 醒 式 家 社 


本 誌 へ の 広告 は 坦 御 EEE きせ 共栄 通 信 社 


計 思 〒564 大 本 市 出 困 3 二 四 9 佑 14 呈 TEL 大 本 (05N388 一 517 


専 放 ”。 。 「 き 差 落 3 鹿 」 


層 | 


HOOIHI 


